
人文学と神学
第 9号

ISSN 2186-3911

東北学院大学学術研究会

2015 年 11 月

［論 文］

『ペトロの第一の手紙』研究（1）
─構造と内容，成立状況について─ 吉 田 新… 1

世俗世界での「社会的アガペー（愛）」─アメリカの資本主義へ
の倫理的批判─ マーチー・デイビッド… 19

［研究ノート］

「教科教育」研究ノート

メルヒェンと宗教教育（1） 佐々木 勝 彦…108

［翻 訳］

パネンベルク『組織神学』（I─1） （佐々木勝彦訳）…176

［Articles］
Untersuchung zum Ersten Petrusbrief（1）:

Struktur, Inhalt und Entstehungssituation des Briefs Shin Yoshida… 1

Social Agape in a Secular World : An Ethical Critique of American
Capitalism David Murchie… 19

［Study Note］
Das Religiöse im Märchen（1） Katsuhiko Sasaki…108

［Translation］
W. Pannenberg : Systematische Theologie（I─1） （tr. by Katsuhiko Sasaki）…176

［ 論 文 ］

『ペトロの第一の手紙』研究（1）
　　─ 構造と内容，成立状況について ─  吉　田　 　新…  1

世俗世界での「社会的アガペー（愛）」 ─ アメリカの資本主義へ 
の倫理的批判 ─   マーチー・デイビッド… 19

［ 研究ノート ］

「教科教育」研究ノート

　 メルヒェンと宗教教育（1）   佐々木　勝　彦…108

［ 翻 訳 ］

パネンベルク『組織神学』（I─1）   （佐々木勝彦訳）…176 



人文学と神学
第 9号

東北学院大学学術研究会



̶ ̶

1

1

『ペトロの第一の手紙』研究（1）
─ 構造と内容，成立状況について ─

吉　田　　　新

はじめに

1.　Iペトロ書の構造と内容

2.　Iペトロ書の著者，成立時代・場所，受け取り手について

まとめ

［ 論 文 ］

はじめに

戦後 70年目を迎える今年は，過去の歩みを今一度想い起し，検証する重要な節目の時

である。戦時中，多くのキリスト者が国家権力に屈し，戦争遂行に加担した歴史を覚え，

二度と同じ過ちを繰り返さないことを心に刻むことが日本に住まうキリスト者に求められ

ている。かつて，国家権力に従うことを正当化する論拠として，ロマ書 13章 1節以下と

並んで Iペトロ書 2章 13節以下の言葉も引用された1。「あらゆる人間的制度に従え」，「王 

（皇帝）に従え」。地上の権力への盲目的従属を命じるこれらの言辞は，戦時下の日本のキ

リスト教会のみならず，歴史上，様々な形で世俗的権威を正当化し，それに従わせる口実

を人々に与えた。「正典」に含まれる文書にも，字句通り受け取るには抵抗を抱かざるを

得ない言葉が多々見出される。それゆえ，過ちを繰り返さないために，権力への服従を命

じるこれらの言葉を批判的に検討する必要がある。とりわけ，「歴史が逆戻りしている」（ウ

ンベルト・エーコ）と思わせる昨今の日本の政治，社会状況を鑑みる時，その作業の必要

性を強く感じる。そのひとつのとば口として，ここでは『ペトロの第一の手紙』を取り上

げたい。本書簡の解読を通して，成立事情，思想（神学）的特徴，歴史的意義を検証する。

 1 ロマ書 13章をめぐる戦前，戦中の日本人キリスト者と国家との関係については，以下の書物に
詳しい。宮田，2003年。
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この書簡の送り手は使徒ペトロ（Iペト 1 : 1）とあるが，特定の受信者の名前はない。

広い範囲の受け取り手に宛てられた回状であり，ヤコブ書などと同じく公同書簡の一つに

分類されている。Iペトロ書は初期キリスト教において，比較的広範囲に読まれていたこ

とが使徒教父文書から確認できる2。送り手はペトロとあるが，果たして使徒ペトロによっ

て執筆されたのだろうか。ペトロではなければ，いかなる人物の手によって記されたのだ

ろうか。本稿では，今後の研究の基礎固めとして，書簡の構造と内容，送り手と受け取り

手，成立年代と場所について考察する。

1.　Iペトロ書の構造と内容

1.1　書簡の構造

i　挨拶（1 : 1-2）

ii　第一部（1 : 3-4 : 11）「教え」と「勧告」

a　教え ① 救いの意味（1 : 3-12）

 ─  希望へと新たに生まれること（バプテスマ）の意義（1 : 3-5）

　　⇔　3 : 21と対応

 ─  試練の中での喜び（1 : 6-9）

 ─  救いとは何か（1 : 10-12）

1 : 13 「それゆえに（Dio.）」…

b　勧告 ①（1 : 13-2 : 10）キリスト者への一般的な勧告

 ─  希望を置き（1 : 13），聖なるものとなれ（1 : 14-16）

 ─  贖いの業の意味を知り，畏れをもって生活せよ（1 : 17-21）

 ─  互いに愛し合いなさい（1 : 22-25）

 ─  霊の乳を求めよ（2 : 1-3）

 ─  生きた石として霊的な家を造れ（2 : 4-10）

 2 例えば，2世紀のスミルナの司教ポリュカルポス（後 69-155年）の『フィリピ書』1 : 3，2 : 1，8 : 1，
10 : 2他で引用されている。他にもエイレナイオス『異端反駁』IV : 9 : 2。ただし，ムラトリ正典目
録には Iペトロ書は含まれていない。
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c　勧告 ②（2 : 11-20）具体的な勧告

　「私は勧める（parakalw/）」（2 : 11）　⇔　5 : 1対応

　「愛するものたちよ（VAgaphtoi,）」　⇔　4 : 12対応

 ─  異教徒の模範となれ（2 : 11-12）

 ─  制度に従い，自由人として生きよ（2 : 13-17）

 ─  「僕たるものよ」（2 : 18-20）

d　教え ② 模範としてのキリストの受難の意味（2 : 21-25）

　「なぜならばキリストも…（o[ti kai. Cristo.j）」（2 : 21）

　「あなたがたが召されたのはこのため（eivj tou/to ga.r evklh,qhte）」（2 : 21）

e　勧告 ③（3 : 1-17）家庭訓，一般的な勧告

 ─  「妻たちよ」（3 : 1-6）

 ─  「夫たちよ」（3 : 7）

 ─  「終わりに」まとめの勧告（3 : 8-17）

f　教え ③ 模範としてのキリストの受難の意味（3 : 18-22）

　「なぜならばキリストも…（o[ti kai. Cristo.j）」（3 : 18）

　救いの意義（3 : 21）　⇔　1 : 3と対応

g　勧告 ④ （4 : 1-11）迫害下への勧告

 ─  武装し，慎みをもって生活する（4 : 1-6）

 ─  終わりのときのために（4 : 7-11）

　頌栄（4 : 11）「栄光と力とが，世々限りなく神にありますように，アーメン」

iii　第二部（4 : 12-5 : 11）

a　勧告 ① （4 : 12-5 : 11）迫害に対する励ましと慰め

 ─  「愛するものたちよ（VAgaphtoi,）」試練の時こそ喜べ（4 : 12-19）

 ─  「私は勧める（parakalw/）」（5 : 1）長老と若者へ（5 : 1-6）

 ─  悪魔に備えよ（5 : 7-10）
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　頌栄（5 : 11）「力が世々限りなく神にありますように，アーメン」

iv　結びの言葉（5 : 12-14）

1.2　書簡の主題，内容

Iペトロ書の主題は明瞭である。受難のキリストを模範とし（2 : 21他），苦難のなかに

あってもキリスト者として（「w`j Cristiano,j」4 : 16）の振舞いを示すことである3。書簡全

般を通して，「火のような試練」（4 : 12）と形容される耐え忍ぶべき艱難について何度も

言及される4。また，バプテスマを示唆する言辞も度々見出せるため5，その意義を説くのも

主題の一つと考えられる。他の新約文書同様，同書簡は終末論的背景を持っている。現在

の苦しみに対して，将来の栄光が対峙され（4 : 13，5 : 1，5 : 10），読み手を励ましている。

さらに，Iペトロ書にとって，「聴き従うこと（従順）」（1 : 2，14，22，2 : 14）は「選び」

につながる（1 : 2）。これは，2 : 13以降，統治者や主人，夫などに従うことを告げる具

体的は勧告文へとつながっていく。このようなローマ帝国権力への従順を説く言辞の背景

には，キリスト教が拡大するなかで統治者と摩擦を起こさず，それをできるかぎり回避し，

キリスト教への不信感を払しょくするねらいが存在すると思われる6。初期キリスト教文書

のなかで Iペトロ書のように世俗権力への従順を訓告する文書が存在する一方，支配者へ

の批判的言辞を記すマルコ福音書や，ローマ帝国を批判するヨハネ黙示録なども存在して

いることを忘れてはならない。歴史的には，前者の文書を担うグループが初期キリスト教

の主要な組織へと成長していく。ローマ帝国の反逆者として殺害されたイエスの運動が，

やがて支配体制に従属し，組み込まれていく歴史的経緯を批判的に検討しなければならな

い。

本書簡の内容は，二つに区分できる。第一部（1 : 3-4 : 11）の主たる内容は，バプテス

マを基盤とした教え（教理）と生活上の勧告である。教えと勧告を交互に繰り返す形で論

 3 もともと「キリスト者」という名称は，ユダヤ人と区別するために生み出されたものだが（元来
は他称語），Iペトロ書では対異邦人との関係で自称として用いられている。このような対異邦人と
して自称「キリスト者」は，1世紀後半以降，用いられたと考えられる。保坂，196頁参照。

 4 Iペトロ書では「試練（peirasmo,j）」（1 : 6，4 : 12），「苦しみ（lu,ph）」（2 : 19），「苦難，苦しみ（pa,qhma）」
（1 : 11，4 : 13，5 : 1，9）に直面した際の「振舞い（avnastrofh,）」（1 : 15，2 : 12，3 : 1，2，16）
について多くの箇所で語られる。

 5 Iペト 1 : 3，23，2 : 2，3 : 21参照。
 6 キリスト教文書においてパウロ書簡にその萌芽がみられるが（ロマ 13 : 1-7），紀元後 1世紀後半
からこの傾向が一層強くなり（Iテモ 2 : 1-3，テト 3 : 1，Iクレ 60 : 2-61 : 3），2世紀以降のキリス
ト教弁証家に継続される。
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が展開されていく7。書簡の後半の第二部（4 : 12-5 : 11）では，迫害下への励ましと慰め

について語られる。後半部分は後世の付加である可能性も示唆されている8。4 : 11は頌栄

で終わっており，4 : 12以降は迫害への具体的勧告が続くため，4 : 11までは迫害を知っ

ているが，それはまだ現実に起こっておらず，4 : 12以降，現実に起こった迫害への励ま

しと慰めの言葉が付加されたと考えられるからだ9。しかし，書簡の途中で頌栄が挿入され

ても不自然ではなく10，4 : 11前後で主題がはっきりと変化しているわけでもない。書簡を

通して迫害への勧告という主題は一貫しているため，元来，4 : 11以降も前半部分と連続

していたと受け取る方が正しいだろう11。

Iペトロ書の冒頭は挨拶の言葉で始まり，終結部分も結びの挨拶で閉じられており，古

代の書簡の形式に沿って記されていることが分かる12。冒頭の挨拶と結語はパウロ書簡の

それと似ている。1 : 13の「それゆえに（Dio.）」に続き，命令形を用いた勧告が何度も繰

り返される13。送り手は「（読者に）勧める」（2 : 11，5 : 1）と度々記し，書簡の最後に再

びそれが繰り返されており（5 : 12），この回状の内容は勧告の言葉で占められていること

が分かる。

パウロ書簡と Iペトロ書の類似性について : Iペトロ書の内容の一部はパウロ書簡と共通し

ていると多くの研究者から指摘されている。また，用いられている語句，言い回しもパウロ

書簡のそれと共通点が見出せる。冒頭の挨拶と結語の類似点は以下。恵みと平和（ca,rij kai. 

eivrh,nh）: Iテサ 1 : 1，Iコリ 1 : 3，IIコリ 1 : 2，ガラ 1 : 3，ロマ 1 : 7，フィリピ 1 : 2，フィ

レモン 3。送り手の名前 :「Pe,troj avpo,stoloj VIhsou/ Cristou/」（Iペト 1 : 1），「Pau/loj dou/loj 

Cristou/ VIhsou/」（ロマ 1 : 1），「Pau/loj klhto.j avpo,stoloj Cristou/ VIhsou/」（Iコリ 1 : 1）。結語 :

ロマ 16 : 16，Iコリ 16 : 20，IIコリ 13 : 12。平和の挨拶 : ロマ 15 : 33，Iコリ 16 : 23。し

かし，Iペトロ書がパウロ主義（Paulinismus）を継承しており，パウロ書簡を模して執筆さ

れた，ないしはパウロ書簡に依存しているとは論者は考えない。ただし，パウロ書簡（また

はパウロが用いた伝承）の何らかの影響を受けていると思われる。二つの書簡の関係につい

 7 土戸，153頁参照。
 8 Vgl. Beare, 6, 162 ; Perdelwitz, 26-28 ; Windisch, 76f ; 川村，416頁参照。
 9 4 : 11と 12以降の連続性に関する考察は，以下に詳しい。Brox, 24-34（ブロックス，21-36頁）.
10 ロマ 11 : 36，ガラ 1 : 5，エフェ 3 : 21，Iクレ 20 : 12，32 : 4，43 : 6他参照。Vgl. Brox, 202-

203（ブロックス，277-278頁）.
11 Vgl. Conzelmann / Lindemann, 417 ; Feldmeier, 20f ; Vielhauer, 584.
12 送り手の名（Superscriptio）: 使徒ペトロ，宛先（Adscriptio）: …選ばれた人々，挨拶（Salutatio）:
恵みと平和が…。Vgl. Klauck, 36f

13 書簡全体を通して現在命令形（6回）より，不定過去命令形（22回）の方が多く記されている。
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ては，稿を改めて論じる。Iペトロ書とパウロ書簡との主たる共通点は以下。つまずきの石 : I

ペト 2 : 4-8（ロマ 9 : 32-33），権威への従順 : 2 : 13以下（ロマ 13 : 1以下），キリストの

苦しみに与る : 2 : 21以下，3 : 17以下，4 : 13以下（フィリピ 1 : 29），悪をもって返さな

い : 3 : 9（ロマ 12 : 17），神からの賜物 : 4 : 10-11（ロマ 12 : 6以下），迫害下の倫理 : 4 : 12-13

（ロマ 8 : 17-18，フィリ 3 : 10-11）14。

本書簡は特定の受け取り手の名が記されず，小アジアの多くの地域が含まれる広範囲の

読者を想定している。I，IIコリント書などのように受け取り手である共同体の具体的な

問題について議論するより，どの地域においても起こり得る一般的な問題に関する教えと

勧告が書簡の大半を占めている15。さらに，内容から読み取れる受け取り手は，バプテス

マを受けて間もない信者が主である。それゆえ，Iペトロ書は広範囲に分布する不特定多

数の読者に向けた「回状（Rundbrief / Rundschreiben）」と思われる16。

書簡の内容は冒頭にバプテスマを受け，新たに生れ変わることが強調されており（1 : 3-

5），3 : 21のバプテスマに関する見解と対応している。その後，試練（1 : 6，4 : 12対応）

のなかでの喜びが語られるが，これは書簡の後半に展開される迫害下への勧告を予告して

いる（4 : 1-11）。救済の意義に関する教説を述べた後，「それゆえに（Dio.）」（1 : 13）と

生き方の指針を示す勧告文が続く。キリスト者への一般的な勧告（1 : 13-2 : 10），社会制

度下の振舞いを説く具体的な勧告（2 : 11-20），そして，家庭訓（3 : 1-17）へとつながっ

ていく。勧告の間に模範としてのキリストの受難の意味（2 : 21-25）の教説を挟む。キリ

ストが模範を示しているゆえ，勧告に従うことを促す。第一部の終わりは迫害を前にした

勧告で締めくくられる（4 : 1-11）。第二部（4 : 12-5 : 11）は迫害下での励ましと慰めで

ある。第一部の終結部分の言葉が再び繰り返される。5 : 11でも 4 : 11と同じように頌栄

によって結ばれる。書簡の最後は結びの言葉で閉じられる（5 : 12-14）。

これまで，Iペトロ書の前半部分（1 : 3-4 : 11）は，初代教会のバプテスマの際に読み

上げられていた典礼文と推測されてきた 17。Iペトロ書は文体からみると各箇所の相違は目

14 Iペトロ書とパウロ書簡の関係について，ヘルツァーが詳細に論じている。ヘルツァーはパウロ
書簡からの影響に関しては懐疑的な結論を導き出している。Herzer, 257-269.

15 Vgl. Feldmeier, 22.
16 Vgl. Schnelle, 453 ; Goppelt, 44f ; Strecker, 71.「この手紙では，戒告，教示，慰めが向けられてい
る教会の情勢は極めて漠然と，かつ「どこにでも通用可能な（allgemeingültig）」描き方になっている
ので，たとえ手紙としての特質が多々あったとしても，手紙を受け取ることができる範囲内にある
すべてのキリスト信徒のために，否さらにそれをも超えた人々のために書かれていると考えること
ができる。」Brox, 23f（ブロックス，21頁参照， 一部訳文を変更）.　岩隈，54頁参照，川村，416頁。

17 この仮説を最初に立てたのは，以下の書。Perdelwitz, 1911. Vgl. Selwyn 305-311. 他にも川村，416
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立つが，書簡全体は論理的に構成され，迫害下への勧告という主題も一貫しており，書簡

（回状）としての統一性がある。それゆえ，典礼文と受け取る方ことはできないだろう。

ただし，本書簡は初期キリスト教の多くの伝承をもとに構成されており18，そのなかに典

礼伝承も含まれていた可能性は否定できない19。

1.3　Iペトロ書はディアスポラ書簡か

Iペトロ書の冒頭に書簡の受け取り手として「散在し，仮住まいをしている選ばれた

［人々］（evklektoi/j parepidh,moij diaspora/j）」と記されている。ここから同書簡の文学類型

を考える際，Iペトロ書をユダヤ教，初期キリスト教文書のいくつかに認められる「ディ

アスポラ書簡（Diasporabrief / Diaspora letter）」の一つとして捉える研究者が多数，存在

している。この見解は果たして正しいのだろうか。

ディアスポラ書簡とは，ユダヤ教でエルサレムの権威的存在である指導者から各地に離

散した民に向けて記された公の手紙の総称である。これは母なる地（Mutterland）である

パレスティナとディアスポラのユダヤ人の一体性（Einheit），つまり，一つの神の民であ

る意識を強固にする目的がある。ターツによってディアスポラ書簡に関する先駆的な研究

がなされた20。辻はターツの分析をヤコブ書にも適用し，ヤコブ書はディアスポラ書簡の

伝統を受け継ぎ，その形式を借りつつ書簡（キリスト教ディアスポラ書簡）を書いたと推

頁。
18 書簡前半部分の文体（1 : 3-4 : 11）に相違が見出せるのは，用いた伝承が異なっていたからでは
なかろうか。ホレルは，Iペトロ書はパウロ書簡を含んだ複数の初期キリスト教の伝承に由来してい
ることを説得的に論じている。Horrell（2002）, 29-42 ; ders（2008）, 31-42.

19 Vgl. Schelke, 4-7 ; Brox, 23（ブロックス，20頁参照）.
20 Taatz, 1991. その対象資料としてエレミヤ書 29，エレミヤの手紙，シリア語バルク黙示録 78-87，
第二マカバイ記 1 : 1以下，同 1 : 10以下，ラビ文献としてバビロニア・タルムード・サンヘドリン
11b，エレファンティネ書簡，バル・コクバの手紙があげられている。ターツの研究を辻と原口が紹
介している。Tsuji, 18-27. 辻（1997），60-64頁，同（2002），19-23頁，原口（2013a），1-13頁。原
口はターツの研究を批判的に展開し，初期キリスト教の文書内には，ユダヤ教の「ディアスポラ書
簡のジャンルを意識して採用している」ものがあると分析する。無論，ここではユダヤ教のディア
スポラ状況をそのまま初期キリスト教に適用することはできず，ディアスポラ概念の拡張，再定義
が必要になる。それゆえ，「初期キリスト教徒のディアスポラ状況は，民族的離散状況とは区別され
る宗教的離散状況のこと」と定義される。原口（2013a），13頁。なお，原口の二つの論文（2013a, 
2013b）ではターツの名前のすべてを「Taats」と誤記しているが，正確には「Taatz」である。クラ
インはターツの研究を徹底化し，「誘惑（Anfechtung）」を「乗り越えること（Bewältigung）」を教示
するディアスポラ書簡の特徴を，ヤコブ書と Iペトロ書から読み解く研究を行う。Klein, 2011. さらに，
デーリングは同種の研究を大規模に展開し，前 5世紀から後 3世紀までのユダヤ教（及びキリスト教）
文書内の書簡を網羅的に分析し，ユダヤ教，及び初期キリスト教のディアスポラ書簡を説明している。
クライン，デーリングは，Iペトロ書（及びヤコブ書）もキリスト教ディアスポラ書簡として扱って
いる。Doering （2012）, 434-452. 
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測している21。辻，原口，デーリングらは，Iペトロ書もユダヤ教ディアスポラ書簡の形式

をキリスト教化（Christianisierung）させたキリスト教ディアスポラ書簡の一つに分類し

ている22。

このような見解に対して，批判的な意見も提出されている。そもそも，公的なディアス

ポラ書簡なる伝統がユダヤ教の文書内に存在していたかどうかという疑問である23。私見

では，辻らが想定するキリスト教ディアスポラ書簡の定義は，ターツによるユダヤ教のディ

アスポラ書簡の定義をキリスト教的に拡大解釈し過ぎているように思える。母なる大地エ

ルサレムからの書簡というユダヤ教ディアスポラ書簡の重要な要素は，キリスト教ディア

スポラ書簡には適用されていない。仮にユダヤ教の伝統を継承するキリスト教ディアスポ

ラ書簡という文学ジャンルが存在していたとしても，その要素を Iペトロ書に見出すのは

無理がある。Iペトロ書がディアスポラ書簡の伝統に繋がることを意識させる箇所は，冒

頭の一文だけである（1 : 1）。ディアスポラ書簡の重要な目的として，ターツが度々強調

するのは「一つの神の民」を確認する点であるが24，Iペトロ書にそれを示唆する箇所は見

出せない25。迫害下での励ましと慰めの言辞（4 : 12-5 : 11）は，神の民の結束を促すもの

と受け取れなくもないが，果たして，世俗権力への服従（2 : 13-7）や家庭訓（3 : 1-17）

などの書簡の多くを占めている具体的な勧告の言葉は，「一つの神の民」を意識すること

とどのように関係するのだろうか。また，ディアスポラ書簡では離散した民が再び一つに

なることが訴えられているが（エレ 4 : 10，14，シリア・バラク 78 : 7），Iペトロ書には

そのような記述はない。Iペトロ書の主たる読者は入信間もない異邦人信者と考えられる

が，受け取り手である彼，彼女らが自分たちはユダヤ人のような「ディアスポラの民」と

いう意識が持っていたかどうかも疑問である。さらに，書簡の送り手は「バビロンにいる

21 Tsuji, 18-27.  辻（1997），57-78頁，同（2002），19-23頁。
22 Tsuji, 29-32. 原口（2013a），13-18頁，同（2013b），2頁。他にも Elliott （2000）, 12 ; Michels, xlvi-

xlix ; Doering （2012）, 434-452 ; ders （2013）, 81-113. 
23 Iペトロ書とシリア語バルク黙示録 78-87との類似性を指摘しつつ，同書簡を「イスラエル（ユ
ダヤ人共同体）に宛てた黙示的ディアスポラ書簡」と捉えるミヒャエルに対しては，デーヴィッツ
はこれらの文書はすべて「書簡」であるという共通点以外見出せないとし，「黙示的ディアスポラ書簡」
という類型に対して懐疑的見解を記す。Michels, xlvi-xlix ; Davids, 13-14.　デーヴィッツの批判に対
する応答は以下。Doering （2009）, 215-236.同様に，田川はターツがあげた手紙は疑似書簡も含んで
おり，「公的」書簡とはいえない点，各書簡は宛先も内容も相違していることを理由にあげている。
田川，95-97頁。

24 Vgl. Taatz, 104.
25 確かに Iペト 2 : 10では，ホセア書の言葉（1 : 6，9，2 : 25）を用いつつ「神の民」が引き合い
に出されている。しかし，この箇所はかつて神の民ではなかった異邦人信者がバプテスマを受け，
いまや神の民になったことを説いているのであり，ディアスポラの民と一つになることを訴えるも
のとは受け取れない。
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［人々］」（5 : 1）とある。バビロンはローマを意味する暗号ではあるが（後述 2・2参照），

ディアスポラ書簡の形式をとっていながら歴史的なディアスポラの場所からディアスポラ

の民に送る書簡は不自然ではなかろうか26。従って，Iペトロ書を（キリスト教）ディアス

ポラ書簡の伝統に分類することは困難であると考える27。ここで「散在し，仮住まいをし

ている選ばれた［人々］」というのは，天上に本来の住まいがあり，地上での生は仮住ま

いの状態であるという，ユダヤ教から受け継がれたキリスト教徒の自己理解の表現である

と考える。Iペトロ書だけではなくヘブライ書 11 : 13-16などにも，それが確認できる。

土岐健治は「仮住まい」「寄留者」（Iペト 2 : 11，LXX創 23 : 4，LXX詩 38 : 13）などの

単語が，70人訳を経由してキリスト教文書に定着した経緯を説明し，次のようにまとめ

ている。「ユダヤ民族の本質的・本来的なあり方をディアスポラ（とそれに伴う寄留）と

とらえ，地上の生はディアスポラすなわち荒野放浪に他ならないとみなし，キリスト教徒

は地上の寄留者としてそのような生き方考え方を受け継ぎ，我が身に引き受ける」28こと

である。

2.　Iペトロ書の著者，成立時代・場所，受け取り手について

2.1　著者

次に Iペトロ書の著者はどのような人物か考察したい。冒頭の「イエス・キリストの使

徒ペトロ（Pe,troj avpo,stoloj VIhsou/ Cristou/）」（1 : 1）を字句通り受け取るならばイエスの

弟子の使徒ペトロであるが，この可能性は極めて低い。多くの研究者が指摘するように，

その理由として以下の点があげられる。

① 本文のギリシア語 : Iペトロ書のギリシア語の語彙は豊富で29，文章構造も複雑であ

26 この点，辻やデーリングは不自然とは考えていない。だが，ディアスポラの地から他のディアス
ポラの地に送る「ディアスポラ書簡」の「意図」とは何か説明していない。Tsuji, 29 ; Doering, 233. 
そもそも，ディアスポラ書簡であるならば，差出場所はエルサレムであるべきだろう。この点，デー
リングはディアスポラ書簡にとって重要な関心は場所としてのエルサレムではなく，一つの神の民
の強調であるとする。だが，かつて神の民の都であったエルサレムから送ることによってこそ，そ
のことが強調できるのではなかろうか（エレ 29 : 4，IIマカ 1 : 1，10参照）。Doering, 225.

27 辻は，Iペトロ書に頻出する「parepi,dhmoj」（1 : 1，2 : 11）「pa,roikoj」（2 : 11）が LXXにおいて
バビロン捕囚を示唆する単語として用いられていると記している。Tsuji, 30.　しかし，Iペトロ書に
おいてこの二つの単語は，この地上で読者は「寄留者」であり，「仮住まいをしている者」という文
脈で用いている。捕囚やディアスポラと直接，結びつくとは思えない。

28 土岐，38頁。
29 新約文書で Iペトロ書のみ出現する語句（hapax legomenon）は 55単語。
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り，修辞的な用法も多用されている。また，類語や同音語を並列させるなど30，ギ

リシア語の母語話者によって記されたと考えるのが自然である31。アラム語を母語

とし，「無学な普通の人」（使徒 4 : 13）といわれるガリラヤ出身の漁師ペトロが記

したとは考えにくい32。

② 聖書の引用 : 同書簡の聖書の引用は，Iペト 4 : 8以外は，全て 70人訳からの引用

である。

③ 生前のイエス伝承との関係 : 生前のイエスと関係づけるイエスの言葉の引用はな

い。また，殉教を示唆する箇所（4 : 12以下），司牧者として振舞いを記す箇所（5 : 1

以下，ヨハ 21 : 15以下参照）以外に，生前のペトロと結び付く箇所もない。

④ パウロ書簡との関係 : ペトロと緊張関係にあったと考えられるパウロの書簡との

共通点も見出される33。ペトロがパウロ書簡を参考に本書簡を記したとは考えにく

い。

⑤ 書簡の内容とペトロの関係性 : 書簡の中心的なテーマの一つである当時の社会制

度にまつわる具体的な勧告（2 : 13以下）もペトロとは馴染まない。とりわけ，書

簡の成立背景に考えられる迫害の状況も（4 : 12以下），生前のペトロと関係づけ

るのは難しい34。また，後述するように，成立年代を 90年代に想定するならば，64

年に殉教したとされるペトロと 30年近くのずれが生じる。

従って著者として想定されるのは，ペトロを師と仰ぐ教会の指導者であり，「長老の一人，

受難の証人，栄光をあずかる者」（5 : 1）だが，具体的な人物は不明である。書簡の最後

に記されている「忠実な兄弟シルワノ」（5 : 12）は，パウロの協力者シルワノかどうかは

不明である35。ローマにおいてペトロ派（Petrine Circle / Petrus-Schule）と呼ばれるような

30 例 え ば，1 : 10「evxezh,thsan kai. evxhrau,nhsan」，1 : 4「avmi,anton kai. avma,ranton」，19「avmw,mou kai. 

avspi,lou」。Iペトロ書の修辞的な用法の分析は以下に詳しい。Schelkle, 13.
31 Vgl. Schnelle, 446 ; Goppelt, 45-47. 小林，380-381頁参照。
32 ギリシア語が堪能ではないペトロの代わりにシルワノ（5 : 12）が書いたと想定できるが，「忠実
な兄弟」という言葉は自分で自分を讃えることになってしまう。小林，381頁参照。Vgl. Brox, 241f （ブ
ロックス，332-334頁）.

33 ペトロとパウロが緊張関係にあったが，その後「和解（Versöhnung）」したと「想像する（vermuten）」
研究者もいるが，確証は得られない。Hengel, 158（ヘンゲル，102-105頁）.

34 川島は，ペトロがローマに滞在した期間について，以下のように推測している。「ペトロがロー
マに来たのはローマからユダヤ人の追放を命じたクラウディウス帝が死んだ（54年 10月 13日）後
であろう。するとペトロのローマ滞在期間は長くてもその時からネロのキリスト教迫害の中での殉
教（64年）にいたるほぼ 10年ということになろう。」川島，191頁。

35 エルサレム教会からパウロとバルナバと共にアンティオキア教会に派遣されるシルワノ（シラス）
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ペトロを崇めるグループが存在し，この一群が本書簡を生み出したと考える研究者らがい

る36。シルワノや彼の子（忠実な弟子の意味）マルコ（5 : 13）が中心となったグループと

考えられる37。このようなペトロ派の存在を裏付ける明確な歴史的証拠はないが，1世紀末

にローマを中心にペトロを殉教者の模範と仰ぐ一群の集団が存在していた可能性は考えら

れる38。

Iペトロ書はこのような一群のグループが，ペトロの名を用いて執筆した「偽名書簡」

の一つと思われる39。『クレメンスの第一の手紙』では，「柱（stu/loj）」（ガラ 2 : 9）の一人

である使徒ペトロの名は，1-2世紀の初代教会における殉教者の一人として言及されてい

る。Iクレメンスには，ペトロとパウロは「私たちの間で最も美しい範をたれた」（6 : 1）

とあるので，ペトロがローマで殉教した可能性は高い40。迫害下でのキリスト者の姿勢を

説く Iペトロの内容からすれば，「多くの苦難を耐え」，「栄光の場」（Iクレ 5 : 4）へと向かっ

たペトロは，ローマで成立したと考えられるこの書簡の送り手として相応しいと考えたの

だろう。この偽名書簡の送り手は「柱」の一人であり，殉教者ペトロの名を示しつつ，ペ

トロとパウロの両者を知るシルワノによって手紙が書かれたことを強調するのはなぜか。

推測の領域を出ない考えだが，Iペトロ書の送り手はペトロとパウロの両方の伝統を正当

に受け継ぐことを読者に示したかったからではないだろうか。ペトロの名を冠したパウロ

の書簡に比較的近しい内容を持つ回状であれば，より広い読者にとって受け取りやすいと

考えたのだろう41。

は，ペトロとパウロを両方知る人物である。使徒 15 : 22「シラス」（アラム語），同 16 : 19以下，I
テサ 1 : 1，IIテサ 1 : 1，IIコリ 1 : 19。

36 Vgl. Elliott （1982）, 270-280 ; ders （2000）, 127-300 ; Knoch, 143-146.　なお，ローマのペトロ派に
関する詳細な研究史は以下。Horn, 3-20.

37 このマルコを福音史家マルコと同一視するのは疑わしい。エウセビオスの『教会史』（III : 39 : 15）
のなかで，ヒエラポリスの司教パピアスが長老ヨハネの言葉として，福音記者マルコはペトロの通
訳であったと記されている。だが，これは Iペト 5 : 13のマルコがペトロと直接関係したことを示す
資料ではなく，むしろ，使徒ではなく福音史家マルコを使徒ペトロと関係づけるために，パピアス（ま
たは長老ヨハネ）が Iペトロ書の結語の部分に沿って先のことを記したと考える方が自然である。川
島，192-193頁参照。Vgl. Schnelle, 243.　この意見に異を唱え，パピアスの歴史的信憑性を重んじる
のはヘンゲル。Hengel, 73（ヘンゲル，52頁）.

38 ホレルはペトロ派の存在に懐疑的な見解を示す。Iペトロ書はローマのキリスト教集団が，使徒
的権威を持つペトロの名を用いて執筆したと彼は考える。Horrell, 43-54.

39 使徒ペトロの名を借りた文書は，『ペトロの第二の手紙』の他にも 3世紀頃に成立したと考えら
れる『ペトロの宣教集』に含まれる『ヤコブへのペトロの手紙』などが挙げられる。初期キリスト
教文書におけるペトロの名を冠した偽名文書に関する詳細な研究は以下。Lapham 2003. また，新約
聖書の偽名文書に関する説明は以下に詳しい。辻（2013），31-63頁。Vgl. Theißen, 147-163.

40 ペトロの殉教を示唆するのはヨハネ 21 : 18-19など。川島，194-212頁参照。
41 類似した見解は以下。Theißen, 177. 
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Iペトロ書の旧約聖書の引用 : Iペトロ書に引用された旧約聖書箇所は以下。Iペト 1 : 16（レ

ビ 11 : 44，19 : 2，20 : 7，26），Iペト 1 : 24-25（イザ 40 : 6-8），Iペト 2 : 6（イザ 28 : 16），

Iペト 2 : 7（詩 118 : 22），Iペト 2 : 8（イザ 8 : 14），Iペト 2 : 9（イザ 43 : 20，出 19 : 6，

イザ 43 : 21），Iペト 3 : 10-12（詩 34 : 13-17），Iペト 4 : 18（箴 11 : 31），Iペト 5 : 5（箴

言 3 : 34）。Iペトロ書の著者は 70人訳に精通していることがこれらの引用文から理解できる。

自らの発言の根拠として，旧約の引用文を用いることがしばしばみられる。イザヤ書の引用

がとりわけ多い。

2.2　成立場所

次に書簡の成立場所についての考察に移りたい。Iペト 5 : 13には，送り手からの言葉

として書簡の成立場所が示唆されている。「共に選ばれた，バビロンにいる者らと私の子

マルコがあなた方に挨拶を送る」（VAspa,zetai u`ma/j h` evn Babulw/ni suneklekth. kai. Ma/rkoj o` 

ui`o,j mou）。これを字句通りに受け取り，執筆場所をメソポタミアのバビロン（またはエジ

プトのバビロン）と考える研究者は現在ではいない。成立場所に関して，研究者の間から

複数の可能性が提案されている。

① 冒頭に記された小アジアの地域（1 : 1）42

② 「バビロン」（5 : 13）は「ローマ」を示す暗号（「大バビロン（Babulw.n h` mega,lh）」 

黙示録 14 : 8，16 : 19，17 : 5，18，18 : 2）43と考えるならばローマ44

③ 冒頭の「散在した［人々］」（1 : 1）と関係づけ，「バビロン」を捕囚の身にあるキ

リスト者のメタファーとして捉える45

先述したように，ローマはペトロの殉死の場所でもあり，先のペトロ派の存在を想定す

42 Vgl. Schnelle, 447.　その理由として，書簡に記された勧告や慰めの言葉は，送り手が小アジアの
近状を熟知していることを前提としているとシュネレは説明する。

43 「ローマをバビロンと呼ぶのは，ローマを話題にしていることをかくすためではなく，ローマの
反神的性格を明瞭にするためである。」佐竹，277頁参照（改稿版，149頁）。他にもユダヤ教黙示文
学において例が見出せる。Iペトロ書と同時代に成立した IVエズラ 3 : 1以下ではローマをバビロン
と重ねている。シリア・バラク 67 : 7，シュビラ 5 : 143，159-160「深い海とほかならぬバビロンと
イタリアの国々」参照。Vgl. Durst, 422-443.

44 研究者の間ではこの意見が多数である。Vgl. Goppelt, 351f ; Knoch, 142f ; Brox, 41-43（ブロックス，
44-46頁）; Lapham, 145-147.

45 Vgl. Zwierlein, 7-12.　② と ③ の可能性を折衷する案も提出されている。Feldmeier, 27f. 170.
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るならば，本書簡を記す歴史的背景として，② の可能性が説得的であろう。同時代に記

されたユダヤ教黙示文学においても，ローマをバビロンと関連付けて批判的に記述してい

ることもこの可能性を裏付ける根拠となる。同時代にローマで成立したと考えられる Iク

レメンス（90年代に成立）と Iペトロ書の内容との共通性も見過ごすことができない46。

また，同書簡はパウロ書簡（及び疑似パウロ書簡）からの何らかの影響が考えられるゆえ，

収集された真正のパウロ書簡集（Corpus Paulinum）は初代教会の中心地の一つであり，

晩年のパウロが過ごしたローマであれば触れることができたと想定される47。

2.3　成立年代

成立年代は 90年代から 2世紀初頭と思われる48。以下，その理由を列挙する。

① IIペトロ書他との関係 :『ペトロの第二の手紙』が Iペトロ書を前提としている（II

ペト 3 : 1）。また，2世紀初頭の教父文書も本書簡を知っているので，それ以前で

あることは確実だろう。また，前述したように，パウロ書簡からの影響が考えられ

るゆえに，パウロ書簡の成立以後である（50年代以降）。

② 迫害の状況 : 書簡に記された迫害下の状況（3 : 13-14，4 : 4，12-16）は，ドミティ

アヌス帝治世末期（96年頃）の帝国内のキリスト教徒への迫害を示唆するものと

46 ローマの司教クレメンス（?-後 101年）がコリント教会に宛てた手紙の冒頭部分も Iペトロ書の
冒頭（1 : 1）と共通性が読み取れる。Iペトロ書と Iクレメンスの間には，語彙や内容の上で多くの
共通点が見出せる。例えば，Iペト 1 : 17「avproswpolh,mptwj」（Iクレ 1 : 3），長老への従属 : Iペト 5 : 5
（Iクレ 57 : 1），迫害の示唆 : Iペト 4 : 12以下（Iクレ 5 : 1-6 : 4），キリストは苦難の模範
（u`pogrammo,j）: Iペト 2 : 21（Iクレ 5 : 7，16 : 17）。キリストの受難とイザヤ書の預言を関係づける : I
ペト 2 : 21-25（Iクレ 16 : 3以下），頌栄（dia. VIhsou/ Cristou/）: Iペト 4 : 11（Iクレ 58 : 2，61 : 3，
64 : 1，65 : 2），教会の指導者の役割 : Iペト 5 : 1-5（Iクレ 40-44）。Iペトと Iクレの詳細な比較検
討は以下に詳しい。Elliott （2000）, 138-140. Vgl. Knoch, 22.　なお，Iペトロ書とヤコブ書との共通性
も指摘されている。Iペト 1 : 1（ヤコ 1 : 1），Iペト 1 : 7（ヤコ 1 : 3），Iペト 1 : 24（ヤコ 1 : 10-11）
他。Iペトと Iクレは二つの手紙がローマで同時代に成立したので，互いに書簡の存在を知っていた
可能性は否定できないが，Iペトとヤコブの間にはその可能性は低いだろう。しかし，二つの書簡が
同じような伝承を用いた可能性は考えられる。辻（2002），43頁参照。

47 1世紀末にローマで成立した Iクレメンスは，パウロ書簡を知っている。Iクレ 47 : 1-3は Iコリ
ントを示唆し，また Iクレ 32 : 1以下はロマ 9 : 5，Iクレ 30 : 6はロマ 2 : 29，Iクレ 61 : 1以下は
ロマ 13 : 1-7との関係が考えられる。Vgl. Theißen, 141.　タイセンはパウロ書簡集（Corpus Pauli-
num）の収集の場所としてコリントとエフェソをあげている。また，コリントで収集された書簡集が
後にローマに行き着いた可能性を推測している。Theißen, 143-145.

48 成立年代に関しては，研究者によって 30年近くの開きがある。シュネレは 90年頃，ゴッペルト
は 60-80年，クノッホは 70-80年頃，ブロックスは 70-100年，エリオットは 73-92年，ヘルツァー
は 90年前後に想定。Schnelle, 448 ; Goppelt, 64-65 ; Knoch, 19-24 ; Brox 41（ブロックス，44頁），
Elliott （1982）, 87 ; ders （2000）, 136-138 ; Herzer, 267f.
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推測する研究者がいる。この可能性は全否定できないが，ドミティアヌス帝がキリ

スト教徒を組織的に迫害をしたという歴史的資料はない49。また，ネロ帝による弾

圧（64年）は本書簡の宛先である小アジアに及んだと考えるのは無理があるため，

ネロ帝による弾圧でもないだろう50。ドミティアヌス帝による組織的な迫害ではな

いにせよ，何らかの単発的な迫害を受けていることは書簡の内容から理解できる。

その場合，迫害は信者の周囲に存在する者からの局所的なものであろう。このよう

な迫害は常日頃から，どのような地域でも起きえたはずである51。

③ 小アジア伝道 : 書簡の送り先である小アジア地域の伝道も 80年代以降なら可能性

が考えられる52。

④ バビロンとしてのローマ : ローマをバビロンと表す（5 : 13）も 1世紀後半（エル

サレム神殿崩壊以降）の文書から確認できる。

⑤ 教会組織 : 本書簡には教会の職位のひとつとして「長老（presbu,teroj）」（5 : 1）に

ついて言及されているが，2世紀以降に確立していった明確な教会組織を前提して

いない53。

以上の理由から，成立年代を 90年代から 2世紀初頭と想定するのが妥当だと考える。

70年代のエルサレム神殿崩壊を境にして，ユダヤ教の一分派であった「ユダヤ教イエス派」

（佐藤研）が，次第にユダヤ教から離れ「キリスト教」として徐々に自己を確立し始め

る54。90年代以降は共同体としての本格的な体制作りに向かう時期である。

2.4　受け取り手

では，最後に書簡の受け取り手について考えたい。書簡の冒頭には 1 : 1「ポントス，

ガラテヤ，カッパドキア，アシア，ビティニアの各地に散在し，仮住まいをしている選ば

れた［人々］」とあるように，小アジア地域にあるローマ帝国の属州名称が列挙され，広

49 保坂，285頁以下参照。
50 小林，379頁参照。
51 Vgl. Achtemeier, 34-36.
52 書簡の冒頭に記された小アジア地域への伝道は 60年代中盤，80年代ならば確実であるとゴッペ
ルトは指摘する。いずれも 64年に死んだペトロの死後の年代である。Goppelt, 29.

53 速水，411頁参照。
54 佐藤，144頁。保坂はユダヤ教とキリスト教の分離過程とその時期を詳細に論じている。「ユダヤ
人社会内に独立した所謂キリスト教徒の “教団”を，あるいはユダヤ教とは異なる一つの「新しい宗教」
を想定することは少なくとも（略）80/90年代異端追放の動きが始まる時点までは避けるべきである。」
保坂，168頁。
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範囲な読者を想定しており，これらの地域がパウロの伝道地域と重なる地域（ガラテヤ，

アシア）である点も興味深い。受信者は「散在している［人々］」（ヤコ 1 : 1参照）と位

置付けられ，地上では「仮住まいの者」（Iペト 1 : 1，17，2 : 11）している存在である。

文脈から読み取れるのは，彼，彼女らは異邦人キリスト教徒であり55，受洗後まもない人々

とも考えられる56。社会的身分の低い人たち，すなわち奴隷（2 : 18-25）や非キリスト教

徒の夫を持つ者（3 : 1-7）への勧告の言葉から，受信者が置かれている社会的状況が理解

できる。そして，何度も用いられる「苦しみを受ける」（pa,scw）という言葉から，何らか

の迫害下に置かれているのは間違いない57。書簡を通して，苦難のキリストに倣う生き方

が勧められる（2 : 21他）。「キリスト者として」（4 : 16），この苦しみを受けることを促

している。

まとめ

これまでの考察をまとめる。受難のキリストを模範とし，苦難のなかにあってもキリス

ト者としての振舞いを勧めることを主題とする Iペトロ書の内容は，二つに区分できる。

第一部（1 : 3-4 : 11）の主たる内容は，バプテスマを基盤とした教えと生活上の勧告であ

り，書簡の第二部（4 : 12-5 : 11）では迫害下への励ましと慰めについて語られる。Iペ

トロ書の内容と形式から判断すれば，同書簡は広範囲に分布する不特定多数の読者に向け

た「回状」と思われる。ただし，一部の研究者らが想定するユダヤ教のディアスポラ書簡

の伝統を引き継ぐものとは考えられない。書簡の送り手は不明ではあるが，著者として想

定されるのは，ペトロを師と仰ぐ教会の指導者と思われる。成立場所として考えられるの

は，5 : 13のバビロンを暗号として受け取るならばローマである。成立年代は 90年代か

ら 2世紀初頭と考えられる。また，主たる受け取り手として異邦人キリスト教徒が想定さ

れ，彼，彼女らは受洗後まもない人々であり，かつ何らかの迫害下に置かれているのは間

違いないだろう。

参考文献

岩隈直訳註『希和対訳脚註つき新約聖書 12 公同書簡　上』，山本書店，1986年
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55 Iペト 1 : 14，18，2 : 10，4 : 3参照。
56 Iペト 1 : 3-4，18-19，23，2 : 2，10他参照。
57 現在，受けている苦難に関する言及は以下 Iペト 1 : 6，2 : 19-20，3 : 14，4 : 12以下。
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世俗世界での「社会的アガペー（愛）」

— —

世俗世界での「社会的アガペー（愛）」
─ アメリカの資本主義への倫理的批判 ─

ディビッド・マーチー著
翻訳者 : 野村　　信，原田　浩司，吉田　　新

［ 論 文 ］

45年前，私はキリスト教の歴史と神学の若い学生であったが，私が抱いたキリスト教

信仰と，私の周囲のキリスト者と非キリスト者との間の「世俗」生活に明らかに支配する

資本主義とを知覚すると，両者の不調和な繋がりによって悩まされた。たとえば，誰も資

本主義がキリスト教の信仰の教義であるとは公言しないまでも，私は資本主義が長らくキ

リスト教思想と西洋のキリスト教の方向性に影響し，キリスト教の用語を資本主義に親密

な仕方で再解釈していることをすぐに感じた。「自由と貪欲」というキリスト教の概念は，

その原初の聖書的な意味からみれば失望させられるものであった。キリスト教神学の世俗

化が始まると，「自由」は，人々の，抑圧からの精神的肉体的逃避という点から記述され

る言葉として描くことがますます無くなった。むしろ，「自由」は，奇妙なエリートが使い，

濫用もする世界の特別な特権として黙認するものになった。すなわち「自由」は，制約の

ない経済と財政「市場」を確立するための広がりとして言及されるようになった。さらに，

「貪欲」という，醜悪な罪は，その手の言語的洗礼を受けた。それは今や，「商売気」とい

う，より倫理的に無色な，あだ名として楽しまれている。

ルカによる福音書は，イエスの「愚かな金持ちのたとえ」を書き留めている。このたと

え話は，資本主義を真正面から非難したものであるが，教会は過去何年もの間それを見過

ごしにした。そこでその箇所を確認する（ルカ 12章 13-21節）。

　群衆の一人が言った。「先生，わたしにも遺産を分けてくれるように兄弟に言って

ください。」

　イエスはその人に言われた。「だれがわたしを，あなたがたの裁判官や調停人に任

命したのか。」そして，一同に言われた。「どんな貪欲にも注意を払い，用心しなさい。

有り余るほど物を持っていても，人の命は財産によってどうすることもできないから
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である。」

　それから，イエスはたとえを話された。「ある金持ちの畑が豊作だった。金持ちは，

『どうしよう。作物をしまっておく場所がない』と思い巡らしたが，やがて言った。『こ

うしよう。倉を壊して，もっと大きいのを建て，そこに穀物や財産をみなしまい，こ

う自分に言ってやるのだ。「さあ，これから先何年も生きて行くだけの蓄えができたぞ。

ひと休みして，食べたり飲んだりして楽しめ」と。』しかし神は，『愚かな者よ，今夜，

お前の命は取り上げられる。お前が用意した物は，いったいだれのものになるのか』

と言われた。自分のために富を積んでも，神の前に豊かにならない者はこのとおりだ。」

この箇所が示すように，イエスは，我々に貪欲に対して警戒するように命じる。しかし

ながら，「資本主義」は，貪欲を「制度化」し，それを一種の世俗的な美徳へ変容させる。

プロのフットボールの Vince Lombardiが勝利の時に語った有名な言葉で言えば，資本主

義において，「貪欲は，もっとも重要だというわけではない。それは唯一のものなのである」

と。

「資本主義」は，その名が示すとおり「資本」に，「資本を産み出す」ために，究極の価

値を置く。資本主義は，専門用語の「資本」から生じる，基本的には「動き（ism）」なの

である。それを一つの動き，あるいは信頼の組織と考える時に，資本主義は，人間社会に

おいて，より資本主義的なものが常により資本主義的でないものよりも優るという第一の，

最も確かな確信を得る。これはすべての資本家について言えることではないが，資本主義

の宗教への，道徳への，倫理への関心は，宗教，道徳，倫理が資本の蓄積に貢献するとい

う範囲内に限定されている。「社会主義」という言葉の主要な目的が改革された社会であ

ると示唆されるのと同様に，「資本主義」という言葉の主要な目的は，改革された資本の

蓄積，すなわち，「資本の持続的拡大」，あるいはより一般的に「成長」という点にある。

資本が増加する時，資本主義は成功する。すなわち，資本主義の目標（資本の蓄積）が

達成される。資本主義は，良い意図に栄誉を帰すことはない。それは特別な道徳価値に関

与しない。それ自体は勤労に報いもしない。資本主義の唱道者たちは，資本主義の理論に

沿った結果は，かなり正当なものであるとしばしば指摘している。そのような指摘は，やっ

かいにも，素朴なものであるが（明白に皮肉なものでなければ），非道徳的な掘り出し物

を倫理的な政策決定と混同しているのである。アンドリュー・レヴィンが指摘するように，

私たちの現代社会において，「超大金持ちは，ひょんなことから，あるいは生まれにより，

さらに大金持ちになる。彼らは巨万の富を生む資源を所有している」と。ごく簡単に言え
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ば，資本主義は，どのようなやり方でもさらに蓄積は増幅され，資本の蓄積という報酬を

得る。しかしイエスは，このような際限のない富の追及を（資本の飽くなき蓄積を）「貪欲」

と語った。イエスとマルクスとでは歴史的な相違があるが，イエスの論じるところは，あ

る点でカール・マルクスの論じるところと似ている。イエスは，貪欲のゆえに，神が彼ら

に与える実りある生命の豊かさから遠ざかり，富を蓄える人々を愚かであると語っている。

もちろんマルクスも，明確にこの物質的な広がりに言及しており，生産物の資本主義的支

配によって，人々を労働と人間関係から疎外させる社会における商品化の悪化の影響を

語った。しかし重要なことは，イエスとマルクスは共に，資本主義の成功の悲劇的結果に

焦点を当てている。すなわち，個人的社会的生活における歴史的精神的非人間化である。

広い歴史的視点から見れば，西洋のキリスト教は，商品の飽くなき個人的蓄積という，

資本主義の自己追及促進の犠牲者になりさがった。それはマルクスによって 19世紀に予

告されていた問題であった。マックス・ヴェーバー他が，指摘したように，人生における

成功は，ますます精神的に薄くなり，ますます経済的に増大することにあった。ミカエル・

ウェルトンは，最新刊の論文，「資本主義は西洋の支配的な宗教である」において，過去

には，経済的な成功は，神が人々を祝福するという表れとして見られたが，今では，私た

ちの生活にとって，経済的な繁栄が神に取って代わったと言う。西洋の神は，ウェルトン

の言葉で，「市場―すべての希望の源」という神になり，抑圧者たちを解放するというモー

セの神ではなくなった。文教大学のディビッド・R・ロイが指摘するように，18世紀の道

徳的哲学者であり，自由経済の理論の父なるアダム・スミスでさえ，市場の危険と社会の

一般価値を壊す傾向性，すなわち，私たちの誰をも唆す過剰を抑制するために必要な価値

を壊す傾向性を語っていたのである。

広範に亘って，西洋の個人主義的宗教思想の傾向は，一般に道徳的責任の減少を引き起

こしやすく，個人の内面的な領域を超えて存在する世俗世界に向かう。しかし歴史的，聖

書的に，概してキリスト教の歴史解説は個人的なものではない。聖書によれば，キリスト

教信仰は，個人の経験で終わるものではない。私は，決してキリスト者の経験と神学にお

ける個人的な神との関係の重要性を否定しているわけではないが，聖書にある神の命令は，

元来きわめて広いものであると言わなければならない。広く社会を癒すという重要な役割

を実行することに失敗した西洋の教会の核心は，すべてのキリスト者の経験の心にある，

アガペーという社会的次元を評価することに失敗したということにある。アガペーという

愛は，神の人類に対する恵みとして示され，いかにキリストのように生きるかに関する示

唆において重要な役割を担ってきた。こういう理由で，キリスト者は，ある意味で，アガ
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ペーを，自分自身の特別の職分として考える傾向があった。だが，信仰と働きという両者

の観点から，アガペーは，概念的にも，実践的にも大変豊かなものであり，それを広く適

用するにはキリスト者と非キリスト者の生活の両者にとって，力強い影響をもつ可能性を

秘めている。確かに，アガペーは，力強い中心，純粋な軸として十分論じることができ，

力ある愛の霊的現実とその幸いに与る人々の生活に受肉するものを結びつける実践的倫理

を動機付ける知恵なのである。社会学的な観点から言えば，アガペーは，人間どうしの平

等を達成する原初的推進力なのである。（これはイエスの「自分のように隣人を愛しなさい」

と，旧約聖書の「ヨベルの年」などの社会実践の命令において明確に見られるものである）。

アガペーは，ある意味で，掛け橋である。それは，多くのことに同意できない人々のい

る世界において，私たちの個人的な宗教感情と社会的責任の間を結ぶ掛け橋である。アガ

ペーは，神と人間両者の行動の鍵となる要素である特別に豊かな現実である。カール・バ

ルトが指摘したことで有名であるが，アガペーは，もう一人へ，あるいは他者へ向かう，

活動的，愛を土台とした行為である。しかし，言葉の多様な用法を見ると，特に新約聖書

において，アガペーは，一般の人へ，時に病んでいる人々に焦点をあてた関心へ向かう言

葉であることに気付く。アガペーは広範であり，包括的である。神は「世界」を愛される。

イエスは同僚に，しかも「汝の敵」を愛するように命じられる。アガペーは，義務論的

（deontological）である。その必要性も，実行も，愛する人の，愛される人の感情に左右さ

れない。その理由は大切である。すなわち，西洋のキリスト教は（個人の権利に関して勝

利者となった西洋の自由主義であるが），個人に伝道することで個人の問題に，個人の権

利に，地域の個人的関係の発展（すなわち教会）に焦点をあて，広い社会的なグループを

無視することを正当化するという自由を許容する点にある。このように，西洋のキリスト

教は，個人がイエス・キリストに従えば，社会的行動への刺激を内包するものと考える。

彼らが富裕者の税金を削減すれば，裕福者は当然低所得者により多くを提供し，より多く

の仕事を提供することで助けることになると考える保守的な政治家によって，ばかげた精

神的過ちを犯す。

アガペーの行動的実践的な性質は，キリスト教の信仰を個人的なものに限定することを

よしとしない。すなわち，主イエスが語られた「隣人」とか「敵」といった人々を排除し

ない。これに対して，アガペーは思慮深い。それは賢く適用される。人はそれを「探究を

土台とした愛」と呼べるかもしれな。たとえば，アガペーは，我々が経済的な統計を真剣

に用いることを要求する。我々は我々の中の貧しい人々を探すことを目的としてそれを行

う。この人々は疎外され，差別されて，経済的活動に参与できない人々である。私は，「社
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会的アガペー」として，限定的に不正と迫害を矯正するために，この倫理的アガペーに裏

付けられた動機に言及したい。さらに「社会的アガペー」は，世俗的宗教的に妥当するも

のをもつとして見られるべきである。私は最近一般社会の何人もの人々の著作によって刺

激されているが，彼らは，この「社会的アガペー理解」を，たとえばアメリカのような経

済的なシステムをもった国々を成熟した資本主義が略奪しつつあるという深刻な研究に

よって語る。この著者たちは，アガペーその用語に触れていないが，彼らの著作に貫かれ

る「社会的アガペー」の理解は，彼らの実証的な発見の背後にある研究と統計を豊かなも

のにしている。彼らは，神学思想の範疇に限定されない一般的倫理的目的に効果的に取り

組んでいることを示す。特に，アガペーの向かう焦点の柔軟さ，たとえば，その広い，個

人の枠を超えた集団へ向かう柔軟さは，資本主義のような型にはめられない，広い動きの

ような，難しい議論に役立つであろう。あるいは，法的責任を明白に追及される人がいな

い，社会的不均衡や民族虐殺のような悲劇的社会の現実を探究することに役立つ。

記述したように，「社会的アガペー」は，必ずしも「良い感情」によって起こされるも

のではない。良い感情は，「社会的アガペー」の影響を明らかに示す行動を伴うか伴わな

いかではなく，「社会的アガペー」自体は内的な感情ではない。むしろ，直接的，倫理的

に生じる，社会的政治的指向であり，すべての人々に十分な生活状態を造り出すことを求

める平等の政策であり，可能な限り，社会的弱者への関心を喚起し，社会的な強者の増長

を抑えるものである。そのような政策は，注意深い，実証的検分と実施を要求する。しか

しながら，彼らは，「社会的アガペー」の理解から道徳的倫理的推進力を受領するであろう。

それは，すべての人々が成長できる平等社会の完成を目指して，研究者や政策遂行者らの

心に彼らのすべての努力を抱かせ続ける。

Gary Leechは，彼の西洋の資本主義に対する批判が，この「社会的アガペー」の理解

に満ちている現代の著者である。Leech の Capitalism : A Structural Genocide（『人文学と

神学』の前号で書評した）は，西洋の，新自由経済のモデルに対する倫理的経済的評論を

出版した，最も広範なグループ中のまさに一人である。そのモデルとは，再配分によって

引き起こされる人的被害が生じるにも拘わらず，一部の人を富ませるように国家の富を再

配分する金権政治的企ての集まりを露わにするモデルである。John Bellamy Foster, István 

Mészáros, Paul Craig Roberts, Samir Amin, and Richard D. Wolffといった批評家たちに続い

て， Leechは，自身の批評において「社会的アガペー」の顕著な理解を明らかにする。彼は，

社会政策がもはや自分たちの心に良きものをもたらさない西洋国家の壊れた経済的財政的

下部構造を露わにし，さらに，彼らが豊かでない世界の現在や未来になんの関心も抱かな
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いことを示す。

Leech の著作は，安定した社会を維持し，その社会の人びとが人間的な必要を得ること

へ資本主義が論理的，歴史的にも失敗したと批判している。しかし社会的解決に関する

Leechの批判も，彼の提案も統計学上のモデルや描写の価値判断に影響されない声明を提

供する企てではない。むしろ，「社会的アガペー」の精神で，著者は，人間の経験に関す

る相互関係の経済的統計の必要を付随的に認めることなく，そのような経済的現実がせい

ぜい意味をなさず，最悪なら，豊かな人々から冷たく，狡猾にも貧しい人々を攻撃するこ

とがあることを忘れることなく，経済的現実を率直に認めることを企てている。実際，こ

れらは米国を西洋の内の発展した国々のすべての最も不公平な国とするような攻撃であ

る。他の近年の人道的な意味を経済的なデータと形式に与える「社会的アガペー」の潜在

性の例は，フランスの経済学者，トーマス・ピケティの r>gによって産み出された国際

的な現象である。rは資本の平均的還元率であり，gは経済的成長を意味する簡単な形式

である。この公式を発展したものと，『21世紀の資本』と題する最近刊において，ピケティ

は，社会的不平等の理由について，公然と深刻な議論と倫理的な批判を開始した。

Leechの主眼としているところは，資本主義に根をはる「構造的な暴力」である。彼は

もっぱらある種の悪しき行動の背後にある個人（ら）に対する探究が，私たちが生きて働

く中での組織に広がるより内包的な悪に私たちを盲目にすると指摘している。たとえば，

人々が集団殺戮的行動をもっぱらある人々の悪しき行動にあると思うと，暴力的構造によ

るさらに広範な人間の廃墟を見落とすことになる。その暴力的構造とは，たとえ人が人間

の大虐殺の原因を特定の人びとの決断と行動に帰すことができなくても，世界中に夥しい

死を生んでしまうという構造である。人が資本主義者のエリートたちの破壊的な行動の原

因を「貪欲」や「支配欲」のような単純な動機に単純化できないとしても，構造的な暴力

は，資本主義に支配的な枠組みの一部である。

本論の関心により適切に言えば，暴力は「資本主義の内的な論理」を内にはらんでいる。

資本主義は，持続的成長を，すなわち，止むことのない富の蓄積（拡大）を要求する。し

かし，この連続的成長は，究極的に社会的環境的資源の破壊による活動に依存している。

John Galtung は暴力を広く「人間生活の悪化」として表現した。Leech はこの点を拡大して，

構造的な暴力は，「社会的構造によって引き起こされた」人々の基本的必要性の搾取であ

ると示唆する。確かに，Galtung が詳細に説明するように，社会経済的な構造に組み込ま

れた暴力は，「構造的な大量虐殺」のための不均衡な力と未来的可能性を産み出す。構造

的暴力に関する責任の中心がたやすく曖昧にされるのかを見極めることは難しいことでは
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ない。国際法においても個人の行動に焦点を当てるので，組織的な犯罪を追及することに

しくじる。要するに，組織的な暴力に影響された人間の，大きな集団に関心（社会的アガ

ペーの理解に備わる関心）がなければ，組織的暴力は非倫理的，あるいは不可避のものと

して見られるからである。どの場合にも，そのような暴力からの被害に対して解決の見込

みはない。

Galtungは，構造的暴力の狡猾な匿名性を言う。Slavoj Žižekは，同様に狡猾な匿名性を，

社会的イデオロギー的暴力よりもむしろ，より「異様な」ものとして語る。にも拘らず，

死が資本の論理に従って起きる意図的な行為の結果である時に，資本主義の「構造的暴力」

は，「構造的大虐殺」として合法的に見られる。ある程度の個人化は，資本の理論のよう

な概念を評価する時には妥当する。なぜなら，たとえ非個人化であろうと，その組織的な

要請は，特に人間の生活と環境に深刻な結果を残す。たとえば，Ludwig von Misesが論じ

たように，資本主義的組織においては，貧しい人々自身が資本に欠けているので，彼らは

ほとんど，あるいはわずかにしか声を上げない。彼らは貧しいが故に，彼らを不毛にする

組織の中では票をもたない。Karl Polanyiが説明するように，機能的な経済においては，

資本の理論は，他のものにまさって先んじる。人は，世俗的な偶像礼拝に匹敵するものと

してこの全てを包括する統制を誤って見るというぐらいでは済まされない。Leechがさら

に説明しているが，リベラルな民主主義の旗印においてさえ，差別と不平等が彼らの醜い

頭を育てる。「万人にとっての個人の権利と財産の権利」という勝利にも拘わらず，これ

らの権利は実際，万人に自由を保証しない。代わりに，個人権と財産権は，金権政治の道

具―富裕者層が彼らの下にいる人々を搾取できることによる不平等の状態を下支えする道

具―となる。要するに，資本主義の連続的生産拡大の力は不平等の増大を促し，より平等

を達成するために収入を再分配する企ては，資本主義の論理を否定する。その特性に従っ

て，資本主義は役立つ手段によってどのようにも拡大する。資本主義の理論の拡大の偶像

礼拝はそのようにして進む。

アメリカのような資本主義の発展した国においては，（社会的アガペーのような）倫理

的な動機は，行政の政策にほとんど影響しない。彼らの覇権的帝国主義と世界への優越意

識は，極端なほどの自己追及に向かっている。実際，彼らの経済的，政治的主張はこれを

否定するだろうが，公然と，止むことなく卑屈にも，巧みにその市場に，いわゆる「自由

市場」に供しながら，その政策は経済的財政的市場を操り続けるだろう。その最も狡猾な

点は，資本主義の成功が社会的なアガペーの理解を骨抜きにすることにあるという点であ

る。Leechは，「虚構の資本主義」について，十分な資本が法的に蓄積されない時，それ

7



26— —

が生じると言う。そのような「虚構の資本主義」は，ほとんど，あるいは全く力を出さず，

必要な資本を社会から奪い取ることによって蓄えることを目的とする。マルクスは，早い

時期にこの可能性を論じ，農耕生産者/農夫の，大地からの没収は，資本蓄積の前進の土

台であると語った。実際，この手の「虚構の資本主義」は 21世紀の新自由主義グローバ

リズムの共通の要素になった。マルクスは確かに先を見て，「余剰な労働人口」を予告した。

現在我々は，そのような「余剰の労働者」を特にグローバルな南世界に見るが，そこでは

何億人もが，闇の労働市場，「産業のない都会」という悲劇図の中で，かろうじて生きて

いることを知っている。まさにここにおいて，我々は資本主義に固有な矛盾を見出す。す

なわち，それは賃金を引き下げておくことで，余剰価値が，生産がより高いレベルにあっ

ても増加し，その逆，労働者が生産されたすべての日常品を消費するには過剰すぎ，不可

能さをさらに増加させる。マルクスの予見的論理的分析の実際上の完遂は，人間のこのす

べてに関する分野の議論において Zizek により明瞭に説明されている。すなわち，経済的

に言えば，技術のゆえに，世界中の多くの人々が，極めて単純に，有り余っている。彼ら

は生産者として余剰であるだけではなく，商品を購入するにはあまりにも貧し過ぎるので，

もはや消費者ではない。未来の経済に関して経済学者の多くは，「20%の人々は職を持っ

ているが，80%の人たちは無職になる」と語っている。いわば，人口の 80%もの人々が

経済的にも社会的にも意味のない存在になってしまった。資本の蓄積は小作人の奪取を基

盤としている。「貧困の蓄積は蓄財の必要不可欠な状態である」とマルクスが説いた通り

である。社会的アガペーの意識を伴う倫理的な問題に対して本質的な拒否を示す資本主義

のロジックゆえに，（仕事を失い，手が空いている労働者である）80%の人々が個人的，

かつ社会的な疎外に苦しみ，生活の糧を奪い取られてしまう苦しみといった屈辱に苛まれ

ている。このような人々は，大量殺人のレベルにも値する構造的な暴力の犠牲者となって

いる。

このような人間性を疎外された犠牲者の前に対峙しているものは，社会と政治にまつわ

る四つの現実ががっちりと組み合わさった事柄である。第一に，北米自由貿易協定

（NAFTA）のような貿易協定である。これは，この協定によって利益を得て，変わること

がない，潤沢な資金を持つ多国籍企業によって生み出されるものである。第二に，貧しい

国を差別する取引上の補助金である。第三は，貧しい人々の犠牲によって成立している富

裕層を保護する国際法である。第四に，新しい貿易協定による追放される小作人らを配慮

するために，多くの製造業の職を生み出す約束を守らなかった豊かな国々と会社の失敗で

ある。実際，私たちはある意味では，社会的・アガペーを全く間違って使っていると述べ
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ることができる。資本主義のロジックに従えば，貧しい者ではなく，金を持っている人が

祝福される。さらに，祝福は貧しい人たちの犠牲によって富裕層に与えられる。資金があ

り，力のある者にとって，責任は問題にならない。特権階級はシステムの不公平さを認め

ているようには見えない。さらに，資本主義を活気づけ続ける冷酷なロジックを起因とす

る苦しみに対して，彼らは自責の念を示すこともしていない。いうまでもなく，南の発展

途上国において人間の搾取をかきたてる自己を強化し続けるモチベーションは，社会的ア

ガペーの反対に位置する。

社会的アガペーの影響を受けることなく企画され，実行へと移される政策の計画的な性

質を見ることを通して，資本主義のあからさまな搾取の性格の狡猾極まりない姿を，はっ

きりと認めることができる。貿易政策の策定に従った農業関連産業によって行われる支配

は，実際のところ新しい現象ではないと Leechはその著作のなかで説明している。それ

にもかかわらず，1990年代半ばに世界貿易機構（WTO）が創設された際，アメリカと

EUは，北側諸国にある農業の企業のために農業補助金を主張する巨大なアグリビジネス

への特別な恩恵を拡大する自由貿易主義のドクトリンをはっきりと反対した。たとえば，

翌年の収穫高を上げるために一年の収穫を蓄えておく種を使用する農家を防ぐ法律は可決

された。種を売る会社は，農家に自分たちが生産した種を買い，使ってもらうことを求め

ているため，このような農家たちの「種の自由」を妨害した。種を生産する会社は種を実

質的に変えてしまった。このプロセスを通して，種が新しい種を生み出す能力をブロック

させた。そして，種の法的地位は変化し，会社によって生産される種は，この会社の特許

を認められた資産となった。結局，農家は会社の種を買うことを強制され，法律上の問題

は，知的所有権の問題になった。つまり，農業関連産業は，改造され，利益を生み出す種

をめぐる特権を法的に獲得できた。もちろん，種を成長させるために多くの時間と労力を

費やした，何世代にもわたる農家たちの知識の投入に関わらず，このことから小作人であ

る農家は，なにひとつ報酬を受け取っていない。

一般的にいって，会社は自身の行動と政策による構造的な暴力を認めることを拒否する。

この管理された沈黙の陰謀は，構造的，財政的に，そして法的に実によく洗練されている。

極めて見せかけのものにもかかわらず，このような陰謀は資本のロジックの通常の活動と

して認められなければならない。たとえば，国際貿易と財産権は一般的に，本来，資本の

蓄積の必要性があるゆえにつくられる。さらにまた，これらの権利が実施される時，私た

ちが最近になって南の発展途上国で見てきたように，この法律自体が構造的暴力を恒常化

させるものになりえる。このことは，新自由主義によるグローバリゼーションの特有の構
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造のなかで特に明らかになり得る。しばしば，このような構造は伝統的で自由な市場の考

え方を単純に無視し，その変わりとして，資本のロジックの求めに応じて好んで働く。も

し，資本の蓄積が必要であるならば，会社は自由市場の伝統的な信条を嬉々として背くで

あろう。問題が起きたときに，自由主義の民主的な政府は介入するかもしれない。しかし，

このような介入自体がほとんど常に資本のロジックに導かれていく。

社会的，政治的構造をめぐる資本の破壊的な効果に関する Leechの評価は，社会的ア

ガペーを意識することで統計の解釈までもいかに変わってくるかという良い例となる。

Patrick McDonaldを引用しつつ，Leechはレトリックを用いて問いだす。「一人の子ども

の死は悲劇になるが，なぜ数百万人の死が単なる統計に過ぎないのだろうか ?」そして「三

秒ごとに今しがた始まったばかりの一人の人間の命は残酷にも失われ，同じく三秒ごとに

120,000ドルが全世界中の軍事力として使われている。」これらのわずかな，洞察に満ちた

見解は，なぜ，アメリカ人と西側諸国の人々は，アメリカの帝国主義の奇怪な行動に慣れ

てしまったのか，そして，政府がアメリカの経済と軍事的要求に好意を示してない外国人

を大量に虐殺する許しがたい行動に慣れたのかということについて，問題の核心を指し示

す。それゆえ，元経済政策担当の財務次官補であった Paul Craig Robertsはアメリカの大

部分の主要報道機関は，政府によって発表され，繰り返されるプロパガンダとほとんど大

差ない報道しかしていないと度々，指摘している。その結果，アメリカ人は拷問，暗殺，

殺人，（ある地域限定された，または国際的な）器物損壊など，アメリカの政策かまたは

アメリカ政府が実行している地域や人間に及ぼす影響に関して批判的な評価をほとんど聞

かされていない。事実，これらの行いはよく知られているが，最近，Gerald Celenteが

「American presstitutes」として言及しているメディアにおいて，これらの行いを対象とし

た批判的なレポートはめったにない。その一方，社会的・アガペーは，真実と透明性を力

づけるものである。しかしながら，アメリカ政府はニュースメディアを操ることによって，

そのもっとも憎むべき活動の恐ろしい現実を見えなくさせているために，多くのアメリカ

国民はこの現実の深刻な性質に対して無感覚なままでいて，それらを痛ましいが必要不可

欠なものであり，我慢することができる悪と見なしている。

この政府による隠ぺいの問題は，より複雑な事柄が起こった際にさらに問題を深刻にす

る。たとえば，緊縮経済計画に従うかどうかという被援助国（つまり国）の意思を条件と

される食料援助の問題ですある「Counterpunch」誌の編集者 Jeffrey St. Clairは「ある意味，

システム全体の拷問のようなもの」と記している）。さらに，製薬製品の生産と不公平な

配布があり，政治的，及び軍事的理由による商品と食糧の制裁がある。また，一般人の殺
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害が加速していることもあげられる。彼らの不正義は確かだと思われるが，これらのすべ

ての非道な行いは，複雑さがからみあったもののなかで見失われる。その複雑さの特徴は，

ハンナ・アーレントが悪の陳腐さ，そしてその冷酷さそのものを管理された殺人として言

及したようなことである。Walden Belloは世界銀行（WB），国際通貨基金（IMF）と世界

貿易機関（WTO）のような西洋世界の巨大な援助団体は実際，発展途上国における自立

を挫こうとしていると指摘している。その代わりに，彼らは，途上国の小さな農民の小規

模な生産拠点を破壊させ，西洋の企業だけ利益を得るアグリビジネスからの食糧輸入を促

進することを選ぶ。資本主義のロジックに従えば，食料はそれを変える人たちのところに

向かい，彼らの貪欲な食欲の多さがどれほどのものであってもそれを望むと，Leechは明

瞭に論じる。

資本主義のロジックの危険極まりない熱心さは，市場においていっそうのこと明確に姿

を現し，すべてを合わせて「Big Pharma」として知られている巨大な西洋の製薬企業の利

益を集中させる。巨大な製薬企業は株主（つまり利益）の収益に集中し，製薬企業の薬を

必要とする患者の体調は会社の生産計画より低い価値しかもたない。はっきり言えば，

Big Pharmaは金持ちだろうか，貧しい人だろうが，多くの人にとって最も必要な薬よりも，

多くの利益をもたらすと予想される薬に関心を持つ。実際的に述べれば，このことは「ラ

イフスタイル」の薬（バイアグラなどの精力強化剤）は，生命を脅かす病気と闘うことに

使用される薬の生産よりも，より優先されることを意味する。ライフスタイルの薬は巨大

な利益をもたらすことを意味している。しかし，貧しい人たちに必要とされる薬の場合は

そうではない。それどころか，貧しい人ために使われる薬の生産は，無駄な努力と見られ

ている。製薬会社の高額な薬を貧しい人々が買うことができないからである。

これは人間が求めるものより利益の方が重要であると考える資本主義，社会・経済シス

テムの内側のロジックである。製薬会社が生産や配布するための薬よりも，市場で取引す

る薬を販売することなど何の価値もない。Leechによれば，2004年に製薬会社は，研究

や開発のために 31.5億ドル以上も費用を費やしたが，マーケティングのためには 57.5億

ドルもの費用を費やした。会社の財政的政策立案においては，社会的アガペーの意識の影

響を受けることはなく，人間が求めることよりも財政的利益の方が優っているのは全く驚

くべきことではない。さらにまた，資本のロジックは，貧しいアフリカの一つのグループ

が試薬テストのプログラムに進んで参加するような，独自のアイロニーを生み出す。不幸

なことに，この大変なプログラムを終えて，試薬テストで使用された薬が通常の市場価格

で売られた時に，その同じ薬を買う余裕は全くなかったことに気づく。「Big Pharma」は
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資本のロジックの前に卑屈にも追従している。彼らの絶対視された偶像と最終的な目的は

いつも，財政的な利益を最大にすることにあります。

おそらく，社会的アガペーが導き手のために必要な，最もはっきりとした例は，アメリ

カの国防支出によって生じる人間性の搾取のランク，または Paul Streetが「国の魂のな

い軍事支出」と的確に評しているものである。合衆国連邦政府の自由裁量による支出総額

の半分以上が，合衆国の防衛費に，いや，もっと正確に言えば，軍事費に当てられる。ま

た別の言い方をすれば，合衆国連邦政府の自由裁量による支出総額の半分以上が，人間を

殺すことに，また，出来るだけ効果的にそれを実行することに関連する諸々の準備に充当

される。軍事費が徐々に減額されるだけで，合衆国の経済が崩壊しかねないくらいに，こ

の事実が合衆国の資本主義に強固に根づいている。アメリカの資本主義は合衆国の軍事費

を必要としている。これは不安定かつ危険な状況である。広く世間で認められているよう

に，実に頻繁にそのように理解されてきた。1950年代に，アイゼンハウアー大統領は，

合衆国の経済と社会生活を支配する脅威となり，巨大化して，手に負えなくなった「軍事

産業の複合体」に対し，警鐘を鳴らした。アイゼンハウアーが，当時，彼が論じたその複

合体が合衆国の生活と政治を支配するようになる，とまで想定しいていたかどうか，わた

しは疑う。実際に，1960年代後半に，ベトナムでの合衆国の戦争への経済支出によって，

飢餓に対する合衆国の戦争や十年間で飢餓を撲滅する政府計画や，「全アメリカ国民のた

めの自由経費（Freedom Budget for All Americans）」は機能不全になった。

アメリカの軍事費の背後に潜む諸々の目的は破壊的なものである。つまり，それらは人

間の発展に，ほとんど，あるいはまったく無関係である。他の諸国の繁栄に触れた表現は

プロパガンダ（宣伝文句）にすぎない。軍隊派遣に対して公的かつ法的な支持を得るため

に，そうしたプロパガンダが使用され，軍隊の派遣によって，短期間で，合衆国に資本の

蓄積が増加し，そして，現職の政治家たちを再選させかねないという一種の不安感を増進

した。ストリートが指摘しているとおり，軍事産業複合体の目的は，三層構造になってい

る。第一に，軍事産業複合体は「地球的な国家資本家による帝国（the global state-capital-

ist empire）の維持」を追求する。第二に，軍事産業複合体は，ハイテク技術の軍事部隊

に共同の福利の提供を追求する。第三に，軍事産業複合体は，公的に資金融資を受けた国

内経済の刺激とは逆累進の枠組みの供給を追及する。このような刺激が「軍事ケインズ主

義」と言及されることが，よくある。（この刺激の不安定な目的は，かなりの平等主義的で，

社会－民主主義的な福利状態，また，活気があり人気のある公的部門，つまり合衆国にお

ける「社会ケインズ主義」を，予め封じる（pre-empt）ことである。）

12



31

世俗世界での「社会的アガペー（愛）」

— —

社会的な諸政策を強引に押し進める役割に加えて，人文主義的な方面では，社会的なア

ガペーの意味は，資本主義のような制度は改革され得るのか，あるいは，資本主義のよう

な制度は取り替えられなければならないのか，といった，よりいっそう抜本的な問題点を

明らかにする。ひとりのクリスチャンとして，わたしはこの問題に，しかもこの問題と聖

書の救いの教理との類似点に，興味がある。救いは，人類の罪深い堕落の全体性や，人間

の人格の外側から着手される，抜本的な変化の必要性を前提とする。伝統的なキリストの

意味において，真の救いとは抜本的な変革のことである。つまり，それはこれまでの（罪

に満ちた）生き方を，完全に拒絶することなのである。救いとは，自己改革の一過程では

ない。救いは，わがままでなくなった結果でも，もっと楽しくなることでもなければ，名

前だけのキリスト教でもない。そうではなく，逆に，聖書の救いは，人間の本性をまった

くガラリと変える，神の霊の働きである。

最近，経済の記者たちの多くが，改革される余地のないシステムとして，資本主義を批

判的に見るようになってきた。要するに，資本主義のシステムは，特権を持つ少数者の経

済的な利益を増やすことに照準を合わせるシステムとは対照的に，人間全体を益すること

に照準を当てているシステムに，完全に（in toto）切り替えられる必要がある，と彼らは

指摘している。たとえば，富の再分配といった仕組みを利用するなど，資本を「人間化」

するための試みは無駄になる。なぜなら，そのような試みは資本の論理と矛盾するからで

ある。資本システムの社会的・経済的構造は，通常通りに機能し，しかも，貧困層の必要

性よりも富裕層の欲求に奉仕すべく，不均衡に機能する。こうした構造が，不平等の原因

となり，しかも，不平等が，システムによって辺境に押し出された人々の間に苦しみをも

たらす原因となる。リーチやメスザロスのような経済評論家にとって，現在の資本システ

ムは変わりようがない。ジョエル・コヴェルは，社会的アガペーの強烈な意味を明示する

批判文書で，資本主義の手におえない諸問題に照明を当て，彼は人間が直面している，資

本主義の言葉で言う「冷酷な窃取（the cold abstractions）」について，次のように述べる。

なぜなら，金銭はすべて「統計（counts）」であって，特有の冷徹さが資本家たちを

特徴づけ，人類，大陸全体（すなわち，アフリカ大陸）または，余剰価値の大きな進

展にほとんど関係のないような不都合な人口集合体（すなわち，都市部で生活する黒

人男子）を犠牲にするタフな精神と冷酷な窃取をもつ。価値の存在は，本物の仲間意

識，あるいは共感を排除し，利益の拡張の計算論法によって置き換えられる。ホロコー

ストがそれほどまでに非人道的に実行されたことなど決してない。

13
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「社会的アガペー」の強烈な意味は，資本主義の別の悲劇的な局面を明らかにすること

ができる。つまり，不平等は，単に経済的な資源を分配するという問題ではない。それど

ころか，具体的には，気候変動による有害な結果が，世界中で不平等に広がっている。西

洋世界による土地や空気や水の汚染がもたらした結果を，不平等にも貧しい諸国が被って

いる。経済の発展は，反エコロジー（反環境保護的）であり，また同時に，生かされてい

るという意味における人間の生命に対し，無関心である。資本主義の特殊な焦点は，利益

を増やし続けるという究極的な目的で，交換価値に即して，利益を生むことにある。諸々

の社会は，資本主義の仕組みや政策を通して，そこに潜む構造的な悪やジェノサイド（組

織的大量虐殺）に，それらが将来の世代に影響を及ぼすことになるとうのに，ほとんど（あ

るいはまったく）関心を向けることをしないまま，商品化され，搾取されている。将来の

世代は，こうした商品化や搾取に気づくことになるであろう。

幾年にわたって作り出されたその問題のあまりの大きさゆえに，政治的な経済に方針を

定める現在の資本主義に取って代わる革命的な対案が求められている。資本主義を「人間

化」する試みは，まるで沈みゆくタイタニック号の上でデッキ・チェアーを並べ直そうと

するようなものである。つまり，そうした試みは，良かれと思ってのことではあっても，

資本主義のシステムのジェノサイド（大量虐殺）的な本性のゆえに，人々が直面する根本

的な諸問題を処理することにはならない。私たちに必要なのは，「社会的アガペー」の自

覚によって喚起される社会を，抜本的に再構築することである。そのような再構築が，人

間の必要性に優先順位を与えることであろう。しかし，この局面の抜本的な再構築は資本

主義の論理によって誘導された人々から声高に反対されるだろうということを，最初から

想定しておくべきだということを，わたしは付け加えておきたい。

代表的な民主主義には，この種の再構築の媒体になれるような潜在能力はほとんどない。

実際に，代表的な民主主義は，資本家が優位に立つための，最も重要な手段の一つになっ

ている。共産主義のスターリン主義的脚色のように，西洋諸国の代表的な民主主義は，旧

約聖書中のダニエル書に登場するベルシャツァル王のごとく，「天秤で重さを測り，不足

を見つけ出す」のである。より好感が得られそうな代案は，社会の財源は人々の求めを満

たすために用いられるべきである，というアラン・マスの素朴なアイデアによって指摘さ

れたような，正真正銘の社会主義かもしれない。マイケル・レボウィッツは，人間の発展

の論理を資本主義の論理に置き換える問題として，社会主義への移行について，論理的に

言及する（レボウィッツの言う人間の発展の理論が強い影響を与えるその根本的な要素は，

社会的アガペーの感性として，わたしたちが語ってきたことと非常によく似たものと思わ

14
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れる）。レボウィッツの言うところの人間の発展の理論（わたしたちが言うところの社会

的アガペー）は，ハンナ・アーレントが「行政的殺戮」と呼んだ大量虐殺行為のようなも

のに終止符をもたらし得る行政システムの倫理にとって，その基礎の役割を担えるであろ

う。このように，ただ完全に組織化された再構築だけが，富める者の利益のために貧しい

者を搾取するという実に根深い実践から，世界経済を解放する可能性を秘めている。資本

主義システムをそのように革命的に置き換えることだけが，富める者や権力者に不適切に

財源が迂回されるのを抑止し，そして，合法的に貧しい者から彼らの土地を盗み取るよう

な搾取を抑止することができるのではないだろうか。

わたしは最初に説明しておきましたが，社会的アガペーというのは一つの感性以上のも

のである。事実，それは意志に基づく新規構想であって，入念な調査と評価による継続的

な結果からもたらされたものである。もし，わたしがそのアイデアを軽視することなくそ

うできたなら，社会的アガペーを，洗練されたアガペーとして言葉にしたい誘惑に，わた

しは駆られていたであろう。わたしが言及した社会的アガペーとは，まぎれもなく，人間

の幸福や平等といった諸問題には無関心であることを絶えず自ら証明してきた（資本主義

のような）大きな制度に対し，批判的に照明を当て，徐々に廃止していくための，妥協の

ない動機付けとして理解されるべきである。キリスト教徒たちは，信仰生活，礼拝，キリ

スト教的な生き方などを通して，アガペーについて学び，かつ経験してきた。しかしなが

ら，彼らは，社会というレベルでは，平和や善意をもたらし，そしてすべての人に対する

平等を保持するために，アガペーの潜在能力の表面部分をかろうじてかすったにすぎない。

資本主義のような，人間を破壊し続ける巨大なシステムを脱構築する批判的作業が完遂さ

れるまで，そうしたことが起こることはないであろう。この広く社会的かつ世俗的な意味

で考察する時，自分たちが人間であるというただそれだけの単純な理由から，すべての人

が繁栄することができ，そして平等な扱いと平等な機会のもとでお互いに関わり合うこと

ができる世界を生み出そうとの目的のために，それぞれ異なる政治的また宗教的な信念を

持つ人々を一つに結び合わせる潜在能力が，社会的アガペーの自覚にはある。聖書の預言

者たちは，シャローム（平安）の時と場として，そのような世界について言及したのであ

る。同じ様に，わたしたちの将来のビジョンも，そのようなものになることを深く願って

いる。
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木
　
勝
彦

I　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
童
話
」
に
表
れ
た
宗
教
意
識

は
じ
め
に

・「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の「
童
話
」に
表
れ
た
宗
教
意
識
」と
い
う
テ
ー
マ
は
、

「
童
話
」
を
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
教
材
と
し
て
用
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
論

ず
る
な
か
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」
と
い

う
作
品
を
教
材
と
し
て
用
い
る
場
合
、
当
然
、
作
品
そ
れ
自
体
の
分
析
と
、

そ
れ
を
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
す
る
対
象
学
年
の
絞
り
込
み
が
問
題
に
な
り
ま

す
。
も
し
も
そ
の
対
象
が
幼
稚
園
児
で
な
く
、
中
学
生
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
か
な
り
の
戸
惑
い
と
、「
い
ま
さ
ら
、
な
ぜ
子
ど

も
の
本
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」
と
い
う
反
発
の
声
が
上

が
る
で
し
ょ
う
。

小
学
生
か
ら
中
学
生
に
な
る
と
、そ
の
時
間
意
識
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

時
制
の
違
い
、
つ
ま
り
過
去
、
現
在
、
未
来
の
区
別
が
よ
り
明
確
に
な
り
、

高
校
生
に
な
る
と
、
そ
の
時
間
意
識
と
空
間
意
識
は
さ
ら
に
広
が
り
、
地
球

の
起
源
を
考
え
た
り
、
地
球
の
裏
側
を
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
い
ま
さ
ら
な
ぜ
、

子
ど
も
の
た
め
の
「
童
話
」
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」
と
い
う

問
い
が
で
て
く
る
の
で
す
。

で
は
、「
童
話
」
を
教
材
と
す
る
こ
と
は
無
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も

し
も
そ
れ
が
『
星
の
王
子
様
』
の
よ
う
な
大
人
の
童
話
で
あ
っ
た
な
ら
、
絶

対
反
対
と
い
う
声
は
小
さ
く
な
る
は
ず
で
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
も
『
絵
の

な
い
絵
本
』
と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
小
説
に
分
類
さ
れ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
童
話
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
「
童
話
の
王
様
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
彼
が
用
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い
る
「
童
話
」
と
い
う
語
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
常
識
よ
り
も
少
し
広
い
意

味
内
容
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
語
に
つ
い
て
、
安
藤
忠
夫
著
『
ア
ン

デ
ル
セ
ン
』（
清
水
書
院
） 

は
こ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。「
童
話
集
の
表
題
に

用
い
ら
れ
て
い
る
「
童
話
」（E

ventyr

、
エ
ー
ヴ
ェ
ン
テ
ュ
ー
ア
）
と
い
う

こ
と
ば
は
、
日
本
語
の
「
童
話
」「
お
と
ぎ
ば
な
し
」、
英
語
の
「
妖
精
物
語
」

（Fairy Tales

）、
ド
イ
ツ
語
の
「
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
と
は
、

か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
り
、
英
語
の
「
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
」
と
お
な

じ
で
、
ラ
テ
ン
語
の
（res

） adventura 
か
ら
来
て
い
る
。
こ
れ
は
騎
士
が

遍
歴
中
に
「《
で
く
わ
し
た
》（
出
来
事
）」
を
意
味
し
、
も
と
の
動
詞 adve-

nire 

は
「
来
合
せ
る
、
起
こ
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
語 

（aventure

）  

で
は
恋
も
含
め
た
冒
険
全
体
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
り
、
デ

ン
マ
ー
ク
語
で
は
「
冒
険 （
談
）、お
と
ぎ
話
、物
語
」
を
意
味
す
る
」（
八
九

頁
）。
し
た
が
っ
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
は 

「
子
ど
も
の
た
め
に
語
ら
れ

た
話
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
大
人
の
た
め
の
童
話
」
で
も
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
作
品
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
作
品

の
新
た
な
側
面
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
中
高
生
の
よ

う
な
、時
間
意
識
や
空
間
意
識
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
対
象
を
前
提
に
、「
童
話
」

を
「
教
材
」
と
し
て
用
い
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

・「
童
話
」
を
用
い
る
際
に
、
作
品
の
分
析
、
対
象
の
絞
り
込
み
が
大
切

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
作
者
の
問
題
は
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
「
グ
リ
ム
童
話
」
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
そ
の
作
品

は
、
収
集
し
た
素
材
を
編
集
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
創
作
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
そ
こ
で
問
題
が
生
ず
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
編
集
過
程
に
お
い
て
、
元
来
の
素
材
に
手
が
加
え
ら
れ
た
よ
う
な

場
合
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
そ
の
加
工
が
為
さ
れ
た
の

か
が
問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
グ
リ
ム
童
話
を
読
む
た
め
に
、
必
ず

兄
弟
の
生
涯
を
詳
し
く
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。他

方
、「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
」
を
分
析
す
る
際
に
は
、
彼
の
生
涯
に

つ
い
て
の
一
定
の
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
童
話
は

基
本
的
に
創
作
童
話
で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
誕
生
時
期
や
創
作
過
程
を
跡
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
も
デ
ン
マ
ー
ク
の
古
い
民

謡
や
民
話
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
自
ら
の
創
作
作

品
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
な
お
彼
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
活
動
と
そ
の
成

果
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
面
識
も
あ
り
、
彼
ら
の
前
で
自
ら

の
創
作
作
品
を
朗
読
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
予
断
は
禁
物
で
す
が
、「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」（
一
八
四
三

年
） 

の
童
話
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
最
も
深
刻
な
自
伝
的
物
語
」（
高
橋
健

二
訳
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
II
』、
小
学
館
、
四
二
八
頁
） 

で
あ
り
、「
白

鳥
は
、
豊
か
な
天
分
を
持
ち
な
が
ら
、
貧
乏
の
ど
ん
底
に
育
っ
た
た
め
、
み
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じ
め
な
苦
し
い
め
に
あ
い
続
け
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
幼
年
、
少
年
、
青
年
時

代
を
反
映
」（
同
） 

し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
解

釈
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
作
品
が
時
代
や
地
域
を
越
え
て
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
の
は
、
人
間
の
「
魂
に
普
遍
的
に
備
わ
っ
て
い
る

骨
太
な
「
成
長
物
語
」」（
安
達
忠
夫
、
前
掲
書
、
一
一
六
頁
） 

が
、
簡
潔
に

語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
グ
リ
ム
童
話
の
場
合
と
異
な
り
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
生
涯
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
作
品
を
よ
り
深
く
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
は
た
し
か
で
す
。

・
で
は
、彼
の
自
伝
（『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
自
伝
』
大
畑
末
吉
訳
、岩
波
文
庫
） 

は
ど
の
よ
う
に
扱
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
八
四
六
年
、
彼
が
四
一
歳
の
と
き
に
書
か
れ
た
自
伝
は
「
私
の
生
涯
は

波
乱
に
富
ん
だ
幸
福
な
一
生
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
一
編
の
美
し
い

物
語 

（
メ
ル
ヘ
ン
） 

で
あ
る
。
…
…
こ
の
世
に
は
慈
悲
深
い
神
が
い
ま
し
て

一
切
を
で
き
る
だ
け
よ
い
よ
う
に
と
お
導
き
に
な
る
」
と
語
り
だ
し
ま
す
。

し
か
し
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
と
、
こ
の
自
伝
は
歴
史
的
事
実
を
あ
り
の
ま

ま
に
描
く
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
の
思
い
を
優
先
さ
せ
て
お
り
、
歴
史
的
一

次
資
料
と
し
て
は
使
え
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
批
評
学
的
視
点

か
ら
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
結
論
は
た
し
か
に
ま
ち
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
以
下
に
紹
介
す
る
年
譜
を
作
成
す
る
際
に
も
、自
伝
は
あ
え
て
用
い
ず
、

次
の
よ
う
な
資
料
を
参
考
に
し
ま
し
た 

│ 

山
室
静
著
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
生
涯
』
新
潮
社
、
鈴
木
徹
郎
著
『
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル

セ
ン 

│ 

そ
の
虚
像
と
実
像 

│
』
東
京
書
籍
、
エ
リ
ア
ス
・
ブ
レ
ス
ド
ー

フ
著
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
生
涯
と
作
品
』
高
橋
洋
一
訳
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童

話
全
集
別
巻
・
小
学
館
、
安
達
忠
夫
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
』
清
水
書
院
。

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
え
て
、
も
う
一
つ
の
見
方
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
岩
波
文
庫
の
翻
訳
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
書
物

の
表
題
がD

as M
ärchen m

eines L
ebens.

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
直

訳
す
れ
ば
、
そ
れ
は
『
わ
が
生
涯
の
童
話
』
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ア
ン
デ

ル
セ
ン
は
、
そ
も
そ
も
彼
独
自
の
「
童
話
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
て

執
筆
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
自
伝

は
、
歴
史
批
評
学
的
分
析
で
は
む
し
ろ
分
析
し
き
れ
な
い
内
容
を
含
ん
で
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

・
最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
出
版
さ
れ
た
ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
作
品
と
そ
の
数
が
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

① 

童
話
、
一
六
五
編
。
た
だ
し
現
在
で
は
こ
の
中
か
ら
九
編
が
除
か
れ
、

一
般
に
、
一
五
六
編
で
構
成
さ
れ
た
も
の
が
翻
訳
原
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

詩
、
七
七
三
編
。
③ 

戯
曲
、
四
七
。
④ 

小
説
、
一
二 （
長
編
と
短
編
）。

⑤ 
紀
行
文
学
、二
三
。
⑥ 

自
伝
そ
の
他
の
伝
記
、一
一
。
⑦ 

そ
の
他 （
エ
ッ

セ
イ
、
手
紙
、
そ
の
他
）、
二
九
。
⑧ 

風
刺
お
よ
び
ユ
ー
モ
ア
小
篇
、
七
。

こ
の
作
品
数
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
全
体
像
を
明



四

̶ ̶105

ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
に
お

い
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、
し
か
も
そ
の
中
の
数

編
を
取
り
上
げ
て
、
は
た
し
て
彼
の
宗
教
意
識
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
の
主
張
に
ど
れ
だ
け
の
妥
当
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ

の
よ
う
な
問
い
が
で
て
き
て
も
、
ま
っ
た
く
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
い
で
す
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
彼
の
作

品
に
は
全
体
的
な
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
想
定
し
て
、
出
発
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
初
に
上
げ
る
の
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
年
譜
で
す
。
詳
し
す
ぎ
る
と
感

じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
少
し

ず
つ
彼
に
つ
い
て
、
あ
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

筆
者
に
は
、｢

旅
す
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン｣

、「
二
つ
の
世
界
を
生
き
る
ア
ン

デ
ル
セ
ン
」「
磁
石
の
よ
う
な
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」、「
歌
い
、
演
じ
、
朗
読
す

る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
い
る
の
で
す
が 

…
…

五
千
、
貴
族
、
高
官
、
将
校
、
富
裕
な
商
人
、
職
人
な
ど
上
、

中
流
階
級 

の
人
々
が
住
む
反
面
、
そ
の
半
数
以
上
は
極
貧
に
あ

え
ぐ
人
た
ち
で
、
裏
通
り
や
路
地
裏
の
貧
相
な
住
居
に
ひ
し
め

い
て
い
た
」（
鈴
木
徹
郎
著
『
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン

デ
ル
セ
ン 

│ 

そ
の
虚
像
と
実
像 

│
』
東
京
書
籍
、
四
〇

頁
）。

 
 

 

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
自
分
を
「
泥
沼
の
植
物
」
と
評
し
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
妥
当
な
表
現
で
あ
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
家
族
的

背
景
は
、
社
会
的
に
見
て
最
低
の
も
の
で
あ
っ
た
。
赤
貧
、
貧

民
窟
、
不
品
行
に
乱
交
。
祖
母
は
病
的
な
嘘
つ
き
、
祖
父
は
精

神
障
害
者
、
母
が
行
き
着
い
た
先
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
叔
母

は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
女
郎
屋
の
女
将
。
さ
ら
に
ア
ン
デ
ル
セ

ン
は
、
ど
こ
か
に
生
き
て
い
る
異
父
姉
が
突
然
現
れ
て
、
以
前

と
は
違
う
環
境
に
い
る
自
分
を
困
惑
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
長
年
に
わ
た
っ
て
意
識
し
て
い
た
。
こ
の
考
え

は
生
涯
彼
に
つ
き
ま
と
っ
て
離
れ
ず
夢
に
さ
え
現
れ
た
」（
E
・

ブ
レ
ス
ド
ー
フ
著
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン 

―
― 

生
涯
と
作
品
』
高
橋

洋
一
訳
、ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
・
別
巻
、小
学
館
、三
〇
頁
）。

 
 

 

父
（
ハ
ン
ス
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
） 

は
貧
し
い
二
二
歳
の
靴
屋 （
ギ
ル

ド
に
加
入
せ
ず
、
日
雇
労
働
者
と
し
て
働
く
）。
母 

（
ア
ン
ネ
・

マ
リ
ー
・
ア
ナ
ー
ス
ダ
タ
ー
） 

は
夫
よ
り
七
、 

八
歳
ほ
ど
年
上

で
、文
字
を
読
め
な
か
っ
た
が
、働
き
者
で
清
潔
好
き
で
あ
っ
た
。

母
は
息
子
を
熱
愛
し
た
。
な
お
、
母
は
、
生
年
も
生
地
も
不
詳

の
私
生
児
で
あ
り
、
自
ら
も
、
結
婚
す
る
以
前
に
私
生
児 

（
娘

カ
ー
ア
ン
・
マ
リ
ー
） 

を
生
ん
で
い
る
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

自
伝
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も
沈
黙
し
て
い
る
。
父
は「
息

子
が
幼
い
と
き
か
ら
物
語
や
芝
居
を
朗
読
し
て
聞
か
せ
、
人
形

劇
場
も
作
っ
て
や
っ
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
芝
居
や
文
学
に
向

け
る
関
心
は
、
こ
の
と
き
に
芽
生
え
て
い
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
」（
鈴
木
徹
郎
・
前
掲
書
、
四
二
頁
）。

 
 

 
「
彼
は
明
ら
か
に
非
常
に
早
熟
な
子
で
、母
と
祖
母
に
甘
や
か
さ
れ
、

西
暦

年
齢

事　

項

 

一
八
〇
一 

 

﹇
四
月
二
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
中
立
だ
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
艦
隊

が
英
艦
隊
に
砲
撃
さ
れ
る
。
国
運
衰
退
の
始
ま
り
。﹈

 

一
八
〇
五 

 

四
月
二
日
、
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン 

（
原

語
で
は
ホ
ー
・
セ
ー
・
ア
ナ
セ
ン
と
発
音
す
る
）、
デ
ン
マ
ー
ク

の
フ
ュ
ー
ン
島
の
旧
都
オ
ー
デ
ン
セ
に
生
ま
れ
る 

│ 「
人
口

第
一
章　
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
年
表
」
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自
分
は
他
の
子
ど
も
た
ち
と
は
違
う
ん
だ
と
二
人
か
ら
信
じ
こ

ま
さ
れ
た
」（
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、
三
三
頁
）。

 
 

 

﹇
エ
ー
レ
ン
ス
レ
ー
ヤ
ー 

（
一
七
七
九-

一
八
五
〇
）、『
千
一
夜
物

語
』
を
も
と
に
し
た
詩
劇
『
ア
ラ
ジ
ン
』
を
刊
行
。
彼
は
、
ド

イ
ツ
の
ロ
マ
ン
主
義
を
受
け
つ
ぎ
北
欧
ロ
マ
ン
主
義
の
基
盤
を

据
え
た
詩
人
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
的
詩
人
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
ア
ラ
ジ
ン
は
貧
し
い
仕
立
て
屋
の
息
子
で
、

「
わ
ん
ぱ
く
で
手
に
お
え
な
い
野
生
児
だ
っ
た
。
邪
悪
な
魔
法
使

い
の
た
く
ら
み
に
よ
っ
て
、
地
下
の
洞
窟
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て

し
ま
う
が
、
魔
法
の
指
輪
や
ラ
ン
プ
の
お
か
げ
で
、
地
下
の
財

宝
を
手
に
入
れ
、ス
ル
タ
ン （
＝
サ
ル
タ
ン
） 

の
姫
君
と
結
婚
し
、

つ
い
に
は
自
ら
ス
ル
タ
ン
の
玉
座
に
の
ぼ
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン

自
身
、
貧
し
い
靴
直
し
職
人
の
一
人
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父

親
が
い
つ
も『
千
一
夜
物
語
』を
読
ん
で
く
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、

大
自
然
の
寵
児
ア
ラ
ジ
ン
こ
そ
自
分
の
分
身
で
あ
る
と
感
じ
て

い
た
。
い
つ
の
日
か
、
ア
ラ
ジ
ン
の
よ
う
に
立
身
出
世
し
て
、

人
び
と
か
ら
賞
讃
さ
れ
る
存
在
に
な
る
の
だ
と
い
う
素
朴
な
願

い
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
一
生
を
さ
さ
え
て
く
れ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
」（
安
達
忠
夫
著
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
』
清
水
書

院
、
一
三
頁
以
下
）。﹈

 

一
八
〇
七 

二 

﹇
一
一
月
、
英
艦
隊
再
び
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
砲
撃
。
仕
方
な
く
ナ

ポ
レ
オ
ン
と
同
盟
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
英
国
に
宣
戦
布
告
。﹈

 

一
八
〇
八 

三 

﹇
二
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
宣
戦
布
告
。
三
月
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ

ン
ス
の
連
合
援
軍
が
オ
ー
デ
ン
セ
に
進
駐
。
デ
ン
マ
ー
ク
王
フ

レ
デ
リ
ッ
ク （
フ
レ
ゼ
リ
ッ
ク
） 

六
世
即
位 （-

三
九
）。﹈

 

一
八
一
〇 

五 

幼
児
学
級
な
ど
に
通
い
始
め
た
が
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
や
め
て
し
ま

う
。
し
か
し
本
を
読
む
の
が
好
き
で
、
手
に
入
る
か
ぎ
り
の
書

物
を
読
む
。

 

一
八
一
二 

七 

こ
の
頃
、
オ
ー
デ
ン
セ
劇
場
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
、
ペ
ー
タ
ー
・

ユ
ン
ケ
ル
と
親
し
く
な
り
、
こ
の
劇
場
で
観
劇
し
、
芝
居
遊
び

に
熱
中
す
る 

│ 「
最
初
の
観
劇
は
五
歳
か
ら
七
歳
の
間
」（
鈴

木
徹
郎
・
前
掲
書
、
四
二
頁
）。
六
月
、
父
が
兵
士
と
し
て
遠
征

軍
に
加
わ
る
。

 
 

 

﹇
ド
イ
ツ
で
グ
リ
ム
童
話
第
一
巻
初
版
が
刊
行
さ
れ
る
。﹈

 

一
八
一
三 

八 

﹇
デ
ン
マ
ー
ク
国
家
財
政
の
破
産
宣
告
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
誕
生 

（-

五
五
）。﹈

 

一
八
一
四 

九 

﹇
三
月
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の

同
盟
軍
と
キ
ー
ル
条
約
を
締
結
。﹈

 
 

 

父
は
帰
国
し
た
が
、
疲
労
と
喪
心
で
精
神
に
異
常
を
き
た
す
。

 

一
八
一
五 

一
〇 

﹇
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
連
合
王
国
成
立
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を

失
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
小
国
に
な
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
セ
ン
ト
・

ヘ
レ
ナ
に
流
さ
れ
る
。﹈

一
八
一
六 

一
一 

四
月
二
六
日
、
父
、
三
三
歳
で
没
す
る
。
こ
の
頃
、
牧
師
で
詩
人 

で
あ
っ
た
故
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ャ
ン
・
ブ
ン
ケ
フ
ロ
ー
ド 

（
一
七
六
一-

一
八
〇
五
） 

の
未
亡
人
マ
リ
ー
・
ブ
ン
ケ
フ
ロ
ー

ド
と
、
そ
の
亡
夫
の
妹
に
招
か
れ
て
、
家
に
出
入
り
す
る
よ
う

に
な
る 

│ 

一
八
一
四
年
の
夏
、
未
亡
人
の
末
の
男
の
子
が

オ
ー
デ
ン
セ
川
で
溺
死
。
彼
女
の
家
で
多
く
の
本
を
借
り
て
読

み
、
文
学
に
目
覚
め
る
。
幼
稚
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
習
作
を
試

み
る
。
母
は
洗
濯
女
と
し
て
生
活
を
支
え
る
。

 

一
八
一
八 

一
三 

七
月
、
母
が
再
婚
す
る （
相
手
の
ニ
ー
ル
ス
・
ヨ
ー
ア
ゲ
ン
セ
ン
・

グ
ナ
ー
セ
ン
は
靴
直
し
職
人
で
、三
一
歳
）。
六
月
、コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
の
王
立
劇
場
の
一
座
が
オ
ー
デ
ン
セ
に
来
て
上
演
。
ア
ン

デ
ル
セ
ン
は
臨
時
に
小
姓
役
を
演
じ
、
舞
台
熱
に
と
り
つ
か
れ

る
。
こ
の
こ
ろ
フ
ュ
ー
ン
島
の
中
佐
グ
ル
ベ
ア
が
彼
を
学
校
に

通
わ
せ
た
い
と
思
い
、
当
時
フ
ュ
ー
ン
島
の
知
事
と
し
て
オ
ー

デ
ン
セ
の
宮
殿
に
住
ん
で
い
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ャ
ン
皇
太
子 

（
後

の
ク
リ
ス
テ
ィ
ャ
ン
八
世
） 

に
引
き
合
わ
せ
た
が
、
成
功
し
な

か
っ
た
。

 
一
八
一
九 

一
四 

四
月
一
八
日
。聖
ク
ヌ
ー
ト
教
会
で
堅
信
礼
を
受
け
る
。九
月
四
日
、

母
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
わ
ず
か
の
金
を
も
っ
て
オ
ー
デ
ン

セ
を
離
れ
、
三
日
目
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
到
着
。
王
立
劇
場
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に
志
願
す
る
が
相
手
に
さ
れ
ず
困
窮
。
よ
う
や
く
劇
場
付
属
の

声
楽
学
校
校
長
シ
ボ
ー
ニ
の
個
人
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

彼
の
家
で
出
会
っ
た
作
曲
家
ヴ
ィ
ー
ゼ
、
詩
人
バ
ッ
ゲ
セ
ン
ら

の
援
助
を
受
け
る
。
し
か
し
半
年
ほ
ど
で
声
変
わ
り
を
し
、
舞

踏
に
転
ず
る
。

 

一
八
二
〇 

一
五 
五
月
、
王
立
劇
場
付
属
の
バ
レ
エ
学
校
に
所
属
し
、
端
役
で
舞
台

に
上
が
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
詩
人
エ
ー
レ
ン
ス
レ
ヤ
ー
、
自

然
科
学
者
エ
ア
ス
テ
ッ
ド
、
海
軍
大
将
ヴ
ル
フ
ら
と
知
り
合
う
。

 

一
八
二
一 

一
六 

六
月
、
王
立
劇
場
合
唱
団
に
編
入
さ
れ
る
。

 

一
八
二
二 

一
七 

三
月
、
劇
作
家
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、『
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
ベ
ア
の
盗

賊
た
ち
』
を
書
き
、
匿
名
で
王
立
劇
場
に
提
出
し
た
が
、
六
月

に
却
下
さ
れ
る
。
六
月
、
合
唱
団
か
ら
除
籍
さ
れ
る
。
し
か
し

す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
悲
劇
『
ア
ル
フ
ソ
ー
ル 

（
妖
精
の

太
陽
）』
が
、
主
任
牧
師
グ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
の
手
に
よ
り
王
立
劇

場
の
理
事
に
提
出
さ
れ
る
。
結
局
、
そ
れ
は
却
下
さ
れ
た
が
、

九
月
に
王
立
劇
場
の
理
事
会
に
呼
ば
れ
、
今
後
三
年
間
、
国
庫

か
ら
の
奨
学
金
を
受
け
て
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
通
う
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、「
理
事
会
は
、
今
後
何
ら
か
の
処
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
コ
リ
ン
﹇
枢
密
顧
問
官
・
王
立

劇
場
財
務
担
当
理
事
﹈
の
裁
量
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
王
室

基
金
か
ら
金
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
コ
リ
ン
氏

は
す
ぐ
王
の
も
と
へ
行
き
、
王
の
口
頭
に
よ
る
承
認
を
得
た
後
、

十
月
十
八
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
西
五
六

マ
イ
ル
に
あ
る
ス
ラ
ー
エ
ル
セ 

（
ス
レ
ー
エ
ル
セ
） 

の
グ
ラ

マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
こ
の

校
長
に
、
シ
モ
ン
・
マ
イ
ス
リ
ン
グ
博
士
が
任
命
さ
れ
た
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
そ
こ
へ
一
八
二
二
年
十
月

二
六
日
に
赴
い
た
。
ス
ラ
ー
エ
ル
セ
に
出
発
す
る
前
に
、
彼
は

個
人
的
に
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ
ン
に
会
い
に
行
き
、
ど
ん
な
問
題
が

起
き
て
も
常
に
コ
リ
ン
を
頼
り
に
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
。

今
後
は
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ
ン
が
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ャ
ン
・
ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
「
親
代
わ
り
」
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
も
、「
お
父
さ
ん
」
に
き
ち
ん
き
ち

ん
と
便
り
を
す
る
と
約
束
し
た
」（
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
・
前
掲

書
、
六
八
頁
以
下
）。『
若
者
の
試
み
』
出
版
。

 
 

 

「
こ
の
と
き
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
コ
リ
ン
の
家
族
と
も
初
め
て
会
っ

た
。
一
家
は
、
ヨ
ナ
ス 

（
四
六
歳
、
一
七
七
六-

一
八
六
一
） 

、

夫
人
の
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ 

（
五
〇
歳
、
一
七
七
二-

一
八
四
五
）、

長
女
の
イ
ン
ゲ
ボ
ア 

（
一
九
歳
、
一
八
〇
三-

八
五
）、
長
男
の

ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ 

（
一
六
歳
、
一
八
〇
六-

八
五
）、
次
男
の
エ
ド

ヴ
ァ
ー （
一
四
歳
、
一
八
〇
八-

八
六
） 

、
次
女
の
ル
ー
イ
サ （
九

歳
、
一
八
一
三-

九
八
）、
三
男
の
テ
オ
ド
ー
ア 

（
七
歳
、

一
八
一
五-

一
九
〇
二
） 

と
い
う
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
や
が
て
こ
の

一
家
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
家
族
同
様
に
親
し
く
思
う
よ
う
に

な
り
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
も
コ
リ
ン
家
を
、「
真
の
我
が
家
」
と
ま

で
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
次
男
の
エ
ド
ヴ
ァ
ー
は
生
涯
ア

ン
デ
ル
セ
ン
と
最
も
緊
密
な
間
柄
と
な
る 

…
…
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ

ン
は
、
そ
の
正
義
感
と
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
一
家
の
尊
敬
を
一
身

に
集
め
て
お
り
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
対
し
て
も
決
し
て
パ
ト
ロ

ン
と
い
う
態
度
で
な
く
、あ
く
ま
で
も
父
親
と
し
て
接
し
て
い
っ

た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
苦
難
時
代
の
最
後
に
、
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ

ン
の
よ
う
な
後
援
者
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
生
涯
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
な
お
コ
リ
ン

夫
人
は
唖
に
近
く
、
の
ち
に
は
ほ
と
ん
ど
目
も
み
え
な
く
な
っ

た
」（
鈴
木
徹
郎
・
前
掲
書
、
九
六
頁
以
下
）。

 
 

 

義
父
の
ニ
ー
ル
ス
・
ヨ
ー
ア
ゲ
ン
セ
ン
・
グ
ナ
ー
セ
ン
は
五
月
に

亡
く
な
り
、
母
は
極
貧
の
中
に
と
り
残
さ
れ
た
。
彼
女
は
洗
濯

女
や
知
事
公
邸
の
雑
役
な
ど
を
つ
と
め
た
が
、
家
賃
が
払
え
ず
、

救
貧
院
と
精
神
病
院
を
合
併
し
た
「
グ
ロ
ー
ボ
ア
（
灰
色
兄
弟
：

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
） 

病
院
」
の
分
室
に
収
容
さ
れ
、
一
八
八
三

年
一
〇
月
七
日
、
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
。
八
月
二
九
日
、
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
父
方
の
祖
母
没
。
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一
八
二
五 

二
〇 

一
〇
月
二
七
日
、
マ
イ
ス
リ
ン
グ
校
長
宅
に
寄
宿
。
こ
の
頃
か
ら

日
記
を
つ
け
始
め
る
。
最
初
の
詩
「
臨
終
の
子
」
を
書
く
。

 
一
八
二
六 

二
一 

五
月
、
ヘ
ル
シ
ン
ゲ
ー
ア
の
ラ
テ
ン
語
学
校
に
転
任
し
た
マ
イ
ス

リ
ン
グ
校
長
と
一
緒
に
転
校
。

 

一
八
二
七 

二
二 

二
月
五
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
父
方
の
祖
父
没
。
四
月
、
ラ
テ
ン

語
学
校
を
退
学
し
て
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
行
き
、
家
庭
教
師
の

も
と
で
受
験
の
準
備
。「
バ
ル
ナ
ト
ー
ク
墓
地
の
亡
霊
」。
九
月

二
五
日
、「
臨
終
の
子
」（
原
文
と
翻
訳
が
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・

ポ
ス
ト
」
紙
に
掲
載
さ
れ
る
）。

 

一
八
二
八 

二
三 
一
〇
月
二
二
日
、　

大
学
入
学
資
格
試
験
に
合
格
し
、
翌
日
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
入
学
。
同
時
に
兵
役
に
も
服
す 

（-

三
四
）。

一
〇
月
二
四
日
、「
時
の
悪
魔
」（「
フ
リ
ュ
ー
ヴ
ェ
ナ
・
ポ
ス
ト
」

紙
）。
一
〇
月
、
ス
ト
ア　

コ
ン
ゲ
ス
ガ
ー
デ
33 

に
転
居
。

 

一
八
二
九 

二
四 

一
〇
月
、一
一
月
、大
学
の
卒
業
試
験
に
合
格
し
、学
業
を
離
れ
る
。

一
月
二
日
、『
徒
歩
旅
行
』。
四
月
二
三
日
、『
ニ
コ
ラ
イ
塔
の
恋
』。

九
月
一
七
日
、一
八
日
、「
一
八
二
九
年
、夏
の
旅
行
断
想
」（「
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ポ
ス
ト
紙
」）。

 

一
八
三
〇 

二
五 

五
月-

八
月
、フ
ュ
ー
ン
島
か
ら
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
に
か
け
て
旅
行
。

八
月
、
フ
ォ
ー
ボ
ア
に
住
む
大
学
の
学
友
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ヴ
ォ
イ
ク
ト
を
訪
ね
、
三
人
姉
妹
の
長
女
リ
ー
ボ
ア
・
ヴ
ォ
イ

ク
ト （
二
四
歳
） 

に
会
う
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
す
で
に
婚
約
者

の
い
た
ヴ
ォ
イ
ク
ト
に
恋
を
す
る 

（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恋
・
そ

の
一
）。
一
月
二
日
、『
詩
集
』。

 

一
八
三
一 

二
六 

一
月
一
〇
日
、『
幻
想
と
ス
ケ
ッ
チ
』。
九
月
一
九
日
、『
影
絵
』。

一
〇
月
五
日
、『
船
』（
戯
曲
）。
五
月-

六
月
、第
一
回
海
外
旅
行
、

ハ
ル
ツ
、
ザ
ク
セ
ン
、
ス
イ
ス
旅
行 （
1
）。
四
月
二
七
日
、
リ
ー

ボ
ア
・
ヴ
ォ
イ
ク
ト
、
婚
約
者
の
パ
ウ
ル
・
ヤ
コ
ブ
・
ベ
ェ
ア
ヴ
ィ

ン
グ
と
結
婚
。

 
 

 

﹇
ヘ
ー
ゲ
ル （
一
七
七
〇-

）没
﹈ 

 

 

一
八
三
二 

二
七 

ル
ー
イ
サ
・
コ
リ
ン
に
恋
を
す
る 

（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恋
・
そ
の

二
）。
彼
女
は
、
翌
年
、
当
時
司
法
官
見
習
で
、
の
ち
に
防
衛
局

長
と
な
っ
た
W
・
リ
ー
ン 

（
リ
ン
ド
） 

と
婚
約
し
、
七
年
後
の

一
八
四
〇
年
に
結
婚
。「
た
だ
こ
の
時
期
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
前

記
のD

u 

（
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
二
人
称
代
名
詞
で
、
お
互
い
を

D
e

で
呼
ぶ
か
、
そ
れ
と
も
親
し
い
間
柄
で
用
い
るD

u

で
呼
ぶ

か
と
い
う
問
答
） 

の
関
係
に
最
も
こ
だ
わ
っ
て
い
た
と
き
で
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
名
実
と
も
に
コ
リ
ン
家
と
同
化
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
、
ル
ー
イ
サ
と
の
結
婚
を
想
定
さ
せ
た
と
い
う
み

か
た
も
あ
る
」（
鈴
木
徹
郎
、前
掲
書
、二
六
一
頁
）。
な
お
、「
エ

ド
ヴ
ァ
ー
・
コ
リ
ン
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
涯
を
通
じ
て
、
彼

と
最
も
緊
密
な
交
友
関
係
を
保
っ
て
い
た
一
人
で
あ
る
。
ア
ン

デ
ル
セ
ン
た
め
に
出
版
社
と
の
交
渉
、
経
理
事
務
を
は
じ
め
と

し
て
、
原
稿
の
綴
字
の
誤
り
の
訂
正
、
作
品
に
対
す
る
忌
憚
の

な
い
批
評
、
ま
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
性
格
の
欠
点
な
ど
に
つ
い

て
も
率
直
な
忠
告
を
し
た
」（
鈴
木
徹
郎
、前
掲
書
、二
四
四
頁
）。

E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
は
エ
ド
ヴ
ァ
ー
・
コ
リ
ン
の
性
格
に
つ
い

て
こ
う
記
し
て
い
る
。
彼
は
「
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
ア

ン
デ
ル
セ
ン
と
は
正
反
対
の
人
間
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
冷
静
で

無
口
で
、感
情
を
表
す
こ
と
を
嫌
い
、社
会
的
に
安
定
し
て
い
て
、

自
分
の
置
か
れ
た
環
境
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、
伝
統
的

な
上
流
階
級
の
教
育
を
受
け
、
自
分
と
つ
き
あ
う
人
間
が
「
デ

ン
マ
ー
ク
の
古
典
を
知
り
」
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
文
法
ど
お
り
正

し
い
綴
り
で
書
け
る
の
は
当
然
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
若
者
、

将
来
優
れ
た
行
政
官
に
な
る
で
あ
ろ
う
法
学
生
、
確
固
た
る
現

状
肯
定
者
で
あ
っ
た
」（
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、

一
二
三
頁
）。
一
〇
月
二
日
、『
渡
り
鳥
』（
戯
曲
）。
一
二
月

一
八
、『
一
年
の
一
二
カ
月
』（
詩
）。

 
 

 

﹇
ゲ
ー
テ （
一
七
四
九-

） 

没
﹈

 
一
八
三
三 

二
八 

四
月
一
三
日
、国
王
の
決
裁
に
よ
り
旅
行
奨
学
金
年
間
六
〇
〇
リ
ー

ク
ス
ダ
ラ
ー
二
年
間
の
交
付
を
認
め
ら
れ
。
八
月
一
四
日
、ヴ
ィ

ク
ト
ー
ル
・
ユ
ゴ
ー
を
訪
問
。
四
月-

一
二
月
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
旅
行 （
2
）。
三
月
二
八
日
、『
一
六
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歳
の
女
王
』（
戯
曲
）。
八
月
一
〇
日
、『
詩
集
』。
一
二
月
二
三
日
、

『
ア
グ
ネ
ッ
テ
と
人
魚
の
男
』（
戯
曲
）。『
即
興
詩
人
』
の
執
筆

開
始 （
ロ
ー
マ
）。
ロ
ー
マ
で
母
の
死 （
一
〇
月
七
日
） 

を
知
る
。

 

一
八
三
四 

 

一
月-

八
月
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
旅
行
。
九
月

一
日
、
ニ
ー
ハ
ウ
ン 
2
8
0 （
現
在
20
）
に
転
居
。

 
 

 
﹇
シ
ュ
ラ
ィ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー （
一
七
六
八-

） 

没
﹈

 

一
八
三
五 

三
〇 
四
月
九
日
、
第
一
の
長
編
小
説
『
即
興
詩
人
』。
五
月
八
日
、『
子

ど
も
の
た
め
に
話
し
て
聞
か
せ
る
お
話
』
1-

（
1
）。
一
二
月

一
六
日
、
同
1-

（
2
）。

 

一
八
三
六 

三
一 

一
月
一
二
日
、『
ケ
ニ
ル
ワ
ー
ス
の
祭
り
の
歌
』（
戯
曲
）。
四
月

一
四
日
、『
め
ぐ
り
会
い
と
別
れ
』（
戯
曲
）。
四
月
二
一
日
、
第

二
の
長
編
小
説
『
O
・
T
・ 

│ 

苦
悩
の
烙
印
』。
八
月
、
親

友
の
エ
ド
ヴ
ァ
ー
・
コ
リ
ン
が
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
テ
ィ
ー
ベ
ア

と
結
婚
。

 

一
八
三
七 

三
二 

物
理
学
者
H
・
C
・
エ
ア
ス
テ
ッ
ド 
（
エ
ア
ス
テ
ズ
） 

の
次
女
ソ

フ
ィ
ー　
（
一
八
二
一-

八
九
） 

に
恋
を
す
る （
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

恋
・
そ
の
三
）。
彼
女
は
当
時
、
ま
だ
一
六
歳
。
一
月
一
一
日
、

ソ
フ
ィ
ー
は
司
法
官
見
習
フ
リ
ッ
ツ
・
デ
ー
ル
ス
ト
ラ
ム
と
婚

約
。
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
に
よ
る
と
、「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
ソ

フ
ィ
ー
・
エ
ア
ス
テ
ッ
ド
と
結
婚
で
き
る
と
い
う
望
み
は
ほ
と

ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
…
…
今
回
彼
は
、
最
も
親
し
い
友

人
に
す
ら
秘
密
を
明
か
さ
ぬ
よ
う
大
い
に
用
心
し
た
」（
E
・
ブ

レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、
一
八
三
頁
）。「
実
際
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
ソ
フ
ィ
ー
・
エ
ア
ス
テ
ッ
ド
に
対
す
る
熱
中
度
は
大
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
前
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
ル
ー
イ
サ
・
コ

リ
ン
に
恋
を
し
た
時
、
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ
ン
の
女
婿
に
な
る
と
い

う
期
待
が
多
分
そ
れ
に
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
よ

う
に
、
今
回
は
H
・
C
・
エ
ア
ス
テ
ッ
ド
の
女
婿
に
な
る
と
い

う
期
待
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
恋
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
彼
は
確
か
に
か
な
り
早
く
立
ち
直
っ
た
よ
う
だ
。

一
八
三
八
年
四
月
に
な
る
と
、
彼
は
再
び
も
っ
ぱ
ら
自
分
自
身

に
恋
を
し
て
い
る
」（
同
、
一
八
六
頁
以
下
）。
六
月-

七
月
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン 

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ウ
プ
サ
ラ
）  

旅
行 

（
3
）。

四
月
七
日
、『
子
ど
も
の
た
め
に
話
し
て
聞
か
せ
る
お
話
』
1-

（
3
）。
六
月
二
八
日
、『
即
興
詩
人
』（
再
版
）。
一
一
月
二
二
日
、

第
三
の
長
編
小
説
『
た
だ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
』。

 

一
八
三
八 

三
三 

五
月
一
九
日
、『
三
篇
の
詩
』。
一
〇
月
二
日
、『
子
ど
も
の
た
め
に

話
し
て
聞
か
せ
る
お
話
』
2-

（
1
）。
一
二
月
一
日
よ
り
、
ホ

テ
ル
・
ド
・
ノ
ア
に
移
る （
四
七
年
五
月
一
三
日
ま
で
）。

 

一
八
三
九 

三
四 

ラ
ン
ゲ
ル
伯
爵
の
館
で
、
同
じ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
バ
ル
ク
伯
爵
、

そ
の
息
子
、
二
人
の
娘
を
紹
介
さ
れ
る
。
二
人
と
は
長
女
ロ
ー

ヴ
ィ
サ 

（
一
八
一
七-

一
九
〇
〇
） 

と
二
女
マ
チ
ル
ダ 

（
一
八
二
二-

四
四
） 

で
あ
り
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
次
女
の
マ
チ

ル
ダ
に
恋
を
す
る 

（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恋
・
そ
の
四
）。
六
月
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
旅
行 

（
4
）。
一
〇
一
九
日
『
子
ど
も
の
た
め
に

話
し
て
聞
か
せ
る
お
話
』
2-

（
2
）。
一
一
月
二
八
日
、『 

（
言

語
の
） 

ポ
ケ
ッ
ト
の
目
に
見
え
ぬ
も
の
』 （
戯
曲
）。
一
二
月
二
〇

日
、『
絵
の
な
い
絵
本
』。

 

一
八
四
〇 

三
五 

一
一
月
六
日
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
リ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
。

一
一
月
一
〇
日
、
初
め
て
汽
車
に
乗
る 

（
マ
グ
デ
ブ
ル
ク-

ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
間
、
約
三
時
間
半
）。
一
一
月
一
六
日
、
初
め
て
銀
板

写
真
を
見
る 

（
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
）。
四
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
旅

行 

（
5
）。
一
〇
月-

一
二
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ

タ
リ
ア
旅
行 

（
6
）。
こ
の
海
外
旅
行
の
直
前
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン

は
マ
チ
ル
ダ
宛
て
に
手
紙
を
書
い
た
が
、
彼
女
か
ら
の
好
意
的

返
信
が
仲
介
者
の
失
念
に
よ
り
三
年
後
に
よ
う
や
く
彼
の
も
と

に
届
い
た
。
し
か
し
手
紙
が
届
く
の
が
あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
、
そ

の
間
に
、
マ
チ
ル
ダ
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
駐
在
の
ベ
ル
ギ
ー
大

使
と
婚
約
し
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
も
イ
ェ
ニ
イ
・
リ
ン
ド
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。
二
月
五
日
、『
混
血
』（
戯
曲
）。
一
〇
月
二
七

日
、『
緑
な
る
も
の
に
お
け
る
喜
劇
』（
戯
曲
）。
一
二
月
一
九
『
荒

野
の
娘
』（
戯
曲
）。



九

メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
（
1
）

̶ ̶100

 

一
八
四
一 

三
六 

七
月
五
日
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
訪
問
。
一

月-

七
月
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ト
ル
コ 

（
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
ド
イ
ツ
旅
行 （
7
）＊

。
一
二
月
二
〇
日
、『
子

ど
も
の
た
め
に
聞
か
せ
る
お
話
』
2-

（
3
）

 

一
八
四
二 

三
七 

七
月
二
六
日
、「
白
鳥
の
雛 

（
童
話
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」）」

を
起
稿
。
四
月
三
〇
、『
一
詩
人
の
市
場
』。

 

一
八
四
三 
三
八 

三
月
一
五
日
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
を
訪
問 

（
パ
リ
）。
三
月

二
〇
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
デ
ュ
マ
を
訪
問 

（
パ
リ
）。『
ア

グ
ネ
ー
テ
と
人
魚
の
男
』
が
王
立
劇
場
で
や
じ
ら
れ
る
。
三
月

二
六
日
、ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
を
訪
問 （
パ
リ
）。
九
月
九
日
、

ブ
ル
ノ
ン
ヴ
ィ
ー
ユ
家
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歌
手
イ
ェ
ニ
イ
・

リ
ン
ド （
二
三
歳
） 

と
会
う
。
九
月
一
〇
日
、
リ
ン
ド
を
愛
す
る

と
カ
レ
ン
ダ
ー
日
記
に
記
す （
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恋
・
そ
の
五
）。

「
彼
女
は
自
国
で
は
す
で
に
名
を
知
ら
れ
、
人
気
が
あ
っ
た
が
、

数
年
後
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
歌
手
中
最
も
名
高
く
、
賞

賛
を
一
身
に
浴
び
る
存
在
と
な
り
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
」
と
し
て
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
」（
E
・
ブ

レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、
二
二
九
頁
）。
一
月-

六
月
、
ド
イ
ツ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
旅
行 

（
8
）。
一
一
月
一
一
日
、『
新
し

い
お
話
』
1-

（
1
）。「
こ
の
時
、「
子
ど
も
の
た
め
に
語
ら
れ
た
」

と
い
う
言
葉
が
初
め
て
意
図
的
に
扉
か
ら
削
ら
れ
た
。
と
い
う

の
は
、
自
分
の
話 

│ 

少
な
く
と
も
そ
の
大
部
分 
│ 
は
次

元
の
異
な
っ
た
二
つ
の
読
み
方
が
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
際
示
し
た
い
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
、「
物
語
そ
の
も
の
」、「
プ
ロ
ッ
ト
」、

そ
し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
い
う
「
飾
り
」
を
好
む
子
ど
も
た
ち

の
読
み
方
。
も
う
一
つ
は
、
底
に
流
れ
て
い
る
理
念
、
童
話
に

含
ま
れ
て
い
る
人
生
観
を
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
の
読

み
方
で
あ
る
」（
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、
二
三
三
頁
）。

 

一
八
四
四 

三
九 

七
月
二
二
日
、
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
を
訪
問 

（
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
）。
七
月
二
六
日
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
を
訪
問 （
ベ
ル
リ
ン
）。

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
で
世
襲
大
公
カ
ー
ル
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー 

（
後

の
大
公
） 

と
の
友
情
が
始
ま
る
。
八
月
三
〇
日-

九
月
八
日
、
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
ン
八
世
お
よ
び
女
王
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
ア
マ
リ
ー
の

客
と
な
る
。
五
月-

八
月
、
ド
イ
ツ
旅
行 

（
9
）。
二
月
二
三
日
、

『
王
の
夢
』（
戯
曲
）。
一
二
月
二
一
日
、『
新
し
い
お
話
』1-

（
2
）。

 

一
八
四
五 

四
〇 

「
詩
人
と
し
て
の
俸
給
」
が
年
額
六
〇
〇
リ
ー
ク
ス
ダ
ラ
ー
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
一
〇
月-

一
二
月
、
ド
イ
ツ
旅
行 

（
10
）。
二
月

二
二
日
、『
幸
運
の
花
』（
戯
曲
）。
四
月
七
日
、『
新
し
い
お
話
』

1-

（
3
）。

 

一
八
四
六 

四
一 

一
月
六
日
、
プ
ロ
シ
ア
の
「
赤
鷲
十
字
章
」
を
授
与
さ
れ
る
。
九

月
一
八
日
、「
ダ
ン
ネ
ブ
ロ
ー
騎
士
十
字
軍
章
」（
デ
ン
マ
ー
ク
） 

を
授
与
さ
れ
る
。
一
月-

一
〇
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
旅
行 

（
11
）＊

。
五
月
一
二
日
、

『
リ
ー
デ
ン
・
キ
ア
ス
テ
ン
』（
戯
曲
）。
一
二
月
二
六
、『
詩
集
、

新
と
旧
と
』。

 

一
八
四
七 

四
二 

六
月
一
九
日
、
ハ
ー
グ
で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
た
め
の
祝
祭 

（
オ
ラ

ン
ダ
）。
八
月
三
〇
日
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
を
訪
問
。

 
 

 

五
月-

九
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
旅
行 

（
12
）。
一
月-

二
月
、『
詩
を
ま
じ
え
な
い
わ
が
生

涯
の
物
語
』（
最
初
の
自
伝
） 

を
ド
イ
ツ
で
出
版
。
四
月
六
日
、『
新

し
い
お
話
』
2-

（
1
）。
一
〇
月
一
日
、
ス
ト
ー
ア　

コ
ン
ゲ

ス
ガ
ー
デ
49 

に
転
居
。

 

一
八
四
八 

四
三 

﹇
一
月
二
〇
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
八
世
没
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
七
世
即

位
。
三
月
、
第
一
次
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
。
デ
ン
マ
ー

ク
王
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
要
求
を
拒
否
。
内

線
勃
発
。
九
月
一
日
、休
戦
協
定
。
マ
ル
ク
ス『
共
産
党
宣
言
』。﹈

 
 

 

三
月
四
日
、『
新
し
い
お
話
』
2-

（
2
）。
一
一
月
二
五
日
、
第
四

の
長
編
小
説
『
二
人
の
男
爵
夫
人
』（
九
月
二
八
日
、
ロ
ン
ド
ン

で
英
訳
版
を
先
に
出
版
）。
一
二
月
一
八
日
、
王
立
劇
場
設
立
百

周
年
記
念
祭
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
「
芸
術
の
デ
ン
マ
ー
ク
」
が



一
〇
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上
演
さ
れ
る
。
一
〇
月
一
日
よ
り
一
八
六
五
年
九
月
一
四
日
ま

で
、
中
断
と
の
と
き
を
ふ
く
め
て
、
ニ
ー
ハ
ウ
ン
67 

に
転
居
。

 

一
八
四
九 

四
四 

﹇「
一
六
六
〇
年
以
来
つ
づ
い
て
い
た
専
制
君
主
制
が
廃
止
さ
れ
、

自
由
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
、
男
子
普
通
選
挙
に
基
づ
く
国
会
が

国
会
最
高
の
機
関
と
な
っ
た
。
久
し
い
専
制
君
主
制
に
よ
っ
て
、

す
で
に
貴
族
階
級
の
勢
力
は
失
墜
し
、
自
由
憲
法
に
よ
っ
て
王

権
は
制
約
さ
れ
た
か
ら
、
市
民
勢
力
が
著
し
く
伸
張
し
た
。

…
…
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
極
め
て
平
穏
理
に
こ
の
改
革
が
遂
行
さ

れ
た
」（
鈴
木
徹
郎
、
前
掲
書
、
四
二
六
頁
）。﹈ 

 
 

 

五
月-

八
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
旅
行 

（
13
）。
一
月
二
九
日
、『
コ
モ

湖
の
婚
姻
』（
歌
劇
）。
八
月
九
日-

一
二
月
一
八
日
、「
童
話
集
」

（E
ventyr

）（
べ
ダ
ー
セ
ン
の
さ
し
絵
入
り
）。
一
〇
月
一
三
日
、

『
真
珠
よ
り
も
、
黄
金
よ
り
も
』（
戯
曲
）。

 

一
八
五
〇 

四
五 

﹇
七
月
一
三
日
、
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ 
（
デ
ン
マ
ー
ク
語
・
ド
イ
ツ
語

圏
、
公
用
語
は
ド
イ
ツ
語
）、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
（
ド
イ
ツ
語
圏
） 

と
開
戦
。﹈

 
 

 

一
月
七
日
、『
オ
ス
キ
レ
の
一
夜
』（
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
）。
三
月
八

日
、『
オ
ッ
レ
・
ル
ゲ
イ
エ
』（
戯
曲
）。
四
月
一
三
日
、『
新
分

娩
室
』（
喜
劇
）。

 

一
八
五
一 

四
六 

﹇
休
戦
協
定
﹈

 
 

 

三
月
九
日
、
H
・
C
・
エ
ア
ス
テ
ッ
ド
没
。
三
月
一
三
日
、
ハ
ー

ト
マ
ン
夫
人
の
埋
葬
。
一
〇
月
六
日
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の
称

号
を
授
与
さ
れ
る
。
五
月-

九
月
、
ド
イ
ツ
旅
行 

（
14
）。
二
月

一
八
日
、『
戦
時
下
の
祖
国
を
謳
う
詩
歌
』。
五
月
一
九
日
、『
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
て
』。
一
二
月
二
日
、『
ニ
ワ
ト
コ
お
ば
さ
ん
』（
戯

曲
）。

 

一
八
五
二 

四
七 

イ
ェ
ニ
イ
・
リ
ン
ド
は
、
九
歳
年
下
の
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
混

血
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
オ
ッ
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
結
婚
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
イ
ェ
ニ
イ
・
リ
ン
ド
の
関
係
に
つ
い
て
、
鈴

木
徹
郎
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
従
来
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恋
愛

と
同
様
、
ど
こ
ま
で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
真
剣
に
リ
ン
ド
を
恋
し

て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
旅
に

お
け
る
視
点
と
同
様
に
恋
愛
で
も
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
た
だ
美

の
幻
影
を
追
う
こ
と
に
終
始
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
前

掲
書
、
四
〇
五
頁
）。

 
 

 

五
月-

七
月
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
旅
行 

（
15
）。
四
月

五
日
、『
物
語
』
1
。
一
一
月
三
〇
日
、『
物
語
』
2
。

 

一
八
五
三 

四
八 

﹇
夏
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
。
三
カ
月
足
ら
ず
の

う
ち
に
五
千
人
近
い
人
々
が
死
ん
だ
。﹈

 
 

 

二
月
二
三
日
、『
水
の
精
』（
歌
劇
）。
一
一
月
七
日
、『
著
作
集
』

Vol. 

1-

4
。

 

一
八
五
四 

四
九 

五
月-

七
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
旅
行 

（
16
）。

六
月
一
九
日
、『
童
話
集
』
再
版
。『
著
作
集
』
Vol. 

5-

14
。

 

一
八
五
五 

五
〇 

八
月
二
四
日
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
を
訪
問 

（
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
）。
六
月-

九
月
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
旅
行 

（
17
）。　

デ

ン
マ
ー
ク
語
版
全
集
刊
行
開
始
。
一
月
二
四
日
、『
田
舎
町
の
物

語
』（
戯
曲
）。
四
月
三
〇
日
、『
物
語
』
5
。
七
月
一
九
日
、『
わ

が
生
涯
の
物
語
』。

 

一
八
五
六 

五
一 

六
月-

九
月
、
ド
イ
ツ
旅
行 （
18
）。

 

一
八
五
七 

五
二 

一
二
月
五
日
、
新
築
成
っ
た
王
立
劇
場
開
演
。
五
月-

九
月
、
ド
イ

ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
旅
行 

（
19
） （
六
月

一
一
日-

七
月
五
日
、
ガ
ッ
ズ
・
ヒ
ル
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
の
デ
ィ

ケ
ン
ズ
宅
に
滞
在
）。
五
月
二
〇
日
、
第
五
の
長
編
小
説
『
生
き

る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
』（
同
月
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
先
ん
じ
て

ロ
ン
ド
ン
で
英
訳
出
版
）。

 
一
八
五
八 

五
三 

三
月
一
三
日
、
ダ
ン
ネ
ブ
ロ
ー
マ
ン
勲
章 （
デ
ン
マ
ー
ク
） 

を
授
与

さ
れ
る
。
九
月
一
三
日
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

向
か
っ
た
汽
船
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
号
」
が
炎
上
し
、
ヴ
ル
フ
海

軍
大
将
の
長
女
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
ヴ
ル
フ
も
焼
死
し
た
。

五
六
〇
名
の
乗
客
の
う
ち
、
生
存
者
は
九
〇
名
。
ア
ン
デ
ル
セ

ン
は
生
涯
彼
女
の
悲
惨
な
死
を
忘
れ
ず
、
嘆
き
、
ア
メ
リ
カ
の

地
を
踏
も
う
と
し
な
か
っ
た
。「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
ヘ
ン
リ
エ
ッ
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テ
・
ヴ
ル
フ
の
友
情
は
、
彼
が
ま
だ
学
生
で
、
彼
女
の
両
親
の

家
に
起
居
し
て
い
た
時
に
始
ま
り
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
変

わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。あ
る
意
味
で
、彼
女
と
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・

ハ
ン
ク （
一
八
四
六
年
に
死
ん
だ
） 

は
彼
に
と
っ
て
姉
妹
、
そ
の

友
情
を
い
つ
で
も
当
て
に
で
き
る
二
人
き
り
の
「
姉
妹
」
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
」（
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、

三
一
七
頁
以
下
）。
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
ヴ
ル
フ
の
手
紙
に
は
次
の

よ
う
な
一
節
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
あ
な
た
は
、
不
可
解
な
こ
と

に
、王
政
主
義
者
、貴
族
政
治
主
義
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

私
は
生
来
は
っ
き
り
、
民
主
主
義
と
平
等
主
義
の
立
場
を
と
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
務
め
ま
し
て
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
の
あ
な
た
御
自
身
や
、
そ
の
他
の
何
人
か
の
方
々
の
お
気
持

ち
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
は
っ
き
り
申
し
上
げ
ま

す
」（
同
）。

 
 

 

六
月-

八
月
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
旅
行 

（
20
）。
三
月
二
日
、『
新
し

い
お
話
と
物
語
』
1-
（
1
）。
五
月
一
五
日
、
同
1-

（
2
）。

 

一
八
五
九 

五
四 

三
月
二
四
、
同
1-

（
3
）。
一
二
月
九
日
、
同
1-

（
4
）。

 

一
八
六
〇 

五
五 

五
月
九
日
、
国
よ
り
公
布
さ
れ
る
年
金
に
四
百
リ
ー
ク
ス
ダ
ラ
ー

が
増
額
さ
れ
て
、
一
千
リ
ー
ク
ス
ダ
ラ
ー
と
な
る
。
五
月-

一
一

月
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
旅
行 （
21
）。

 

一
八
六
一 

五
六 

四
月-

九
月
、ド
イ
ツ
、ス
イ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、イ
タ
リ
ア
旅
行 （
22
）。

八
月
二
八
日
、
老
ヨ
ナ
ス
・
コ
リ
ン
没
。
九
月
二
日
、
コ
リ
ン

埋
葬
。
三
月
二
日
、『
新
し
い
お
話
と
物
語
』
2-
（
1
）、
一
一

月
二
五
日
、
同 

2-

（
2
）。

 

一
八
六
二 

五
七 

七
月-

一
二
月
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
旅
行 

（
23
）。
三
月
三
〇
日
、『
童
話
集
』
1
、 

（
V
・
ベ
ダ
ー
セ
ン
の
さ
し
絵
入
り
）。
一
〇
月
七
日
、
同
2
。

 

一
八
六
三 

五
八 

三
月
一
一
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
た
め
の
北
欧
人
の
祝
祭 （
パ
リ
）。

一
月-

三
月
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
旅
行 

（
24
）＊

。
一
一
月
九
日
、

『
ス
ペ
イ
ン
に
て
』。

 
 

 

﹇
一
一
月
一
六
日
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
九
世
即
位
。﹈

 

一
八
六
四 

五
九 

﹇
二
月
一
日
、
第
二
次
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
勃
発
。
五
月

一
二
日-

六
月
二
五
日
、
休
戦
協
定
。
一
〇
月
三
〇
日
、
ウ
ィ
ー

ン
条
約
に
よ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
、
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
、
ロ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
を
ド
イ
ツ
に
割
譲
。﹈

 
 

 

四
月
一
日
、『
長
い
橋
の
上
で
』（
戯
曲
）。
五
月
一
〇
日
、『
彼
は

生
ま
れ
な
い
』（
喜
劇
）。

 
 

 

七
月
一
日
、「
神
は
わ
た
し
た
ち
を
見
捨
て
た
。
も
う
神
の
み
も
と

に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
」（「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
日
記
」
鈴

木
徹
郎
、
前
掲
書
、
四
三
一
頁
）。
九
月
九
日
、「
私
に
は
も
う

未
来
は
な
に
も
な
い
。
喜
び
は
な
に
も
な
い
。
理
想
も
な
い
。

私
は
抹
殺
さ
れ
か
け
て
い
る
」（
同
）。
一
〇
月
三
一
日
、「
い
ら

だ
た
し
く
、気
が
滅
入
る
。す
ご
く
い
ろ
い
ろ
な
人
に
腹
が
立
つ
。

前
途
に
私
を
待
つ
の
は
、
た
だ
、
不
幸
と
困
窮
と
、
侵
害
さ
れ

て
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
死
の
み
だ
」（
同
）。
一
一
月

二
〇
日
、「
も
う
私
の
運
は
尽
き
た
。
戦
火
は
私
と
多
く
の
友
人

た
ち
と
の
仲
を
さ
い
た
。
も
う
あ
の
友
人
た
ち
に
、
二
度
と
会

う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
母
国
に
い
て
た
だ
埋
葬

さ
れ
る
と
き
を
待
っ
て
い
る
」（
同
）。

 

一
八
六
五 

六
〇 

九
月-

一
〇
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
旅
行 

（
25
）。
四
月
二
四
日
、『
ス

ペ
イ
ン
人
が
こ
こ
に
い
た
と
き
』（
喜
劇
）。
一
一
月
一
七
日
、『
新

し
い
お
話
と
物
語
』
2-

（
3
）。

 

一
八
六
六 

六
一 

﹇
六
月
一
六
日
、
プ
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
戦
争
勃
発
。
六
月

一
九
日
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
宣
戦
布
告
。
七
月

二
六
日
、
プ
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
間
に
停
戦
予
備
協
定
。

八
月
二
三
日
、プ
ラ
ハ
停
戦
協
定
調
印
。ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー『
罪

と
罰
』。﹈

 
 

 

一
月-

九
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
旅
行 

（
26
）。
一
二
月
一
一
日
、『
新
し

い
お
話
と
物
語
』
2-

（
4
）。
一
〇
月
二
八
日
、
リ
ッ
レ
・
コ

ン
ゲ
ン
ス
・
ガ
ー
デ
1 

に
転
居 （-

一
八
六
九
年
六
月
一
六
日
）。

 

一
八
六
七 
六
二 

パ
リ
万
国
博
覧
会
。
五
月
一
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
た
め
の
北
欧
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人
の
祝
祭 

（
パ
リ
）。
五
月
二
六
日
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
王
夫
妻
の

銀
婚
式
。
同
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
枢
密
顧
問
官
の
称
号
を
授

与
さ
れ
る
。
九
月
七
日-

二
二
日
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
見
学
。

一
二
月
六
日
、
オ
ー
デ
ン
セ
の
名
誉
市
民
に
推
戴
さ
れ
る
。

「
フ
ュ
ー
ン
新
聞
」
に
よ
る
と
、「
詩
人
は
概
略
次
の
よ
う
な
謝

辞
を
述
べ
た
。「
故
郷
の
町
か
ら
た
だ
驚
く
ば
か
り
の
、
か
く
も

大
き
な
栄
誉
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
た
だ
も
う
動
転
し
て
、
の

ぼ
せ
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
エ
ー
レ
ン
ス
レ
ー
ヤ
ー
の
ア

ラ
デ
ィ
ン
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
不
思
議

な
ラ
ン
プ
を
た
ず
さ
え
て
光
ま
ば
ゆ
い
自
分
の
城
に
着
い
た
と

き
に
、
彼
は
城
の
窓
辺
に
寄
っ
て
、
こ
う
申
し
ま
し
た
。
今
見

お
ろ
し
て
い
る
あ
の
あ
た
り
を
、
か
つ
て
一
介
の
貧
し
い
少
年

だ
っ
た
私
は
歩
い
て
い
た
の
だ
、と
。
私
に
も
神
は
、詩
と
い
う
、

不
思
議
な
ラ
ン
プ
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
国
々

の
上
に
き
ら
め
き
、
人
々
が
そ
れ
を
喜
び
、
称
賛
し
て
、
こ
の

光
は
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
輝
い
た
の
だ
と
い
う
と
き
、
わ
た
し
の

胸
は
喜
び
に
高
鳴
り
ま
し
た
。
…
…
」」（
鈴
木
哲
郎
、
前
掲
書
、

四
五
二
頁
以
下
）。「
歌
声
が
鳴
り
響
い
た
。
私
は
気
が
動
転
す

る
ば
か
り
だ
っ
た
。
と
同
時
に
肉
体
的
に
も
ま
い
っ
て
し
ま
っ

た
。
生
涯
最
高
の
こ
の
幸
福
の
絶
頂
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
耐
え
難
い
歯
痛
で
あ
っ
た
。
ま
と

も
に
流
れ
込
む
氷
の
よ
う
な
冷
気
が
、
激
痛
を
あ
お
り
た
て
た
。

…
…
苦
痛
も
ま
た
絶
頂
の
瞬
間
だ
っ
た
。
た
い
ま
つ
の
先
に
燃

え
て
い
た
炎
が
消
え
る
と
、
私
の
苦
痛
も
消
え
た
。
ど
ん
な
に

神
に
感
謝
し
た
こ
と
か 

!
」（
同
、
四
五
五
頁
）。「
歯
痛
・
頭
痛
・

腹
痛
・
の
ど
の
痛
み
な
ど
を
常
時
訴
え
て
い
る
。
と
く
に
歯
痛

は
少
年
の
頃
か
ら
ひ
ん
ぱ
ん
で
、
こ
れ
は
ま
た
精
神
状
態
と
も

密
接
に
相
関
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
不
安
に
な
っ
た
り
、
焦

燥
感
に
と
ら
わ
れ
る
と
た
い
て
い
歯
痛
に
な
っ
た
」（
同
、

四
八
九
頁
）。

 
 

 

四
月-

六
月
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
旅
行 

（
27
）。
九
月
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
旅
行 

（
28
）。
一
二
月
一
二
日
、『
一
五
編

の
お
話
お
よ
び
物
語
』（
童
話
集
、
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
レ
ェ
ア
リ
ッ

ク
の
さ
し
絵
入
り
）。
一
二
月
一
二
日
、『
知
ら
れ
た
る
、
お
よ

び
知
ら
れ
ざ
る
詩
』（
詩
集
、
一
八
二
三-

六
七
）。

 

一
八
六
八 

六
三 

四
月-

七
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

イ
ス
旅
行 

（
29
）。
一
一
月
一
九
日
、『
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
と
ペ
ン

画
』。
一
二
月
五
日
、『
木
の
精
』。

 

一
八
六
九 

六
四 

九
月
六
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
出
て
き
た
日

の
五
〇
周
年
記
念
祭
。
九
月-

一
二
月
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
旅
行 

（
30
）。
一
二
月
一
七
日
、『
三
篇
の
お
話
お
よ
び

物
語
』。

 

一
八
七
〇 

六
五 

一
月-

三
月
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
旅
行 

（
31
）＊

。
一
一
月
一
一
日
、

『
幸
せ
も
の
の
ピ
ー
ア
』。「
大
き
な
家
の
裏
屋
根
部
屋
に
両
親
と

共
に
住
む
ピ
ー
ア
は
、
そ
の
家
の
大
部
分
を
占
め
て
暮
ら
す
金

持
ち
の
商
人
の
息
子
フ
ェ
リ
ク
ス
と
同
じ
日
に
生
ま
れ
た
。
が
、

後
者
が
富
以
外
に
な
に
も
誇
る
べ
き
も
の
を
も
た
な
い
人
生
を

送
る
の
に
対
し
て
、
音
楽
の
天
分
に
恵
ま
れ
た
ピ
ー
ア
は
、
バ

レ
エ
・
ダ
ン
サ
ー
と
な
り
、
歌
手
と
な
り
、
や
が
て
人
々
の
称

賛
の
的
と
な
っ
て
栄
光
に
輝
く
。
人
気
絶
頂
の
と
き
に
、
オ
ペ

ラ「
ア
ラ
デ
ィ
ン
」の
主
役
を
演
じ
て
万
雷
の
拍
手
を
浴
び
る
が
、

鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
の
う
ち
に
心
臓
発
作
で
死
ぬ
」（
鈴
木
徹
郎
、

前
掲
書
、
四
七
四
頁
）。
一
二
月
一
〇
日
、『
お
話
お
よ
び
物
語
』

（
童
話
集
、
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
レ
ェ
ア
リ
ッ
ク
の
さ
し
絵
入
り
）。

九
月
一
九
日
、
ト
ー
ア
デ
ン
ス-

キ
オ
ル
ス
ガ
ー
デ 

17 

に
転
居
。

 
一
八
七
一 

六
六 

八
月
一
八
日
、
植
物
園
に
お
け
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
た
め
の
祝
祭 

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
で
）。七
月-

八
月
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
旅
行 

（
32
）。
一
〇
月
二
三
日
、
ニ
ー
ハ
ウ

ン
18 

に
転
居 （-

一
八
七
三
年
四
月
一
二
日
）。

 

一
八
七
二 
六
七 

九
月
一
一
日
、
N
・
F
・
S
・
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
ー
の
葬
儀
に
参
列
、

四
月-

六
月
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
旅
行 （
33
）。

三
月
三
〇
日
、『
新
し
い
お
話
と
物
語
』
3-

（
1
）。
一
一
月
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二
三
日
、
同
3-

（
2
）。

 

一
八
七
三 

六
八 

四
月-

七
月
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア 

（
ニ
コ
ラ
イ
・
ベ
ェ

ア
が
同
行
） （
34
）。
九
月
一
〇
日
、
ク
ラ
ラ
お
よ
び
ベ
イ
リ
ン

家
に
寄
宿 （-

一
八
七
五
年
六
月
一
二
日
）。

 

一
八
七
四 

六
九 

一
二
月
二
〇
日
、『
お
話
お
よ
び
物
語
』（
童
話
集
、
ロ
レ
ン
ツ
・

フ
レ
ェ
ア
リ
ッ
ク
の
さ
し
絵
入
り
）。

 

一
八
七
五 
七
〇 

四
月
二
日
、『
一
五
ヶ
国
語
に
よ
る
あ
る
母
親
の
物
語
』。
六
月

一
二
日
、
メ
ル
キ
イ
オ
ー
ア
家
の
別
荘
「
オ
ー
リ
グ
ヒ
ー
ド （
休

息
、
平
和
、
閑
静
、
の
意
）」
に
移
り
、
こ
こ
で
八
月
四
日
に
永

眠
。「
最
近
で
は
、
日
記
そ
の
他
に
示
さ
れ
て
い
る
症
状
か
ら
、

癌
で
は
な
く
て
、
心
不
全
の
た
め
に
死
ん
だ
と
い
う
見
方
が
強

い
」（
鈴
木
徹
郎
、
前
掲
書
、
四
八
九
頁
）。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
で
国
葬
が
行
わ
れ
、
ア
シ
ス
テ
ン
ス
墓
地

に
埋
葬
さ
れ
る
。
す
ぐ
近
く
に
は
、
二
〇
年
も
前
に
亡
く
な
っ

た
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
眠
っ
て
い
る
。
墓
碑
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
八
七
四
年
に
書
か
れ
た
「
老
人
」

と
い
う
詩
か
ら
取
ら
れ
た
句
で
、
そ
の
最
後
の
四
行
に
あ
た
る
。

 
 

 

　
　
「
神
が
お
の
が
姿
に
像

か
た
ど 

り
給
い
し
人
の
霊
は
、

 
 

 

　
　

朽
ち
る
こ
と
な
く
、
消
ゆ
る
こ
と
な
し

 
 

 

　
　

地
上
の
生
命
は
、
永
生
の
種
子

 
 

 

　
　

肉
は
亡
ぶ
れ
ど
も
、
霊
は
死
な
ず
」

 
 

 

　
　
（
鈴
木
徹
郎
、
前
掲
書
、
四
八
八
頁
以
下
）

 
 

 

な
お
、
安
藤
忠
夫
は
同
じ
句
を
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
ま
す 

（
前

掲
書
、
一
五
七
頁
）。

 
 

 

　
　
「
神
が
お
の
れ
の
似
姿
に
造
り
た
ま
い
し
魂
は

 
 

 

　
　

不
滅
に
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
し

 
 

 

　
　

わ
れ
ら
の
地
上
の
生
は
、
永
遠
の
種
な
り

 
 

 

　
　

わ
れ
ら
の
体
は
死
す
と
も
、
魂
は
死
な
ず
」

第
二
章　

童
話 

本
章
の
課
題
は
、「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
童
話
」
に
表
れ
た
宗
教
意
識
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
対
象
が
「
童
話
」
で
あ
る
た
め
、
し

か
も
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
自
ら
の
作
品
を
人
前
で
朗
読
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
こ

と
を
考
慮
し
、
本
章
で
は
、
た
と
え
周
知
の
内
容
で
は
あ
っ
て
も
、
ま
ず
、

な
る
べ
く
各
作
品
の
内
容
を
な
ぞ
る
よ
う
な
仕
方
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
過
程
で
、
少
し
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
と
い
う
形
式
を
と
り

ま
す
。

な
お
、
こ
こ
で
用
い
た
引
用
文
献
は
、
主
に
次
の
二
つ
で
す 

│ 

高
橋

健
二
訳
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
』
全
五
巻
、小
学
館
。
大
畑
末
吉
訳
『
ア

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』
全
七
巻
、
岩
波
書
店
。
引
用
の
際
に
は
、
前
者
を
基

本
と
し
、
後
者
か
ら
の
引
用
に
は
、
岩
波
訳
と
付
記
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

ま
た
以
下
の
引
用
で
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
原
文
の
平
仮
名
や
漢

字
等
を
適
宜
変
更
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
以
下
の
標
題
の
前
に
付
さ
れ
て

い
る
番
号
は
、
前
者
の
文
献
で
用
い
ら
れ
て
い
る
作
品
番
号
で
す
。

・
53　
「
あ
る
物
語
」

こ
の
話
は
、
三
幕
か
ら
成
り
、
第
一
幕
の
季
節
は
「
り
ん
ご
の
木
が
一
斉

に
つ
ぼ
み
を
開
く
」
頃
、
そ
し
て
第
二
幕
の
季
節
は
晩
秋
と
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

注

 （　

）
は
海
外
旅
行
の
回
数
を
表
す
。
た
だ
し
（　

）＊

は
、
鈴
木
徹
郎
・
前
掲
書

が
海
外
旅
行
に
数
え
て
い
な
い
も
の
を
指
す
。
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第
一
幕
の
第
一
段
落
は
、
春
を
迎
え
、「
お
日
さ
ま
の
光
」
が
力
を
増
す

中
で
、
植
物
も
動
物
も
鳥
も
喜
び
歌
う
日
曜
日
の
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、「
た
し
か
に
暖
か
い
恵
ま
れ
た
日
だ
っ
た
の
で
、『
神
さ
ま

は
わ
た
し
た
ち
人
間
に
、本
当
に
た
い
そ
う
親
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
！
』

と
言
う
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
で
終
っ
て
い
ま
す
。
岩
波

訳
で
は
、「
神
さ
ま
っ
て
、
本
当
に
、
私
た
ち
人
間
に
お
情
け
深
い
方
だ
！
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
段
落
は
、教
会
の
中
で
牧
師
が
「
た
い
そ
う
大
声
で
怒
っ
て
話
し
て
」

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
悪
人
は
地
獄
へ
行
く
と
い
う
話

で
、「
教
会
の
中
の
人
は
み
ん
な
す
っ
か
り
お
び
え
て
」い
ま
す
。
し
か
し「
外

で
は
小
鳥
が
一
斉
に
楽
し
そ
う
に
歌
い
、お
日
さ
ま
は
暖
か
く
照
っ
て
お
り
、

小
さ
い
花
の
一
つ
一
つ
が
、
神
さ
ま
は
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
に
た
と
え
よ
う

も
な
く
親
切
に
し
て
く
だ
さ
る 

（「
お
恵
み
深
い
か
た
」
岩
波
訳
）、
と
言
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
え
え
、
そ
の
外
は
、
ま
っ
た
く
牧
師
さ
ん
の
お
説
教

の
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
そ
し
て
こ
の
段
落
は
、「
か
ぎ
り
も
な

く
や
さ
し
い
神
」
さ
ま
が
、
悪
の
誘
惑
が
外
か
ら
も
内
か
ら
も
迫
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
の
神
さ
ま
が
、
ど
う
し
て
罪
深
い
人
間
を
永
久
に

火
で
焼
い
た
り
で
き
る
の
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
、
と
い
う
牧
師
の
「
奥
さ
ん
」

の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

第
二
幕
は
、
こ
の
「
真
面
目
な
厳
し
い
」
牧
師
の
妻
が
亡
く
な
り
、
亡
霊

と
な
っ
て
現
れ
る
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
彼
女
は
、
神
さ
ま
の
み
も
と
で

恵
み
を
受
け
る
と
す
れ
ば
あ
な
た
し
か
い
な
い
、
と
言
わ
れ
た
信
心
深
い
女

性
で
し
た
。
し
か
し
彼
女
は
墓
の
中
で
ま
だ
平
安
を
え
て
い
な
く
、
そ
れ
を

受
け
る
に
は
、「
神
さ
ま
か
ら
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
永
久
の
苦
し
み
を
な
め

る
罪
人
、
そ
の
人
の
毛
」
が
必
要
で
す
と
訴
え
ま
す
。

そ
こ
で
二
人
は
、
永
久
の
苦
し
み
に
落
と
さ
れ
て
い
る
人
を
探
し
に
出
か

け
ま
す
。
最
初
に
「
高
慢
、
欲
張
り
、
酒
乱
、
情
欲
な
ど
」
七
つ
の
大
罪
が

満
ち
て
い
る
屋
敷
に
出
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
高
慢
な
者
は
い
て
も
、
彼
ら

は
永
遠
の
火
に
焼
か
れ
る
よ
う
な
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
貪
欲
な
者

も
、
気
が
狂
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
短
気
な
犯
罪
人
た
ち
も
殺
さ
れ
て
よ

い
は
ず
が
な
く
、
殺
さ
れ
か
か
っ
た
犯
罪
人
を
み
て
、
牧
師
は
「
不
幸
な
男

だ
！
」
と
叫
ん
で
助
け
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。

す
る
と
突
然
、場
面
が
変
わ
り
、「
二
人
は
贅
沢
な
広
間
や
貧
し
い
小
屋
を
」

通
り
抜
け
て
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。「
情
欲
や
嫉
妬
な
ど
、
救
わ
れ
な
い
大

き
な
罪
が
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
裁
き
の
天
使
が
彼
ら
の
罪
と
弁
護
と

を
読
み
上
げ
ま
し
た
」。「
神
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
小
さ
い
こ
と
で
し

た
。
神
さ
ま
は
人
間
の
心
を
お
読
み
に
な
り
ま
す
。
神
さ
ま
は
何
も
か
も
ご

存
じ
で
す
。
内
か
ら
く
る
悪
も
、
外
か
ら
く
る
悪
も
。
神
、
そ
れ
は
恵
み
で

あ
り
、愛
で
あ
り
ま
す
。
牧
師
さ
ん
の
手
は
震
え
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
、

手
を
の
ば
し
て
、
罪
人
の
頭
か
ら
髪
の
毛
を
引
き
ぬ
く
気
に
は
、
と
う
て
い

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
涙
が
両
の
目
か
ら
あ
ふ
れ
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
地

獄
の
永
遠
の
業
火
を
消
す
恵
み
と
愛
の
水
で
あ
り
ま
し
た
」（
岩
波
訳
）。
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そ
の
と
き
、
お
ん
ど
り
が
鳴
き
ま
し
た
。「
憐
れ
み
深
い
神
さ
ま
！
妻
に

墓
の
中
の
安
息
を
お
与
え
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
え
さ
せ
て
や
る
こ
と
は
、
わ

た
し
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。

「
今
、
わ
た
し
は
そ
の
安
ら
ぎ
を
え
ま
し
た
」
と
、
死
ん
だ
妻
は
言
い
ま

し
た
。「
あ
な
た
の
厳
し
い
言
葉
と
、
神
さ
ま
と
神
さ
ま
の
お
造
り
に
な
っ

た
も
の
へ
の
あ
な
た
の
暗
い
信
仰
と
が
、
わ
た
し
を
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
駆

り
立
て
た
の
で
す
！　

人
間
を
お
知
り
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
悪
人
の
中
に

も
神
さ
ま
の
一
部
が
、
地
獄
の
火
に
打
ち
勝
っ
て
、
そ
れ
を
消
す
神
さ
ま
の

一
部
が
、
宿
っ
て
い
る
の
で
す
」。

第
三
幕
は
わ
ず
か
三
行
し
か
な
く
、
こ
う
語
り
ま
す
。「
牧
師
さ
ん
の
口

に
キ
ス
を
す
る
人
が
あ
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
あ
た
り
が
明
る
く
な
り
ま
し

た
」（
岩
波
訳
）。
神
さ
ま
の
明
る
い
お
日
さ
ま
が
部
屋
に
差
し
込
ん
で
き
ま

し
た
。「
そ
こ
に
は
牧
師
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
生
き
て
い
て
、
い
つ
も
の
と
お

り
や
さ
し
く
お
だ
や
か
に
、牧
師
さ
ん
を
夢
か
ら
起
こ
し
て
い
る
の
で
し
た
、

神
さ
ま
の
お
つ
か
わ
し
の
夢
か
ら
」（
岩
波
訳
）。

第
三
幕
の
「
明
る
い
お
日
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
に
ふ
れ
て
、
ま
ず
気
づ
く

の
は
、
第
一
幕
の
冒
頭
部
で
、
お
日
さ
ま
の
光
が
引
き
起
き
す
春
の
喜
び
こ

そ
、
神
の
親
切
で
情
け
深
い
性
質
を
表
し
、
そ
の
第
二
段
落
で
も
、
暖
か
い

日
ざ
し
が
神
の
恵
み
深
い
性
質
を
示
す
と
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ア
ン

デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
、
太
陽
の
光
は
特
別
な
意
味
を
も
ち
、
そ
の
光
の
も
と

で
再
生
す
る
自
然
は
、や
は
り
特
別
な
世
界
で
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
育
っ
た
北
欧
人
の
太
陽
に
対
す
る
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

罪
と
地
獄
の
問
題
に
も
独
特
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
裁
き
の

天
使
が
い
ち
い
ち
、
罪
人
た
ち
の
罪
と
、
そ
の
罪
の
言
い
開
き
と
を
読
み
上

げ
ま
し
た
。
神
さ
ま
に
と
っ
て
は
、そ
れ
は
小
さ
い
こ
と
で
し
た
。
…
…
神
、

そ
れ
は
恵
み
で
あ
り
、愛
で
あ
り
ま
す
」（
岩
波
訳
） 

と
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
論
理
の
帰
結
が
、
悪
人
の
中
に
も
神
さ
ま
の
一
部
が
宿
っ
て
い
る
、
と

い
う
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
地
獄
の
業
火
に
打
ち
勝
つ
こ
の
「
神
さ
ま
の
一

部
分
」
と
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
必

ず
し
も
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
第
二
幕
は
夢
の
中
の
話
で
あ
っ
た
と
分
か
る

の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
神
の
意
志
が
夢
を
通
し
て
示
さ
れ
る
と
す
る
発
想

は
、
今
や
、
必
ず
し
も
幼
稚
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
深
層
心
理
学
的
解

釈
は
こ
の
夢
を
ま
じ
め
に
受
け
と
め
、対
話
の
相
手
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

わ
た
し
た
ち
も
そ
の
意
味
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
涙
」
が
地
獄
の
火
を
消
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
に
と
っ
て
「
涙
」
が
特
別
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
、『
雪
の
女
王
』
の

ゲ
ル
ダ
の
「
涙
」
が
示
す
通
り
で
す
。
彼
の
作
品
に
現
れ
る
様
々
な
「
涙
」

の
場
面
を
集
め
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
き
っ
と
そ
の
深
い
意
味
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
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こ
の
話
で
最
後
ま
で
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
は
、「
あ
る
物
語
」
と
い
う

表
題
で
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
表
題
を
選
ん
だ
の

で
し
ょ
う
か
。
一
五
六
あ
る
作
品
の
中
で
、
こ
の
題
だ
け
が
あ
ま
り
に
も
漠

然
と
し
、
浮
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
反
論
を
お
そ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
…
…

・
40　
「
と
り
で
の
土
手
か
ら
の
一
場
面
」

こ
の
話
は
、
二
頁
余
り
の
本
当
に
短
い
作
品
で
す
。
岩
波
訳
で
は
「
城
の

土
手
か
ら
見
た
風
景
画
」
と
い
う
表
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
季
節
は
秋
、
時

刻
は
、
夕
日
が
沈
も
う
と
し
て
い
る
頃
、
そ
し
て
場
所
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
海
岸
が
み
え
る
、
重
罪
人
の
た
め
の
牢
獄
と
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
夕
日

の
一
筋
の
光
線
が
暗
い
部
屋
に
差
し
込
み
、
格
子
の
と
こ
ろ
で
一
羽
の
小
鳥

が「
キ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
！
」（
岩
波
訳
、「
ク
ビ
ィ
ビ
ィ
ッ
ト
」小
学
館
訳
） 
と
歌
っ

て
い
ま
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
そ
の
光
景
を
描
写
し
つ
つ
、
ひ
と
つ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。「
お
日
さ
ま
は
悪
人
の
上
に
も
善
人
の
上

に
も
照
り
ま
す
！
」「
鳥
は
悪
人
の
た
め
に
も
、
善
人
の
た
め
に
も
歌
い
ま

す
！
」
と
。

こ
の
言
葉
は
、新
約
聖
書
の
「
父
は
悪
人
に
も
善
人
に
も
太
陽
を
昇
ら
せ
、

正
し
い
者
に
も
正
し
く
な
い
者
に
も
雨
を
降
ら
せ
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
あ

る
」（
マ
タ
イ
五
・
四
五
） 

と
い
う
句
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
こ
の
句
の
前

に
は
「
あ
な
た
方
も
聞
い
て
い
る
と
お
り
、『
隣
人
を
愛
し
、
敵
を
憎
め
』

と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
わ
た
し 

（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
） 

は
言
っ
て

お
く
。
敵
を
愛
し
、
自
分
を
迫
害
す
る
者
の
た
め
に
祈
り
な
さ
い
。
あ
な
た

が
た
が
天
の
父
の
子
と
な
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
も
し
も
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
こ
の
句
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
と
す
れ

ば
、
あ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
読
者
に
も
、
こ
の
句
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
読
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
夕
日
と
小
鳥
の
絵
画
的
描
写
に
続
い
て
、
そ
れ
を
み
つ
め
て
い
た
悪

人
の
顔
に
表
れ
た
や
わ
ら
い
だ
表
情
と
、
心
の
中
に
起
こ
っ
た
静
か
な
出
来

事
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
小
鳥
は
囚
わ
れ
人
の
格
子
か
ら
飛
び
去
り
、
光

線
は
消
え
ま
す
。
小
さ
い
部
屋
の
中
は
暗
く
、
悪
い
人
の
心
の
中
も
暗
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
日
さ
ま
は
中
に
差
し
込
み
、
小
鳥
は
中
に
向
か
っ
て

歌
い
ま
し
た
。
響
き
続
け
よ
、
美
し
い
漁
師
の
角
笛
よ
！
夕
べ
は
な
ご
や
か

で
、
海
は
鏡
の
よ
う
に
な
め
ら
か
で
静
か
で
す
」
と
。

こ
の
最
後
の
描
写
は
、
主
観
と
客
観
が
融
合
し
た
仕
方
で
提
示
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
囚
わ
れ
人
の
思
い
を
越
え
て
、
美
し
い
角
笛
が
響
き
続
け
よ
！

と
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
者
は
、
お
だ
や
か
な
夕
べ
と
鏡
の
よ
う
に
静
ま

り
返
っ
た
海
か
ら
、
こ
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
は
た
し
て
読
者
も
そ
れ

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か 

…
…
。

・
32　
「
鐘
」

続
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
や
は
り
夕
日
が
沈
む
頃
か
ら
話
が
ス
タ
ー
ト
す
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る
「
鐘
」
で
す
。
そ
の
鐘
の
音
は
、
都
会
で
は
一
瞬
し
か
聞
こ
え
な
い
の
で

す
が
、
町
は
ず
れ
に
行
く
と
、
夕
靄も
や

に
か
す
む
静
か
な
森
の
奥
か
ら
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
響
き
が
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
、
こ
れ
を
つ
き

と
め
た
ひ
と
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
堅
信
礼
が
授
け
ら
れ
た
日
、
つ
ま
り
子
供
か
ら
い
っ
ぺ
ん
に

大
人
に
な
っ
た
日
、
若
者
た
ち
も
鐘
の
音
を
聞
き
、
森
の
教
会
を
目
指
し
て

出
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
か
な
か
み
つ
か
ら
ず
、
多
く
の
者
は
途
中
で
あ

き
ら
め
て
し
ま
い
ま
す
。
最
後
に
残
っ
た
の
は
、
王
子
と
、
後
か
ら
や
っ
て

き
た
貧
し
い
少
年
だ
け
で
し
た
。茨
の
し
げ
る
森
の
中
で
、王
子
は
左
向
か
っ

て
、
貧
し
い
少
年
は
右
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
道
を
進
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
王
子
は
「
お
日
さ
ま
」
に
導
か
れ
て
ど
ん
ど
ん
奥
に
入
っ
て
行

き
ま
す
が
、
結
局
、
み
つ
か
ら
ず
、「
丸
い
赤
い
お
日
さ
ま
」
を
も
う
一
度

み
る
た
め
に
、
一
番
高
い
岩
山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
目
に
し
た

光
景
を
、
作
者
は
こ
う
描
い
て
い
ま
す
。

・
岩
山
に
登
り
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
、
お
日
さ
ま
が
沈
み
き
る
の
を
み
ま
し

た
。
あ
あ
、
な
ん
と
い
う
み
ご
と
さ
！
海
が
、
長
く
う
ね
る
大
波
を
岸
に
打

ち
寄
せ
る
壮
大
な
海
が
、
彼
の
前
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
日
さ
ま
は
、

海
と
空
の
触
れ
あ
う
と
こ
ろ
に
、
輝
く
大
き
な
祭
壇
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い

ま
し
た
。
何
も
か
も
が
ま
っ
赤
に
燃
え
る
色
に
溶
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。
森

が
歌
い
、
海
が
歌
い
、
彼
の
心
が
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
自
然
全
体
が
大
き

な
神
聖
な
教
会
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
木
々
と
漂
う
雲
が
柱
に
な
り
、
花
と

草
が
ビ
ロ
ー
ド
の
敷
物
に
な
り
、
空
が
大
き
な
丸
天
上
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

外
で
は
お
日
さ
ま
が
沈
む
と
、
赤
い
色
が
消
え
ま
し
た
が
、
幾
百
万
も
の

星
に
火
が
と
も
り
、
幾
百
万
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
ラ
ン
プ
が
輝
き
ま
し
た
。

王
子
は
両
腕
を
空
と
海
と
森
に
向
か
っ
て
広
げ
ま
し
た
。

│  

そ
の
と
き
、

右
の
方
の
脇
道
か
ら
、
短
い
袖
の
服
を
着
、
木
靴
を
は
い
た
貧
し
い
少
年
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
少
年
は
、
自
分
の
道
を
歩
い
て
同
じ
時
に
こ
こ
に
着
い

た
の
で
し
た
。
二
人
は
か
け
よ
っ
て
、
自
然
と
詩
と
の
大
き
な
神
聖
な
教
会

の
中
で
手
を
取
り
あ
い
ま
し
た
。
二
人
の
上
で
、
み
え
な
い
神
聖
な
鐘
が
鳴

り
響
き
、
祝
福
さ
れ
た
精
霊
た
ち
が
踊
り
な
が
ら
周
り
を
た
だ
よ
い
、
神
を

た
た
え
る
歓
喜
の
ハ
レ
ル
ヤ
を
唱
え
ま
し
た
！

こ
の
終
り
の
部
分
に
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
思
い
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
海
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
夕
日
が
沈

む
場
面
を
輝
く
祭
壇
と
み
な
し
、
森
が
歌
い
、
海
が
歌
う
と
形
容
し
、「
自

然
全
体
が
大
き
な
神
聖
な
教
会
で
し
た
」と
明
言
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は「
自

然
と
詩
と
の
大
き
な
神
聖
な
教
会
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン

デ
ル
セ
ン
は
も
と
も
と
詩
人
に
な
ろ
う
と
し
た
と
い
う
事
実
を
思
い
起
こ
す

な
ら
ば
、
あ
の
鐘
の
音
を
聞
く
こ
と
が
で
る
の
は
、
や
は
り
詩
人
の
心
を
も

つ
者
だ
け
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
自
分
の
道
を
歩
い

て
同
じ
時
に
こ
こ
に
着
い
た
」
貧
し
い
少
年
、
そ
れ
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
自
身
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に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
話
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
彼
は
、
た
し
か
に
自

然
神
秘
主
義
の
系
譜
に
属
し
て
い
ま
す
。

・
55　
「
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
」

こ
れ
は
、
自
ら
の
美
し
さ
に
自
信
を
も
つ
「
り
ん
ご
の
枝
」
の
話
で
す
。

五
月
に
な
り
、「
い
か
に
も
み
ず
み
ず
し
く
華
や
か
に
、
今
に
も
ほ
こ
ろ
び

そ
う
な
か
わ
い
ら
し
い
バ
ラ
色
の
つ
ぼ
み
を
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
」（
岩
波
訳
） 

つ
け
た
り
ん
ご
の
枝
は
、
自
分
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
枝
の

美
し
さ
に
心
を
惹
か
れ
た
若
い
伯
爵
夫
人
は
、そ
れ
を
手
折
っ
て
持
ち
帰
り
、

花
び
ん
に
い
け
ま
し
た
。
伯
爵
夫
人
の
家
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
訪
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
こ
の
枝
を
ほ
め
た
り
、
無
視
し
た
り
し

ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
り
ん
ご
の
枝
は
、
人
間
に
も
「
ち
が
い
」
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
ち
ょ
う
ど
開
い
て
い
た
窓
の
外
に
み
え
る
庭
や
野
原
の
花

を
み
て
、
貧
し
い
花
の
不
幸
を
想
像
し
ま
し
た
。
特
に
気
の
毒
に
み
え
た
の

は
、
誰
も
見
向
き
も
し
な
い
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
」
で
し
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り

に
繁
殖
力
が
強
い
た
め
「
悪
魔
の
ミ
ル
ク
お
け
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、「
ち
が
い
だ
っ
て
？
」
と
、
お
日
さ
ま
の
光
が
言
い
ま
し
た
。

そ
し
て
花
の
咲
い
て
い
る
り
ん
ご
の
枝
に
キ
ス
を
し
ま
し
た
。「
け
れ
ど
も
、

そ
れ
と
同
時
に
、
野
原
に
咲
い
て
い
る
黄
色
い
「
悪
魔
の
ミ
ル
ク
お
け
」
に

も
キ
ス
を
し
ま
し
た
。
お
日
さ
ま
の
光
の
沢
山
の
兄
弟
た
ち
も
み
ん
な
、
貧

し
い
花
に
も
豊
か
な
花
に
も
一
様
に
キ
ス
を
し
ま
し
た
。
り
ん
ご
の
枝
は
、

神
さ
ま
の
か
ぎ
り
な
い
愛
が
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
注
が
れ
て

い
る
こ
と
を
今
ま
で
一
度
も
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

こ
の
世
に
は
ど
ん
な
に
多
く
の
美
し
い
も
の
や
善
い
も
の
が
隠
れ
て
い
て
、

し
か
も
決
し
て
忘
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

│  

し
か
し
こ
れ
ま
た
、
ま
こ
と
に
《
人
間
ら
し
い
》

こ
と
で
し
た
！
」（
岩
波
訳
）。

こ
の
後
、
話
の
場
面
は
変
わ
り
、
野
原
に
咲
く
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
を
つ
ん
で

楽
し
む
ま
だ
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
、
こ
の
花
の
茎
を
つ
な
い
で
長
い
鎖
を
作
っ

て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
、
さ
ら
に
、
花
の
咲
き
き
っ
た
茎
の
先
に
つ
い
て
い
る

綿
毛
の
よ
う
な
種 

（「
小
さ
な
小
さ
な
美
術
品
」） 

を
吹
き
飛
ば
し
て
遊
ぶ
年

長
の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
り
ん
ご
の
枝
は
、
そ
れ
で
も

た
ん
ぽ
ぽ
の
花
の
美
し
さ
と
力
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
に
、
ひ
と
り
の
お
ば
あ
さ
ん
が
現
れ
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
根
を
引
き
抜
き
、

そ
の
一
部
を
煎
じ
て
飲
み
、
残
り
を
薬
と
し
て
薬
屋
に
売
り
ま
し
た
。
し
か

し
り
ん
ご
の
枝
は
、「
美
と
は
も
っ
と
高
尚
な
も
の
だ
」、
人
間
の
場
合
と
同

様
に
、
草
木
の
間
に
も
「
ち
が
い
が
あ
る
の
だ
」
と
言
い
張
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
お
日
さ
ま
の
光
は
、改
め
て
、「
神
さ
ま
の
か
ぎ
り
な
い
愛
は
、

神
さ
ま
の
お
造
り
に
な
っ
た
す
べ
て
の
も
の
の
内
に
、
ま
た
命
の
あ
る
す
べ

て
の
も
も
の
内
に
行
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
い
つ
の
世
に
も
永
久
に

変
わ
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
が
公
平
に
分
か
た
れ
て
い
る
こ
と
を
語

り
聞
か
せ
ま
し
た
」（
岩
波
訳
）。
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こ
う
し
て
最
後
の
場
面
が
訪
れ
ま
す
。 

あ
の
若
い
伯
爵
夫
人
が
、
慎
重

に
運
ん
で
き
た
花
を
み
て
こ
う
い
い
ま
す
。「
ご
ら
ん
な
さ
い
ま
せ
！　

な

ん
と
い
う
不
思
議
な
美
し
さ
を
、
神
さ
ま
は
こ
の
花
に
お
与
え
な
さ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
！
…
…
わ
た
し
、
こ
の
花
を
り
ん
ご
の
枝
と
一
緒
に
絵
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。
…
…
こ
の
二
つ
の
花
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
い
は
あ
っ
て
も
、

や
っ
ぱ
り
同
じ
一
つ
の
美
の
国
か
ら
生
ま
れ
た
二
人
の
子
ど
も
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
」（
岩
波
訳
）。「
こ
の
花
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
の
貧
し
い
花
の

最
後
の
姿
で
す
。

こ
の
話
で
も
、
お
日
さ
ま
が
貧
し
い
花
に
も
、
豊
か
な
花
に
も
キ
ス
を
す

る
と
い
う
表
現
で
、
繰
り
返
し
、
神
の
愛
が
す
べ
て
の
も
の
に
か
ぎ
り
な
く

注
が
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
に
、53
話
の
「
あ
る
物
語
」

の
と
こ
ろ
で
、「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
、
太
陽
の
光
は
特
別
な
意
味
を

も
ち
、
そ
の
光
の
も
と
で
再
生
す
る
自
然
は
、
や
は
り
特
別
な
世
界
で
あ
る

よ
う
で
す
。
こ
こ
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
育
っ
た
北
欧
人
の
太
陽
に
対
す
る

深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
ア
ン

デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
お
日
さ
ま
は
、
単
に
自
然
現
象
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

か
ぎ
り
な
く
注
が
れ
る
神
の
愛
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
32
話
の
「
鐘
」

の
中
で
は
、
こ
の
お
日
さ
ま
は
夕
日
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
今
後
、
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
童
話
を
読
む
際
に
は
、
常
に
「
お
日
さ
ま
」
の
働
き
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
多
く
の
花
が
咲
く
北

欧
の
春
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
話
に
も
「
お
ば
あ

さ
ん
」
が
登
場
し
ま
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
場
合
、
そ
こ
に
は
、
彼

自
身
の
祖
母
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
昔
話
に
登
場
す
る
よ
う
な
、
よ
り
普
遍
的
な

存
在
と
し
て
の
「
お
ば
あ
さ
ん
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

必
要
以
上
に
そ
の
存
在
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
避
け
な
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

「
グ
レ
イ
ト
マ
ザ
ー
」
の
よ
う
な
母
な
る
も
の
の
存
在
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

・
8　
「
人
魚
ひ
め
」

こ
れ
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
中
で
も
『
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
』

と
並
ん
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
話
で
す
。
し
か
し
、
文
庫
本
で
三
八
頁
に

も
及
ぶ
長
い
ス
ト
ー
リ
ー
の
た
め
、
も
と
の
物
語
を
読
ん
で
い
る
ひ
と
は
意

外
に
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
専
ら
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
宗
教

意
識
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
要
点
を
絞
っ
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

物
語
は
ま
ず
、
海
底
に
あ
る
「
人
魚
の
王
様
の
お
城
」
と
そ
こ
に
住
む
人

魚
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て
語
り
始
め
ま
す
。
王
の
妃
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て

お
り
、「
年
と
っ
た
お
母
様
」
つ
ま
り
祖
母
が
六
人
の
孫
娘
た
ち
の
め
ん
ど

う
を
み
て
い
ま
す
。
娘
た
ち
は
一
五
歳
に
な
る
と
、海
面
に
浮
か
び
上
が
り
、

広
い
世
界
を
み
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
ま
す
。「
お
ば
あ
さ
ま
」
か
ら
聞
い
て

い
た
海
上
や
陸
上
の
世
界
を
、自
分
の
目
で
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

六
人
姉
妹
の
末
っ
子
が
こ
の
物
語
の
主
役
で
あ
り
、
長
女
が
海
面
に
浮
か
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び
上
が
っ
て
か
ら
五
年
目
に
、
よ
う
や
く
そ
の
機
会
が
き
ま
し
た
。
五
人
の

姉
た
ち
は
、
初
め
て
海
面
に
浮
か
ん
だ
と
き
、
た
し
か
に
そ
の
美
し
さ
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一
人
前
に
な
っ
て
い
つ
で
も
海
面
に
上
が
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
む
し
ろ
「
海
の
底
が
一
番
美
し
い
、
家
に
い
る

方
が
気
持
ち
が
い
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
末
娘
は
ひ
と
り
の
若
い
王
子
を
助
け
ま
し
た
。
彼
は
、
悪
天

候
の
中
で
難
破
し
た
船
か
ら
放
り
出
さ
れ
、
海
中
に
沈
ん
で
行
く
と
こ
ろ
で

し
た
。
彼
女
は
、
助
け
出
し
た
王
子
を
教
会
の
前
の
砂
浜
に
連
れ
て
行
き
、

寝
か
せ
ま
し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
そ
こ
へ
一
人
の
若
い
娘
が
現
れ
、
王
子

を
介
抱
し
ま
し
た
。
王
子
は
、
自
分
の
命
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
こ
の
娘
だ

と
思
い
ま
し
た
。

海
底
の
お
城
に
戻
っ
た
末
娘
は
、
王
子
へ
の
恋
心
に
苦
し
み
、
一
人
の
姉

に
そ
の
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
と
、
姉
た
ち
は
こ
の
王
子
の
情
報
を
他
の
人

魚
た
ち
か
ら
集
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
情
報
を
手
が
か
り
に
、
や
が
て
末

娘
は
王
子
の
住
む
城
を
み
つ
け
だ
し
ま
す
。
そ
し
て
毎
晩
、
遠
く
か
ら
王
子

の
生
活
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
か
自
分
も
人
間
に
な
っ
て
、

彼
ら
の
世
界
に
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、「
お
ば
あ
さ
ま
」
に
相
談
し
ま
し
た
。

祖
母
は
、
孫
娘
の
質
問
に
こ
う
答
え
ま
す
。

・
人
間
だ
っ
て
死
な
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
よ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
人
間
の
命

は
、
わ
た
し
た
ち
の
命
よ
り
も
っ
と
短
い
の
よ
。
わ
た
し
た
ち
は
三
百
歳
に

も
な
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
こ
に
い
る
こ
と
を
や
め

れ
ば
、
水
の
上
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
う
の
。
そ
し
て
、
こ
の
底
で
親
し
い
人

た
ち
の
間
に
、
お
墓
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
。
わ
た
し
た
ち

は
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い
魂
を
も
っ
て
は
い
な
い
の
。
ま
た
、
生
ま
れ
か
わ
る

こ
と
も
決
し
て
な
い
の
。
わ
た
し
た
ち
は
緑
の《
葦
》の
葉
の
よ
う
な
も
の
よ
。

一
度
切
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
も
う
二
度
と
緑
の
葉
を
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
！　

そ
れ
に
比
べ
て
、
人
間
は
、
い
つ
ま
で
も
生
き
る
魂
を
も
っ
て
い
る

の
。
身
体
が
土
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
魂
は
生
き
て
い
る
の
。
魂
は
、
す

ん
だ
空
気
の
中
を
昇
っ
て
、
き
ら
き
ら
光
る
お
星
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
行
く
の

よ
！　

わ
た
し
た
ち
が
、
海
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
人
間
の
国
々
を
み
る
よ

う
に
、
人
間
は
、
わ
た
し
た
ち
が
決
し
て
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
誰
も
知

ら
な
い
美
し
い
と
こ
ろ
へ
昇
れ
る
の
よ
。

ま
だ
ま
だ
話
の
途
中
で
す
が
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、「
お
ば

あ
さ
ん
」
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
宗
教
意
識
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
宗
教
と
は
何
か
と
問

う
こ
と
は
、
人
間
と
は
何
か
、
世
界
と
は
何
か
、
と
問
う
こ
と
で
も
あ
り
、

宗
教
は
必
ず
あ
る
人
間
観
と
世
界
お
よ
び
宇
宙
観
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

彼
の
場
合
、
こ
の
人
間
の
特
質
は
、
人
魚
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
ま
す
。
ま
ず
、
寿
命
の
長
さ
が
ち
が
い
ま
す
。
長
生
き
し
て
も
、
人
間
は
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百
歳
ぐ
ら
い
ま
で
だ
と
す
れ
ば
、
人
魚
は
そ
の
三
倍
も
生
き
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
人
間
に
は
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い
魂
が
あ
る
の
に
対
し
、
人
魚

に
は
魂
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
人
が
死
ぬ
と
、
そ
の
魂
は
星
の
光
る
美
し

い
と
こ
ろ
へ
と
昇
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
日
本
の
読
者
に
は
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
が
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
の
伝
統
か
ら
み
る
と
、
か
な
り
異
質
な
思

想
で
す
。
と
い
う
の
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
、
つ
ま
り
旧
約
聖
書
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
諸
宗
教 

（
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
） 

の
理
解
に
よ

る
と
、
人
間
の
身
体
と
魂
は
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
分
離
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
、
し
か
も
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
統
を
背
景
と
す
る
世
界
で
は
、
身
体
は
死
ん
で
も
、
魂
は

死
な
な
い
と
い
う
思
想
は
、
本
来
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
は
ず
で
す
。
し
か

し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
霊
魂
不
滅
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
で
は
な
く
、
他
の
伝
統
、
つ
ま
り
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
由

来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
は
、ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

マ
の
宗
教
的
・
思
想
的
・
芸
術
的
伝
統
を
指
し
ま
す
が
、
思
想
の
構
造
か
ら

み
る
と
、
ア
ジ
ア
の
伝
統
も
こ
れ
に
入
り
ま
す
。
な
お
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代

と
い
う
と
き
に
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
活
躍
し
た
紀
元
前
四
世
紀
か
ら

前
一
世
紀
ま
で
の
約
三
百
年
間
を
指
し
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、も
と
か
ら
あ
っ

た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
と
後
か
ら
入
っ
て
き
た
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
の
伝
統
の
間

に
緊
張
関
係
が
生
じ
、
そ
の
克
服
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
展

開
は
、
時
代
に
よ
っ
て
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
、
多
様
な
形
態
を
と
り
ま
し

た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
故
郷
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
で
は
、
初
め
に
多
神

教
的
北
欧
的
土
着
の
伝
統
が
あ
り
、
次
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
が
、
さ
ら
に

そ
の
上
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
統
が
積
み
重
な
る
と
い
う
経
過
を
辿
り
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
、
宗
教
学
で
い
う
習
合
現
象
が
み
ら
れ
、
無

意
識
の
レ
ベ
ル
で
、
肉
体
と
精
神
あ
る
い
は
霊
魂
の
二
元
論
や
、
そ
れ
を
前

提
と
し
た
霊
魂
不
滅
説
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
意
味
で
、「
お
ば
あ
さ
ん
」
の
解
説
は
、
か
な
り
微
妙
な
も
の
で

あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
や
っ
か
い
な
の
は
、
こ
の
解
説
を
前

提
に
し
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
先
の
展
開
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
な
ぜ
な
ら
あ
の
末
娘
の
願
い
は
、
最
終
的
に
人
間
の
も
つ
不
死
の
魂
を

手
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
過
酷
な
試
練
も
引
き
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

「
お
ば
あ
さ
ん
」
は
、
そ
の
不
滅
の
魂
を
え
る
た
め
の
秘
策
に
つ
い
て
、

こ
う
語
り
ま
す
。

・「
け
れ
ど
も
、
た
だ
一
つ
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
人
間
の
う

ち
の
誰
か
が
、
お
ま
え
を
心
か
ら
愛
し
て
、
両
親
よ
り
も
お
ま
え
の
方
を
い
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と
し
く
思
う
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
真
心
と
愛
情
と
を
す
っ
か
り
お
ま
え
に
注

い
で
、
や
が
て
、
神
父
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
そ
の
人
の
右
手
を
お
前
の
右

手
に
お
き
な
が
ら
、
こ
の
世
で
も
あ
の
世
へ
行
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
真
心
と
誓
い
と
を
立
て
さ
せ
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
こ
そ
、

そ
の
人
の
魂
が
お
ま
え
の
身
体
に
乗
り
移
っ
て （「
そ
の
人
の
魂
が
、
あ
な
た

の
身
体
に
流
れ
込
ん
で
く
る
の
よ
」
小
学
館
訳
）、
お
ま
え
も
人
間
の
幸
福

に
与
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
そ
う
だ
よ
。
つ
ま
り
、
そ
の
人
は
お
ま
え
に
、

魂
を
分
け
な
が
ら
、
自
分
の
魂
は
そ
の
ま
ま
も
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
な
の

ね
。
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
起
こ
り
よ
う
が
な
い
よ
。
な
ぜ
っ
て
、
こ

の
海
の
底
で
は
美
し
い
と
さ
れ
て
い
る
、
お
ま
え
の
そ
の
魚
の
尻
尾
だ
っ
て
、

陸
の
上
で
は
、
醜
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
ね
。
…
…
（
岩
波
訳
）

こ
の
話
を
聞
い
て
、
美
し
い
声
を
も
つ
人
魚
姫
は
、
悩
み
抜
い
た
末
、
海

の
魔
女
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
魔
女
の
求
め
に
応
じ
て
、
彼

女
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
「
美
し
い
声
」
を
代
償
に
、つ
ま
り
「
舌
」
を
切
っ

て
も
ら
い
、
魔
法
の
薬
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
今
や
、
人
魚
姫
は
、
激
痛
を

覚
え
つ
つ
も
、
人
間
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

こ
の
先
の
展
開
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
声
を
失
っ
た
た
め
に

人
魚
姫
の
思
い
が
伝
わ
ら
ず
、
ま
さ
し
く
悲
劇
に
な
っ
て
行
き
ま
す
。
王
子

は
、
彼
女
を
妹
の
よ
う
に
大
切
に
し
ま
し
た
が
、
妻
に
す
る
つ
も
り
は
な
く
、

自
分
が
溺
れ
て
死
に
か
か
っ
た
と
き
に
助
け
て
く
れ
た
娘
を
妻
に
す
る
、
と

心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
こ
の
娘
と
王
子
の
結
婚
式
の
と

き
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
人
魚
姫
は
海
の
「
泡
」
と
な
っ
て

消
え
て
行
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
、
人
魚
姫
の
姉
妹
た
ち
が
現
れ
、
自
分
た
ち
の
美
し
い
髪
の
毛

を
代
償
に
し
て
手
に
入
れ
た
ナ
イ
フ
を
彼
女
に
渡
し
ま
す
。
も
し
も
そ
の
ナ

イ
フ
を
王
子
の
心
臓
に
つ
き
刺
し
、そ
の
血
が
彼
女
の
足
に
か
か
る
な
ら
ば
、

も
う
一
度
人
魚
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
人
魚

姫
は
そ
の
ナ
イ
フ
を
使
お
う
と
せ
ず
、
海
に
投
げ
捨
て
、
船
か
ら
海
の
中
へ

飛
び
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
身
体
が
と
け
て
、
泡
に
な
っ
て
行
く
の

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

・
そ
の
と
き
、
お
日
さ
ま
が
海
か
ら
昇
り
ま
し
た
。
そ
の
光
は
、
死
の
よ
う

に
冷
た
い
海
の
泡
を
、
お
だ
や
か
に
暖
か
く
照
ら
し
ま
し
た
。
人
魚
姫
は
少

し
も
死
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
光
る
お
日
さ
ま
の

方
を
仰
ぎ
ま
す
と
、
中
空
に
、
幾
百
と
な
く
、
透
き
通
っ
た
美
し
い
も
の
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
透
か
し
て
、
む
こ
う
に
船
の
白
い
帆
や
空
の
赤

い
雲
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
透
き
通
っ
た
美
し
い
も
の
た
ち
の
声
は
、
そ
の

ま
ま
美
し
い
音
楽
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
清
ら
か
な
音
楽
は
、
魂
の
世

界
の
も
の
で
、
人
間
の
耳
に
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
人
間
の
目
が
、

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
翼
が
な
く
て
も
、
空
気
の
よ
う

に
軽
い
身
体
は
、
ひ
と
り
で
に
空
中
に
浮
か
ん
で
い
る
の
で
し
た
。
人
魚
姫
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は
、自
分
の
身
体
も
同
じ
よ
う
に
軽
く
な
っ
て
、《
泡
》
の
中
か
ら
抜
け
出
て
、

だ
ん
だ
ん
上
の
方
へ
昇
っ
て
行
く
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。」

　
「
わ
た
し
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
？
」

　
「
空
気
の
娘
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
で
す
よ
！
」

　
「
人
魚
の
娘
に
は
、
不
死
の
魂
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
の
愛

を
え
な
け
れ
ば
、
決
し
て
そ
れ
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
永
遠
の
命
を
授
か
ろ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
他
の
も
の
の
力
に
、
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
空
気
の
娘
も
、
や
は
り
不
死
の
魂

を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
善
い
行
い
を
す
る
と
、
そ
れ
が
授
か
る

の
で
す
。
…
…
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
三
百
年
の
間
、
わ
た
し
た
ち
に
で

き
る
だ
け
の
、
善
い
こ
と
を
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
と
、
つ
い
に
不
死
の
魂

を
授
か
っ
て
、
人
間
の
永
遠
の
幸
福
に
与
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
可
愛

そ
う
な
人
魚
姫
さ
ん
、
あ
な
た
も
、
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
真
心
を

尽
く
し
て
、
お
努
め
に
な
り
ま
し
た
の
ね
！　

そ
し
て
ず
い
ぶ
ん
苦
し
ん
だ

り
、
辛
抱
な
さ
っ
た
り
し
て
、
い
ま
、
空
気
の
精
の
世
界
へ
昇
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
善
い
行
い
を
な
さ
れ
ば
、
三
百
年
の
後
に

は
、
不
死
の
魂
が
あ
な
た
に
も
授
か
り
ま
す
よ
」（
岩
波
訳
）。
人
魚
姫
は
、

透
き
通
っ
た
両
腕
を
お
日
さ
ま
の
方
へ
高
く
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
じ
め

て
姫
は
涙
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
に
も
う
少
し
話
が
続
く
の
で
す
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
展
開

を
振
り
返
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
異
界
に
住

む
人
魚
姫
が
、
人
間
の
側
の
真
の
愛
に
よ
っ
て
そ
の
境
界
線
を
乗
り
越
え
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
に
自
ら
の
命
を
賭
け
た
こ
と
、
し
か
し

そ
の
賭
け
に
失
敗
し
、
や
り
直
す
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相

手
に
対
す
る
愛
の
ゆ
え
に
そ
れ
を
放
棄
し
た
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
泡
と

し
て
消
え
る
は
ず
の
運
命
か
ら
空
気
の
精
の
世
界
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
し
か
も
そ
の
先
に
は
、
あ
の
不
死
の
魂
を
獲
得
す
る
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
こ
で
、
宗
教
の
視
点
か
ら
ま
ず
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
二
つ

の
世
界
の
間
に
あ
る
境
界
線
の
も
つ
性
質
で
す
。
先
に
言
及
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
の
思
想
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
二
つ
の
世
界
を
明
確
に
区
別
す
る
も
の
で

は
あ
っ
て
も
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
二
つ
の
世
界
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
二
つ
の
世
界
に
住
む
も
の

は
究
極
的
に
「
同
質
で
あ
る
」
と
の
前
提
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ヘ
ブ
ラ

イ
ズ
ム
の
思
想
で
は
、
創
造
者
な
る
神
と
被
造
物
は
根
源
的
に
異
質
な
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
創
造
者
の
意
志
は
そ
の
自
己
啓
示
と
い
う
形
式
に

よ
っ
て
の
み
被
造
物
に
示
さ
れ
ま
す
。し
た
が
っ
て
そ
の
境
界
線
の
扱
い
は
、

旧
約
聖
書
の
預
言
者
の
場
合
の
よ
う
に
、神
の
側
か
ら
そ
の
意
志
が
示
さ
れ
、

預
言
者
は
そ
れ
を
預
か
る
と
い
う
形
を
取
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
同
じ
く
旧

約
聖
書
の
詩
篇
は
、
人
間
の
側
の
あ
ら
ゆ
る
思
い
を
あ
り
の
ま
ま
に
神
に
ぶ

つ
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
で
さ
え
、
神
の
自
己
啓
示
が
前
提
と
さ
れ
て
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い
ま
す
。

あ
る
思
想
が
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
に
属
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に

属
す
る
の
か
、
こ
れ
を
比
較
的
簡
単
に
見
分
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
次
の
よ
う
に
問
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
、
人
間
が
究
極
的

に
神
や
仏
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
問
う
の
で
す
。
生
前
で
あ

れ
、
死
後
で
あ
れ
、
も
し
も
人
間
が
神
や
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
属
し
ま
す
。
で
は
、
例
え

ば 

（
24
「
天
使
」
を
参
照
）、
子
ど
も
が
死
ん
で
天
使
に
な
る
と
い
う
素
朴

な
信
仰
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
そ
の
天
使

を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。
も
し
も

そ
の
天
使
が
究
極
的
に
神
と
同
質
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
思
想
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
も
し
も
そ
の
天

使
が
神
の
被
造
物
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ヘ
ブ
ラ

イ
ズ
ム
の
思
想
に
属
し
ま
す
。

童
話
に
は
、
天
使
の
他
に
、
妖
精
や
植
物
の
精
な
ど
も
登
場
し
ま
す
。
こ

れ
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
た
し
か
に
こ
れ
も
、
天
使
の
場

合
と
同
じ
く
、
そ
の
被
造
性
を
問
う
こ
と
よ
っ
て
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
微
妙
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
妖

精
や
精
霊
と
い
っ
た
発
想
は
、
も
と
も
と
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
背
景
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
宗
教
の
歴
史
を
遡
る
と
、
最
終
的
に
は
、
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
行
き
着
き
ま
す
。
一
般
に
ア
ニ
ミ

ズ
ム
と
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
内
に
命
が
宿
っ
て
い
る
と
み
な
す
信
仰
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
花
や
木
だ
け
で
な
く
石
に
も
命
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

す
べ
て
の
も
の
に
命
が
あ
る
と
す
る
と
す
れ
ば
、
人
間
同
士
の
間
だ
け
で
な

く
、
植
物
同
士
の
間
で
も
、
動
物
同
士
の
間
で
も
、
人
間
と
そ
れ
ら
の
存
在

と
の
間
で
も
、
会
話
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
人
間
と
月
や
星
と
の

間
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
妖

精
や
精
霊
の
存
在
と
そ
の
対
話
能
力
に
対
す
る
信
仰
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
世

界
観
に
根
ざ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
も
こ
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
、
決
し
て
単
な
る
過
去
の
遺
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
も
ま
た
、
特
に
日
本
人
の
間
で
は
、
子
ど
も
の
内
に
も
、
大
人

の
内
に
も
生
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
妖
精
や
精
霊
の
存
在
を
受
け
入
れ
、

ア
ニ
メ
や
漫
画
の
、怪
獣
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
実
は
、

そ
も
そ
も
人
間
の
成
長
段
階
の
中
に
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
心
性
が
た
し
か
に
生

き
て
い
る
時
期
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
り
、
主
観
と

客
観
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
の
感
覚
は

そ
の
人
の
う
ち
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
「
大
人
の
童
話
」
と
言
わ

れ
る
も
の
が
存
在
で
き
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。

筆
者
は
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
理
性
と

い
わ
れ
る
人
間
の
能
力
も
、
実
は
、
こ
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
感
覚
を
前
提
と
し

て
初
め
て
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
ま
す
。
理
性
の
生
み
出
し
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た
成
果
の
ひ
と
つ
が
自
然
科
学
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
変
化
す
る
諸
現
象
の
中

に
変
化
し
な
い
も
の
を
探
究
す
る
精
神
、
そ
れ
が
理
性
で
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
主
観
も
客
観
も
、
す
べ
て
の
も
の
が
同
質
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
異
質
な
も
の
は
、
理
解
の
対
象
に
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
目
を
理
性
自
身
に
向
け
て
、
理
性
も
物
質

で
あ
る
と
の
答
え
が
出
さ
れ
て
も
、
何
ら
驚
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ニ

ミ
ズ
ム
も
唯
物
論
も
、
す
べ
て
の
も
の
の
同
質
性
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ぎ

り
で
、
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
両
者
の
ち
が
い
は
、
唯
物
論
が
そ
の
同

質
性
を
物
質
に
求
め
る
の
に
対
し
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
そ
の
同
質
性
を
命
に
求

め
て
い
る
こ
と
だ
け
で
す
。
後
者
は
、
今
日
で
は
「
霊
性
」
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
理
性
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
心
性
を
前
提
と
し
て
い

る
可
能
性
が
強
く
疑
わ
れ
る
の
で
す
。

一
般
に
、
理
性
は
、
各
個
の
個
性
を
無
視
し
て
共
通
性
を
追
求
す
る
冷
た

い
精
神
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
理
性
は
、
元
来
、
木
や
石
や

星
と
言
葉
を
交
わ
す
暖
か
い
精
神 

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
） 
を
も
っ

て
い
る
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
が
冷
た
く
な
っ
た
の
は
、
そ
の
探
究
の
プ
ロ
セ

ス
と
成
果
を
専
ら
人
間
の
繁
栄
の
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
た
か
ら
で

す
。
つ
ま
り
人
間
を
例
外
的
存
在
と
み
な
し
、相
手
と
の
対
話
を
打
ち
切
り
、

相
手
を
単
な
る
目
的
の
手
段
、
技
術
の
対
象
と
し
た
か
ら
で
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
解
説
が
、
か
な
り
こ
み
い
っ
た
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、
わ
た
し
た
ち
の
童
話
に
戻
り
、
い
く
つ

か
の
疑
問
を
箇
条
書
き
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
① 

人
間
に
は
不
死
の
魂

が
あ
る
の
に
、
人
魚
に
は
そ
れ
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
人
間
を
特
別
視
す
る
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人
間
に
は
涙
が
あ
る
の
に
、
人
魚
に
は

な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
に
お
け
る
「
涙
」
の
も
つ
意
味
を
、
改
め
て
問
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
② 

人
魚
姫
が
空
気
の
精
の
世
界
に
近
づ
き
な
が
ら
、
不
死

の
魂
を
え
る
に
は
さ
ら
に
三
百
年
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
は
、
中

世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
で
展
開
さ
れ
た
煉
獄
の
思
想
な
い
し
天
使
の
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
筆
者
の
思
い
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

つ
ま
り
こ
の
箇
所
で
は
、
人
間
で
は
な
く
、
空
気
の
精
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
物
語
の
最
後
に
、「
お

行
儀
」
の
良
い
子
と
悪
い
子
の
話
が
あ
り
、
彼
ら
の
行
為
が
、
空
気
の
精
が

「
神
さ
ま
の
国
」
に
昇
っ
て
行
く
ま
で
の
期
間
に
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
煉
獄
思
想
に
お
い
て
、
死
者
が
一
日
も
早
く
煉
獄
か
ら

天
国
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
生
者
が
様
ざ
ま
な
功
徳
を
積
む

姿
と
重
な
っ
て
き
ま
す
。
③ 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
時
代
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
、

戦
争
に
負
け
、
国
力
が
弱
り
、
思
想
的
に
は
後
期
ロ
マ
ン
主
義
へ
と
移
行
し
、

教
会
の
力
も
後
退
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
最
も
影

響
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
ル
タ
ー
派
で
あ
り
、
彼
ら
は
煉
獄
の
思
想
も
天
使
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の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
も
退
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
作
品
は
物
議
を
醸
さ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
童
話
だ
か
ら
」

と
い
う
こ
と
で
片
づ
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宗
教
改
革
者
ル
タ
ー
が
強
調
し
た
の
は
、
行
為
の
重
視
に
対
す
る
「
信
仰

の
み
」、
伝
統
や
伝
承
の
尊
重
に
対
す
る
「
聖
書
の
み
」、
そ
し
て
聖
職
者
の

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
墨
守
に
対
す
る
「
万
人
祭
司
」
と
い
う
主
張
で
し
た
。
こ

の
「
信
仰
の
み
」
は
、
個
人
の
発
見
と
い
う
視
点
か
ら
、
専
ら
主
観
を
強
調

し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
必
ず
し
も
的
を
射
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、「
信
仰
の
み
」
は
、「
神

の
恵
み
の
み
」
と
い
う
他
力
信
仰
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
自
力
信
仰
に
基
づ
く
煉
獄
の
思
想
は
退
け
ら
れ
た
の
で
す
。
他
力
信
仰

を
前
提
と
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
力
的
要
素
を
育
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
共
通
の
教
育
課
題
で
す
。

ル
タ
ー
派
で
は
、
少
な
く
と
も
大
人
を
相
手
に
す
る
場
合
に
は
、「
義
人
に

し
て
同
時
に
罪
人
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
論
理

は
子
供
に
は
通
じ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
は
、
ま
ず
自
ら
努
力

す
る
意
欲
と
体
験
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
煉
獄
の
思
想
を
退
け
つ
つ
、「
努

力
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
大
切
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
教
え
る
の
か
。
こ

れ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
育
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
課
題
で
す
。
キ

リ
ス
ト
教
教
育
は
、
子
ど
も
の
自
律
を
目
指
し
つ
つ
、
同
時
に
自
律
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
学
者
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の

用
語
法
を
用
い
る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、
他
律
と
自
律
の
矛
盾
か

ら
神
律
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、「
教
材
と
し
て
の
童
話
」
は
ど
の
よ
う
な

位
置
を
占
め
る
の
か
。
こ
れ
を
問
う
こ
と
が
、
本
論
の
背
景
に
あ
る
筆
者
の

基
本
的
関
心
で
す
。

し
た
が
っ
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
も
、
そ
の
中
に
現
れ
る
他
力
的
要
素

と
自
律
的
要
素
の
関
係
に
着
目
し
つ
つ
読
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
童
話
の
場
合
、
他
力
的
要
素
は
、
た
し
か
に
自
然
的
啓
示
の
系
譜
に

属
し
て
い
ま
す
が
、「
お
日
さ
ま
」
の
役
割
に
現
れ
て
い
ま
す
。
人
魚
姫
の

物
語
に
お
い
て
も
、「
お
日
さ
ま
が
海
か
ら
昇
る
」
と
、
泡
と
な
っ
て
消
え

る
は
ず
の
人
魚
姫
が
空
気
の
精
の
世
界
に
昇
っ
て
行
き
ま
す
。
ル
タ
ー
派
に

お
い
て
は
、
こ
の
他
力
的
要
素
は
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ

は
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
前
提
と
す
る
エ
ロ
ー
ス
と
明
確
に
区
別
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
こ
の
人
魚
姫
の
愛
は
、
単
な
る
エ
ロ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

再
び
人
魚
に
戻
る
こ
と
を
自
ら
捨
て
た
愛
は
、
何
と
呼
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
余
り
に
切
な
い
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
間
接
的
に
ア
ガ
ペ
ー

を
指
差
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も 

…
…
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・
59　
「
最
後
の
日
に
」

こ
の
話
は
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
日
々
の
う
ち
で
、
一
番
神
聖
な
日

は
、
私
た
ち
が
死
ぬ
そ
の
日
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
最
後
の
日
で
す
。
神
聖

な
、
そ
し
て
大
き
な
変
化
の
日
で
す
。
必
ず
や
っ
て
く
る
重
大
な
こ
の
世
の

終
り
の
日
の
こ
と
を
、
あ
な
た
は
本
当
に
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」（
以
下
、
岩
波
訳
） 

と
語
り
始
め
ま
す
。
そ
し
て
ま
ず
、
あ
る
厳
格
な

信
仰
に
生
き
た
男
の
も
と
に
死
神
が
現
れ
、
一
緒
に
天
国
の
門
の
前
に
行
く

ま
で
の
出
来
事
が
描
写
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
男
が
自
分
の
人
生
全
体

を
振
り
返
る
と
き
で
あ
り
、
死
神
は
こ
う
言
い
ま
す
。
人
生
と
は
、「
何
か

見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
」
を
注
意
深
く
隠
し
つ
つ
、
こ
の
動
物
的
な
も
の
を

互
い
に
暴
こ
う
と
し
て
い
る
仮
装
舞
踏
会
の
よ
う
な
も
の
だ
、
と
。
こ
の
男

も
、
自
ら
の
か
つ
て
の
悪
い
思
い
や
欲
望
の
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。

す
る
と
彼
の
魂
は
、
た
し
か
に
自
分
の
内
に
何
も
よ
い
も
の
は
住
ん
で
い
な

い
が
、
悪
事
は
働
か
な
か
っ
た
と
弁
明
し
、
こ
う
強
調
し
ま
す
。「
私
は
律

法
と
福
音
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
自
分
で
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て

き
ま
し
た
。
私
は
他
の
人
た
ち
と
は
ち
が
い
ま
す
！
」
と
。

や
が
て
天
国
の
門
の
前
に
く
る
と
、
入
り
口
の
番
を
し
て
い
た
天
使
が
男

に
彼
の
信
仰
と
、そ
れ
を
表
す
行
為
に
つ
い
て
説
明
す
る
よ
う
に
促
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
彼
は
答
え
ま
す
。

「
私
は
す
べ
て
の
戒
律
を
厳
格
に
守
り
ま
し
た
。
私
は
世
間
の
人
の
前
で

へ
り
く
だ
り
ま
し
た
。私
は
永
遠
の
破ほ
ろ
び滅
の
大
道
を
行
く
悪
と
悪
人
を
憎
み
、

ま
た
そ
れ
を
責
め
ま
し
た
。」

「
で
は
、
お
ま
え
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
信
者
の
ひ
と
り
だ
ね
!
」

「
い
い
え
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
!
」

「
お
前
の
信
仰
と
、
お
前
の
行
い
の
う
ち
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
さ

が
認
め
ら
れ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
、
和
解
と
、
愛
と
、
恩
寵 

（「
め

ぐ
み
」
小
学
館
訳
） 

で
あ
る
!
」。

・
そ
の
と
き
「
恩
寵 

（「
め
ぐ
み
」）
！
」
と
い
う
声
が
響
き
、
天
国
の
門
が

開
か
れ
、
魂
は
、
そ
こ
に
開
か
れ
た
栄
光
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

中
か
ら
射
し
て
く
る
光
は
、
す
べ
て
の
も
の
を
突
き
通
す
よ
う
な
強
い
光
で

あ
る
と
同
時
に
、
楽
の
音
と
共
に
魂
の
す
み
ず
み
ま
で
染
み
通
る
明
る
い
光

で
し
た
。「
こ
の
時
は
じ
め
て
、
魂
は
、
今
ま
で
一
度
も
感
じ
た
こ
と
の
な

い
重
荷
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
の
傲
慢
と
、
冷
酷
と
、
罪
の
重
荷
で

し
た
。

│  

そ
の
こ
と
が
心
の
中
で
は
っ
き
り
し
ま
し
た
」。
そ
し
て
魂
は

言
い
ま
し
た
。

　
「
私
が
生
き
て
い
る
と
き
に
し
た
善
い
こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
他
に
仕
方
な

く
し
た
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
も
悪
い
こ
と
は 

│ 

私
の
心
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
す
!
」

こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
天
国
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
こ
に
入
る
の
は
誰
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
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理
解
に
よ
る
と
、キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
中
心
は
「
和
解
と
、愛
と
、恩
寵 （「
め

ぐ
み
」）」
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
和
解
と
、愛
と
、恩
寵 （「
め
ぐ
み
」）」
は
、

福
音
と
も
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
神
の
側
か
ら
一
方
的
に
救
い
の

手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
人
間
が
神
の
世
界
に
近
づ
く
道
が
開
か
れ
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
そ
れ
は
神
の
側
の
一
方
的
な
働
き
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
他

力
的
な
出
来
事
で
す
。
と
こ
ろ
が
人
は
、
真
面
目
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ

の
恵
み
に
与
り
つ
つ
も
、
ル
ー
ル
を
厳
格
に
守
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
批
判
し
、
排
除
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
福
音
と
い
う
他
力
も
、
い
つ
の
間
に
か
努
力
と
い
う
自
力
に
飲
み

込
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
増
し
て
行
き
ま
す
。

し
か
し
こ
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
自
力
的
信
仰
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
は
ず

の
魂
も
、
天
国
の
門
を
く
ぐ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
国
の
光
の
二

つ
の
働
き
に
よ
り
、そ
の
魂
は
自
ら
の
間
違
い
に
気
づ
き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

す
べ
て
の
も
の
を
暴
露
せ
ず
に
お
か
な
い
力
で
あ
り
、
暗
闇
に
生
き
る
者
に

と
っ
て
恐
る
べ
き
力
で
す
。そ
の
光
に
射
ら
れ
た
者
は「
力
な
く
小
さ
く
な
っ

て
深
く
沈
ん
で
行
く
」
経
験
を
し
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
冷
た
い
者
の
う
ち
に
染
み
入
っ
て
暖
め
、
生
き
る
希
望
を
与
え
る

力
で
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
こ
の
恩
寵
を
「
神
の
愛
」
と
呼
び
、
天
国
は
、

そ
の
神
の
愛
が
「
絶
え
る
こ
と
な
く
こ
ん
こ
ん
と
流
れ
る
」
と
こ
ろ
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
話
の
結
び
は
、
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

・「
人
間
の
魂
よ
!　

神
聖
に
、
荘
厳
に
そ
し
て
愛
に
満
ち
た
永
遠
の
魂
で

あ
れ
!
」
こ
う
い
う
歌
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
す
べ
て
、

こ
の
世
の
生
活
の
最
後
の
日
に
、
こ
の
魂
の
よ
う
に
天
国
の
栄
光
と
崇
高
と

を
仰
い
で
、
思
わ
ず
身
ぶ
る
い
し
て
後
ず
さ
り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た

し
た
ち
は
深
く
頭
を
た
れ
て
、
へ
り
く
だ
っ
た
心
を
抱
い
て
沈
む （「
ぬ
か
ず

く
」
小
学
館
訳
）
こ
と
で
し
ょ
う
。
や
が
て
、
神
の
愛
と
恩
寵
と
に
助
け
起

こ
さ
れ
て
、
立
ち
上
が
り
、
新
し
い
道
を
た
だ
よ
い
な
が
ら
、
よ
り
善
く
よ

り
気
高
く
清
め
ら
れ
つ
つ
、
ま
す
ま
す
光
明
の
荘
厳 

（「
光
の
そ
う
れ
い
さ
」

小
学
館
訳
）
に
近
づ
い
て
行
く
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
そ
の
光
明
に
力
づ
け

ら
れ
て
、
永
遠
の
明
澄
の
境 

（「
永
遠
の
光
明
の
中
」
小
学
館
訳
） 

に
昇
っ
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
神
の
愛
と
恩
寵
と
に
助
け
起
こ
さ
れ
て
、
立
ち
上
が
り
、
新
し
い
道
を

た
だ
よ
い
な
が
ら
、
よ
り
善
く
よ
り
気
高
く
清
め
ら
れ
つ
つ
、
ま
す
ま
す
光

明
の
荘
厳
に
近
づ
い
て
行
く
の
で
す
。」
こ
の
描
写
も
天
国
の
門
の
内
側
の

描
写
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
入
る
魂
は
、
必
ず
し
も
あ
ら
か
じ
め
完
全

無
欠
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
恩
寵
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
罪
を
暴
か
れ

な
が
ら
も
、同
じ
光
に
助
け
起
こ
さ
れ
て
、立
ち
上
が
り
、そ
の
中
へ
と
入
っ

て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
体
と
魂
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
点
で
、
た
し
か
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
理
解
は
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
か

ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、
律
法
と
福
音
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
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興
味
深
い
位
置
に
い
ま
す
。
律
法
か
ら
福
音
へ
と
い
う
伝
統
的
秩
序
を
重
視

す
る
立
場
よ
り
も
、
福
音
か
ら
律
法
へ
と
い
う
秩
序
を
優
先
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
二
十
世
紀
前
半
の
神
学
に
お
い
て
最

も
激
し
く
論
じ
ら
れ
た
問
題
で
し
た
。

・
57　
「
世
界
で
一
番
美
し
い
ば
ら
の
花
」

こ
の
話
は
、
あ
る
国
の
女
王
が
病
気
に
な
っ
て
死
に
か
か
っ
た
と
き
、
女

王
の
大
好
き
な
バ
ラ
の
花
を
、「
世
界
で
一
番
美
し
い
バ
ラ
の
花
」
を
み
る

な
ら
ば
、
女
王
は
き
っ
と
助
か
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
医
者
の
言
葉
で

始
ま
り
ま
す
。
世
界
各
地
か
ら
、
由
緒
あ
る
様
ざ
ま
な
バ
ラ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
「
こ
の
上
な
く
高
い
清
ら
か
な
愛
の
現
れ
」
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
バ
ラ
を
象
徴
的
に
理
解
し
、
そ
れ
は
幼
子
の
ほ
ほ
に
咲

く
赤
い
バ
ラ
で
あ
る
と
か
、
そ
れ
は
聖
餐
台
の
前
で
洗
礼
の
誓
い
を
述
べ
る

若
い
娘
の
心
に
咲
く
清
い
バ
ラ
で
あ
る
と
解
す
る
者
も
い
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
探
し
求
め
て
い
る
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

話
の
最
後
に
登
場
す
る
の
が
、
女
王
の
小
さ
な
男
の
子
で
す
。
彼
は
聖
書

を
開
い
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
た
ど
り
、
十
字
架
に
掛
け
ら
れ
る

場
面
で
「
こ
れ
よ
り
大
き
な
愛
は
な
い
」
と
い
う
聖
句
を
読
み
ま
し
た
。
ア

ン
デ
ル
セ
ン
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
「
世
の
人
び
と
を
、
い
え
、
ま

だ
生
ま
れ
て
こ
な
い
後
の
世
の
人
々
を
も
、
救
う
た
め
に
す
す
ん
で
十
字
架

に
お
か
か
り
に
な
っ
た
主
」（
岩
波
訳
） 

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

王
子
の
朗
読
を
聞
き
な
が
ら
、
女
王
は
こ
の
聖
句
か
ら
「
世
界
一
美
し
い

バ
ラ
の
花
」
が
咲
き
出
る
の
を
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
十
字
架
の
上
に
流

さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
血
の
中
か
ら
咲
き
で
た
、あ
の
バ
ラ
の
花
の
姿
で
し
た
」

（
岩
波
訳
）。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
中
で
、
直
接
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
十
字

架
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
こ
の
話
は
、
そ
の
中

の
ひ
と
つ
で
す
。
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

・
78　
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
む
す
め
」

こ
れ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
に
生
ま
れ
、
小
さ
い
と
き
に
母
親
を
亡
く
し
た

サ
ラ
と
い
う
女
の
子
の
話
で
す
。
彼
女
の
母
親
は
、「
自
分
た
ち
の
子
ど
も

に
は
、
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う

遺
言
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
父
親
は
、
子
ど
も
を
貧
民
学
校
に
通
わ
せ

る
と
き
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
教
え
な
い
よ
う
に
学
校
側
に
要
請
し
ま

し
た
。
宗
教
の
時
間
に
な
る
と
、
学
校
側
は
彼
女
の
た
め
に
特
別
な
配
慮
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
彼
女
が
そ
の
学
び
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

と
、
教
師
た
ち
は
父
親
に
そ
の
事
実
を
伝
え
ま
し
た
。
結
局
、
父
親
は
、
妻

の
遺
言
を
守
る
た
め
に
、
学
校
に
通
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
さ
せ
ま
し
た
。

数
年
後
、
サ
ラ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
主
人
の
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
ま
し
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た
。
彼
女
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
旧
約
聖
書
で
あ
り
、
特
に
、「
安
息
日
を

覚
え
て
、
こ
れ
を
聖
と
せ
よ
！
」
と
「
父
と
母
を
う
や
ま
え
！
」
と
い
う
戒

め
で
し
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
安
息
日
で
あ

る
土
曜
日
も
休
め
ず
、「
心
の
中
で
」
そ
の
戒
め
を
守
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
し
て
新
約
聖
書
を
読
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、

聞
い
て
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
晩
、
主
人
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
騎
士
物
語
を
朗
読
し
て
い
る
の
を
耳
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ト
ル
コ
の
高
官
に
捉
え
ら
れ
た
騎
士
が
、
途
方
も
な

く
高
額
な
身
代
金
を
支
払
っ
て
解
放
さ
れ
た
後
、
今
度
は
、
そ
の
高
官
が
逆

に
つ
か
ま
え
ら
れ
た
と
い
う
話
で
し
た
。
こ
の
高
官
は
、「
こ
れ
は
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
仕
返
し
だ
！
」
と
言
う
と
、
騎
士
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
キ
リ

ス
ト
教
は
わ
れ
わ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
敵
を
ゆ
る
し
、
わ
れ
わ
れ
の
隣
人
を

愛
せ
よ
、
と
命
じ
て
い
る
。
神
は
愛
だ
！　

無
事
に
故
郷
に
、
家
族
の
も
と

に
帰
り
な
さ
い
。
そ
し
て
、
苦
し
ん
で
い
る
者
に
対
し
、
や
さ
し
く
親
切
に

し
て
や
り
な
さ
い
！
」
と
。
す
る
と
、
こ
の
捕
虜
は
す
で
に
毒
を
飲
ん
で
い

ま
し
た
が
、
そ
の
毒
が
全
身
に
ま
わ
る
間
に
、「
そ
の
教
え
の
中
で
死
な
せ

て
く
だ
さ
い
！　

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
死
な
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
頼
み

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
数
年
後
、
こ
の
家
の
主
人
が
亡
く
な
り
、
奥
さ
ま
が
病
気
に
な
っ

て
も
、
誰
も
世
話
す
る
ひ
と
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
サ
ラ
は
そ
の
役

割
を
引
き
受
け
、
寝
ず
の
番
で
看
病
し
ま
し
た
。
こ
の
病
人
の
願
い
に
応
じ

て
、
聖
書
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。
そ
う
す
る
中
で
、
彼
女
は
次
の
こ
と
を

知
り
、
そ
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
世
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
キ

リ
ス
ト
教
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
世
で
は
、
神
に

お
け
る
大
き
な
一
致
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
、
神
は
死
を
越
え
て
、
わ
た
し
た

ち
を
導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
神
は
こ
の
地
を
訪
れ
、
渇
き
の
後
に
恵
み
を

与
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
は
、す
で
に
キ
リ
ス
ト
の
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

神
聖
な
そ
の
名
を
口
に
す
る
と
、「
炎
の
洗
礼
が
、
肉
体
に
耐
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
強
く
、
全
身
を
貫
き
流
れ
ま
し
た
。
娘
の
か
ら
だ
は
、
今
ま
で
看
護

し
て
い
た
病
人
よ
り
も
力
が
な
く
な
っ
て
、
が
っ
く
り
と
く
ず
お
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
か
わ
い
そ
う
な
サ
ラ
!
」
と
み
ん
な
は
言
い
ま
し
た
。「
こ
の

娘
は
仕
事
と
看
病
と
に
か
ら
だ
を
使
い
す
ぎ
た
の
だ
」」（
岩
波
訳
）。
サ
ラ

は
施
療
院
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
亡
く
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
墓
地
に
葬
ら
れ
ま

し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
は
、
単
な
る
民
族

問
題
や
社
会
問
題
で
は
な
く
、そ
の
存
在
の
根
拠
に
関
わ
る
宗
教
問
題
で
す
。

特
に
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
こ
の
問
題
に
真
剣
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
で
は
、一
九
世
紀
に
生
き
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
、

ユ
ダ
ヤ
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
取
り

上
げ
た
作
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
、
こ
の
話
は
、
彼
の
思
い
を
知
る
こ
と
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が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
今
日
の
視
点
か
ら
様
ざ
ま
な
批
判
的
見
解
も
あ
り
え
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
か

ら
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
捉
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
多
く
の
童
話
の
中
で
、
こ
の
愛
が
「
お
日
さ
ま
」
に
よ
っ
て
象
徴
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
痕
跡
を
探
す
と
、
や
は
り
肝

心
な
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
話
の

最
後
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓

を
照
ら
す
神
さ
ま
の
お
日
さ
ま
は
、
へ
い
の
外
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
娘
の
墓
も
照

ら
し
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
地
に
響
き
渡
る
讃
美
歌
は
、
サ
ラ
の
墓

の
上
に
も
響
い
て
行
き
ま
し
た
。
サ
ラ
の
墓
に
も
「
復
活
は
キ
リ
ス
ト
の
う

ち
に
あ
り
！
」
と
い
う
お
告
げ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
主
キ
リ
ス
ト
は
弟
子

た
ち
に
向
か
っ
て
言
い
ま
し
た
。「
ヨ
ハ
ネ
は
水
で
洗
礼
を
授
け
た
が
、
わ

た
し
は
あ
な
た
が
た
に
聖
霊
を
も
っ
て
洗
礼
を
授
け
る
で
あ
ろ
う
！
」

・
29　
「
雪
の
女
王
」

こ
れ
は
、
童
話
と
い
う
よ
り
も
そ
の
長
さ
か
ら
み
て
物
語
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
作
品
で
す
。
文
庫
本
に
し
て
五
七
頁
に
も
及
び
、
七
つ
の
話
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
題
だ
け
を
み
る
と
、「
雪
の
女
王
」
が
大
活

躍
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
雪
の
女
王
」
は
第
二
話
に
登
場
す
る
だ
け
で
、
第
六

話
と
第
七
話
に
お
い
て
も
、
主
役
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
脇
役
の
よ
う
な
役

割
を
演
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
物
語
の
最
終
テ
ー
マ
が
、
第
七
話
に

で
て
く
る
「
永
遠
」
と
い
う
文
字
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
す
れ
ば
、
こ

の
課
題
を
与
え
た
雪
の
女
王
は
や
は
り
重
要
な
存
在
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
雪

の
女
王
に
関
す
る
描
写
を
丁
寧
に
跡
づ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
第
二
話
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
外
で
は
雪
が
ち
ら
ほ
ら
と
落
ち
て
い
ま
し
た
。
雪
の
粒
の
一
番
大
き
い
の

が
一
つ
、
植
木
鉢
の
ふ
ち
に
と
ま
り
ま
し
た
。
雪
の
粒
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
っ
て
、
し
ま
い
に
、
立
派
な
女
の
人
に
な
り
ま
し
た
。
数
百
万
の
星
く
ず

で
で
き
て
い
る
よ
う
な
、
き
れ
い
な
白
い
う
す
絹
を
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。

女
の
人
は
ほ
っ
そ
り
と
き
れ
い
で
し
た
が
、
氷
で
、
き
ら
き
ら
と
ま
ぶ
し
く

光
る
氷
で
で
き
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
目
は
、
明

る
い
二
つ
の
星
の
よ
う
に
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
目
に
は

落
ち
着
き
も
安
ら
か
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
女
の
人
は
窓
に
向

か
っ
て
う
な
ず
き
、
手
招
き
を
し
ま
し
た
。

・
そ
う
や
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
と
、
大
き
な
そ
り
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
っ
白
く
塗
ら
れ
た
そ
り
に
、
誰
か
が
、
粗
い
白
い
毛
皮
の
マ
ン
ト
に
く
る

ま
り
、
白
い
粗
い
毛
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
り
は
広
場

の
周
り
を
二
回
ま
わ
り
ま
し
た
。
カ
イ
は
自
分
の
小
さ
い
そ
り
を
す
ば
や
く
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そ
の
そ
り
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。

・
カ
イ
は
す
っ
か
り
怖
く
な
り
、
主
の
祈
り
を
唱
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

思
い
だ
す
の
は
、
大
き
な
九
九
の
か
け
算
表
ば
か
り
で
し
た
。
…
…
そ
り
を

あ
や
つ
っ
て
い
た
人
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
人
の
毛
皮
の
マ
ン
ト
も

帽
子
も
、
す
っ
か
り
雪
で
し
た
。
す
ら
り
と
背
の
高
い
輝
く
ば
か
り
に
白
い

女
の
人
で
し
た
。
そ
れ
は
雪
の
女
王
で
し
た
。
…
…
女
王 

…
…
は
カ
イ
の
額

に
キ
ス
し
て
や
り
ま
し
た
。
ウ
ワ
ッ
ツ
！　

氷
よ
り
冷
た
い
キ
ス
で
し
た
。

深
く
心
臓
に
染
み
わ
た
り
ま
し
た
。
い
い
え
、
カ
イ
の
心
臓
は
も
う
半
分
氷

の
塊
で
し
た
。
死
ぬ
か
と
思
う
よ
う
で
し
た
！ 
│  
で
も
、
そ
れ
は
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
の
間
の
こ
と
で
、
す
ぐ
い
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
カ
イ
は
も

う
周
り
の
冷
た
さ
を
少
し
も
感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

・
雪
の
女
王
は
カ
イ
に
も
う
一
度
キ
ス
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
カ
イ
は
小

さ
い
ゲ
ル
ダ
も
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、
家
の
者
の
こ
と
は
、
み
ん
な
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
…
…
カ
イ
は
雪
の
女
王
を
み
つ
め
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
美
し

く
、
こ
れ
以
上
賢
く
、
立
派
な
顔
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
窓
の
外
に

座
っ
て
、
カ
イ
に
向
か
っ
て
手
招
き
を
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
氷
で
で
き
て

い
る
よ
う
に
は
、
今
は
み
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
イ
の
目
に
は
、
雪
の
女
王

は
申
し
分
な
い
人
に
見
え
て
、
も
う
ち
っ
と
も
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

カ
イ
は
雪
の
女
王
に
、
暗
算
が
で
き
る
こ
と
、
し
か
も
、
分
数
の
暗
算
だ
っ

て
で
き
る
こ
と
、国
の
広
さ
の
平
方
メ
ー
ト
ル
や
「
人
口
は
い
く
ら
」
も
知
っ

て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

第
七
話
は
こ
う
描
写
し
て
い
ま
す
。

・
が
ら
ん
と
し
た
、
は
て
し
な
い
広
間
の
ま
ん
中
に
、
氷
の
張
っ
た
湖
が
あ

り
ま
し
た
。
…
…
雪
の
女
王
さ
ま
は
、
う
ち
に
い
る
と
き
は
そ
の
湖
の
ま
ん

中
に
腰
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
と
き
、
女
王
さ
ま
は
自
分
は
知

恵
の
鏡
に
腰
か
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
こ
の
世
で
一
番
立
派
な
、

二
つ
と
な
い
鏡
だ
と
言
い
ま
し
た
。

・
カ
イ
ち
ゃ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
の
形
を
、
そ
し
て
と
て
も
手
の
こ
ん
だ
形
を
作

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
知
恵
の
氷
遊
び
で
し
た
。
彼
の
目
に
は
こ
の
形
は
ま
っ

た
く
見
事
で
、
こ
の
上
な
く
意
味
深
く
み
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
目
に

刺
さ
っ
て
い
た
ガ
ラ
ス
つ
ぶ
の
せ
い
で
し
た
！　

そ
の
形
を
す
っ
か
り
並
べ

る
と
、
書
か
れ
た
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
が
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
言
葉
を
、
並
べ
る
方
法
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
言
葉
と
い
う
の
は
、「
永
遠
」
と
い
う
の
で
し
た
。
雪
の
女
王
は
前
か

ら
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
そ
の
文
字
を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
お
前

を
自
由
に
し
て
あ
げ
る
。
世
界
全
体
と
新
し
い
ス
ケ
ー
ト
靴
を
一
足
あ
げ
る

よ
」。
そ
う
言
わ
れ
て
も
、
カ
イ
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
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ん
で
し
た
。「
さ
あ
、
わ
た
し
は
暖
か
い
国
々
へ
飛
ん
で
い
く
よ
！
」
と
、

雪
の
女
王
は
言
い
ま
し
た
。
…
…
「
そ
れ 

（
噴
火
山
） 

を
少
し
白
く
し
て
や

ろ
う
！
そ
れ
が
必
要
な
ん
だ
よ
。
そ
う
す
る
と
、
レ
モ
ン
や
ぶ
ど
う
に
い
い

ん
だ
よ
！
」
そ
う
い
っ
て
、
雪
の
女
王
は
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
描
写
か
ら
一
体
ど
ん
な
女
王
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
ひ
ど
い
悪
女
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
読
み
進
め
て
行

く
と
、
二
話
か
ら
六
話
ま
で
は
、
友
だ
ち
の
カ
イ
を
探
し
に
出
か
け
た
少
女

ゲ
ル
ダ
の
冒
険
物
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な

彼
女
自
身
の
成
長
物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
氷
の
女
王
の
性
格

が
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
に
、
最
終
の
第
七
話
を
迎
え
ま
す
。
そ
し

て
結
び
は
、
ゲ
ル
ダ
の
熱
い
涙
が
、
カ
イ
の
心
臓
の
中
に
染
み
込
ん
で
い
た

氷
の
塊
を
解
か
し
、そ
の
中
に
あ
っ
た
「
鏡
の
小
さ
い
破
片
」
も
な
く
な
り
、

そ
れ
と
同
時
に
課
題
の
文
字
作
り
も
完
成
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
イ
は
無
事
に
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
鏡
の
か
け
ら
」
が
カ
イ
の
心
臓
に
入
り
、
心
臓
が
や
が
て
氷
の
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
話
は
、
第
二
話
に
で
て
き
ま
す
。
そ
し
て

そ
も
そ
も
こ
の
鏡
作
り
の
話
は
、
第
一
話
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
こ
の
鏡
を
作
っ
た
の
は
悪
魔
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
ち
だ
し
て

天
使
や
神
を
か
ら
か
お
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
悪
魔
が
開
く
「
魔
も
の
の
学

校
」
の
生
徒
た
ち
で
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
天
国
に
向
か
っ
て
上
昇
す
る
途

中
で
そ
の
鏡
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
地
面
に
ぶ
つ
か
り
、
粉
々
に
砕

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
鏡
に
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
歪
ん
で
映
る
と
い
う
特
別
な
性
質
が
あ

り
、
よ
い
も
の
や
美
し
い
も
の
は
醜
く
み
え
、
悪
い
と
こ
ろ
は
い
っ
そ
う
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
雪
の
女
王
が
カ
イ
を
誘
惑
し
て
城
に
連
れ
帰
っ
た
の
は
、

こ
の
鏡
の
か
け
ら
が
カ
イ
の
心
臓
に
突
き
刺
さ
っ
た
後
で
し
た
。

こ
こ
で
、
ど
う
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
は
、
あ
の
鏡
の
製
作
者
で
あ
る
悪

魔
と
女
王
の
関
係
で
す
。
女
王
は
悪
魔
の
仲
間
な
の
で
し
ょ
う
か
。
手
下
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
た
ま
た
ま
下
請
け
の
役
割
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
の
城
で
は
、
オ
ー
ロ
ラ
が

規
則
正
し
く
光
っ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
北
欧
の
自
然
が
背
景
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
た
と
え
極
北
の
自
然
が
ど
れ
ほ
ど
厳
し

い
も
の
で
あ
れ
、
長
年
そ
こ
に
住
む
者
は
、
そ
の
自
然
を
当
然
の
こ
と
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
女
王
を
単
純
に
魔
女
と
み
な
し
て
い
た
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
全
世
界
と
新
し
い
ス
ケ
ー
ト
靴
を
一
足
あ
げ
る
」
と
い
う
女

王
の
言
葉
の
中
に
、
マ
タ
イ
福
音
書
四
章
八-

九
節
に
記
さ
れ
て
い
る
悪
魔

の
言
葉
と
同
種
の
意
味
内
容
を
聞
き
取
る
な
ら
ば
、
女
王
は
魔
女
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
す
。「
悪
魔
は
イ
エ
ス
を
非

常
に
高
い
山
に
連
れ
て
行
き
、
世
の
す
べ
て
の
国
々
と
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
見

せ
て
、「
も
し
、
ひ
れ
伏
し
て
わ
た
し
を
拝
む
な
ら
、
こ
れ
を
み
ん
な
与
え
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よ
う
」
と
言
っ
た
」。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
女
王
と
悪
魔
の
関
係
の
曖
昧
さ
が
、
多
様
な
読
み

方
を
生
み
だ
す
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
り
、こ
の
物
語
を
も
と
に
、デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
よ
う
な
作
品
が
制
作
さ
れ
る
理
由
で
す
。
な
お
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
に
出
て
く
る
雪
ダ
ル
マ
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話

「
107
・
雪
だ
る
ま
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
二
話
に
よ
る
と
、「
魔
法
の
鏡
」の
か
け
ら
が
心
臓
に
刺
さ
っ
た
カ
イ
は
、

九
九
が
で
き
た
り
、
算
数
が
で
き
る
こ
と
を
得
意
げ
に
語
り
、
女
王
は
そ
れ

を
喜
ん
で
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
七
話
で
は
、
雪
の
女
王
の
腰
か
け
て

い
る
椅
子
は
「
知
恵
の
鏡
」（「
理
知
の
鏡
」
岩
波
訳
） 

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
そ
こ
に
は
「
楽
し
さ
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
す

る
こ
と
」
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
こ
の
「
知
恵
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

「
知
恵
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。
感
情
的
な
も
の
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
が
本
当
の
知
恵
だ
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
難
し
い
の
は
、
な
ぜ

女
王
は
カ
イ
に
「
永
遠
」
と
い
う
文
字
を
作
る
よ
う
に
命
じ
た
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
文
字
を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
解
放
し
て
や
る
、

と
女
王
は
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
永
遠
」
と
知
恵
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
知
恵
の
鏡
」
に
腰
か
け
る
女
王
は
、
当
然
こ
の
文

字
を
作
り
出
す
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も 

…
…
。
女

王
と
悪
魔
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
答
え
は
ち

が
っ
て
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、物
語
全
体
か
ら
み
る
と
、カ
イ
の
み
て
い
る
現
実
は
「
魔

法
の
鏡
」
に
映
っ
た
歪
ん
だ
現
実
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
カ
イ
を
こ
の

歪
ん
だ
現
実
か
ら
解
放
し
た
も
の
、
そ
れ
は
ゲ
ル
ダ
の
熱
い
涙
で
し
た
。
第

六
話
の
フ
ィ
ン
人
の
お
ば
あ
さ
ん
の
言
葉
に
よ
る
と
、こ
の
解
放
す
る
力
は
、

す
で
に
ゲ
ル
ダ
の
中
に
宿
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
か
わ
い
い
、
む
じ
ゃ

き
な
子
ど
も
だ
っ
た
」
か
ら
で
す
。
第
七
話
に
お
い
て
こ
の
事
態
は
、「
幼

子
の
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
神
の
国
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
！
」
と
い
う
聖
句
と
、「
バ
ラ
の
花
、
か
お
る
谷
間
に
、
仰
ぎ
ま
つ
る
、

幼
子
イ
エ
ス
き
み
！
」（
岩
波
訳
） 

と
い
う
古
い
讃
美
歌
の
意
味
を
体
得
し

た
と
い
う
話
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
物
語
が
始
ま
っ
た
と
き
、

カ
イ
と
ゲ
ル
ダ
は
ま
だ
子
ど
も
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
最
後
に
自
分
の
町

に
戻
り
、「
戸
口
を
通
っ
た
と
き
、
二
人
は
、
自
分
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て

い
た
の
に
気
づ
き
ま
し
た
」。
岩
波
訳
で
は
こ
う
結
ば
れ
て
い
ま
す
。「
こ
う

し
て
、
こ
の
二
人
は
、
子
ど
も
の
ま
ま
の
心
を
持
っ
た
二
人
の
、
大
人
は
、

そ
こ
に
腰
か
け
て
い
ま
し
た
。
お
り
し
も
、
時
は
夏
、
暖
か
い
、
恵
み
豊
か

な
夏
で
し
た
」
と
。
し
た
が
っ
て
こ
の
物
語
は
、
二
人
の
成
長
物
語
と
し
て

読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
際
、「
真
の
知
恵
と
は
何
か
」「
永
遠
と
は

何
か
」
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
起
こ
り
う
る
と

い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
は
一
体
だ
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

雪
の
女
王
な
の
で
し
ょ
う
か
。
問
題
を
起
こ
し
た
男
の
子
カ
イ
な
の
で
し
ょ
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う
か
。
そ
れ
と
も
彼
を
助
け
よ
う
と
、
新
し
い
世
界
に
飛
び
込
ん
で
行
っ
た

熱
い
涙
の
も
ち
主
ゲ
ル
ダ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
ゲ
ル
ダ
で
あ
る
と
し

た
ら
、
彼
女
の
冒
険
物
語
を
成
長
物
語
と
し
て
丁
寧
に
跡
づ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
こ
こ
で
筆
を
止
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
雪
の
女
王
」
と
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ
の
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
を
対
比
す
る
と
い
う
興
味
深
い

テ
ー
マ
も
、
今
回
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

・
100　
「
砂
丘
の
物
語
」

表
題
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
こ
の
作
品
は
文
庫
本
で
五
〇
頁
に
も
及
ぶ

れ
っ
き
と
し
た
物
語
で
す
。
貧
し
い
漁
師
夫
婦
に
育
て
ら
れ
た
主
人
公
イ
ェ

ル
ゲ
ン
の
生
涯
、
次
か
ら
次
へ
と
ふ
り
か
か
る
過
酷
な
運
命
が
物
語
ら
れ
、

読
者
は
思
わ
ず
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
不
運
な
の
？
と
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

父
は
ス
ペ
イ
ン
王
室
に
仕
え
る
貴
族
な
い
し
高
級
官
僚
で
、
母
は
名
望
の

あ
る
豊
か
な
商
人
の
娘
で
し
た
。
彼
ら
は
、
結
婚
し
て
ま
も
な
く
、
ロ
シ
ア

の
宮
廷
に
大
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、こ
の
任
に
つ
く
た
め
に
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
向
か
う
豪
華
な
船
に
乗
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
船

は
暴
風
で
大
波
に
さ
ら
わ
れ
て
難
破
し
て
し
ま
い
、
ス
ペ
イ
ン
に
は
「
全
員

死
亡
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
若
夫
婦
の
両
親
は
彼
ら
の

孫
が
生
き
延
び
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
こ
の
孫
で
あ
る
イ
ェ
ル
ゲ
ン
自
身
も
自

ら
の
素
姓
を
知
ら
ぬ
ま
ま
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

難
破
船
か
ら
救
助
さ
れ
た
の
は
、
一
人
の
女
性
と
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

男
の
子
で
し
た
。
こ
の
二
人
を
引
き
取
り
介
抱
し
た
の
は
貧
し
い
漁
師
夫
婦

で
し
た
。
し
か
し
介
抱
の
か
い
も
な
く
母
親
は
亡
く
な
り
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
け

が
残
さ
れ
ま
し
た
。
漁
師
夫
婦
は
、
自
分
た
ち
の
子
供
を
亡
く
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
子
を
自
分
た
ち
の
子
と
し
て
育
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
子
が
主
人
公
イ
ェ
ル
ゲ
ン
で
す
。
彼
は
、
ユ
ラ
ン
半
島
の
大
自
然
の
中

で
育
ち
、
毎
年
二
回
や
っ
て
く
る
育
て
の
母
の
弟
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
お
じ
は
北
方
に
住
む
「
う
な
ぎ
商
人
」
で
、
い
つ
も
う
な

ぎ
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
話
を
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
話
に
は
ユ
ー
モ

ア
が
あ
ふ
れ
、
外
界
に
は
「
悪
い
人
間
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
！
」
と
い
う
教

え
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
ま
だ
一
四
歳
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
見
な
ら
い

船
員
と
し
て
雇
わ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
束
の
間
の
上

陸
の
際
に
大
聖
堂
に
入
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
様
子
を
、
物
語

は
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

・
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
神
々
し
い
大
聖
堂
の
な
か
に
立
ち
ま
し
た
。
色
ど
り
の
美

し
い
絵
が
金
色
の
地
か
ら
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。
幼
子
イ
エ
ス
を
抱
い
た

聖
母
が
、
花
と
ろ
う
そ
く
に
か
こ
ま
れ
た
祭
壇
の
上
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

祭
服
を
着
た
司
祭
が
式
文
を
歌
い
、
着
飾
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
合
唱
児
童
が
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銀
の
香
炉
を
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
す
ば
ら
し
い
美
し
い
光
景
は
、
イ
ェ

ル
ゲ
ン
の
魂
を
貫
き
圧
倒
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
両
親
の
教
会
と
両
親
の
信

仰
と
に
つ
つ
ま
れ
た
少
年
の
魂
の
な
か
に
は
何
か
共
鳴
し
、
ふ
れ
あ
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、
少
年
の
目
に
は
涙
が
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。

（
岩
波
訳
）

こ
の
場
面
は
、
こ
の
物
語
に
表
れ
た
宗
教
意
識
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要

な
箇
所
で
す
。
と
い
う
の
は
、
物
語
の
最
終
場
面
で
こ
れ
と
そ
っ
く
り
の
、

し
か
し
微
妙
に
異
な
る
話
が
展
開
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
先
、
物
語
は
彼

の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
描
く
わ
け
で
す
が
、私
た
ち
は
そ
れ
を
飛
び
越
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
こ
れ
に
対
応
す
る
箇
所
を
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は

こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

・「
ふ
る
さ
と
へ
！　

ふ
る
さ
と
へ
帰
ろ
う
！
」
と
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
言
い
ま

し
た
。
誰
も
聞
い
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
家
を
出

て
、
砂
丘
へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
砂
や
小
石
が
顔
に
ぶ
つ
か
り
、
ま
わ
り

に
渦
を
ま
い
て
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
教
会
に
向
か
っ
て
歩

い
て
行
き
ま
し
た
。
砂
は
壁
を
う
ず
め
、
窓
も
半
分
か
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、

正
面
の
通
路
の
砂
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
堂
の
扉
に
は
錠
が
お

ろ
し
て
な
く
て
、
押
す
と
す
ぐ
開
き
ま
し
た
。
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
中
に
入
っ
て

行
き
ま
し
た
。
…
…
誰
の
記
憶
に
も
な
い
ほ
ど
の
台
風
、
そ
れ
こ
そ
、
恐
ろ

し
い
神
の
怒
り
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
神
の
家
の
な
か
に
い

ま
し
た
。
外
は
真
っ
暗
な
夜
に
な
り
ま
し
た
が
、
イ
ェ
ル
ゲ
ン
の
う
ち
に
は

明
る
い
光
が
さ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
魂

の
光
で
し
た
。
頭
の
な
か
に
あ
っ
た
重
た
い
石
が
音
を
立
て
て
砕
け
散
る
の

が
、
彼
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
が
鳴
り
ひ
び
い
て
い
る
よ
う
で

し
た
が
、
そ
れ
は
、
嵐
と
海
鳴
り
の
と
ど
ろ
き
で
し
た
。
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
座

席
に
腰
掛
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
ろ
う
そ
く
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。
一
本
ま

た
一
本
と
、
数
限
り
な
く
、
ち
ょ
う
ど
い
つ
か
ス
ペ
イ
ン
の
国
で
見
た
の
と

そ
っ
く
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
昔
の
市
長
や
参
事
会
員
た
ち
の
肖
像
が
み
な

生
き
返
っ
て
、
今
ま
で
何
百
年
と
立
ち
続
け
て
い
た
壁
の
な
か
か
ら
出
て
き

て
、
内
陣
の
な
か
に
席
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
会
堂
の
扉
や
門
が
残
ら

ず
ひ
と
り
で
に
開
い
て
、
死
ん
だ
人
た
ち
が
み
な
、
そ
の
当
時
の
盛
装
を
凝

ら
し
て
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
美
し
い
音
楽
の
鳴
り
ひ
び
く
う
ち
に
、

め
い
め
い
の
席
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ま
る
で
海
鳴
り
の
と
ど
ろ
く
よ

う
な
讃
美
歌
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ふ
と
見
る
と
、フ
ス
ビ
ュ
砂
丘
の
年
を
と
っ

た
育
て
の
両
親
が
そ
こ
に
き
て
い
ま
し
た
。
年
寄
り
の
商
人
の
ブ
レ
ネ
﹇
ブ

レ
ン
ネ
﹈
さ
ん
と
奥
さ
ん
も
、
そ
れ
か
ら
、
二
人
の
か
た
わ
ら
に
、
イ
ェ
ル

ゲ
ン
に
寄
り
添
っ
て
、
あ
の
や
さ
し
い
愛
ら
し
い
娘
さ
ん
﹇
ク
ラ
ラ
﹈
ま
で

が
き
て
い
ま
し
た
。
娘
さ
ん
は
イ
ェ
ル
ゲ
ン
に
手
を
差
し
の
べ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ふ
た
り
は
、
昔
い
っ
し
ょ
に
膝
ま
づ
い
た
聖
壇
の
前
に
行
き
ま
し
た
。

牧
師
さ
ん
が
二
人
の
手
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
二
人
の
愛
の
生
活
を
祝
福
し
ま
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し
た
。（
岩
波
訳
）

こ
こ
に
出
て
く
る
教
会
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
カ
ー
ゲ
ン
の
一
番
大
き
な

教
会
で
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
が
数
百
年
前
に
建
て
た
」（
岩

波
訳
） 
も
の
で
、
い
く
ら
か
く
ず
れ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
教

会
の
聖
壇
の
絵
に
は
、「
頭
に
金
の
冠
を
い
た
だ
き
、
腕
に
幼
子
イ
エ
ス
を

抱
い
た
聖
母
マ
リ
ア
が
、
さ
な
が
ら
生
き
て
い
る
よ
う
に
」
描
か
れ
、「
壁

の
一
番
上
に
は
、
ス
カ
ー
ゲ
ン
の
昔
の
町
長
た
ち
や
議
員
た
ち
の
肖
像
」
が

描
か
れ
、
説
教
壇
は
木
彫
で
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
天
上
か
ら
は
小
さ
な
船

の
模
型
が
下
が
っ
て
お
り
、「
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
、
少
年
の
頃
ス
ペ
イ
ン
の
立

派
な
聖
堂
の
中
に
立
っ
た
時
の
よ
う
に
、
神
々
し
い
純
真
な
気
持
ち
に
打
た

れ
」（
岩
波
訳
） 

ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
な
の
で
、
イ
ェ
ル
ゲ
ン
が
旅
先
で
訪
れ
た

大
聖
堂
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
堂
で
す
。
し
か
し
ブ
レ
ン
ネ
夫
妻
と
そ
の
娘
ク

ラ
ラ
と
共
に
訪
れ
た
こ
の
教
会
は
、
明
ら
か
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
で

す
。
イ
ェ
ル
ゲ
ン
が
ブ
レ
ン
ネ
夫
妻
に
出
会
い
、
仕
事
を
与
え
ら
れ
、
そ
し

て
暖
か
く
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
友
人
の
死
に
関
し
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、

一
年
以
上
も
牢
獄
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
後
で
し
た
。
獄
中
に
お
い
て
彼
は
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
目
に
会
う
の
か
と
反
問
す
る
中
で
、「
き
た
る
べ
き
世
」

に
行
け
ば
必
ず
そ
の
理
由
は
判
明
す
る
と
の
信
仰
に
目
覚
め
、
暗
闇
と
寒
さ

に
耐
え
ま
し
た
。
し
か
し
よ
う
や
く
人
違
い
と
分
か
り
、
解
放
さ
れ
た
も
の

の
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
き
に
、
彼
に
救
い

の
手
を
差
し
の
べ
た
の
が
ブ
レ
ン
ネ
夫
妻
で
し
た
。
彼
は
一
生
懸
命
働
き
、

日
曜
日
ご
と
に
教
会
に
通
い
ま
し
た
。

そ
し
て
あ
る
春
、
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
お
ば
さ
ん
の
と
こ
ろ

で
冬
を
過
ご
し
た
ク
ラ
ラ
を
迎
え
行
く
こ
と
に
な
り
、
旅
に
で
ま
し
た
。
行

き
の
航
海
は
順
調
だ
っ
た
の
で
す
が
、
二
人
の
乗
っ
た
帰
り
の
船
は
、
故
郷

の
港
を
目
前
に
し
な
が
ら
大
波
に
見
舞
わ
れ
、沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。イ
ェ

ル
ゲ
ン
は
す
ぐ
れ
た
泳
ぎ
手
で
あ
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ラ
を
抱
き
か
か
え
、
ど

う
に
か
岸
に
近
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
大
波
に
よ
っ
て
難
破
船
の
破
片
に
打

ち
つ
け
ら
れ
、彼
は
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
へ
助
け
に
き
た
船
は
、

ク
ラ
ラ
と
イ
ェ
ル
ゲ
ン
を
水
中
か
ら
引
き
あ
げ
、
岸
に
運
び
ま
し
た
。
し
か

し
ク
ラ
ラ
は
二
度
と
息
を
吹
き
返
す
こ
と
な
く
、
イ
ェ
ル
ゲ
ン
も
な
ん
と
か

助
か
り
ま
し
た
が
、
完
全
に
記
憶
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
人
々
は
彼
を
「
哀

れ
な
白
痴 

（「
ぬ
け
が
ら
」） 

の
イ
ェ
ル
ゲ
ン
」
と
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ブ
レ
ン
ネ
夫
妻
は
、
娘
を
助
け
よ
う
と
し
た
イ
ェ
ル
ゲ
ン
を
自
分
た
ち
の
息

子
と
し
て
受
け
入
れ
、
一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
た
。

前
段
の
引
用
の
冒
頭
に
出
て
く
る
「
ふ
る
さ
へ
、ふ
る
さ
と
へ
帰
ろ
う
！
」

と
い
う
言
葉
を
発
し
た
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
、
こ
の
「
哀
れ
な
白
痴 

（「
ぬ
け
が

ら
」） 
の
イ
ェ
ル
ゲ
ン
」
で
す
。
あ
の
ク
ラ
ラ
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に

か
な
り
の
年
月
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
レ
ン
ネ
夫
妻
は
す
で
に
子
供
た
ち
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の
そ
ば
で
安
ら
っ
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
幻
の
ク
ラ
ラ
が

現
れ
、
彼
女
と
結
婚
式
を
挙
げ
る
場
面
、
そ
れ
が
こ
の
引
用
文
の
最
後
の
部

分
で
す
。
そ
し
て
こ
の
続
き
の
部
分
に
は
、次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

天
井
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
船
が
二
人
の
上
に
お
り
て
き
て
、
二
人
だ
け

で
な
く
、
幻
に
表
れ
た
全
員
が
そ
れ
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
「
愛
の

な
か
へ
！　

栄
光
の
道
へ
！
」「
命
は
ひ
と
つ
と
し
て
失
わ
れ
ず
！
」「
喜
ば

し
き
か
な
、
こ
の
幸
！　

ハ
レ
ル
ヤ
！
」
と
讃
美
歌
を
歌
い
つ
つ
、
彼
ら
は

「
海
と
空
中
を
帆
走
し
」
て
行
き
ま
し
た
。
こ
の
讃
美
の
歌
が
イ
ェ
ル
ゲ
ン

の
最
後
の
言
葉
と
な
り
、
こ
の
歌
と
共
に
「
不
死
の
魂
を
つ
な
い
で
い
た
き

ず
な
」
は
切
れ
ま
し
た
。

途
中
の
波
乱
万
丈
の
物
語
を
ま
っ
た
く
省
略
し
て
紹
介
し
た
た
め
、
話
の

筋
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
方
も
多
い
は
ず
で
す
。
紙
幅
の
制
約
が
あ

る
な
か
で
、
専
ら
宗
教
意
識
に
焦
点
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
、
以
上
の

よ
う
な
中
途
半
端
な
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
体
に
関
す
る
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
解
説
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
後
に
も

う
一
言
だ
け
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
い
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
物
語
の
最
初
の
部
分
に
出
て
く
る
イ
ェ
ル
ゲ
ン
の
両
親
の
会
話
で
す
。

若
い
夫
は
言
い
ま
す
。「
で
も
、
こ
の
と
お
り
幸
福
に
ひ
た
っ
て
い
る
ぼ

く
は
、
こ
の
世
の
命
の
後
に
第
二
の
命
や
幸
福
の
継
続
を
求
め
る
の
は
、
高

慢
で
思
い
上
が
り
だ
と
感
じ
、
そ
う
だ
と
悟
る
の
だ
」。

若
妻
は
言
い
ま
す
。「
え
え
、私
た
ち
に
は
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
わ
」。「
で

も
、
幾
千
人
も
の
人
に
と
っ
て
こ
の
人
生
が
重
い
試
練
に
な
り
は
し
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
！　

幾
千
人
も
の
人
が
こ
の
世
界
の
貧
乏
と
不
名
誉
と
病
気

と
不
幸
の
中
に
、
い
わ
ば
投
げ
こ
ま
れ
は
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
！　

い

い
え
、
も
し
こ
の
世
の
命
の
後
に
命
が
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
世
で
は
す
べ

て
が
あ
ま
り
に
不
公
平
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
だ
と
し

た
ら
、
神
さ
ま
は
正
し
い
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」。「
天
国
に
は
住
ま
い
が

た
く
さ
ん
あ
る
、
と
キ
リ
ス
ト
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」。「
神
さ
ま
の
愛
が

か
ぎ
り
が
な
い
よ
う
に
、
天
国
に
も
か
ぎ
り
が
な
い
の
で
す 

│ 

動
物
も

生
き
物
で
す
。
ど
ん
な
命
だ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
く
、
そ
れ

相
応
の
幸
福
に
あ
ず
か
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
ま
す
わ
」。

こ
の
会
話
に
は
、
正
し
い
神
が
創
造
し
た
世
界
の
中
に
な
ぜ
悪
が
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
論
ず
る
神
義
論
の
テ
ー
マ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も

そ
れ
は
正
義
と
い
う
よ
り
も
愛
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
神
を
な
に
よ
り
も
ま
ず
愛
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
と

関
連
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
物
語
の
主
人
公
イ
ェ
ル
ゲ
ン
が
、最
後
に
、「
愛

の
中
へ
！　

栄
光
へ
！
」と
い
う
讃
美
歌
を
歌
っ
て
亡
く
な
る
こ
と
か
ら
も
、

神
は
愛
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
物

語
で
は
、
こ
の
神
義
論
的
テ
ー
マ
が｢

不
死
の
魂｣

つ
ま
り
「
不
滅
の
生
」
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と
結
び
つ
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
物
語
に
は
二
つ
の
教
会
が
登
場
し
ま
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
両
者
の

違
い
を
よ
く
知
り
な
が
ら
、
双
方
の
教
会
に
あ
え
て
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
画

像
を
配
置
し
、イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
、幼
子
イ
エ
ス
を
抱
く
マ
リ
ア
を
通
し
て
「
子

ど
も
の
よ
う
に
け
が
れ
な
い
信
心
深
い
気
持
ち
」
を
も
っ
た
と
描
写
し
て
い

ま
す
。
素
朴
に
理
解
す
る
と
、
こ
の
聖
画
を
前
に
し
た
イ
ェ
ル
ゲ
ン
は
、
マ

リ
ア
に
抱
か
れ
て
い
る
イ
エ
ス
の
位
置
に
自
分
を
置
い
て
お
り
、
イ
エ
ス
で

は
な
く
マ
リ
ア
に
よ
っ
て
魂
の
再
生
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
本
来
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
統
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
伝
統
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
で
は
、

女
性
が
重
要
な
役
割
を
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、
こ
の

傾
向
も
彼
の
こ
の
よ
う
な
宗
教
意
識
と
関
連
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ア

ン
デ
ル
セ
ン
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
神
学
的
議
論
を
し
て
い
な
い
た
め
こ
れ

以
上
の
探
究
は
無
理
で
す
が
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
、
聖
母
が
重
要
な
役
割

を
果
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

こ
の
物
語
は
、
最
後
の
最
後
に
、
イ
ェ
ル
ゲ
ン
が
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
教

会
は
、
結
局
、
砂
に
埋
も
れ
、
誰
も
そ
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
塔
だ

け
が
顔
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
墓
の
上
の
巨
大
な
石
碑
の
よ
う
に
そ
び
え

立
っ
て
い
る
、と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。も
し
も
不
死
の
魂
が
神
の
も
と
に
帰
っ

た
と
し
た
ら
、
彼
の
亡
骸
と
そ
れ
を
収
め
た
石
棺
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
不
死
の
魂
を
説
き
な
が
ら
も
、
身
体
に
こ

だ
わ
る
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
を
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の

よ
う
な
記
述
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

第
三
章　

小
説
と
詩

1　

小
説
家
ア
ン
デ
ル
セ
ン 

│ 『
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
』

前
章
で
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
童
話
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
宗
教
意
識
を

考
察
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
小
説
『
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き

か
』（
鈴
木
徹
郎
訳
、
東
京
書
籍
） 

の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
問
題
に

焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
童
話
」
に

表
れ
た
宗
教
意
識
の
背
後
に
あ
る
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
抱
え
て
い
た
宗
教
問

題
の
一
端
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
彼
が
『
即
興
詩
人
』

『
O
・
T
・ 

│ 

苦
悩
の
烙
印
』『
た
だ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
』『
二
人
の

男
爵
夫
人
』
と
い
っ
た
長
編
小
説
を
書
い
た
こ
と
は
、
年
譜
に
記
し
た
と
お

り
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
宗
教
問
題
を
直
接
扱
っ
た
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
五
七
年
五
月
に
出
版
さ
れ
た
第

五
番
目
の
長
編
小
説
『
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
』
は
、
ま
さ
に
主
人

公
ニ
ー
ル
ス
の
宗
教
意
識
の
変
化
と
そ
の
養
父
ヤ
ペ
ト
ゥ
ス
・
モ
ラ
ウ
プ
に

よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
宗
教
観
と
の
相
克
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
葛
藤
を
乗
り
越
え
る
機
会
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
通
し
て

や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
早
速
、
そ
の
内
容
に
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
小
説
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
部
は
、
母
を
病
気
で
亡
く
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
父
を
事
故
で
亡
く
し

た
貧
し
い
男
の
子
ニ
ー
ル
ス
と
、
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
シ
ル
ケ
ボ
ー
か
ら
た
ま
た

ま
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
き
て
い
た
老
牧
師
ヤ
ペ
ト
ゥ
ス
・
モ
ラ
ウ
プ
が
出
会

い
、
老
牧
師
が
こ
の
男
の
子
を
自
宅
に
引
き
取
る
決
心
を
す
る
場
面
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
老
牧
師
に
は
ボ
ー
デ
ィ
ル
と
い
う
娘
が
お
り
、
彼
女
が
男
の
子

の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ニ
ー
ル
ス
は
こ
の
老
牧
師
一
家
に
守
ら
れ
、
素
朴
な
信
仰
と
知
的
教
養
を

身
に
つ
け
、
や
が
て
家
族
の
期
待
を
一
身
に
帯
び
て
、
牧
師
に
な
る
た
め
に
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
入
学
し
ま
す
。
し
か
し
彼
は
そ
こ
で
様
ざ
ま
な
知

識
を
学
ぶ
う
ち
に
、
聖
書
や
信
仰
に
関
す
る
伝
統
的
理
解
に
満
足
で
き
な
く

な
り
、
牧
師
に
な
る
こ
と
に
迷
い
を
感
じ
始
め
ま
す
。
第
一
部
は
、
そ
の
よ

う
な
悩
み
を
抱
え
て
帰
郷
し
た
ニ
ー
ル
ス
が
、
彼
の
た
め
に
生
活
の
面
で
、

信
仰
の
面
で
、
そ
し
て
学
業
の
面
で
支
え
て
く
れ
た
老
牧
師
お
よ
び
そ
の
娘

と
対
決
す
る
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
小
説
で
す
の
で
、
そ
の
他
、
重
要
な
脇
役
が
た
く
さ
ん
登
場

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
配
置

や
性
格
づ
け
の
問
題
の
関
す
る
議
論
は
一
切
省
略
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
こ
の
概
略
は
小
説
全
体
の
概
略
と
い
う
よ
り
も
、
わ
た
し
た
ち
の
問
題
関

心
に
引
き
寄
せ
て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、是
非
、手
に
と
っ

て
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
き
っ
と
「
童
話
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
と
は

ち
が
っ
た
印
象
を
受
け
る
は
ず
で
す
。

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
う
え
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
個
所
を
引

用
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
一
家
の
蔵
書
と
い
っ
た
ら
、
母
親
の
持
っ
て
い
る
聖
書
と
、
昔
の
幻
想
物

語
の
本 

（
エ
ー
ベ
ン
チ
ア
） 『
千
夜
一
夜
物
語
』
の
二
冊
し
か
な
か
っ
た
。
こ

の
本
は
母
親
の
贈
り
物
で
、
ニ
ー
ル
ス
の
も
の
だ
っ
た
。
二
冊
と
も
繰
り
返

し
読
ま
れ
、
ニ
ー
ル
ス
は
こ
の
二
つ
の
本
に
す
っ
か
り
精
通
し
て
い
た
。
二

冊
の
本
の
内
容
は
対
照
的
な
ま
で
に
違
っ
て
い
た
が
、
子
ど
も
心
に
は
い
ず

れ
劣
ら
ぬ
真
実
の
書
だ
っ
た
。
…
…
ニ
ー
ル
ス
が
ア
ラ
ジ
ン
に
な
り
た
い
と

思
い
詰
め
て
い
た
か
、望
ん
で
い
た
か
、そ
れ
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
だ
が
、

彼
が
子
ど
も
時
代
に
見
た
夢
で
、
の
ち
に
成
人
し
て
か
ら
重
要
な
意
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
夢
が
一
つ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
あ
る
夜
の
こ
と
、
ニ
ー
ル

ス
は
何
千
と
い
う
宝
物
や
果
物
が
目
も
く
ら
む
ば
か
り
に
光
輝
い
て
い
る
洞

穴
に
下
り
て
い
っ
た
夢
を
見
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
魔
法
の
ラ
ン
プ
を

見
つ
け
て
手
に
入
れ
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は 

│ 

母
親
の

古
め
か
し
い
聖
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
三
一
頁
）

・
ニ
ー
ル
ス
は
こ
の
土
地
へ
移
っ
て
く
る
ま
で
に
聖
書
の
ほ
と
ん
ど
全
部

を
、『
千
夜
一
夜
』
の
物
語
は
す
っ
か
り
読
破
し
て
い
た
。（
七
一
頁
）
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・
彼 

（
ニ
ー
ル
ス
） 

は
熱
心
に
勉
強
し
、
せ
っ
せ
と
大
学
に
通
っ
た
。
特
に

彼
の
興
味
を
引
き
つ
け
た
の
は
哲
学
と
天
文
学
の
講
義
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の

講
義
は
、
…
…
思
考
の
世
界
の
巨
大
な
富
の
あ
り
か
を
指
し
て
く
れ
る
よ
う

な
気
が
し
た
。（
九
六
頁
）

・（
姉
）「
不
滅
の
生
は
魂
に
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
。
宗
教
の
お
か
げ
で
、
聖

書
の
お
か
げ
で
永
遠
に
生
き
ら
れ
る
ん
だ
わ
」。（
弟
）「
そ
れ
を
確
信
し
て

い
る
の
」。（
姉
）「
疑
っ
た
こ
と
な
ん
て
な
い
わ
。
私
、
死
ん
で
か
ら
再
び

よ
み
が
え
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
わ
！
」（
弟
）「
な
に
に
な
っ
て
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
問
題
だ
よ
。
こ
の
世
で
は
す
べ
て
の
も
の
が
い
っ
た
ん
土
に
返
り
、

再
び
姿
を
変
え
て
生
ま
れ
て
く
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
姉
さ
ん
が
考
え
て
い
る

の
と
は
違
う
。
果
て
し
な
い
生
命
の
循
環
と
で
も
表
現
す
べ
き
も
の
な
の
だ
。

化
学
は
す
べ
て
の
も
の
に
同
じ
物
質
が
い
ろ
い
ろ
と
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
組
み
合
わ
せ
い
か
ん
に
よ
っ
て
い
ろ
ん

な
力
と
な
っ
て
現
れ
、
石
に
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
植
物
に
な
る
も
の
も
動
物

に
な
る
も
の
も
あ
る
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
こ
の
世
で
持
続

で
き
る
限
界
に
達
す
る
と
、
解
体
し
て
も
と
の
物
質
に
戻
る
ん
だ
よ
」。

…
…
（
弟
）「
ほ
ん
と
う
は
、
永
遠
に
生
き
よ
う
な
ん
て
私
た
ち
人
間
が
思

う
の
は
思
い
上
が
り
も
甚
だ
し
い
ん
だ
よ
。
し
か
も
心
も
意
識
も
備
え
た
ま

ま
ね
」。（
一
三
四
頁
以
下
）

・（
老
牧
師
）「
私
に
は
、
お
前
が
昔
流
の
信
仰
や
考
え
方
か
ら
抜
け
出
し
、

新
し
い
流
れ
に
さ
ら
わ
れ
た
の
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
…
…
ニ
ー
ル
ス
、
お
前

は
思
い
上
が
っ
た
理
性
に
毒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
。
こ
の
青
二
歳
め

が
！
」「
聖
書
の
な
か
に
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
の
富
の
宝
が
あ
る
か
、
ぼ
く
ほ

ど
わ
か
っ
て
い
る
人
間
は
一
人
も
い
な
い
は
ず
で
す
」
と
、
息
子
は
答
え
た
。

「
聖
書
の
な
か
に
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
た
め
の
思
想
が
蔵

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
直
截
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ

そ
は
つ
ま
り
、生
命
の
詩
で
す
」。「
詩
だ
っ
て
！
」と
老
牧
師
は
叫
ん
だ
。「
詩

と
い
っ
た
っ
て
、
響
き
の
よ
い
鈴
の
よ
う
な
こ
と
ば
と
い
う
意
味
で
言
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
歓
喜
の
な
か
で
、
お
び
え
わ
な
な
く
な
か
で
胸

を
打
つ
心
の
鼓
動
を
詩
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
！
」（
老
牧
師
）「
新
約
聖

書
の
こ
と
ば
は
一
つ
と
し
て
わ
れ
ら
が
主
の
み
こ
と
ば
で
な
い
も
の
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
疑
っ
て
い
る
の
か
ね
。

│ 〈
聖
書
は
神
の
息
吹
を
受
け
た

全
き
書
〉
な
ん
だ
ぞ
！
」（
ニ
ー
ル
ス
）「
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
は
な
に
一
つ
書

き
記
さ
れ
ず
、
す
べ
て
は
み
弟
子
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
ね
。

…
…
」（
一
六
一
頁
以
下
） 

・
今
は
一
八
四
四
年
だ
っ
た
。（
一
六
七
頁
）

第
二
部
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
戻
っ
た
ニ
ー
ル
ス
が
、
老
牧
師
に
宛
て

て
、
こ
れ
ま
で
の
養
育
に
対
す
る
心
か
ら
の
感
謝
と
、
良
心
に
従
っ
て
判
断
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し
た
結
果
、
や
は
り
神
学
の
道
へ
進
め
な
く
な
っ
た
旨
の
手
紙
を
書
く
場
面

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
も
し
牧
師
に
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
何
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
最
終
的
に
彼
は
、「
床
屋
医
者
に
で
も
な
れ
ば
い
い
」
と

い
う
養
父
の
皮
肉
を
自
己
流
に
解
釈
し
、
医
師
に
な
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
医
師
は
信
仰
を
行
為
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
し

て
生
活
費
は
、
す
で
に
得
て
い
た
家
庭
教
師
の
仕
事
で
な
ん
と
か
乗
り
切
れ

る
は
ず
で
し
た
。

教
え
る
相
手
は
、
学
友
の
ユ
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ロ
ン
ス
で
す
。
彼
は
、
卸
商

を
営
む
ユ
ダ
ヤ
人
の
金
持
ち
の
息
子
で
、
父
親
が
ニ
ー
ル
ス
に
、
卒
業
す
る

ま
で
息
子
の
学
習
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
の
で
し
た
。
彼

に
は
三
人
の
姉
妹
が
あ
り
、
ニ
ー
ル
ス
は
あ
た
か
も
ア
ロ
ン
ス
家
の
一
員
の

よ
う
に
暖
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
末
の
妹
エ
ス
タ
ー
は
一
七
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
で
し
た
が
、
新
約
聖
書
だ
け
で
な
く
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
も

読
ん
で
お
り
、
彼
女
の
解
釈
に
ニ
ー
ル
ス
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
の

ニ
ー
ル
ス
の
気
持
ち
を
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。「
母
と
ボ
ー

デ
ィ
ル 

│ 

そ
う
だ
、
こ
の
二
人
は
彼
の
人
生
行
路
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

す
ば
ら
し
い
女
性
た
ち
の
す
べ
て
だ
っ
た
。小
さ
な
ユ
ダ
ヤ
娘
の
エ
ス
タ
ー
、  

│ 

彼
女
が
彼
の
関
心
を
そ
そ
る
女
性
と
し
て
登
場
し
て
き
た
が
、
ま
だ

ま
だ
つ
ぼ
み
の
花
だ
。
そ
の
つ
ぼ
み
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
花
開
い
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
」（
二
二
四
頁
） 

と
。

第
二
部
の
後
半
は
、一
八
四
八
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー

ク
戦
争
以
後
の
危
機
的
状
況
を
背
景
と
し
た
「
戦
場
で
」
の
話
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
点
で
の
ユ
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ロ
ン
ス
と
ニ
ー
ル
ス
つ
い
て
、
物

語
は
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。「
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ー
市
に
一
番
乗
り
を
し
た
デ

ン
マ
ー
ク
軍
の
部
隊
の
な
か
に
、
わ
れ
ら
が
二
人
の
友
人
、
下
士
官
ユ
リ
ュ

ウ
ス
・
ア
ロ
ン
ス
と
軍
医
下
士
官
ニ
ー
ル
ス
・
ブ
リ
ー
デ
も
ま
じ
っ
て
い
た
」

（
二
四
〇
頁
） 

と
。
周
知
の
と
お
り
、
こ
の
戦
争
は
最
終
的
に
デ
ン
マ
ー
ク

の
敗
北
に
終
り
ま
す
が
、
ユ
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ロ
ン
ス
は
連
日
連
夜
の
過
重
な

労
働
で
病
気
に
な
り
、
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
チ
フ

ス
に
か
か
っ
て
お
り
、
ま
も
な
く
危
篤
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
、
知

ら
せ
を
受
け
た
ニ
ー
ル
ス
が
馬
で
駆
け
つ
け
、臨
終
の
床
に
立
ち
あ
い
ま
す
。

ニ
ー
ル
ス
が
来
た
と
分
か
る
と
、病
人
は
、「
死
後
の
命
は
あ
る
と
思
う
か
い
」

と
繰
り
返
し
尋
ね
ま
し
た
。「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
あ
る
と
信
じ
て
い
る
よ
」

と
答
え
る
と
、「
そ
う
な
ん
だ
、
エ
ス
タ
ー
も
そ
う
言
っ
て
い
る
」（
二
五
〇

頁
）
と
い
っ
て
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

小
説
で
は
、
こ
の
と
き
の
ニ
ー
ル
ス
の
戸
惑
い
を
こ
う
描
い
て
い
ま
す
。

「
彼
自
身
は
そ
う
し
た
命
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
」、「
彼
は

答
え
な
か
っ
た
。
彼
に
は
そ
の
問
い
は
苦
痛
だ
っ
た
。
自
分
の
信
念
に
も
と

る
返
事
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
こ
こ
で
今
、「
い
や
、
そ
ん
な
も
の
は
信
じ

な
い
よ
」
と
言
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
」（
二
五
〇
頁
）。

こ
の
後
、
ニ
ー
ル
ス
も
白
兵
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、

半
死
半
生
の
状
態
で
、
死
と
は
何
か
、
生
と
は
何
か
、
を
考
え
ま
し
た
。「
音
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が
空
気
の
振
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
思
考
、
気
分
、
感

情
は
脳
の
働
き
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
さ
。
肉
体
が
滅
び
れ
ば
、
そ
う
い
う

機
能
も
、
つ
ま
り
、
魂
も
完
全
に
〈
存
在
〉
を
停
止
す
る
ん
だ
よ
。
な
、
ぼ

く
ら
が
不
滅
の
部
分
と
呼
ん
で
い
る
も
の
も
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
さ
。」

（
二
五
五
頁
）、「
人
間
は
自
然
の
産
物
で
あ
り
、
生
命
の
循
環
の
な
か
に
あ
っ

て
や
が
て
消
滅
す
る
、
瞬
間
的
産
物
で
あ
る
」（
二
五
六
頁
）
と
。
し
か
し

そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
彼
は
こ
の
答
え
に
満
足
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
存

在
が
苦
痛
と
な
り
、
お
前
は
消
滅
し
て
し
ま
う
！
と
い
う
恐
れ
が
襲
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。

無
に
帰
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
全
身
を
貫
く
恐
怖
の
ど
ん
底

で
、
彼
に
光
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
彼
を
探
し
求
め
て
い
た
愛
犬
ヴ
ァ
プ
ス

で
し
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
こ
の
場
面
を
こ
う
描
写
し
て
い
ま
す
。「
神
と

も
縁
が
切
れ
た
人
間
で
あ
る
彼
の
そ
ば
に
、
彼
が
愛
す
る
も
の
の
う
ち
で
最

も
卑
し
い
位
置
を
占
め
る
も
の
、
動
物
が
や
っ
て
来
て
、
慰
め
を
も
た
ら
し

た
」（
二
五
八
頁
） 

と
。
そ
し
て
ニ
ー
ル
ス
の
頭
に
最
後
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

「
死
に
臨
ん
で
子
ど
も
の
よ
う
な
信
仰
を
持
っ
て
い
る
者
は
幸
い
だ
。
ぼ
く

は
持
っ
て
い
な
い
！ 

│ 

わ
か
っ
て
い
る
！ 

│ 

わ
か
っ
て
い
る
ん
だ

よ
！
と
い
う
思
い
」（
二
六
〇
頁
） 

で
し
た
。

第
三
部
は
、
戦
死
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
ニ
ー
ル
ス
が
、
生
き
て
い
た
こ

と
を
知
り
、
喜
び
に
沸
く
家
族
の
様
子
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
学
友
で
あ
り

戦
友
で
あ
っ
た
亡
き
ユ
リ
ュ
ウ
ス
・
ア
ロ
ン
ス
の
家
族
に
迎
え
ら
れ
、
末
娘

エ
ス
タ
ー
と
「
永
遠
の
命
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
面
が
続
き
ま
す
。
そ
の

議
論
の
な
か
で
興
味
深
い
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
の
う
ち
に
育
ち
な
が
ら

新
約
聖
書
を｢

神
の
啓
示｣

（
二
九
〇
頁
） 

と
認
め
、「
神
の
愛
」
と
「
神
の
義
」

を
強
調
す
る
エ
ス
タ
ー
と
、
あ
の
瀕
死
の
経
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
変
わ

ら
ず
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
流
に
信
仰
を
幻
想
と
と
ら
え
て
い
る
ニ
ー
ル
ス
の

対
比
で
す
。ニ
ー
ル
ス
の
無
信
仰
な
い
し
不
信
仰
に
対
す
る
信
仰
の
立
場
を
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
人
の
娘
エ
ス
タ
ー
に
振
り
分
け
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
宗
教
意
識
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
す
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
こ
の
問
い
を
意
識
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
こ
の
先
、
物

語
は
、「
ニ
ー
ル
ス
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
帰
っ
て
く
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
前
の
日
、
エ
ス
タ
ー
が
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
す
る
た
め
に
洗
礼
を
受
け
た

と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
受
洗
は
彼
女
の
た
っ
て
の
望
み
だ
っ
た
」（
三
〇
六

頁
） 

と
急
展
開
を
み
せ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
出
来
事
が
ニ
ー
ル
ス
の
こ
れ
ま

で
の
確
信
を
ゆ
る
が
し
、｢

神
や
永
遠
の
生
を
求
め
る
気
持
ち｣

（
三
〇
七
頁
） 

を
引
き
起
し
ま
す
。
今
や
、
ニ
ー
ル
ス
が
相
手
と
し
て
い
る
の
は
、
ユ
ダ
ヤ

教
徒
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
。
彼
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
の

主
張
を
支
え
て
き
た
書
物
を
読
み
返
し
、
今
や
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
ま

だ
、「
不
滅
の
生
」
に
対
す
る
確
信
を
も
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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こ
の
彼
の
迷
え
る
心
を
さ
ら
に
揺
さ
ぶ
っ
た
の
は
、
一
八
五
三
年
の
夏
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
襲
っ
た
コ
レ
ラ
の
流
行
と
、
そ
の
過
酷
な
状
況
で
も
誠

実
に
働
き
、
疲
労
困
憊
し
た
ニ
ー
ル
ス
に
差
し
の
べ
ら
れ
た
ア
ロ
ン
ス
家
の

援
助
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
で
し
た
。末
娘
エ
ス
タ
ー
と
ニ
ー
ル
ス
の
対
話
は
、

専
ら
人
間
の
「
知
識
」
と｢

信
仰｣

の
関
係
を
巡
る
も
の
で
し
た
が
、
エ
ス

タ
ー
も
今
や「
変
革
の
時
代
」（
三
三
四
頁
） 

で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
科
学
を
受
け
入
れ
る
姿
勢 

│ 「
科
学
に
対
す
る
心
か
ら
の
愛

と
尊
敬
」（
三
三
八
頁
） 

│ 
は
、
理
性
を
重
ん
ず
る
ニ
ー
ル
ス
に
、
さ
ら

に
彼
女
と
の
心
の
交
流
を
求
め
る
思
い
を
与
え
、
や
が
て
そ
の
思
い
は
彼
女

へ
の
恋
心
と
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
戻
っ
た
ニ
ー
ル
ス
は
、
再
び
、
病
人
た
ち
の
世
話
に

追
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ス
タ
ー
が
病
気
で
あ
る
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、

そ
の
病
床
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
彼
女
は
、「
死
は
生
で
す
」
と
い

う
本
当
に
わ
ず
か
の
言
葉
を
残
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ニ
ー
ル
ス

は
彼
女
の
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、「
信
仰
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
考
え

て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」（
三
五
一
頁
） 

と
す
る
エ
ス
タ
ー
の
抱
い
て

い
た
信
仰
に
も
抵
抗
を
覚
え
、
も
が
き
苦
し
み
ま
す
。
し
か
し
や
が
て
「
童

心
に
帰
り
、
両
手
を
組
み
合
わ
せ
」「
神
よ
、
わ
が
神
よ
、
信
仰
を
与
え
た

ま
え
！
」（
三
五
二
頁
） 

と
祈
り
ま
し
た
。「
そ
の
祈
り
に
は
悩
み
と
試
練
に

打
ち
ひ
し
が
れ
た
心
の
奥
底
か
ら
絞
り
出
さ
れ
た
熱
意
が
こ
も
っ
て
」お
り
、

「
涙
が
ほ
お
を
伝
わ
っ
て
流
れ
、│ 

胸
に
光
が
さ
し
て
」（
同
） 

き
ま
し
た
。

ニ
ー
ル
ス
の
葛
藤
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
境
地

を
語
っ
て
い
る
箇
所
を
引
用
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

・
人
間
の
魂
に
は
、
永
生
の
わ
が
家
を
志
向
す
る
衝
動
、
本
能
、
憧
憬
と
い

う
さ
ら
に
強
力
な
も
の
が
あ
る
。
ニ
ー
ル
ス
は
そ
の
こ
と
を
確
信
し
た
と

思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
再
び
迷
い
が
生
じ
た
。

│ 

身
を
焦
が
す
よ
う
な
、

こ
の
上
な
く
強
い
力
で
の
し
か
か
っ
て
く
る
疑
惑
、
こ
れ
が
わ
い
て
く
る
瞬

間
は
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
苦
し
か
っ
た
。
人
間
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
は
な
い
と

思
え
る
よ
う
な
苦
痛
で
、

│ 

い
っ
そ
の
こ
と
、
こ
の
世
に
生
れ
な
か
っ
た

ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
さ
え
思
え
た
！
（
三
四
八
頁
）

・
エ
ス
タ
ー
、
神
の
み
前
で
は
ニ
ー
ル
ス
の
花
嫁
で
あ
る
エ
ス
タ
ー
！　

こ

の
上
な
く
清
純
な
恋
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
ニ
ー
ル
ス
は
彼
女
の
面
影
を
追
っ

た
。
彼
女
は
こ
の
世
に
あ
っ
て
ニ
ー
ル
ス
の
光
、
導
き
手
と
な
る
よ
う
に
、

彼
の
人
生
行
路
に
送
り
込
ま
れ
て
き
た
の
だ
。
私
た
ち
に
起
き
る
こ
と
は
、

す
べ
て
私
た
ち
に
と
っ
て
最
善
の
こ
と
な
の
だ
！　

重
く
の
し
か
か
る
も
の

の
一
つ
一
つ
が
精
神
を
成
長
さ
せ
る
の
だ
、
重
し
が
〈
し
ゅ
ろ
〉
の
木
を
成

長
さ
せ
る
よ
う
に
。
ニ
ー
ル
ス
は
両
親
の
早
す
ぎ
た
死
を
思
っ
た
。
彼
は
そ

の
死
の
た
め
に
他
人
の
な
か
に
ほ
う
り
出
さ
れ
た
が
、
彼
に
は
そ
れ
が
か

え
っ
て
恵
み
と
な
っ
た
。
戦
時
下
の
重
苦
し
い
歳
月
は
彼
を
向
上
さ
せ
、
彼

65
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を
教
育
し
た
。
疫
病
や
病
か
ら
さ
え
も
彼
に
は
健
康
の
泉
が
ほ
と
ば
し
り
出

た
。
エ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
命
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
与
え
ら
れ
た
。
人
生
と
い

う
学
校
は
人
を
向
上
さ
せ
る
と
こ
ろ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
。

彼
が
か
つ
て
子
ど
も
の
こ
ろ
に
夢
み
た
こ
と
は
現
実
と
な
っ
た
。
彼
は
ア
ラ

ジ
ン
と
な
っ
て
、
無
数
の
財
宝
や
ま
ば
ゆ
い
果
物
で
目
が
く
ら
み
そ
う
な
地

下
の
洞
窟
に
下
り
て
い
っ
た
。
彼
は
そ
こ
で
不
思
議
な
ラ
ン
プ
を
発
見
し
た
。

そ
れ
を
持
っ
て
わ
が
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は

│ 

亡
き
母
の
聖
書

だ
っ
た
。

　

そ
う
だ
、
そ
の
と
お
り
だ
。
ニ
ー
ル
ス
は
新
し
い
ア
ラ
ジ
ン
と
な
っ
て
科

学
と
い
う
洞
窟
に
下
り
て
ゆ
き
、
不
思
議
な
果
物
の
な
か
に
命
の
ラ
ン
プ
を

見
い
だ
そ
う
と
し
て
つ
か
ん
だ
も
の
は
、

│ 
母
の
古
び
た
聖
書
だ
っ
た
の

だ
、
た
だ
し
、
聖
書
と
い
う
形
を
も
っ
た
書
物
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
宿
る

神
の
心
を
つ
か
ん
の
で
あ
る
！

　

無
意
識
の
う
ち
に
信
仰
と
固
く
結
び
つ
い
て
い
た
童
心
が
再
び
目
覚
め
る

と
、
科
学
は
神
の
全
能
を
、
知
恵
を
、
善
を
讃
美
し
て
い
る
も
の
と
な
っ
た
。

知
性
に
よ
っ
て
、
自
然
の
な
か
の
お
き
て
や
神
の
思
い
、
そ
う
し
た
も
の
を

お
び
た
だ
し
く
見
い
だ
せ
る
恩
寵
を
神
は
人
間
に
与
え
た
。
だ
が
、
精
神
界

の
愛
の
お
き
て
ま
で
は
、
科
学
を
も
っ
て
し
て
は
到
達
で
き
な
い
。
地
上
の

私
た
ち
に
は
こ
の
世
の
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。
精
神
界
の
よ
り
高
い
も
の

に
は
、
私
た
ち
は
た
だ
〈
希
望
〉
と
〈
信
仰
〉
を
抱
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

日
ざ
し
は
教
会
の
窓
越
し
に
、
祝
い
に
華
や
ぐ
会
衆
と
若
い
新
郎
新
婦
の

よ
う
に
喜
び
に
胸
躍
ら
せ
な
が
ら
祭
壇
の
前
に
立
っ
て
い
る
老
夫
妻
を
照
ら

し
た
。
日
の
光
は
、
人
々
の
胸
の
な
か
ま
で
照
ら
し
、
そ
こ
に
は
幸
せ
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。（
三
六
一
頁
以
下
）

こ
の
最
後
の
引
用
文
に
は
、
愛
す
る
者
の
死
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
人

生
は
な
ぜ
理
不
尽
な
苦
し
み
に
満
ち
て
い
る
の
か
、
と
い
う
根
源
的
な
問
い

と
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
や
ニ
ー
ル
ス
は
新
し

い
ア
ラ
ジ
ン
と
な
っ
て
「
科
学
と
い
う
洞
窟
」
に
下
り
て
ゆ
き
、
聖
書
に
や

ど
る
「
神
の
心
」
を
つ
か
み
ま
す
。
彼
に
と
っ
て
科
学
は
、
神
の
全
能
と
知

恵
と
善
を
讃
美
す
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
道
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
科
学
で
も
到
達
で
き
な
い
も
の
、
そ
れ
が
愛
で
あ
り
、
そ
れ
は

信
仰
に
よ
っ
て
の
み
理
解
で
き
る
の
で
す
。

第
二
章
で
は
、「
童
話
」
の
中
に
現
れ
る
自
然
神
秘
主
義
的
傾
向
を
指
摘

し
ま
し
た
が
、
こ
の
傾
向
は
、
本
章
で
示
さ
れ
た
科
学
と
信
仰
の
関
係
に
関

す
る
理
解
と
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
科
学
を
生
み
出
し

た
力
を
理
性
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
理
性
の
「
限
界
」
と

い
う
認
識
は
も
っ
て
い
て
も
、
理
性
の
「
破
れ
」
と
い
う
直
観
は
も
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
戦
争
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
科
学
の
進

歩
に
対
す
る
明
る
い
希
望
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
「
童
話
」

（「
66
・
数
千
年
後
に
は
」「
109
・
新
し
い
世
紀
の
ミ
ュ
ー
ズ
」） 

に
も
表
れ
て

い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
か
ら
み
る
と
、
彼
の
理
解
は
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余
り
に
も
楽
観
的
に
み
え
ま
す
が
、
初
め
て
汽
車
に
乗
っ
た
世
代
で
あ
る
こ

と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
彼
も
時
代
の
子
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ

う
。
し
た
が
っ
て
、「
童
話
」
に
見
ら
れ
る
自
然
神
秘
主
義
は
、
科
学
を
排

除
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
科
学
と
の
調
和
を
志
向
し
て
い
ま
す
。
自

然
は
間
接
的
に
神
の
真
善
美
を
映
し
だ
し
、
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
理
性

は
、「
信
仰
の
畑
か
ら
迷
信
と
い
う
雑
草
を
引
く
抜
く
」（
二
九
二
頁
） 

役
割

を
託
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
用
の
最
後
に
出
て
く
る
の
は
、や
は
り
「
お
日
さ
ま
」
の
光
で
す
。「
童

話
」
の
中
で
そ
れ
が
神
の
愛
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い

起
こ
す
な
ら
ば
、
主
人
公
た
ち
に
と
っ
て
、
神
は
や
は
り
「
愛
」
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
小
説
は
、
四
人
が
互
い
の
た
め
に
祈
り
、
最
後
に
共
に
「
主

の
祈
り
」
を
唱
え
る
場
面
で
終
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
常
識
か
ら
す
る
と
、

祈
り
で
終
る
と
い
う
こ
の
形
は
、
余
り
に
ロ
マ
ン
主
義
的
で
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
宗
教
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
特
別

な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
「
祈
り
」
は
「
人

格
的
対
話
」
を
意
味
す
る
た
め
、
こ
の
記
述
は
、
四
人
と
も
心
を
開
き
、
と

り
な
し
の
祈
り
を
さ
さ
げ
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
の
最
後
に
、
こ
の
作
品
は
、「
神
の
愛
が
こ
の
地
上
で
私
た

ち
に
生
を
、
永
遠
の
〈
生
〉
を
与
え
た
ま
う
と
き
、
ど
ん
な
世
界
も
や
が
て

は
開
け
て
く
る
の
で
あ
る
」（
三
六
三
頁
以
下
） 

と
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
直
前
に
、
星
の
世
界
も
「
や
が
て
い
つ
の
日
か
、
そ
こ

も
私
た
ち
の
実
証
の
世
界
に
な
る
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

「
ど
ん
な
世
界
も
や
が
て
は
開
け
て
く
る
」
と
は
「
や
が
て
す
べ
て
が
実
証

さ
れ
る
」
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
科
学
と
宗
教
は
調
和

す
る
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
地
上
で
の
「
生
」
を
わ

ざ
わ
ざ
「
永
遠
の
〈
生
〉」
と
言
い
換
え
て
い
ま
す
。
生
の
な
か
に
は
、「
不

滅
の
生
」
が
備
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ニ
ー
ル
ス
が
人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

そ
こ
に
大
切
な
女
性
が
現
れ
ま
す
。
母
親
、
義
姉
ボ
ー
デ
ィ
ル
、
恋
人
エ
ス

タ
ー
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
異
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
彼
を
神
へ
の
信

仰
に
導
く
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
あ
の
「
雪
の
女
王
」
の
ゲ
ル

ダ
の
よ
う
に
、
知
性
よ
っ
て
凍
り
つ
い
た
カ
イ
の
心
を
、
い
や
ニ
ー
ル
ス
の

心
を
凍
解
し
、
解
放
す
る
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
人
を
集
合
人
格

と
し
て
統
一
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ニ
ー
ル
ス
は
、
彼
ら

の
母
性
的
人
格
に
よ
っ
て
信
仰
的
危
機
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
宗
教
的
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や

は
り
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
こ
の
母
性
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

2　

詩
人
ア
ン
デ
ル
セ
ン

前
項
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
小
説
に
表
れ
た
宗
教
意
識
に
焦
点
を
合
わ
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せ
ま
し
た
が
、
本
項
で
は
、
彼
の
詩
に
表
れ
た
宗
教
意
識
に
着
目
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
散
文
と
異
な
り
、
詩
は
本
来
解
釈
と
い
う
行
為
に
あ
ま
り
な
じ
ま

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
詩
を
紹
介
す
る
こ
と
に
と
ど
め
ま
す
。
数
あ
る
詩

篇
の
中
か
ら
、
筆
者
の
感
覚
で
、
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
選
択
し
ま
し
た
。
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
い
ず
れ
の
作
品
も
、
山
室
静
訳
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
詩
集
』（
弥
生
書
房
） 

か
ら
の
引
用
で
す
。

・
世
界
は
偽
り
だ

世
界
は
偽
り
だ
、
世
界
は
醜
い

お
前
は
た
だ
一
つ
の
魂
を
も
信
じ
て
は
い
け
な
い

罪
は
子
ど
も
の
時
の
踵
に
も
う
噛
み
つ
い
た
の
だ

思
想
家
を
証
人
に
す
る
な
ら 

│ 

や
れ
、
や
れ
！

わ
れ
ら
は
す
べ
て
地
獄
の
炎
の
中
に
あ
っ
て

永
遠
に
燃
や
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
！

な
ん
と
い
う
悲
惨
！

炭
に
な
っ
て
死
ぬ
の
は
む
し
ろ
め
で
た
い
終
末

信
仰
は
人
生
の
流
れ
の
上
へ
の
太
陽
の
目
く
ば
せ

信
仰
は
人
間
の
も
っ
と
も
美
し
い
夢
！

刈
り
取
ら
れ
た
穀
物
は
ま
た
生
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
が
私
は
生
え
は
し
な
い
。
あ
あ
、
わ
た
し
に
信
仰
を
与
え
よ

わ
た
し
の
子
供
の
頃
の
信
仰
を 

│ 

だ
が
あ
れ
は
嘘
つ
き
だ
ぜ

世
界
は
偽
り
で
軽
は
ず
み
だ 

│ 

い
や
、
も
っ
と
悪
い
！

子
供
の
信
仰
に
は
わ
れ
ら
の
主
の
接
吻
が
あ
る

だ
が
私
の
心
と
感
覚
は
も
は
や
子
供
じ
ゃ
な
い

私
は
決
し
て
天
国
に
は
入
れ
な
い
だ
ろ
う

・
讃
歌

木
か
ら
落
ち
る
葉
の
よ
う
に

そ
の
よ
う
に
私
の
地
上
の
生
命
は
も
は
や
な
い
の
だ
！

あ
な
た
が
私
を
呼
ぶ
時
は
用
意
が
で
き
て
い
ま
す

神
よ
、
あ
な
た
は
私
の
心
を
す
べ
て
知
っ
て
い
ら
れ

私
の
中
に
住
む
邪
悪
も
す
べ
て
知
っ
て
い
ら
れ
る

そ
れ
で
も
私
の
慰
め
は
か
く
も
大
き
い
の
で
す

私
の
彼
方
へ
の
さ
す
ら
い
の
痛
み
を
ど
う
か
短
く
し
て

少
年
の
ま
っ
た
き
勇
気
を
恵
み
た
ま
え

あ
な
た
は
思
想
を
審
き
、
行
為
を
審
き
た
ま
う

慈
悲
を
も
っ
て
、
い
と
し
い
父
な
る
神
よ

私
は
不
安
を
振
り
落
し
て
、
た
だ
あ
な
た
を
の
み
見
ま
す
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イ
エ
ス
の
名
に
お
い
て
、
あ
な
た
の
み
心
が
成
就
せ
ん
こ
と
を
！

・
祈
り

か
く
も
や
さ
し
く
ま
た
愛
す
べ
き
、
お
ん
み
永
遠
の
神
よ
！

ふ
た
し
か
な
わ
が
足
ど
り
に
お
ん
み
の
光
を
お
く
り
た
ま
え

わ
が
胸
に
正
し
き
こ
と
の
み
を
欲
す
る
光
を
！

キ
リ
ス
ト
の
教
え
た
も
う
と
こ
ろ
を
、
私
は
断
じ
て
忘
れ
ま
す
ま
い

お
ん
み
は
太
陽
の
中
よ
り
語
り
、
わ
れ
ら
に
救
い
を
も
た
ら
し
給
い
き

お
ん
み
は
わ
れ
ら
を
そ
の
扉
の
中
で
生
ま
れ
し
め
、
そ
の
扉
の
中
で
死
な
し

め
ま
す

お
ん
み
は
わ
が
胸
に
光
を
投
げ
入
れ
て
、
そ
の
中
に
真
理
の
生
命
を
与
え
る

種
を
お
か
れ
ま
し
た

私
は
戦
い
、
ま
た
よ
ろ
め
き
ま
す
、
し
か
し
い
つ
か
は
港
に
た
ど
り
つ
く
で

し
ょ
う

お
お
、
私
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
私
の
た
め
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
さ
し
め

給
え

わ
た
し
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
教
え
と
は
愛
の
教
え

か
か
る
も
の
と
し
て
お
ん
み
は
わ
れ
ら
の
許
に
来
ら
れ
た
の
で
す

お
ん
み
に
力
と
栄
光
あ
れ
！

・
重
た
い
時

わ
れ
ら
の
時
は
い
ま
そ
の
知
恵
の
書
を
書
い
て
い
る

そ
れ
は
善
い
方
へ
向
か
う
の
か
、
よ
り
悪
い
方
へ
向
か
う
の
か
？

人
が
も
は
や
わ
れ
ら
の
主
を
信
じ
な
い
ほ
ど
に

そ
ん
な
に
賢
く
な
る
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
！

お
お
、
そ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ

そ
れ
ぞ
れ
の
天
賦
う
す
き
者
が

お
の
れ
の
顎
に
石
臼
を
ぶ
ら
さ
げ
て

海
の
底
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
に
腹
を
立
て
る
こ
と
は

い
ま
や
あ
ま
り
に
賢
く
な
っ
た
者
は
知
っ
て
い
る

神
は
人
間
の
知
恵
か
ら
創
ら
れ
て

人
間
は
不
可
謬
で
あ
り

根
本
の
材
料
は
生
命
の
泉
だ
と

わ
れ
わ
れ
が
務
め
、
生
き
、
悩
ん
だ
す
べ
て
は

生
命
の
炎
に
呑
み
こ
ま
れ
て

底
の
な
い
虚
無
の
中
に
わ
れ
ら
は
沈
み
こ
む

悪
も
善
も
一
つ
で
同
じ
も
の
な
の
だ
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お
お
、
永
遠
の
神
よ
、
わ
れ
ら
の
許
に
留
ま
り
た
ま
え
、
ど
う
か
！

あ
な
た
の
中
に
、
ま
た
あ
な
た
と
共
に
、
す
べ
て
は
与
え
ら
れ
て
い
ま
す

わ
れ
ら
に
慈
悲
を
も
っ
て
永
遠
の
生
命
を

ま
た
地
上
の
生
命
の
思
い
出
を
与
え
た
ま
え
！

・
老
人

い
ま
私
は
死
と
墓
場
と
の

大
き
な
戸
口
に
立
つ

塵
の
世
に
生
き
る
こ
と
七
年
の
十
倍

そ
れ
が
神
の
与
え
給
た
も
う
た
場
所
だ

私
の
身
体
は
す
り
切
れ
た
ボ
ロ
切
れ
と
し
て
投
げ
捨
て
ら
れ
た

で
は
魂
は
？ 

│ 

魂
だ
っ
て
抹
消
さ
れ
る
の
だ

私
の
愛
し
、
努
力
し
、
生
き
、
嫌
っ
た
す
べ
て
は

忘
却
の
中
に
と
び
去
る
の
か
？ 

│ 

そ
れ
が
永
遠
な
の
か
？

そ
の
全
体
は
た
だ
無
目
的
の

力
の
戯
れ
な
の
か
？

で
は
な
ぜ
わ
れ
ら
に
は
永
遠
へ
の

こ
ん
な
あ
こ
が
れ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
？

わ
れ
ら
の
た
め
に
そ
の
生
命
を
さ
さ
げ
た
イ
エ
ス
も

た
だ
わ
れ
ら
と
共
に
死
と
墓
場
を
見
出
し
、
か
ち
え
た
の
だ

そ
ん
な
ら
わ
れ
ら
の
信
仰
、
わ
れ
ら
の
希
望
、
わ
れ
ら
の
生
命
は
虚
偽
で

愛
の
偉
大
な
奇
蹟
は
な
か
っ
た
の
だ
！

あ
ら
ゆ
る
泥
人
形
の
歩
み
を
規
制
す
る
力
は

〈
留
ま
れ
！
〉
と
い
う
言
葉
だ

そ
こ
か
ら
愛
の
迸

ほ
と
ば
しり

出
た
摂
理
は

永
遠
の
生
命
を
も
つ

│ 

神
が
お
の
れ
の
似
姿
と
し
て
創
造
し
た
魂
は

不
壊
で
あ
っ
て
失
わ
れ
は
し
な
い

わ
れ
ら
の
こ
の
地
上
の
生
命
は
永
遠
な
る
も
の
の
種
で
あ
っ
て

わ
れ
ら
の
肉
体
が
死
の
う
と
魂
は
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
！

﹇
訳
者
注
：
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
墓
に
は
、
こ
の
詩
の
最
後
の
四
行
が
刻
ま
れ

て
い
る
﹈

・
一
詩
人
の
最
後
の
歌

私
を
高
く
運
ん
で
ゆ
け
、
お
前
、
強
い
死
よ

魂
の
大
い
な
る
国
へ
。

私
は
神
が
私
に
命
じ
た
道
を
進
ん
だ

額
を
高
く
も
た
げ
て
。

私
が
世
に
与
え
た
す
べ
て
は
、
神
よ
、
あ
な
た
の
も
の
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ど
れ
だ
け
の
富
が
私
に
あ
る
の
か
、
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

私
が
費
や
し
た
も
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。　

私
は
枝
の
上
の
小
鳥
の
よ
う
に
歌
っ
た
だ
け
で
し
た
。

さ
よ
う
な
ら
、
あ
ざ
や
か
に
赤
い
一
本
一
本
の
ば
ら
よ

さ
よ
う
な
ら
、
お
前
、
い
と
し
い
も
の
！

た
だ
私
を
運
ん
で
ゆ
け
、
お
前
、
強
い
死
よ

た
と
え
こ
の
世
に
あ
る
の
が
楽
し
い
に
せ
よ
！

あ
り
が
と
う
、
神
さ
ま
、
あ
な
た
が
与
え
て
下
さ
っ
た
も
の
の
た
め
に

あ
り
が
と
う
、
こ
れ
か
ら
来
る
も
の
の
た
め
に
！

死
よ
、
時
間
の
海
を
越
え
て
飛
ん
で
ゆ
け

さ
あ
、
永
遠
の
夏
に
向
か
っ
て

﹇
訳
者
注
：
こ
の
詩
は
最
後
の
詩
で
は
な
い
、
た
ぶ
ん
一
八
六
七
年
に
書
か

れ
た
も
の
。
そ
の
年
末
に
出
し
た
最
後
の
詩
集
「
知
ら
れ
た
詩
、
忘
れ
ら
れ

た
詩
」
の
最
後
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
作
者
は
こ
れ
を

自
分
の
人
生
へ
の
訣
別
の
詩
と
し
た
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
﹈

以
上
の
詩
を
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
筆
者
の

印
象
を
メ
モ
風
に
記
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・「
世
界
は
偽
り
だ
」

「
子
供
の
頃
の
信
仰
」
を
求
め
つ
つ
も
、「
わ
た
し
は
決
し
て
天
国
に
入
れ

な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
の
結
び
を
ど
の
よ
う
に
読
む
の
か
。
信
仰
か
知
性

か
、
と
い
う
あ
の
ニ
ー
ル
ス
の
悩
み
に
も
通
じ
る
言
葉
で
す
。
な
お
、
こ
こ

に
も
「
太
陽
」
が
出
て
き
ま
す
。

・「
讃
歌
」

死
を
意
識
し
つ
つ
も
、「
思
想
」
と
「
行
為
」
を
超
え
た
愛
、
人
間
の
邪

悪
よ
り
も
大
き
な
愛
へ
の
信
頼
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

・「
祈
り
」

「
私
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
教
え
と
は
愛
の
教
え
」
と
い
う
告
白
が
印
象

的
で
す
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
と
復
活
へ
の
眼
差
し
は
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
も
「
太
陽
」
が
出
て
き
ま
す
。

・「
重
た
い
時
」

一
方
に
、「
知
恵
の
書
」
を
書
く
人
間
、「
不
可
謬
」
の
人
間
。
他
方
に
、「
底

の
な
い
虚
無
」
の
中
に
沈
む
人
間
。「
永
遠
の
生
命
」
を
求
め
つ
つ
も
、「
地

上
の
生
命
の
思
い
出
」
を
求
め
る
人
間
。
こ
れ
が
、
詩
人
の
見
て
い
る
二
重

の
現
実
で
す
。

・「
老
人
」

「
わ
れ
ら
の
肉
体
が
死
の
う
と
魂
は
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
！
」
こ

れ
が
詩
人
の
達
し
た
最
終
的
境
地
で
す
。
し
か
し
イ
エ
ス
の
死
と
墓
も
、
こ

の
視
点
か
ら
捉
え
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
聖
書
は
キ
リ
ス
ト
の
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復
活
を
証
言
し
、
信
条
は
身
体
の
甦
り
を
告
白
し
て
い
る
の
で
す
が 

…
…
。

・「
一
詩
人
の
最
後
の
歌
」

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
、「
永
遠
の
夏
」
に
向
か
っ
て
飛

び
立
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
ら
の
生
涯
を
「
神
よ
、
あ
な
た
の
も
の
」
と

言
い
き
っ
て
い
ま
す
。
見
事
で
あ
り
、
迷
い
を
突
き
切
っ
た
世
界
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
詩
人
に
と
っ
て
、「
バ
ラ
」
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

結
び

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
童
話
」
に
表
れ
た
宗
教
意
識
」
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
本
論
で
は
、
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
彼
の
年
譜
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼
の
生
涯
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
は
た

し
か
に
「
童
話
の
王
様
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
残
し
て
い
ま

す
が
、
詩
人
、
小
説
家
、
戯
曲
の
創
作
家
、
さ
ら
に
は
旅
行
記
家
と
い
っ
た

顔
も
持
っ
て
お
り
、
彼
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て
論
ず
る
に
は
、
総
合
的
な
取

り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
第
二
章
で
は
、
い
く
つ
か
の
童
話
を
選
び
、

そ
こ
に
で
て
く
る
宗
教
意
識
を
論
じ
ま
し
た
。そ
し
て
例
え
ば
、「
お
日
さ
ま
」

の
も
つ
象
徴
的
役
割
、自
然
神
秘
主
義
的
傾
向
、霊
魂
不
滅
説
に
通
ず
る
「
不

滅
の
生
」
に
対
す
る
信
仰
、
自
然
科
学
的
知
見
と
伝
統
的
宗
教
観
の
相
剋
、

神
義
論
的
関
心
、
と
い
っ
た
問
題
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
第
三
章
で
は
、
ま
ず
小
説
『
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
』
の
内

容
を
検
討
し
、
主
人
公
ニ
ー
ル
ス
の
成
長
過
程
を
跡
づ
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
彼
は
、
大
学
で
の
知
的
訓
練
の
ゆ
え
に
幼
子
の
信
仰
を
捨
て
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
友
人
や
恋
人
の
死
を
通
し
て
、
再
び｢

不
滅
の
生｣

へ
の
信
仰

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

詩
の
な
か
で
宗
教
的
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
作
品
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、「
子
供
の
頃
の
信
仰
」
の
喪
失
と
再
獲
得
と
い
う
テ
ー
マ
、
人

間
の
知
恵
の
ゆ
え
に
「
底
の
な
い
虚
無
」
に
沈
み
込
ん
で
い
る
現
実
の
確
認
、

永
遠
の
生
命
へ
の
希
求
、
死
を
目
前
に
し
な
が
ら
も
神
に
感
謝
し
つ
つ
「
魂

の
大
い
な
る
国
」
に
向
か
お
う
と
す
る
詩
人
の
姿
、
な
ど
が
歌
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
小
説
や
詩
を
背
景
に
「
童
話
」
を
読
む
な
ら
ば
、
彼
の
童
話
の

な
か
に
「
不
滅
の
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
と
同
時
に
、「
童
話
」
に
し

て
は
暗
す
ぎ
る
作
品
、
人
間
の
現
実
の
非
情
な
冷
酷
さ
を
指
摘
し
て
い
る
作

品
（「
28
・
も
み
の
木
」
や
「
45
・
影
法
師
」
を
参
照
） 

が
あ
る
こ
と
も
、

よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
信
仰
と
理
性
は
調
和
し
う
る
関
係
に
あ
る
と
解
し
て

い
ま
す
が
、
二
十
一
世
紀
の
人
間
は
、
単
純
に
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
理
性
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

理
性
そ
れ
自
体
が
実
存
の
破
れ
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
で
あ
り
、
人
間
の
開
放

性
と
い
う
名
の
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
で
い
る
か
ら
で
す
。
比
喩

的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
人
間
は
ブ
レ
ー
キ
の
壊
れ
た
車
で
あ
り
、
人
間
に

は
緊
急
自
動
停
止
装
置
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
で
、
た
し
か
に
ア
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ン
デ
ル
セ
ン
の
調
和
の
理
解
に
対
し
て
は
疑
問
符
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
に
は
、
こ
の
調
和
の
理
念
を

内
側
か
ら
破
壊
す
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
彼
の
、「
あ
ま
り

に
複
雑
な
性
格
」（
E
・
ブ
レ
ス
ド
ー
フ
、
前
掲
書
、
四
一
七
頁
） 

の
ゆ
え
に
、

楽
観
的
な
作
品
も
あ
れ
ば
悲
観
的
な
作
品
も
あ
り
、そ
れ
ら
の
緊
張
関
係
は
、

彼
の
唱
え
た
「
調
和
」
と
い
う
概
念
を
破
壊
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
の
緊
張
関
係
を
解
決
す
る
一
つ
の
道
と
し
て
、
彼
は
「
不
滅
の
魂
」
を
信

ず
る
生
き
方
を
提
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
身
体
の
甦

り
の
信
仰
と
両
立
し
え
な
い
こ
と
は
本
文
の
中
で
確
認
し
た
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
代
人
も
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
同
質
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
科
学
の
成
果
に
依
存
し
つ
つ
、
同
時
に
科
学
の

み
な
ら
ず
自
ら
の
存
在
根
拠
を
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
無
宗
教
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
切
り
抜
け
る
こ
と
の

で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
立
場
を
、ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
択
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
│ 
な
お
、

「
無
宗
教
」
の
問
題
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
人

の
宗
教
意
識
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
教
文
館
） 

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

II　
「
グ
リ
ム
問
題
」
の
諸
相 

は
じ
め
に

「
グ
リ
ム
問
題
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
。
誰
も
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
も
、
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
は

ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、「
グ
リ
ム
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
語

る
な
か
で
、筆
者
の
う
ち
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
造
語
だ
か
ら
で
す
。「
グ

リ
ム
」
に
関
わ
る
多
様
な
問
題
を
と
り
あ
え
ず
一
言
で
表
現
す
る
必
要
か
ら

う
ま
れ
た
用
語
で
す
。
そ
れ
は
一
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
、
そ
こ
に
は

ま
だ
意
識
化
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

教
育
現
場
で
「
グ
リ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
と
、
異
口
同
音
に
「
童

話
の
話
か
」
と
い
う
少
し
さ
め
た
反
応
が
返
っ
て
き
ま
す
。「
グ
リ
ム
」
と

聞
い
て
『
グ
リ
ム
童
話
』
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
数
が

二
百
に
お
よ
ぶ
こ
と
は
知
ら
な
い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
『
グ
リ
ム
童
話
』
と

『
グ
リ
ム
伝
説
』
は
別
な
も
の
で
あ
り
、そ
も
そ
も
『
グ
リ
ム
童
話
』
は
「
グ

リ
ム
兄
弟
」
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
。
こ

の
状
況
の
中
で
、
何
を
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
語
り
始
め
た
ら
よ
い
の
か
、

そ
の
た
め
の
航
海
図
を
作
成
す
る
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
研
究

ノ
ー
ト
で
す
。
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第
一
章
で
は
、
比
較
的
詳
し
い
「
グ
リ
ム
兄
弟
年
表
」
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
専
ら
特
定
の
作
品
に
関
心
を
持
ち
、
直
ち
に
そ
の
分
析
に

飛
び
こ
も
う
と
す
る
若
者
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
歴
史
的
背
景
に
目
を
向
け

さ
せ
る
た
め
で
す
。
法
学
部
に
入
っ
た
は
ず
の
グ
リ
ム
兄
弟
が
、
な
ぜ
昔
話

や
伝
説
の
収
集
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
?　

そ
れ
は
彼
ら
に
と
っ
て

ど
ん
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
? 　

彼
ら
の
仕
事
は
決
し
て
『
グ
リ
ム
童
話
』

だ
け
で
終
ら
ず
、
彼
ら
の
手
が
け
た
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
な
ど
は
、

一
九
六
一
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
完
結
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
仕
事
は
、
ド

イ
ツ
語
を
話
す
人
び
と
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ほ
ど
長
く
継
承
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

グ
リ
ム
兄
弟
の
生
き
た
時
代
の
ド
イ
ツ
は
ま
だ
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政

治
的
に
極
め
て
不
安
定
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
覇
権
を
握
ろ
う
と
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
兄
ヤ
ー
コ
プ

は
、
ヘ
ッ
セ
ン
国
の
選
帝
侯
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
も
と
で
通
訳
と
し
て
雇

わ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議 （
一
八
一
四
年
九
月-

一
八
一
五
年
六
月
） 
に
出
席
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命 

（
一
七
八
九
年
） 

お
よ
び
ナ
ポ
レ

オ
ン 

（
一
七
六
九-

一
八
二
一
、
在
位
一
八
〇
四-

一
四
、一
五
） 

の
大
陸
支

配
に
よ
っ
て
混
乱
し
た
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
「
会
議
は
踊
る
、
さ
れ
ど
進
ま
ず
」
と
評
さ
れ
た
と
お
り
、
ド
イ
ツ

は
悲
願
の
国
家
統
一
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ド
イ
ツ
の
諸
国

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
国
と
し
て
の
権
能
を
も
っ
た
ま
ま
、
三
五
の
君
主
国
と
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四
つ
の
自
由
都
市
か
ら
成
る
「
ド
イ
ツ
連
邦 

（
一
八
一
五-

六
六
）」 

を
形
成

し
た
だ
け
で
し
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
統
一
が
実
現
さ
れ
た
の
は
一
八
七
一
年

の
こ
と
で
あ
り
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
結
局
、
そ
の
成
果
を
味
わ
う
こ
と
な
く

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
研
究
を
続
け
た

の
で
し
ょ
う
か
。

第
一
章
「
グ
リ
ム
兄
弟
年
表
」

こ
の
「
グ
リ
ム
兄
弟
年
表
」
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
、
ヤ
ー
コ

プ
・
グ
リ
ム
著
「
自
叙
伝
」（
小
澤
俊
夫
訳
『
グ
リ
ム
兄
弟
』
図
書
刊
行
会
、

一
九
八
九
年
）、植
田
敏
郎
「
グ
リ
ム
兄
弟
年
表
」『
グ
リ
ム
童
話
研
究
』（
日

本
児
童
文
学
学
会
編
、
大
日
本
図
書
、
一
九
八
九
年
）、
橋
本
孝
著
『
グ
リ

ム
兄
弟
と
そ
の
時
代
』（
パ
ロ
ル
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）、
そ
し
て
小
澤
俊
夫
著

『
グ
リ
ム
童
話
考
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
） 

で
す
。
な
お

引
用
の
際
に
は
、
人
名
等
の
日
本
語
表
記
、
漢
字
の
使
用
、
句
読
点
な
ど
に

つ
い
て
適
宜
修
正
を
加
え
、
で
き
る
だ
け
統
一
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
表
は
、「
読
む
年
表
」
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
グ
リ
ム

兄
弟
の
生
き
た
時
代
を
想
像
し
つ
つ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新

し
い
「
グ
リ
ム
問
題
」
が
み
え
て
く
る
は
ず
で
す
。



五
四

̶ ̶

西
暦

事　

項

一
七
八
三 
二
月
二
三
日
、
父
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
一
七
五
一-

九
六
）
と

母
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
（
一
七
五
五-

一
八
〇
八
）
は
、
ハ
ー
ナ

ウ
で
結
婚
。　

一
八
八
三 

一
二
月
一
二
日
、
長
男
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
が
誕
生
。

し
か
し
翌
年
の
春
先
に
夭
折
。

一
七
八
五 

J
・
K
・
A
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
『
ド
イ
ツ
人
の
民
間
童
話
』（
五
巻
、-

一
七 

八
六
）
を
刊
行
。

一
七
八
五 

一
月
四
日
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ッ
セ
ン
国
（
今
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
）
の
ハ
ー
ナ
ウ

で
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
（Jacob G

rim
m

）
誕
生
。
父
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
弁
護
士
を
経
て
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
町
役
場
に
書
記
と

し
て
勤
務
。
母
ド
ロ
テ
ー
ア
は
ヘ
ッ
セ
ン
国
の
官
吏
（
ハ
ー
ナ
ウ
の
宮
廷

官
房
顧
問
官
）
ツ
ィ
ン
マ
ー
の
娘
で
、九
人
の
子
供
を
産
む
（
八
男
一
女
、

そ
の
う
ち
三
人
の
男
の
子
が
夭
折
）。
ヤ
ー
コ
プ
は
次
男
。

 

「
グ
リ
ム
兄
弟
の
父
親
は
牧
師
の
息
子
、
母
親
は
役
人
の
娘
で
、
当
時
と
し

て
は
上
流
階
級
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
父
親
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
を
出
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
裁
判
官
に
な
れ
た
の
で

す
。
そ
し
て
ヤ
ー
コ
プ
も
同
じ
大
学
の
法
学
部
へ
入
っ
て
い
ま
す
」（
小

澤
俊
夫
『
グ
リ
ム
童
話
考
』
一
四
頁
）。

 

「
父
は
と
て
も
勤
勉
で
、
き
ま
じ
め
で
、
や
さ
し
い
人
で
し
た
。
…
…
私
た

ち
兄
弟
と
妹
は
、
口
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

父
の
生
き
方
を
通
し
て
、
厳
し
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
精
神
（
改
革
派
：
祖

父
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
リ
ム
は
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
シ
ュ
タ

イ
ナ
ウ
の
改
革
派
の
教
会
で
あ
る
カ
タ
リ
ー
ナ
教
会
の
牧
師
）
を
吹
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
田
舎
町
（
シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
）
で
、
数
こ
そ
わ

ず
か
で
し
た
が
、
私
た
ち
に
交
じ
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
ル
ー
テ
ル
派
の
ひ

と
た
ち
を
、
私
は
、
親
し
く
つ
き
あ
う
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
、
よ
そ
の
人

間
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
…
…
そ
し
て
今
日
で
も
私
は
、
ご
く
素
朴
な
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
流
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
教
会
で
な
け
れ
ば
、
ほ
ん
と
う

に
、
心
か
ら
敬
虔
な
気
持
ち
に
な
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
信
仰
全

体
が
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
、
少
年
時
代
の
最
初
の
印
象
に
左
右
さ
れ
る
の
で

す
。
…
…
私
の
心
の
中
に
、
も
っ
と
も
強
く
敬
虔
の
火
が
と
も
さ
れ
た
の

は
、
私
が
堅
信
礼
の
日
に
、
は
じ
め
て
聖
餐
を
受
け
た
あ
と
、
か
つ
て
私

の
祖
父
が
説
教
壇
に
立
っ
た
教
会
の
祭
壇
の
ま
わ
り
を
、
母
が
歩
い
て
い

る
の
を
見
た
と
き
で
し
た
」（
J
・
グ
リ
ム
『
自
叙
伝
』
小
澤
俊
夫
訳
、

一
一
七
頁
以
下
）。

 

「
ハ
ー
ナ
ウ
で
は
、
宗
教
改
革
以
来
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
帰
依
す
る
人
が
多

く
、
ル
タ
ー
派
よ
り
も
カ
ル
ヴ
ァ
ン
を
信
奉
す
る
改
革
派
が
多
か
っ
た
。

こ
の
町
に
は
も
と
も
と
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、家
内
工
業
が
盛
ん
で
、

職
人
や
商
人
の
町
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
新
教
運
動
の
一
つ
で
あ
る

ユ
グ
ノ
ー
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）
へ
の
弾
圧
が
始
ま
る
と
、多
く
の
ユ
グ
ノ
ー

た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
、
と
り
わ
け
ヘ
ッ
セ
ン
国
へ
逃
げ
て
き
た
。

ユ
グ
ノ
ー
た
ち
の
多
く
は
職
人
で
あ
っ
て
、
手
に
す
ば
ら
し
い
技
術
を

も
っ
て
い
た
の
で
大
変
歓
迎
さ
れ
た
」（
橋
本
孝
『
グ
リ
ム
兄
弟
と
そ
の

時
代
』
二
〇
頁
）

 

四
月
四
日
、
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
誕
生
。

一
七
八
六 

二
月
二
四
日
、
ハ
ー
ナ
ウ
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（W

ilhelm

）
誕
生
。
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
は
三
男
。

 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
プ
ロ
イ
セ
ン
王
に
即
位
。

一
七
八
七 

ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ギ
ュ
ン
タ
ー
『
口
伝
え
の
物
語
か
ら
集

め
た
子
ど
も
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
』
を
刊
行
。

一
七
八
九 

ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
伯
母
（
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
シ
ュ
レ
ー
マ
ー
）

に
読
み
書
き
を
習
う
。
や
が
て
町
の
教
師
ツ
ィ
ン
ク
ハ
ー
ン
に
、ピ
ア
ノ
、

算
数
、
ラ
テ
ン
語
を
学
ぶ
。

 

七
月
七
日
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
。

 

八
月
、
議
会
が
封
建
特
権
を
廃
止
し
、「
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
」

を
採
択
。

一
七
九
一 
父
が
領
地
管
理
主
務
官
兼
法
官
に
な
り
、
グ
リ
ム
一
家
は
シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
へ

移
る
。

 

「
一
階
に
は
法
廷
と
役
所
の
事
務
所
、
そ
れ
に
一
家
の
居
住
す
る
部
屋
、
す
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五
五

メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
（
1
）

̶ ̶

な
わ
ち
居
間
や
食
堂
、
台
所
、
寝
室
な
ど
が
あ
り
、
二
階
は
勤
め
人
の
部

屋
で
あ
っ
た
。
こ
の
屋
敷
に
は
母
屋
の
横
に
納
屋
や
牛
、
馬
な
ど
の
家
畜

小
屋
も
あ
る
」（
橋
本
、
二
六
頁
以
下
）。

 

「
教
会
の
鐘
が
鳴
る
と
、
父
は
子
ど
も
た
ち
に
、
漬
け
た
ク
ル
ミ
を
与
え
、

そ
れ
か
ら
厳
か
に
教
会
へ
と
向
か
っ
た
。
教
会
に
行
く
と
、
父
の
た
め
に

讃
美
歌
集
を
開
け
る
の
は
ヤ
ー
コ
プ
の
役
目
で
、
献
金
袋
に
小
銭
を
入
れ

る
の
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
役
で
あ
っ
た
」（
橋
本
、
三
四
頁
）。「
授
業
の

な
い
と
き
に
は
、
兄
弟
た
ち
は
よ
く
キ
ン
チ
ッ
ヒ
川
を
渡
っ
て
、
町
の
郊

外
に
あ
る
自
分
た
ち
の
庭
園
ビ
ー
ン
ガ
ル
テ
ン
に
行
っ
た
。
…
…
こ
こ
に

は
野
菜
や
果
物
畑
が
あ
り
、
グ
リ
ム
家
の
台
所
を
潤
し
て
い
た
。
こ
の
庭

は
二
頭
の
乳
牛
を
飼
う
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
が
、
ニ
オ
イ
ア
ラ
セ

イ
ト
ウ
や
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
が
咲
き
乱
れ
、
…
…
遊
び
仲
間
と
一
緒
に
グ
リ

ム
兄
弟
た
ち
は
葡
萄
山
に
登
っ
た
り
、
静
か
な
森
の
中
を
散
策
し
た
り
、

…
…
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
…
…
写
生
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
草
花

や
蝶
や
昆
虫
を
収
集
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
、
収
集
す
る
こ
と
が
や
み
つ

き
に
な
っ
て
い
っ
た
。グ
リ
ム
兄
弟
の
何
で
も
収
集
す
る
と
い
う
習
慣
は
、

こ
の
と
き
身
に
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
で
の
こ
の
よ
う
な

自
然
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
童
話
や
伝
説
集
の
中
で
自
然
の

雰
囲
気
が
見
事
に
再
生
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
に
は
ま
だ
牧

歌
的
な
雰
囲
気
が
支
配
し
て
い
た
」（
橋
本
、
三
五
頁
以
下
）。

一
七
九
六 

一
月
一
〇
日
、
父
、
肺
炎
に
罹
り
、
四
十
五
歳
で
死
亡
。

 

四
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
イ
タ
リ
ア
へ
遠
征
。

 

一
二
月
、
同
居
し
て
い
た
父
の
姉
シ
ュ
レ
ー
マ
ー
が
死
亡
（
一
七
三
五-

九
六
）。

一
七
九
七 

三
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ア
ル
プ
ス
を
越
え
る
。

一
七
九
八 

四
月
、
ヤ
ー
コ
プ
、
堅
信
礼
を
受
け
る
。

 

五
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
へ
遠
征
。

 

秋
、
兄
弟
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
選
帝
侯
夫
人
の
女
官
長
を
勤
め
る
母
の
姉
ヘ
ン
リ

エ
ッ
テ
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
（
一
七
四
八-

一
八
一
五
）
の
援
助
に
よ
り
、
母

た
ち
か
ら
別
れ
て
カ
ッ
セ
ル
に
移
り
、
古
典
語
高
等
中
学
（
リ
ュ
ツ
ェ
ウ

ム
・
フ
リ
ー
デ
リ
チ
ア
ヌ
ム
﹇ 

後
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ー
ジ
ウ

ム 

﹈）
に
入
学
。

 

「
グ
リ
ム
兄
弟
た
ち
は
、
放
課
後
に
は
領
主
お
抱
え
の
先
生
に
個
人
教
授
を

し
て
も
ら
い
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
み
て
も
ら
っ
た
」（
橋
本
、
四
二
頁
）。

「
健
康
面
で
は
、
ヤ
ー
コ
プ
は
痩
せ
て
い
て
、
華
奢
に
見
え
た
が
、
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
よ
り
も
強
靭
で
あ
っ
た
。
…
…
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
方
は
猩
紅
熱

に
罹
り
、
胸
の
痛
み
と
呼
吸
困
難
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
来
寒

く
な
り
、
風
が
吹
く
と
、
リ
ュ
ツ
ェ
ウ
ム
に
通
う
道
は
彼
に
と
っ
て
辛
い

も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
以
来
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
体
が
弱
く
な
り
、
病

気
が
ち
に
な
る
」（
橋
本
、
四
三
頁
）。

一
八
〇
二 

春
、
ヤ
ー
コ
プ
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
入
学
。　

 

「
こ
の
当
時
は
、
大
学
と
い
う
の
は
誰
で
も
入
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
高
級
軍
人
の
息
子
で
あ
る
こ
と
、
高
級
官
吏
の
息
子
で
あ
る
こ

と
、
高
額
納
税
者
の
息
子
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
ヤ
ー
コ
プ
は
成
績
が
抜
群
だ
っ
た
の
で
、
ギ
ム
ナ
ー
ジ
ウ
ム
の

校
長
が
国
王
に
対
し
て
特
別
な
推
薦
書
を
出
し
て
、
入
学
を
認
め
て
も

ら
っ
た
の
で
す
」（
小
澤
、
二
二
頁
以
下
）。

 

「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
高
等
教
育
の
改
革
を
提
案
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
各
国
で
改
革
が
な
さ
れ
、「
ア
ピ
ト
ゥ
ア
」（
高
等
学

校
卒
業
試
験
兼
大
学
入
学
資
格
）」
が
導
入
さ
れ
た
。
実
際
に
そ
れ
が
実

施
さ
れ
た
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
一
八
一
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
ま

た
兄
弟
の
住
む
選
定
公
国
ヘ
ッ
セ
ン
で
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は

一
八
二
〇
年
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
グ
リ
ム
兄
弟
た
ち
の
時
は
ま
だ

こ
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
、
高
等
学
校
の
先
生
の
証
明
だ
け
で
大
学
に
行

け
た
」（
橋
本
、
四
七
頁
）。

 

「
愛
す
る
母
の
財
産
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
私
の
勉
学
を
な

る
べ
く
早
く
仕
上
げ
、
希
望
の
就
職
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
の
心
配

の
一
部
を
取
り
除
き
、
毅
然
た
る
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
私
た
ち
に
示
し
て

く
れ
た
大
き
な
愛
に
、
ほ
ん
の
一
部
で
も
報
い
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し

た
。
私
が
法
学
を
勉
強
し
た
理
由
は
、
主
と
し
て
、
亡
く
な
っ
た
父
が
法

律
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
母
が
そ
れ
を
も
っ
と
も
望
ん
だ
か
ら

で
あ
り
ま
し
た
。
…
…
選
択
が
ず
っ
と
あ
と
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
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五
六

̶ ̶

私
は
、
例
え
ば
植
物
学
の
よ
う
な
学
問
以
外
に
は
興
味
を
も
た
な
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
」（『
自
叙
伝
』
一
二
一
頁
以
下
）。

 

八
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
終
身
統
領
と
な
り
、
独
裁
が
強
化
さ
れ
る
。

一
八
〇
三 
春
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
入
学
（
当
時
、
一
六
四
名
の

学
生
が
登
録
）。
兄
弟
は
、歴
史
法
学
の
創
設
者
で
新
進
の
准
教
授
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
講
義
を
聴
く 

│ 

サ
ヴ
ィ

ニ
ー
は
一
七
七
九
年
の
生
ま
れ
で
、ヤ
ー
コ
プ
よ
り
わ
ず
か
六
歳
上
。『
所

有
の
権
利
』（
一
八
〇
三
年
）
に
よ
り
歴
史
法
学
の
基
礎
を
築
い
た
。

 

「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
先
生
の
講
義
に
関
し
て
は
、
私
が
強
烈
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
、

私
の
一
生
と
全
学
問
に
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
い
う
以
外
、
言
い

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
先
生
の
も
と
で
、
一
八
〇
二
年

か
ら
三
年
に
か
け
て
の
冬
に
、
法
律
学
の
方
法
論
と
法
廷
相
続
法
の
講
義

を
聞
き
ま
し
た
」（『
自
叙
伝
』
一
二
三
頁
）。

 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
律
と
は
、大
き
く
分
け
て
「
ロ
ー
マ
法
」
と
「
ゲ

ル
マ
ン
法
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。
と
く
に「
ロ
ー
マ
法
」と
い
う
の
は
、ロ
ー

マ
帝
国
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
法
律
で
す
か
ら
、
上
か
ら
下
へ
の
構
造
が
で

き
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
法
体
系
が
先
に
あ
っ
て
、
征
服
し
た
民
族
を
そ
れ

に
合
わ
せ
て
い
く
、
支
配
に
都
合
の
い
い
法
律
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
普

通
「
ゲ
ル
マ
ン
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
体
系
で
あ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
慣
習
法
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
慣
習
を
積
み
上
げ
て
体
系
に
し
ま
す
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
「
ロ
ー
マ
法
」
も
教
え
て
い
る
け
れ
ど
、
彼
自
身
は
「
ゲ

ル
マ
ン
法
」に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
ゲ
ル
マ
ン
法
」と
い
う
の
は
、

小
さ
な
事
実
を
積
み
上
げ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と

い
う
と
、
結
局
、
そ
れ
は
伝
説
な
の
で
す
。
法
律
と
は
い
っ
て
も
、
古
代

ゲ
ル
マ
ン
の
人
た
ち
の
六
法
全
書
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
い
伝
え
と
か
文
書
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
集
め
る

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
伝
説
を
よ
く
集
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

グ
リ
ム
に
は
そ
れ
が
大
き
な
魅
力
だ
っ
た
よ
う
で
す
」（
小
澤
、
二
六
頁

以
下
）。

 

「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
と
こ
ろ
に
出
入
り
し
て
い
る
間
に
、
彼
ら
は
法
律
の
本
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ド
イ
ツ
の
文
学
、
と
く
に
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
文

学
に
出
会
い
ま
す
。「
エ
ッ
ダ
」
と
い
う
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
古
代
の
文
学

と
か
、「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
」
と
い
う
叙
事
詩
、
あ
る
い
は
デ
ン
マ
ー
ク

の
古
い
文
学
な
ど
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
語
の
文
献
で
す
。
ま
た
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

と
の
付
き
合
い
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
か
ア
ル
ニ
ム
と
か
、
ド
イ
ツ
文
学

史
上
、
後
期
ロ
マ
ン
派
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
た
ち
と
の
付
き
合
い
に
も
広

が
り
、
グ
リ
ム
が
『
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
を
つ
く
る
素
地
が
で
き
て
い
く
わ

け
で
す
」（
小
澤
、
二
八
頁
）。

 

「
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
の
ち
に
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
妹
ゾ
フ
ィ
ー
と
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー

は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
妹
ク
ニ
グ
ン
デ
と
結
婚
す
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
は

も
う
一
人
妹
が
い
た
。
ベ
テ
ィ
ー
ナ
で
あ
る
。
ベ
テ
ィ
ー
ナ
は
、
や
は
り

ロ
マ
ン
派
の
一
人
で
あ
る
ア
ル
ニ
ム
と
結
婚
す
る
。
ア
ル
ニ
ム
と
ベ

テ
ィ
ー
ナ
の
娘
ギ
ー
ゼ
ラ
は
、
後
年
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
長
男

ヘ
ル
マ
ン
と
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
派
の
人
た
ち
は
、
分
裂
し
た

ド
イ
ツ
の
国
や
同
時
代
の
ド
イ
ツ
人
を
憂
い
、
ド
イ
ツ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
求
め
、
個
人
的
に
も
つ
な
が
り
が
親
密
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
し
か

し
、
互
い
に
甘
え
た
り
、
古
傷
を
な
め
あ
う
よ
う
な
関
係
で
は
な
く
、
互

い
を
認
め
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
祖
先
が
残
し
た
文
化

遺
産
を
真
摯
に
発
掘
し
、
収
集
し
た
。
彼
ら
は
、
決
し
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

か
ら
古
い
時
代
に
向
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
時
代
精
神
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
に
古
い
時
代
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
橋
本
、
五
六
頁

以
下
）

一
八
〇
四 

夏
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
古
い
資
料
、
法
律
、
そ
し
て
文
学
を
学

ぶ
た
め
に
、
大
学
を
辞
め
て
パ
リ
に
留
学
。

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
皇
帝
と
な
り
、
第
一
帝
政
を
開
く
。

一
八
〇
五 

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
パ
リ
の
路
上
で
重
要
な
メ
モ
や
書
類
の
入
っ
た
ト
ラ
ン
ク
を

盗
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
メ
モ
や
書
類
の
内
容
を
復
元
す
る
た
め
に
、
ヤ
ー
コ

プ
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
旨
の
手
紙
を
書
く
。
ヤ
ー
コ
プ
、
二
月
に
パ
リ
に

到
着
。

 
「
彼
は
日
曜
を
の
ぞ
い
て
、
毎
日
朝
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
パ
リ
国
立
図

書
館
で
法
律
の
文
献
を
比
較
し
、
古
文
書
の
読
み
方
を
学
び
、
手
書
き
や

印
刷
さ
れ
た
解
説
書
か
ら
正
確
に
抜
き
書
き
し
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
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五
七

メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
（
1
）

̶ ̶

師
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
書
斎
で
そ
れ
ら
を
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
と
比
較
し
、
学

問
的
に
正
確
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
こ
の

よ
う
に
集
中
的
に
精
根
を
尽
く
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
一
方
、
ヤ
ー
コ
プ

は
し
か
し
時
間
が
あ
る
と
、古
代
ド
イ
ツ
の
研
究
を
行
っ
た
。
一
つ
に
は
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
か
ら
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
、
パ
リ
の
古
文
書
の
中
か
ら
古

代
ド
イ
ツ
語
の
詩
と
文
学
作
品
を
探
す
よ
う
に
言
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
」（
橋
本
、
六
一
頁
）。

 

「
ヤ
ー
コ
プ
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
た
め
に
一
生
懸
命
仕
事
を
し
た
。
そ
の
最

中
で
戦
争
の
危
機
を
感
知
し
、
や
が
て
国
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
不
安
を
も
っ
た
。
そ
れ
は
、
パ
リ
の
状
況
が
日
増
し
に
不
穏
に
な
っ
て

い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。そ
こ
で
ヤ
ー
コ
プ
は
、国
家
の
歴
史
の
変
化
に
よ
っ

て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
精
神
の
世
界
で
の
道
を
進
む
こ
と
を
決
意
す

る
。…
…
ヤ
ー
コ
プ
が
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
の
共
同
研
究
を
提
案
す
る
と
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
も
、
自
分
も
そ
の
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
た
と
の
返
事

を
よ
こ
す
」（
橋
本
、
六
三
頁
）。

 

八
月
、
ヤ
ー
コ
プ
、
カ
ッ
セ
ル
に
戻
り
、
母
と
弟
た
ち
の
た
め
に
大
学
を
や

め
、
仕
事
を
探
す
。

一
八
〇
六 

一
月
、
ヤ
ー
コ
プ
、
ヘ
ッ
セ
ン
選
帝
侯
陸
軍
師
団
書
記
局
の
秘
書
官
と
な
る
。

 

五
月
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
大
学
の
卒
業
試
験
に
合
格
し
、
カ
ッ
セ
ル
に
戻
る
。

 

一
一
月
一
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
が
カ
ッ
セ
ル
を
制
圧
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
選
帝
侯

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
は
国
外
へ
逃
亡
。
陸
軍
師
団
書
記
局
は
部
隊
食
料
委

員
会
に
変
わ
る
。

 

「
ヤ
ー
コ
プ
は
ひ
た
す
ら
政
治
的
に
は
沈
黙
し
、
弟
た
ち
や
妹
の
た
め
に
静

か
に
小
さ
な
義
務
を
果
し
て
い
た
。
し
か
し
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
ド
イ
ツ
人

と
し
て
希
望
の
な
い
こ
の
時
期
に
、
決
し
て
征
服
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
精

神
の
王
国
を
作
る
た
め
に
、
言
語
や
文
学
、
文
化
の
研
究
に
専
念
す
る
の

で
あ
る
。そ
れ
は
ド
イ
ツ
人
の
心
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
」

（
橋
本
、
七
三
頁
）。

 

ア
ル
ニ
ム
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
収
集
し
た
民
謡
集
『
少
年
の
魔
法
の
角
笛
』

第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
る
。
一
八
〇
八
年
ま
で
に
、
第
二
巻
と
第
三
巻
も
刊

行
さ
れ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
も
こ
の
民
謡
の
収
集
を
手
伝
い
、
ヤ
ー
コ
プ
は

一
三
篇
を
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
一
五
編
を
、
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
て
い
る
。

一
八
〇
七 

夏
、
ヤ
ー
コ
プ
、
陸
軍
師
団
書
記
局
を
辞
す
。

 

八
月
、
ヘ
ッ
セ
ン
国
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
弟
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が

国
王
で
あ
る
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に
合
併
さ
れ
、
カ
ッ
セ
ル
は
こ
の
国

の
首
都
と
な
る
。

 

グ
リ
ム
兄
弟
、
ア
ル
ニ
ム
に
勧
め
ら
れ
て
、
童
話
の
収
集
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
る
。

 

「
私
﹇
小
澤
﹈
は
、
グ
リ
ム
が
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」
を
集
め
た
根
本
思
想
は
、

ド
イ
ツ
至
上
主
義
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
小
さ
い
、
一
見
つ
ま
ら
な
い
も

の
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
思
想
、
こ
ち
ら
の
方
に
根
本
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
」（
小
澤
、
三
九
頁
）。

一
八
〇
八 

五
月
二
七
日
、
母
、
五
二
歳
で
死
亡
。

 

七
月
、
ヤ
ー
コ
プ
、
カ
ッ
セ
ル
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ヘ
ー
エ
城
（
当
時
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
ス
ヘ
ー
エ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
に
あ
る
王
所
属
私
設
図
書
館
司

書
と
な
る
。

一
八
〇
九 

五
月
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
ハ
レ
で
療
養
。

 

一
二
月
、
ワ
イ
マ
ー
ル
を
訪
ね
、
ゲ
ー
テ
に
や
さ
し
く
迎
え
ら
れ
、
深
い
感

銘
を
受
け
る
。

一
八
一
〇 

ベ
ル
リ
ン
大
学
が
創
設
さ
れ
る
。

 

一
〇
月
、
兄
弟
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
記
録
を
送
る 

│ 

こ

の
原
稿
は
、
返
却
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
。
と

こ
ろ
が
後
に
、
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
エ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
・
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道

院
で
発
見
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
原
稿
は
「
エ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
稿
」
と
呼
ば

れ
る
。

一
八
一
一 

ヤ
ー
コ
プ
『
古
代
ド
イ
ツ
の
職
匠
歌
に
つ
い
て
』
を
刊
行
。

 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
古
代
デ
ン
マ
ー
ク
の
英
雄
歌
、
物
語
詩
、
童
話
』（
翻
訳
）

を
刊
行
。

一
八
一
二 

兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』（
初
版
）
第
一
巻
を
刊
行
。

 

兄
弟
『
八
世
紀
、
最
古
の
二
つ
の
詩
。
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
と
ハ
ド
ゥ
ブ
ラ
ン

ト
の
歌
と
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ン
（
ヴ
エ
ッ
ソ
ブ
ル
ン
）
の
祈
祷
』
を
刊
行
。

 
九
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
に
入
城
。
モ
ス
ク
ワ
の
大
火
。
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五
八

̶ ̶

一
八
一
三 

ヤ
ー
コ
プ
、
公
使
館
秘
書
に
採
用
さ
れ
る
。

 

ジ
ェ
ロ
ー
ム
王
、
カ
ッ
セ
ル
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ヘ
ー
エ
城
の
古
い
ド
イ
ツ
の

文
献
、
版
画
、
古
美
術
を
フ
ラ
ン
ス
に
送
り
だ
す
。

 
一
〇
月
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
戦
い
で
、
連
合
軍
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
を
破
り
、

ラ
イ
ン
同
盟
は
解
散
。
ジ
ェ
ロ
ー
ム
王
は
撤
退
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
選
帝
侯
が

復
帰
し
、
兄
弟
の
伯
母
も
女
官
長
と
し
て
王
室
に
戻
る
。

一
八
一
四 

ヤ
ー
コ
プ
、
カ
ッ
セ
ル
の
図
書
館
秘
書
と
な
る
。
ヤ
ー
コ
プ
、
ヘ
ッ
セ
ン
か

ら
持
ち
去
ら
れ
た
文
献
や
版
画
な
ど
を
取
り
戻
す
た
め
、パ
リ
に
向
か
う
。

そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
赴
き
、「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
」
に
出
席
。

 

「
こ
の
会
議
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
制
を
ど
う
す
る
か
に
あ
っ

た
が
、
そ
こ
に
は
三
つ
の
原
理
が
働
い
て
い
た
。
一
つ
は
王
政
の
復
興
、

す
な
わ
ち
一
七
九
二
年
の
状
態
に
戻
す
こ
と
、
二
つ
に
は
正
統
性
、
す
な

わ
ち
一
八
世
紀
の
絶
対
君
主
制
の
復
活
。
三
つ
目
が
連
帯
、
す
な
わ
ち
各

諸
候
は
連
帯
し
て
革
命
理
念
や
そ
の
運
動
を
排
除
す
る
こ
と
。
要
す
る
に

絶
対
君
主
制
の
復
活
と
革
命
の
撲
滅
で
あ
っ
た
」（
橋
本
、
一
二
二
頁
）。

 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
カ
ッ
セ
ル
の
図
書
館
の
第
二
司
書
と
な
る
。

一
八
一
五 

ヤ
ー
コ
プ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
。
そ
の
後
、
パ
リ
に
持
ち
去
ら
れ
た
プ
ロ
イ

セ
ン
各
地
の
図
書
な
ど
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
再
度
パ
リ
へ
。
兄
弟
『
子

ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』（
初
版
）
第
二
巻
を
刊
行
。

 

六
月
九
日
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
終
了
。

 

「
解
放
戦
争
に
参
加
し
た
多
く
の
ド
イ
ツ
人
は
不
満
で
あ
っ
た
。多
く
の
人
々

は
強
い
中
央
集
権
を
も
っ
た
ド
イ
ツ
連
邦
の
統
一
国
家
を
望
み
、
他
の

人
々
は
憲
法
に
よ
る
国
民
の
自
由
と
共
同
発
言
権
の
保
証
を
求
め
た
。
こ

の
国
家
主
義
的
な
動
き
と
自
由
主
義
的
な
動
き
が
や
が
て
く
る
次
の
時
代

の
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
」（
橋
本
、
一
三
一
頁
）。

 

「
一
九
世
紀
と
い
う
時
代
は
、
大
き
な
政
治
運
動
の
あ
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。

そ
の
運
動
の
主
な
も
の
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
社
会
主

義
、
保
守
主
義
の
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
政
治
的

集
団
が
生
ま
れ
た
時
代
で
、
一
八
二
〇
年
代
は
、
こ
れ
ら
の
主
義
の
う
ち
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
保
守
主
義
の
三
つ
が
主
流
で
あ
っ

た
」（
橋
本
、
一
七
六
頁
）。

 

一
〇
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
に
流
さ
れ
る
。

 

兄
弟
『
哀
れ
な
ハ
イ
ン
リ
ヒ
』、『
古
い
エ
ッ
ダ
の
歌
』
を
刊
行
。

一
八
一
六 

ヤ
ー
コ
プ
、
カ
ッ
セ
ル
図
書
館
司
書
と
な
る
。
兄
弟
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
第

一
巻
を
刊
行
。

一
八
一
八 

兄
弟
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
第
二
巻
を
刊
行
。

一
八
一
九 

ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号
（
哲

学
博
士
）
を
授
与
さ
れ
る
。
ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
文
法
』
第
一
巻
（
語

形
論
）
を
刊
行
。
兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
第
二
版
を

刊
行
。

一
八
二
二 

妹
ロ
ッ
テ
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ハ
ッ
セ
ン
プ
フ
ル
ー
ク
と
結
婚
。
兄
弟
『
子

ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヘ
ヒ
ェ
ン
集
』
コ
メ
ン
タ
ー
ル
付
き
、
第
三
巻
を
刊

行
。
ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
文
法
』
第
一
巻
（
音
韻
と
語
形
論
）
を
刊
行
。

一
八
二
五 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、ド
ル
ト
ヒ
ェ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
と
結
婚
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
子

ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
の
小
型
版
を
編
集
。
こ
の
版
は
、

一
八
三
三
年
、
三
六
年
、
三
九
年
、
四
一
年
、
四
四
年
、
四
七
年
、
五
〇

年
、
五
三
年
、
五
八
年
と
版
を
重
ね
た
。

一
八
二
六 

ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
文
法
』
第
二
巻
を
刊
行
。

一
八
二
八 

ヤ
ー
コ
プ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号
（
法
学
博
士
）
を
授
与
さ
れ

る
。
ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
法
律
古
事
誌
』
を
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
グ
ラ
ー

フ
・
ル
ー
ド
ル
フ
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
。

一
八
二
九 

ヤ
ー
コ
プ
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号
（
法
学
博
士
）
を
授
与
さ

れ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
ド
イ
ツ
英
雄
伝
説
』
を
編
纂
。

 

「
グ
リ
ム
兄
弟
の
研
究
方
法
の
相
違
を
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
分
け
て
み
る
と
、

兄
ヤ
ー
コ
プ
は
何
よ
り
も
言
葉
そ
の
も
の
へ
の
関
心
が
深
く
、
言
語
の
研

究
と
平
行
し
て
、
さ
ら
に
神
話
、
古
代
文
学
、
法
律
古
事
、
民
俗
そ
の
他

の
史
的
研
究
へ
と
専
門
分
野
を
拡
大
し
て
い
る
。弟
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、

こ
れ
に
比
べ
る
と
文
学
、
そ
れ
も
中
世
文
学
と
民
衆
文
学
の
研
究
を
本
領

と
し
、
し
か
も
兄
の
よ
う
に
体
系
化
を
目
ざ
す
よ
り
は
、
重
要
な
文
学
テ

キ
ス
ト
の
刊
行
、
民
謡
や
伝
説
の
収
集
と
翻
訳
、
紹
介
と
い
う
形
を
と
っ

て
い
る
。
彼
も
兄
に
劣
ら
ぬ
徹
底
性
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

ひ
と
つ
は
、
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
い
え
る
『
ド
イ
ツ
英
雄
伝
説
』
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五
九

メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
宗
教
教
育
（
1
）

̶ ̶

（
一
八
二
九
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
欧
か
ら
英
、
独
、
仏
、
羅
に
わ
た

る
英
雄
伝
説
の
、
小
は
数
行
に
み
た
ぬ
断
片
に
い
た
る
ま
で
の
、
文
献
資

料
収
集
と
解
説
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
伝
説
を
と
っ
て

み
る
と
、
当
時
、
こ
れ
ほ
ど
徹
底
し
た
資
料
の
集
成
は
他
に
類
を
み
な
い

ほ
ど
で
あ
る
」（
谷
口
幸
男
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
北
欧
研
究
」『
グ

リ
ム
兄
弟
』
三
七
一
頁
）。

一
八
三
〇 
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
家
、ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
へ
移
住
。
ヤ
ー
コ
プ
、

大
学
就
任
演
説
「
郷
土
愛
に
つ
い
て
」（
ラ
テ
ン
語
）
を
行
う
。
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
『
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
歌
』
を
刊
行
。

一
八
三
一 

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
学
生
騒
動
が
起
こ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
重
病
と
な

る
。
ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
文
法
』
第
三
巻
を
刊
行
。

一
八
三
四 

ヤ
ー
コ
プ
『
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
狐
』
を
、ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
フ
ラ
イ
ダ
ン
ク
』
を
、

そ
れ
ぞ
れ
刊
行
。

一
八
三
五 

ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』、『
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
を
刊
行
。

一
八
三
六 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
ロ
ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン
』
を
刊
行
。

一
八
三
七 

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
事
件
が
起
こ
る
。
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

他
五
名
が
罷
免
さ
れ
、
ヤ
ー
コ
プ
は
カ
ッ
セ
ル
に
戻
る
。

 

「
当
時
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
は
、
…
…
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
承
認
さ
れ
た
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
王
国
に
属
し
て
い
た
。
一
八
三
〇
年
に
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世

が
大
英
帝
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
並
び
に
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
国
の
王
座
に
就

い
た
。
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
各

領
邦
国
家
で
憲
法
制
定
の
声
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
王
国
も
憲
法
制
定
が
認
め
ら
れ
、
一
八
三
三
年
に
公
布
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
統
治
者
は
自
分
勝
手
な
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
、
君
主
と

臣
民
の
関
係
に
は
法
的
規
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、人
間
は
す
べ
て
、

一
人
の
支
配
者
の
勝
手
な
力
で
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

一
八
三
七
年
六
月
二
〇
日
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
が
亡
く
な
っ
た
。
彼
に

は
嫡
出
の
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
大
英
帝
国
と
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
の

同
盟
関
係
は
終
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
の
後
継
と
し
て
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
王
に
な
っ
た
の
が
、
彼
の
弟
エ
ル
ン
ス
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ

ン
・
ク
ム
バ
ー
ラ
ン
ト 

…
…
で
あ
っ
た
。
彼
は
兄
の
制
定
し
た
憲
法
を

知
ろ
う
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
同
じ
年
の
一
一
月
一
日
に
は
、
そ
れ
を
廃
止

す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
一
方
、
国
家
に
仕
え
る
者
た
ち
は
既
に
憲
法
に

従
う
と
い
う
宣
誓
を
し
て
い
て
、
グ
リ
ム
兄
弟
も
彼
ら
の
同
僚
も
同
じ
よ

う
に
憲
法
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
。
…
…
大
学
で
は
「
神
に
誓
っ
た
あ
の

宣
誓
を
取
り
消
す
権
限
が
王
に
あ
る
の
か
!
」
と
怒
り
の
声
が
上
が
り
、

こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
学
内
は
騒
然
と
な
っ
た
」（
橋
本
、
二
二
八
頁
以

下
）。
反
対
声
明
に
署
名
し
た
の
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
を
ふ
く
め
わ
ず
か
七

名
で
あ
っ
た
。「
グ
リ
ム
家
に
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
モ
ッ

ト
ー
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち「
誠
実
に
生
き
る
こ
と
は
汝
の
人
生
を
守
る
」

と
い
う
家
訓
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
に
彼
ら
は
、
小
さ
い
時
か
ら
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
改
革
派
の
も
と
で
、
誠
実
に
生
き
る
よ
う
に
厳
し
く
躾
け
ら
れ

た
。
グ
リ
ム
兄
弟
だ
け
が
改
革
派
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
五
人
の
教
授
た

ち
も
す
べ
て
改
革
派
で
あ
る
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
は
も
と
も
と
ル
タ
ー
派
の
根
拠
地
で
、
ル
タ
ー
派

と
改
革
派
は
至
る
所
で
衝
突
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
大
い
に
作
用
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
橋
本
、
二
三
五
頁
）。

 

ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
文
法
』
第
四
巻
を
刊
行
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
子
ど
も

と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
第
三
版
を
刊
行
。
そ
の
後
、
一
八
四
〇
年
、

四
三
年
、
五
〇
年
、
五
七
年
と
版
を
重
ね
、
最
終
版
は
一
八
五
七
年
の
第

七
版
で
、
こ
の
最
終
版
が
今
日
一
番
よ
く
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

一
八
三
八 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、家
族
と
共
に
カ
ッ
セ
ル
に
戻
る
。
兄
弟
、『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』

の
編
纂
を
始
め
る
。
ヤ
ー
コ
プ
『
彼
の
免
職
に
つ
い
て
』、『
一
〇
、一
一

世
紀
の
ラ
テ
ン
詞
』
を
刊
行
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
ロ
ー
ラ
ン
ト
の
歌
』
を

刊
行
。

 

六
月
、
ヤ
ー
コ
プ
初
め
て
鉄
道
に
乗
る
。

 

一
〇
月
一
七
日
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
家
、
カ
ッ
セ
ル
に
到
着
。

一
八
三
九 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
』
を
刊
行
。

一
八
四
〇 

ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
文
法
』
第
一
巻
、
三
版
を
、『
古
判
例
集
』
第
一
巻
、

第
二
巻
を
刊
行
。
兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
第
四
版
を

刊
行
。

一
八
四
一 
兄
弟
、
ベ
ル
リ
ン
へ
移
住
。
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六
〇

̶ ̶

一
八
四
二 

ヤ
ー
コ
プ
『
古
判
例
集
』
第
三
巻
、『
メ
ル
セ
ブ
ル
ク
の
呪
文
集
』
を
刊
行
。

一
八
四
三 

ヤ
ー
コ
プ
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
。
兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』

第
五
版
を
刊
行
。

一
八
四
四 
ヤ
ー
コ
プ
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
旅
行
。
ヤ
ー
コ
プ
、
ア
ン
デ

ル
セ
ン
を
訪
ね
る
。

一
八
四
六 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
て
第
一
回
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
大
会
。
ヤ
ー

コ
プ
、
議
長
に
指
名
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
こ
の
大
会
で
「
ド
イ
ツ

語
辞
典
」
に
つ
い
て
講
演
。

一
八
四
七 

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
て
第
二
回
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
大
会
。
ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語

に
お
け
る
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
』
を
刊
行
。

一
八
四
八 

ヤ
ー
コ
プ
、
パ
ウ
ロ
教
会
で
の
国
民
会
議
に
議
員
と
し
て
出
席
。
ヤ
ー
コ
プ

『
ド
イ
ツ
語
史
』
を
刊
行
。

 

「
ヤ
ー
コ
プ
は
年
と
共
に
考
え
方
が
過
激
に
な
っ
て
行
く
。
一
八
四
八
年
の

国
民
議
会
で
は
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、彼
は
立
憲
君
主
制
を
唱
え
た
が
、

同
時
に
「
私
に
納
得
で
き
る
の
は
、
特
権
階
級
と
し
て
の
貴
族
階
級
は
な

く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。貴
族
階
級
と
い
う
の
は
、

香
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
華
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
多
分
色
彩
す
ら
な
く

し
て
し
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
最
高
の
も
の
と
し
て
自
由

を
置
こ
う
と
思
い
ま
す
。
自
由
よ
り
な
お
高
い
も
の
を
加
え
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
…
…
」
と
言
っ
て
、
階
級
制
度
の
廃
止
を
根
底
に

も
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
た
つ
と
ヤ
ー
コ
プ
の
考
え
は
さ
ら
に
発

展
し
、
…
…
「
年
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、
私
は
民
主
主
義
的
な
考
え
方
に

な
っ
て
い
ま
す
」」（
橋
本
、
三
二
二
頁
以
下
）
と
表
明
し
て
い
る
。

一
八
四
九 

ヤ
ー
コ
プ
『
学
校
、
大
学
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に
つ
い
て
』
を
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

『
フ
ラ
イ
ダ
ン
ク
に
つ
い
て
』、『
古
代
ド
イ
ツ
談
義
』
を
、そ
れ
ぞ
れ
刊
行
。

一
八
五
〇 

ヤ
ー
コ
プ
『
所
有
の
こ
と
ば
』
を
刊
行
。
兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ

ン
集
』
第
六
版
を
刊
行
。

一
八
五
一 

ヤ
ー
コ
プ
『
言
語
の
起
源
に
つ
い
て
』
を
刊
行
。
こ
の
本
は
一
八
六
二
年
ま

で
に
五
版
を
重
ね
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
音
韻
の
歴
史
に
つ
い
て
』
を
刊

行
。

一
八
五
二 

兄
弟
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
第
一
回
配
本
を
開
始
。

一
八
五
三 

ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
史
』
第
二
版
を
刊
行
。

一
八
五
四 

兄
弟
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
第
一
巻
を
、
ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
法
律
古
事
誌
』

第
二
版
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
。

一
八
五
六 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
コ
メ
ン
タ
ー
ル
付
き
、

第
三
巻
、
第
二
版
を
刊
行
。

一
八
五
七 

兄
弟
『
子
ど
も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
第
七
版
を
刊
行
。

一
八
五
九 

一
二
月
一
六
日
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
死
去
。
マ
テ
ウ
ス
教
会
墓
地
に
埋
葬
さ
れ

る
。
ヤ
ー
コ
プ
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
「
シ
ラ
ー
の
思
い

で
」
と
題
し
て
講
演
。

一
八
六
〇 

兄
弟
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
第
二
巻
を
刊
行
。
ヤ
ー
コ
プ
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
に
お
い
て
「
老
齢
に
つ
い
て
」（
一
月
二
六
日
）、「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
の
思
い
で
」（
七
月
五
日
）
と
題
し
て
講
演
。

一
八
六
二 

ヤ
ー
コ
プ
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
第
三
巻
を
刊
行
。
こ
の
事
典
編
纂
は
そ
の
後

も
続
け
ら
れ
、
一
九
六
一
年
に
よ
う
や
く
完
成
。

 

文
久
遣
欧
使
節
団
、
ベ
ル
リ
ン
を
訪
問
。

一
八
六
三 

ヤ
ー
コ
プ
『
古
判
例
集
』
第
四
巻
を
刊
行
。
こ
の
編
集
作
業
は
彼
の
死
後
も

続
け
ら
れ
、
一
八
六
九
年
に
、
全
七
巻
で
完
結
さ
れ
る
。

 

九
月
二
〇
日
、
ヤ
ー
コ
プ
死
去
。
マ
テ
ウ
ス
教
会
墓
地
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の

墓
に
並
ん
で
埋
葬
さ
れ
る
。
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第
二
章　

 「
グ
リ
ム
童
話
」
と
「
グ
リ
ム
伝
説
」
を 

　

読
み
解
く
人
び
と

前
章
で
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
生
涯
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
か
な
り
詳

細
な
年
表
を
読
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
か
新
し

い
発
見
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
章
で
は
、「
グ
リ
ム
童
話
」
と
「
グ
リ
ム
伝
説
」
を
様
ざ
ま
な
視
点
か

ら
読
み
解
こ
う
と
し
た
人
び
と
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。こ
れ
ら
を
通
し
て
、
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同
じ
テ
キ
ス
ト
（
本
文
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
解
釈
が
あ
る
の 

か
!
と
驚
い
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
最
終
的
に
は
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
理
解
を

ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
の
か
と
い
う
難
問
が
残
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
問
題

に
入
ら
ず
、
そ
の
一
歩
手
前
の
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ
の
名
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
昔
話 
│ 
そ
の
形
式
と
本
質 

│
』（
小
澤
俊
夫
訳
、
岩
崎
美
術
社
、

一
九
六
九
年
） 

で
す
。

1　

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ
は
一
九
〇
九
年
、
ス
イ
ス
の
首
都
ベ
ル
ン
に
生
ま

れ
、
一
九
二
八
年
か
ら
三
五
年
ま
で
ベ
ル
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
の
各

大
学
で
、
ド
イ
ツ
文
学
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
歴
史
学
、
ス
イ
ス
史
学
を
専
攻

し
ま
し
た
。
リ
ュ
テ
ィ
は
、
一
九
四
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

昔
話 

│ 

形
式
と
本
質 

│
』
に
よ
り
、
研
究
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
、
そ
れ
以
後
、
多
く
の
論
文
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
も
優
れ

た
昔
話
研
究
者
の
ひ
と
り
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
一
九
六
八
年
か
ら

一
九
七
九
年
ま
で
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
の
教
授
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
口
承
文

学
を
教
え
、
一
九
七
九
年
に
七
〇
歳
で
退
官
し
、
一
九
九
一
年
に
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話 

│ 

そ
の
形
式
と
本
質  

│
』
の
目
次
は
、「
序

説
」「
一
次
元
性
」「
平
面
性
」「
抽
象
的
様
式
」「
孤
立
性
と
普
遍
的
結
合
の

可
能
性
」「
純
化
と
含
世
界
性
」「
昔
話
の
機
能
と
意
義
」「
昔
話
研
究
に
つ

い
て
」
の
八
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
特
に
「
一
次
元
性
」

と
「
平
面
性
」
と
「
抽
象
的
様
式
」
の
三
つ
は
、
著
者
の
言
う
昔
話 

（Volksm
ärchen

）  

の
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

三
つ
の
用
語
の
意
味
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、私
た
ち
は
、

昔
話
を
読
む
た
め
の
三
つ
の
カ
ギ
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
速
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
彼
の
書
物

を
正
確
に
読
む
た
め
の
二
つ
の
コ
ツ
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。一
つ
は
、「
昔
話
」

の
特
徴
が
論
じ
ら
れ
る
場
面
で
、「
伝
説
」
と
の
違
い
を
思
い
起
こ
す
よ
う

に
努
め
る
こ
と
で
す
。
彼
の
場
合
、「
昔
話
」
は
、
常
に
「
伝
説
」
と
対
比

し
つ
つ
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
端
こ
の
こ
と
を
身
に
つ
け
る
な
ら

ば
、
彼
の
主
張
は
か
な
り
明
確
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
の
認
識
に
は
、

反
対
概
念
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
に
、
よ
り
明
確
に
な
る
と
い
う
性
質
が
あ

る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、「
白
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
反
対
の
「
黒
」
と

い
う
言
葉
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
に
、
そ
の
意
味
内
容
が
よ
り
豊
か
に
な
り

ま
す
。
リ
ュ
テ
ィ
の
著
作
を
読
む
際
に
は
、
是
非
、
こ
の
「
昔
話
」
と
「
伝

説
」
の
対
比
を
思
い
起
こ
し
て
下
さ
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
の
研
究
方
法
の
特
徴
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
今
日
、
昔

話
を
含
む
口
承
文
芸
は
、
民
俗
学
、
民
族
学
、
神
話
学
、
深
層
心
理
学
、
教
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育
学
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
社
会
史
と
い
っ
た
諸
学
問
の
研
究
対
象
と
さ
れ
て

お
り
、
ど
の
立
場
に
立
っ
て
研
究
す
る
か
に
よ
り
、
同
じ
テ
キ
ス
ト
で
も
か

な
り
違
っ
た
側
面
が
強
調
さ
れ
ま
す
。
で
は
、
リ
ュ
テ
ィ
の
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
彼
の
立
場
は
文
芸
学
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
に
な
じ

ん
で
い
る
ひ
と
で
あ
れ
ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
の
ひ
と
は

少
し
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
目

の
前
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
背
後
に
遡
ろ
う
と
せ
ず
に
、
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体

の
構
造
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
方
法
で
す
。
時
間
的
に
言
え
ば
、
対
象
を
過

去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
軸
の
中
で
考
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
共
時
的

に
捉
え
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

こ
の
方
法
に
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
、
す
で
に
私
た
ち
の
う
ち
に
、
時
間

軸
に
そ
っ
て
考
え
る
と
い
う
習
慣
が
根
づ
い
て
い
る
た
め
で
す
。
し
か
し
こ

れ
は
、
最
初
か
ら
身
に
つ
い
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
中
学
生
ぐ
ら
い
か
ら
学

習
に
よ
っ
て
培
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、「
歴
史
」
と
い
う
言

葉
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
あ
る
テ
キ
ス
ト
を
こ
の
時
間
軸
の
中
で
考
え
る
と
い
う

作
業
は
、
い
わ
ば
大
人
の
作
業
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
間
軸
を
排
除

す
る
仕
方
で
考
え
る
こ
と
は
、
大
人
の
常
識
に
反
し
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
に

違
和
感
が
生
じ
ま
す
。
歴
史
学
的
方
法
と
文
芸
学
的
方
法
の
こ
の
違
い
を
あ

ら
か
じ
め
予
想
し
て
お
く
な
ら
ば
、
無
用
な
混
乱
は
避
け
ら
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
両
者
は
、
最
終
的
に
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
学

際
的
方
法
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
ま
す
。

　
「
一
次
元
性
」

昔
話
や
伝
説
に
は
、
人
間
、
動
物
、
そ
し
て
鳥
の
他
に
、
地
下
住
民
、
森

や
水
の
精
、
巨
人
、
小
人
、
魔
女
、
恩
義
に
報
い
る
死
者
と
い
っ
た
、
別
次

元
に
住
む
存
在
が
登
場
し
ま
す
。
彼
ら
は
超
越
的
世
界
な
い
し
彼
岸
に
住
む

存
在
で
あ
り
、
リ
ュ
テ
ィ
は
彼
ら
を
彼
岸
者
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
彼
岸
者
の

住
む
超
越
的
世
界
に
対
し
、
私
た
ち
人
間
の
住
む
世
界
が
此
岸
で
あ
り
、
そ

こ
に
住
む
者
が
此
岸
者
で
す
。

リ
ュ
テ
ィ
が
問
題
と
す
る
の
は
、
こ
の
彼
岸
者
と
此
岸
者
の
関
係
で
す
。

し
た
が
っ
て
「
一
次
元
性
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
直
ち
に
超
越
的
世
界
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
二
つ
の

世
界
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
し
か
も
感
情
の
面
で
両
者
の
区

別
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
れ
が
「
一
次
元
性
」
と
い
う
用
語
に
込

め
ら
れ
た
意
味
内
容
で
す
。
例
え
ば
彼
は
こ
う
言
い
ま
す
。

「
昔
話
の
人
物
た
ち
は
、
主
人
公
も
脇
役
も
こ
れ
ら
の
彼
岸
者
た
ち
が
ま

る
で
自
分
た
ち
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
彼
ら
と
の
交
渉
を
も

つ
。
…
…
昔
話
の
人
間
た
ち
に
は
自
分
と
彼
岸
者
と
の
間
の
隔
絶
の
体
験
は

な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
彼
岸
者
は
援
助
者
ま
た
は
迫
害
者
と
し
て
重
要
な
の

で
あ
っ
て
、
彼
岸
者
の
出
現
自
体
に
は
興
味
が
な
い
」（
九
頁
以
下
）。「
昔

話
の
な
か
に
は
超
越
的
不
安
と
か
、
超
越
的
好
奇
心
と
い
う
も
の
は
な
い
。
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も
し
好
奇
心
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
普
通
の
世
界
的
好
奇
心

で
あ
る
」（
一
一
頁
以
下
）。「
魔
女
や
竜
や
巨
人
な
ど
は
、
彼
ら
に
と
っ
て

は
人
間
の
悪
漢
や
盗
賊
と
同
じ
程
度
の
怖
さ
な
の
で
あ
る
」（
一
二
頁
）。「
昔

話
で
も
此
岸
的
人
物
と
彼
岸
的
人
物
は
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
互
い

に
接
し
て
存
在
し
て
お
り
、
何
の
こ
だ
わ
り
も
な
く
交
渉
を
も
っ
て
い
る
。

昔
話
の
此
岸
者
は
、
彼
岸
者
の
な
か
に
別
の
次
元
を
感
じ
る
感
情
を
も
っ
て

い
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
私
は
昔
話
の
《
一
次
元
性
》
を
と
な
え
る
の

で
あ
る
」（
一
七
頁
）。

こ
の
最
後
の
引
用
で
は
、
別
の
次
元
の
存
在
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、「
別

の
次
元
を
感
じ
る
感
情
」
が
欠
如
し
て
い
る
事
態
を
「
一
次
元
性
」
と
呼
ん

で
い
ま
す 

│ 

な
お
翻
訳
で
は
、「
一
元
性
」
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
小
澤
俊
夫
著
『
グ
リ
ム
童
話
2
0
0
歳
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研

究
所
、
二
〇
一
二
年
） 

で
は
、
同
じ
内
容
が
「
一
次
元
性
」（
一
三
五
頁
） 

と

言
い
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
論
で
は
「
一
次
元
性
」
と
い
う

用
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
「
平
面
性
」

前
項
に
お
い
て
、
昔
話
で
は
、
超
越
的
世
界
と
日
常
生
活
は
連
続
し
て
お

り
、
両
者
の
間
に
断
絶
は
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。
し
か
し
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
昔
話
で
は
、
日
常
的
感
覚
が
そ
の
ま
ま
支
配
し
て
い
る
と

考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
こ
に
登
場
す
る
人
間
や
物
は
、
あ
た
か

も
具
体
的
な
肉
体
や
血
縁
関
係
を
も
た
な
い
か
の
ご
と
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
女
主
人
公
の
手
や
腕
が
切
り
取
ら
れ
た
り
、
馬
の
脚
が
狼
に

食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
り
し
て
も
、血
が
流
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。リ
ュ
テ
ィ

は
こ
れ
を
「
昔
話
の
登
場
者
は
あ
た
か
も
紙
で
作
っ
た
図
形
の
よ
う
で
、
好

き
な
よ
う
に
切
り
取
っ
て
も
別
に
本
質
的
変
化
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
」

（
二
一
頁
） 

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
は
「
感
情
の
世
界
そ
の
も
の
」

（
二
三
頁
） 

が
欠
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
内
面

的
に
た
め
ら
う
こ
と
も
、
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
内
面
的
世
界
が
な
い

の
で
す
。
昔
話
に
登
場
す
る
図
形
的
人
間
は
常
に
冷
静
で
あ
り
、
立
腹
、
嫉

妬
、
所
有
欲
、
愛
情
と
い
っ
た
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
本
来

の
意
味
で
の
感
情
の
高
揚
や
欲
望
あ
る
い
は
情
熱
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
「
昔
話
は
残
酷
な
刑
罰
は
知
っ
て
い
る
が
、
復
讐
心
は
知
ら

な
い
。（
悪
人
が
主
人
公
自
身
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い

と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
な
い
。
そ
れ
を
受
け
も
つ
の
は
脇
役
か
彼
岸
者
で
あ

る
）。 

昔
話
は
婚
約
や
結
婚
を
知
っ
て
は
い
る
が
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情

は
知
ら
な
い
。
昔
話
は
彼
岸
者
を
知
っ
て
は
い
る
が
、
超
越
的
感
情
は
知
ら

な
い
。
そ
も
そ
も
昔
話
は
感
情
の
世
界
を
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。
昔
話
は

そ
れ
を
物
語
の
す
じ
の
な
か
に
お
き
か
え
、
内
的
世
界
を
外
的
事
件
の
平
面

へ
と
移
し
か
え
る
」（
二
七
頁
） 

と
い
う
説
明
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
昔
話
に
は
時
間
の
次
元
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
若
者
や
老
人
が
登
場
し
て
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も
、
彼
ら
は
成
長
し
た
り
、
老
化
し
た
り
し
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
昔
話
の

若
い
主
人
公
は
「
永
遠
の
青
春
」（
三
六
頁
） 

の
な
か
に
お
り
、
老
人
は
老

い
た
ま
ま
で
す
。こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
立
体
性
を
欠
く
事
態
を
、リ
ュ
テ
ィ

は
「
平
面
性
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
「
抽
象
的
様
式
」

「
平
面
性
」
は
、
時
間
と
空
間
に
制
約
さ
れ
た
私
た
ち
の
日
常
的
現
実
を

作
り
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
世
界
で
あ
り
、
具
象
的
世
界
の

多
様
性
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
抽
象
化
さ
れ
た
世
界
」

で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
昔
話
に
は
、
こ
の
抽
象
化
に
ふ
さ
わ
し

い
様
式
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、「
鋭
い
輪
郭
と
超
原
色
」
が
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
鋭
い
輪
郭
」
と
は
、
画
家
が
カ
ン
バ
ス
や
画

用
紙
に
絵
を
描
く
際
に
、
細
部
を
省
略
し
、
対
象
の
輪
郭
を
明
確
に
描
く
こ

と
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現
で
す
。
例
え
ば
、
昔
話
に
で
て
く
る
堅
牢
な
家
、
お

城
、
地
下
の
宮
殿
は
、
奥
行
き
の
あ
る
洞
窟
や
茂
み
と
異
な
り
、
周
囲
か
ら

は
っ
き
り
と
目
立
っ
て
い
ま
す
。
登
場
人
物
が
身
に
つ
け
て
い
る
指
輪
、杖
、

刀
な
ど
も
、
そ
の
輪
郭
が
明
確
で
す
。
死
刑
の
宣
告
を
受
け
て
馬
裂
き
の
刑

に
処
せ
ら
れ
る
者
も
、
血
な
ま
ぐ
さ
く
引
き
裂
か
れ
た
り
、
寸
断
さ
れ
た
り

せ
ず
、
寸
分
た
が
わ
ず
ま
ふ
た
つ
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
そ
の
各
部
分
は
明
確

な
線
を
も
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
一
滴
の
血
も
流
れ
ず
、
ま
た
そ
の
固
定
し

た
形
は
少
し
も
そ
こ
な
わ
れ
ま
せ
ん
。
事
物
や
生
物
が
「
金
属
化
」
し
た
り

「
鉱
物
化
」
し
た
り
す
る
傾
向
も
、
同
じ
く
「
鋭
い
輪
郭
」
を
強
調
す
る
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
。
金
属
で
は
黄
金
、
銀
、
銅
な
ど
、
高
貴
で
稀
な
も
の

が
好
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
対
象
を
孤
立
化
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
孤
立
化
は
、
そ
も
そ
も
昔
話
の
登
場
者
や
物
が
時
間
的
空
間
的
制
約

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
二
つ
の

現
象
が
伴
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
そ
の
登
場
者
や
物
が
具
体
性
を
失
う
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る「
純
化
」と
い
う
印
象
で
す
。
例
え
ば
、そ
こ
に
登
場
す
る「
王
」

や
「
王
子
」
は
、
現
実
的
な
権
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
昔
話
が

好
む
「
極
端
な
存
在
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
昔
話
は
、
こ
の
形
式
が
貫
か
れ
る

か
ぎ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
第
二

の
現
象
で
あ
り
、
リ
ュ
テ
ィ
は
こ
れ
を
「
含
世
界
性
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
昔
話
は
、
日
常
的
な
も
の
で
あ
れ
、
非
日
常
的
な
も
の
で
あ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
現
実
味
の
な
い
、
し
か
も
孤
立
し
た
も
の
と
し
て
取
り
込

む
こ
と
が
で
き
る
様
式
を
備
え
て
い
ま
す
。
そ
の
孤
立
し
た
も
の
を
結
び
つ

け
る
の
は
話
の
筋
だ
け
で
あ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
内
容
が
孤
立
し
て
い
る

た
め
、
同
じ
よ
う
な
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
厭
い
ま
せ
ん
。
い
や
、

む
し
ろ
そ
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

色
彩
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
現

実
生
活
で
は
、
原
色
よ
り
も
中
間
色
の
方
が
は
る
か
に
多
い
の
で
す
が
、
昔

話
で
は
「
超
原
色
」
が
好
ま
れ
ま
す
。
リ
ュ
テ
ィ
は
そ
の
例
と
し
て
、金
、銀
、
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赤
、
白
、
黒
、
そ
し
て
紺
青
を
上
げ
て
い
ま
す
。
中
間
色
と
し
て
は
灰
色
し

か
表
れ
ず
、
昔
話
に
お
い
て
こ
の
色
は
金
属
的
性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。
昔

話
の
馬
は
、
黒
か
白
、
あ
る
い
は
赤
で
す
。
森
は
「
大
き
い
森
」
や
「
暗
い

森
」
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
は
で
あ
っ
て
も
、「
緑
の
森
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
、
昔
話
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
「
一
次
元
性
」
と
「
平
面
性
」
と
「
抽

象
的
様
式
」
の
意
味
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、次
に
、そ
も
そ
も
リ
ュ
テ
ィ

は
昔
話
と
い
う
文
芸
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
そ
こ
に
は
ど
ん
な
人
間
像
が
み
ら
れ
る
の
か
、を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
一
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、「
一
見
」、
す
で
に
説
明
し
た
「
抽
象
的

様
式
」と
い
う
言
葉
に
内
包
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

「
抽
象
」
は
「
具
象
」
に
対
応
す
る
用
語
で
あ
り
、
近
代
科
学
の
発
想
を
前

提
に
す
る
と
、「
抽
象
」
と
は
個
々
の
具
体
的
事
物
や
事
例
か
ら
、
そ
れ
ら

を
貫
く
よ
り
普
遍
的
な
も
の
を
抜
き
だ
す
こ
と
を
意
味
し
、
自
然
科
学
で
は

法
則
性
の
認
識
に
至
る
過
程
を
指
し
ま
す
。
そ
こ
で
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
は

本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、
具
象
よ
り
も
高
い
価
値
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
昔
話
に
は
「
抽
象
的
様
式
」
が
み
ら
れ
る
と
い
う

表
現
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
昔
話
は
子
供
だ
ま
し
の
ウ
ソ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
「
か
の
よ
う
で
す
」。

で
は
、
文
芸
学
研
究
者
リ
ュ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
昔
話
と
は
ど
の
よ
う
な
文

芸
な
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

「
昔
話
は
素
朴
な
ひ
と
の
た
め
の
文
学
で
は
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
素
朴

な
ひ
と
に
よ
る
文
学
で
は
あ
り
え
な
い
。
昔
話
は
純
粋
な
文
学
と
し
て
、
た

ぶ
ん
高
度
な
芸
術
家
の
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
民
衆
の
と
こ
ろ
ま
で
降
り

て
き
た
の
で
あ
る
。
昔
話
は
純
粋
な
文
学
的
観
照
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
夢
想
的
観
照
と
呼
ぶ
こ
と
は
確
か
に
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
疑

い
も
な
く
詩
人
の
白
昼
夢
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
普
通
の
夜
の
夢
で
は
な
い
」

（
一
七
七
頁
以
下
）。

「
民
衆
は
昔
話
の
運
搬
者
で
あ
り
養
育
者
で
あ
る
が
、
創
作
者
で
は
な
い
。

昔
話
は
、
予
言
的
な
詩
人
が
民
衆
に
与
え
た
贈
り
も
の
で
あ
ろ
う
と
私
に
は

思
わ
れ
る
。
昔
話
の
そ
も
そ
も
の
創
作
者
は
だ
れ
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
に
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
創
作
者
た
ち
が
、
昔
話
を
ど
の
程

度
民
衆
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ま
た
口
承
に
適
し
た
形
式
で
民
衆
に
提
供
し
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
元
来
の
昔
話
が
民
衆
の
口
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
洗
練
さ
れ
た
の
は
ど
の
程
度
ま
で
な
の
か
、
と
い
う
問
題
は
確
証
困
難

な
こ
と
で
あ
る
」（
一
七
八
頁
以
下
）。

こ
の
二
つ
の
引
用
文
の
内
容
と
あ
の
「
抽
象
的
様
式
」
と
い
う
表
現
は
、

う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
引
用
文
に
で
て
く
る
「
観
照
」
と
は
、
元
来
、
主
観
を
交
え
ず
に
冷
静

に
現
実
を
見
つ
め
る
こ
と
を
意
味
し
、
美
学
で
は
、
美
を
直
接
的
に
認
識
す
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る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
こ
で
い
う
観
照
が
、
概
念
的
な
も
の
な

の
か
、
そ
れ
と
も
直
観
的
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
項
の
冒

頭
部
分
で
、「
抽
象
」
を
説
明
す
る
際
に
、「
具
象
」
と
の
対
比
を
用
い
て
、「
よ

り
普
遍
的
な
も
の
を
抜
き
だ
す
」
こ
と
と
し
て
説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
「
概
念
的
な
も
の
」
に
近
い
説
明
で
す
。
し
か
し
、も
し
も
こ
の
「
抽

象
」
が
よ
り
「
直
観
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
最
初
の
説
明
は
正
し

く
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の

説
明
の
最
初
に
「
一
見
」
と
言
い
、
最
後
に
「
か
の
よ
う
で
す
」
と
述
べ
た

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
原
因
は
、「
直
観
的
な
」
内
容
が
「
抽
象
」

と
い
う
語
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

も
し
も
「
抽
象
的
様
式
」
と
い
う
表
現
を
「
直
観
的
様
式
」
と
改
め
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
は
た
し
て
リ
ュ
テ
ィ
の
問
題
意
識
が
こ
の
変
更
を

認
め
る
の
か
ど
う
か
、
最
終
的
に
は
こ
れ
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
筆
者
は
、

リ
ュ
テ
ィ
が
教
育
と
の
関
連
で
昔
話
の
人
間
像
を
取
り
上
げ
る
際
に
、
昔
話

は
信
頼
を
基
本
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
不
安
を
内
包
す
る
伝
説
よ
り
も
先
に
提

示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
注
目
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
初
め
か
ら
、
昔
話
は
子
ど
も
に
も
分
か
る
、
と
い
う
前
提

で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
昔
話
は
概
念
の

世
界
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
よ
り
直
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
「
直
観
的
様
式
」
が
昔
話
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
子
供
た
ち
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
実
は
、
子
ど
も
に
も
、
そ

の
よ
う
な
直
観
的
認
識
能
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。
理
性
的
認
識
だ
け
で
な
く
直
観
的
認
識
に
も
普
遍
性
が
認
め
ら
れ
る
と

す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
議
論
も
十
分
に
可
能
で
す
。

そ
れ
で
は
第
二
の
問
い
、
つ
ま
り
昔
話
は
人
間
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
み

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
リ
ュ
テ
ィ
の
発
言
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
が
昔
話
の
な
か
に
み
い
だ
す
も
の
は
、
人
間
存
在
の
本
質
的

諸
関
係
を
孤
立
的
、
浄
化
的
に
、
か
つ
ひ
と
つ
の
秩
序
を
あ
た
え
な
が
ら
叙

述
す
る
冒
険
物
語
で
あ
る
」（
二
一
六
頁
以
下
）。

「
昔
話
の
え
が
く
主
人
公
は
、
究
極
的
に
は
孤
立
し
た
、
し
か
し
普
遍
的

に
関
係
を
結
ぶ
能
力
の
あ
る
人
間
な
の
で
あ
る
。
明
白
な
内
的
真
実
を
も
っ

た
ひ
と
つ
の
人
間
像
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
と
い
う
も
の
は
く
り
か
え
し

援
助
が
与
え
ら
れ
る
が
、
究
極
的
に
は
孤
独
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
人
間

は
自
然
の
諸
力
に
身
を
ま
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
人
間
は
、
昔
話

の
主
人
公
が
自
分
の
出
会
う
「
彼
岸
者
」
の
宇
宙
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
と
お
な
じ
く
、
そ
う
し
た
自
然
の
諸
力
の
全
体
的
関
連
を
見
き
わ

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
伝
説
で
は
人
間
は
観
察
者
で
あ
り
、
告
白
者

で
あ
り
、
未
知
の
世
界
へ
の
突
入
者
で
あ
る
」（
二
〇
〇
頁
以
下
）。

「
ま
る
で
昔
話
は
わ
れ
わ
れ
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
保
証
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
前
自
身
は
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
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へ
い
く
の
か
を
知
ら
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
力
が
、
ど
の
よ
う

に
お
ま
え
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
か
知
ら
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
ど
の

よ
う
な
関
係
の
な
か
に
自
分
が
う
め
ら
れ
て
い
る
の
か
知
ら
な
く
て

も 
│ 
お
前
は
自
分
が
深
い
意
味
の
あ
る
関
係
の
な
か
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
確
信
し
て
よ
ろ
し
い
と
」（
一
六
六
頁
以
下
）。

以
上
が
、
一
九
四
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話 

│ 

そ

の
形
式
と
本
質 

│
』
の
概
要
で
す
。
次
に
、
一
九
七
五
年
に
出
版
さ
れ
た 

『
昔
話　

そ
の
美
学
と
人
間
像
』（
小
澤
俊
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
） 

の
第
五
章
「
人
間
像
」
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
両
者
の
間
に
二
八

年
の
時
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
な
考
え
方
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
章
は
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
」、「
脇
役
と
小
道
具
」、「
問
題
性
」

の
三
項
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。簡
単
に
そ
の
内
容
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら

れ
ま
す
。
① 

主
人
公
は
ひ
と
り
っ
子
あ
る
い
は
末
っ
子
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
こ
こ
に
は
「
最
後
部
優
先
の
原
理
」
が
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
主
人
公

は
、「
帰
郷
者
」
で
は
な
く
、「
本
質
的
に
、
い
わ
ば
空
の
な
か
へ
出
発
し
て

い
く
人
間
、
さ
ま
よ
い
出
る
人
間
」（
二
九
九
頁
） 

で
す
。
主
人
公
は
孤
立

者
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
欠
如
を
も
っ
た
存
在
」
で
す
。

し
か
し
同
時
に
、
主
人
公
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
援
助
者
と
関
係
を
結
ぶ
能
力
が

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
孤
立
が
、
普
遍
的
に
関
係
を
結
ぶ
行
為
の

前
提
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
② 

主
人
公
は
、
タ
ブ
ー
違
反
に

よ
っ
て
起
こ
る
回
り
道
を
通
し
て
、
次
の
段
階
へ
と
上
昇
し
て
行
く
存
在
で

す
。
た
だ
し
自
分
の
運
命
を
自
力
で
開
拓
し
て
行
く
の
で
は
な
く
、
外
側
か

ら
の
援
助
を
当
て
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、「
宗
教
的
傾
向
」（
三
〇
五
頁
） 

が
み
ら
れ
ま
す
。
③ 

主
人
公
は
旅
人
で
あ
り
、
行
動
者
で
す
。
決
し
て
詮

索
す
る
者
で
も
、
研
究
者
で
も
、
哲
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
む

し
ろ
、
昔
話
で
は
な
く
伝
説
の
主
人
公
の
特
徴
で
す
。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人

公
は
、
援
助
者
の
起
源
も
、
自
己
も
、
世
界
も
探
求
せ
ず
、
世
界
を
く
ま
な

く
歩
き
、
行
動
す
る
だ
け
で
す
。
④ 

主
人
公
は
、
救
済
を
待
ち
望
む
、
緊

張
感
の
な
か
に
生
き
て
い
る
存
在
で
す
が
、
こ
れ
に
耐
え
る
こ
と
に
よ
り
、

他
人
に
対
し
て
援
助
者
や
救
助
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
み
す

ぼ
ら
し
い
者
、
障
害
の
あ
る
者
こ
そ
が
救
助
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
⑤ 

魔
法
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
人
間
が
救
済
を
待
ち
望
む
存
在

で
あ
る
こ
と
を
証
言
し
て
お
り
、「
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
宗

教
的
感
情
の
近
く
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
」（
三
一
四
頁
以
下
）　

分
か
り
ま

す
。

　
「
脇
役
と
小
道
具
」

「
脇
役
」
に
も
「
主
役
」
と
の
共
通
性
が
み
ら
れ
、救
済
者
で
あ
る
こ
と
も
、

42



六
八

̶ ̶

救
済
を
待
ち
望
む
者
で
あ
る
こ
と
も
、
さ
ら
に
そ
の
両
者
で
あ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
し
か
も
伝
説
の
場
合
と
異
な
り
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
長
い
複
数
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
つ
物
語
で
あ
る
た
め
、
脇
役
も
小
道
具
も
、
伝
説
、
笑
話
、

寓
話
に
お
け
る
よ
り
も
、は
る
か
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。
な
お
、

メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
と
物
と
の
付
き
合
い
方
を
見
る
と
、
私
た
ち
の
経
験

と
異
な
り
、
主
人
公
が
物
の
と
り
こ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

主
人
公
が
物
に
執
着
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
人
公
は
、
一
度
も
ら
っ

た
魔
法
の
物
を
、
必
要
と
し
な
い
間
は
忘
れ
て
お
り
、
必
要
な
と
き
に
い
つ

で
も
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。な
お
こ
の
小
道
具
に
は
、

魔
法
の
物
だ
け
で
な
く
日
常
的
な
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に

と
っ
て
そ
れ
ら
は
共
に
重
要
な
も
の
で
す
。

　
「
問
題
性
」

こ
の
項
は
、
分
か
り
や
す
い
箇
所
と
分
か
り
に
く
い
箇
所
の
入
り
交
じ
っ

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
は
、
リ
ュ
テ
ィ
が
い
く
つ
か
の
批

判
や
疑
問
に
答
え
る
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
、
彼
は
自
ら

の
立
場
を
説
明
す
る
た
め
に
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
人
間
像
」
と
「
伝
説
の
人

間
像
」
を
対
比
的
に
要
約
し
、
こ
の
二
つ
の
人
間
像
は
相
補
的
に
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
と
こ
ろ
が
分
か
り
や
す
い
部
分
で
す
。

次
に
彼
は
こ
れ
を
前
提
に
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
残
酷
か
?
」「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は

抑
圧
的
か
?
」「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
お
け
る
悪
と
は
何
か
?
」
と
い
っ
た
問
題

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
リ
ュ
テ
ィ
は
学
際
的
知
見
を
引

用
し
つ
つ
議
論
を
進
め
る
た
め
、
次
第
に
、
そ
の
引
用
さ
れ
た
知
見
と
彼
の

説
く
文
芸
論
の
関
係
が
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
ユ
ン
グ
派
の
解
釈
に
対
す
る
彼
の
対
応
は
、
肯
定
的
で
あ
り
つ

つ
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
注
意
深
く
読
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
話
の
流
れ
と
重
な
る
前
半
部
に
焦
点
を
絞

り
、
改
め
て
、
リ
ュ
テ
ィ
の
捉
え
た
「
人
間
像
」
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
き

ま
す
。
彼
自
身
に
よ
る
ま
と
め
を
引
用
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
人
間
像
」

「
人
間
は
援
助
と
救
助
者
を
あ
て
に
し
て
い
る
し
、
必
要
な
と
き
に
は
期

待
ど
お
り
の
援
助
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
援
助
者
は
、
ゆ
り
か
ご

か
ら
墓
場
ま
で
、
そ
ば
に
つ
い
て
い
て
く
れ
る
。
人
間
は
高
度
に
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
遠
い
高
い
目
標
に
到
達
す
る
能
力
も
も
っ

て
い
る
。
人
間
は
行
動
者
で
あ
る
。
人
間
は
強
い
緊
張
と
酷
使
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
目
標
に
は
、
し
ば
し
ば
間
接
的
に
回
り
道
を
し
て
到
達

す
る
。
人
間
に
は
変
化
す
る
能
力
が
あ
り
、
発
達
す
る
能
力
が
あ
る
。
自
分

の
実
力
を
発
揮
し
て
み
せ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
し
お
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

他
人
へ
の
救
い
手
と
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
他
人
を
堕
落
さ
せ
る
人
間
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
他
人
に
救
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
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あ
る
し
、
他
人
に
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
人
間
は
救
済
者
に
な
り
う

る
し
、
救
済
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」（
三
二
八
頁
）。

　
「
伝
説
の
人
間
像
」

「
伝
説
で
は
、
人
間
は
行
動
者
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
運
命
と
歴
史
に
耐

え
る
者
と
し
て
登
場
す
る
。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
平
面
的
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
図

形
的
人
物
と
は
反
対
に
、
伝
説
の
人
間
は
、
精
神
的
打
撃
を
受
け
る
。
そ
の

体
験
し
た
こ
と
が
人
間
の
魂
の
奥
ま
で
し
み
こ
む
。
そ
し
て
人
間
を
病
気
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。し
か
も
そ
の
病
い
が
死
に
い
た
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。

と
き
に
は
狂
気
の
と
り
こ
に
な
る 
│ 
こ
れ
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
で
は
決
し

て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
…
…
伝
説
の
人
間
は
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
メ

ル
ヒ
ェ
ン
の
図
形
的
登
場
人
物
も
、怖
が
る
こ
と
は
あ
る
。
野
獣
に
対
し
て
、

竜
に
対
し
て
、
魔
女
や
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
怪
物
に
対
し
て
。
だ
が
彼
ら
は

《
具
体
的
な
》
危
険
を
怖
が
る
の
で
あ
っ
て
、
超
越
的
不
安
と
か
不
特
定
の

も
の
に
対
す
る
不
安
、
不
気
味
な
も
の
に
対
す
る
不
安
は
、
彼
ら
に
は
無
縁

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
う
い
う
不
安
は
、
根
本
的
に
い
っ
て
、
人
間
に
ふ

さ
わ
し
い
。
口
伝
え
の
伝
説
は
人
間
を
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い
る
。

体
験
者
と
し
て
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
人
間
は
詮
索
者
に
な
る
。
彼
は
、
自
分
を

感
動
さ
せ
た
り
震
撼
さ
せ
た
り
不
安
が
ら
せ
た
り
す
る
力
の
由
来
と
本
質
を

探
究
す
る
。
解
明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
説
明
を
求
め
る
。
そ
の
ば
あ
い
、

聖
者
伝
の
登
場
人
物
の
よ
う
に
、
宗
教
的
信
仰
の
確
信
と
か
教
義
に
た
よ
る

こ
と
を
し
な
い
。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
や
聖
者
伝
の
登
場
人
物
と
違
っ
て
、
伝
説
の

人
間
は
、
高
度
に
質
問
者
で
あ
る
」（
三
二
九
頁
以
下
）。

こ
れ
ら
二
つ
の
人
間
像
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
「
行
動
者
」
と
し
て
の
側

面
と
「
体
験
者
」
と
し
て
の
側
面
を
表
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
同
じ
人
間
の

ひ
と
つ
の
可
能
性
で
す
。
こ
の
前
提
に
立
ち
、
リ
ュ
テ
ィ
は
先
に
上
げ
た
よ

う
な
い
く
つ
か
の
問
い
に
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
こ
う

な
り
ま
す
。
① 

子
ど
も
に
対
し
て
は
、二
つ
の
可
能
性
の
う
ち
、ま
ず
前
者
、

つ
ま
り
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
心

の
発
達
段
階
に
即
し
て
い
る
か
ら
で
す
。「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
子
ど
も
の
心
を

信
頼
で
み
た
す
が
、
伝
説
は
不
安
が
ら
せ
る
」（
三
三
二
頁
） 

か
ら
で
す
。

基
本
的
信
頼
の
上
に
立
っ
て
初
め
て
、
ひ
と
は
、
不
安
を
覚
え
つ
つ
も
、
新

た
な
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
② 

メ
ル

ヒ
ェ
ン
の
残
酷
さ
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
独
自
の
極
端
性
と
い
う
様
式
の
結
果
で

あ
り
、
こ
の
様
式
化
の
た
め
に
写
実
性
は
失
わ
れ
、「
一
種
の
ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル
」（
三
三
四
頁
） 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
残
酷
で

あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
て
も
、
そ
こ
に
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育

の
面
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
し
た
が
っ
て
そ
の
影
響
が
異
な
る
こ
と

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
ま
だ
、
悪
を
憎
み
つ
つ
、
悪

人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
成
熟
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
た
だ
し

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
の
攻
撃
性
は
、
本
質
的
に
怪
物
で
あ
る
竜
に
向
け
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ら
れ
て
」（
三
三
八
頁
） 

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
「
竜
」（
悪
） 

に
関
わ
る
問
題
は
こ
れ
以
上
展
開
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
解
釈
・
評
価
は
人
間
理
解

の
根
本
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。③ 

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
王
子
と
王
女
は
、

そ
れ
が
現
実
に
は
い
な
く
な
っ
て
も
、
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
特
別
な
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
力
を
も
っ
て
い
る
」（
三
四
三
頁
）。
こ
れ
が
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン

は
抑
圧
的
か
?
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
答
え
で
す
。
王
や
王
子

が
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
彼
ら
が
極
端
な
人
物
で
あ
り
、
美
の

代
表
者
と
し
て
機
能
し
、
事
柄
の
普
遍
主
義
的
性
質
を
象
徴
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
④ 

戦
争
が
起
こ
る
こ
と
は
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
と
っ
て
自
明
な
こ
と
で

す
が
、
白
兵
戦
の
様
子
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
多
く

の
場
合
、
話
の
筋
を
展
開
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
戦
争

は
「
葛
藤
全
般
、
闘
い
全
般
の
具
体
化
」
で
あ
り
、「
含
世
界
性
の
メ
ル
ヒ
ェ

ン
」
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
「
反
乱
と
革
命
は
、

比
較
的
特
殊
な
現
象
」（
三
四
四
頁
） 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
メ

ル
ヒ
ェ
ン
の
主
た
る
作
用
は
、
い
か
な
る
意
味
で
も
社
会
政
治
的
作
用
で
は

な
く
て
、一
種
の
精
神
衛
生
的
、あ
る
い
は
ま
た
精
神
療
法
的
作
用
」（
三
四
五

頁
） 

で
す
。
⑤ 

「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
の
レ
ベ
ル
に
移
調
し
て
い
る
」
と
の
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
の
見
解

を
肯
定
的
に
受
け
と
め
、
リ
ュ
テ
ィ
は
「
こ
れ
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
根
源
の

こ
と
を
い
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
今
日
に
お
け
る
作
用

を
も
い
っ
て
い
る
」（
三
五
〇
頁
）
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
彼
は
さ
ら
に
こ

れ
と
の
関
連
で
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
な
か
に
心
の
表
現
を
読
み
と
る
ユ
ン
グ
派

の
解
釈
と
そ
の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
も
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
と
っ
て
善
悪
の
区

別
な
い
し
評
価
は
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
厳
密
に
確
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
美
や
善
の
厳
密
な
定
義
を
志
向
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑥ 

メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
竜
や
魔
女
、
人
食
い
を
処
罰
の
対
象
と
み
な
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
「
主
人
公
へ
の
対
立
者
は
、
話
の
す
じ
の
動
か
し
手
」

（
三
五
九
頁
）
で
あ
り
、
物
語
は
、
こ
の
対
立
者
の
思
惑
を
越
え
て
、
最
終

的
に
は
主
人
公
に
と
っ
て
望
ま
し
い
形
に
終
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
メ
ル
ヒ
ェ

ン
に
お
け
る
悪
、
そ
れ
は
物
語
的
に
い
え
ば
、
す
じ
の
酵
素
で
あ
り
、
人
間

学
的
に
い
え
ば
可
能
性
の
発
展
、
展
開
、
現
実
化
の
た
め
の
酵
素
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
弁
悪
魔
論
と
弁
神
論
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
す
じ
と
い
う
枠
の
な
か
で
の
悪
を
、

物
語
技
術
的
に
も
人
間
学
的
に
も
、意
味
の
深
い
も
の
と
考
え
る
」（
三
六
〇

頁
）。
こ
の
意
味
で
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
ま
さ
に
予
防
心
理
学
と
教
育
学
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
部
分
的
で
し
か
な
く
、
全
体
と
し
て
は
人
間
存
在
と
人
間
の

可
能
性
の
鏡
な
の
で
あ
る
」（
三
六
二
頁
）。
こ
の
先
に
起
こ
る
の
が
、
歴
史

相
対
主
義
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
宗
教
と
の
関
わ
り
と
い
う
問
題

に
通
じ
る
は
ず
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
議
論
は
ま
っ
た
く
予
想
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
リ
ュ
テ
ィ
は
、
別
の
箇
所
で
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
言
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及
し
て
い
る
の
で
、
最
後
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
本
質
を
理
解
す
る
上
で
、
避
け
て
通
れ
な

い
重
要
な
問
題
の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
わ
り
で
す
。
前
述

の
如
く
、
リ
ュ
テ
ィ
は
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
」
の
項
で
「
人
間
は
救

済
を
待
ち
望
ん
で
い
る
」（
三
一
四
頁
） 

存
在
で
あ
る
と
語
り
、
さ
ら
に
「
こ

こ
に
い
た
っ
て
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
宗
教
的
感
情
の
近
く
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
」（
三
一
四
頁
以
下
） 

と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
箇
所

に
付
さ
れ
た
注
（
37
）
に
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
」
と
題
す
る
記
述
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
議
論
に
入
る
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
興
味
深
い
記
述
で
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
き
ま
す
。

是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
」

「
魔
法
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
外
面
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
を
あ
ま
り

も
っ
て
い
な
い
。
免
罪
と
恩
寵
は
ほ
と
ん
ど
役
目
を
も
っ
て
い
な
い
。
キ
リ

ス
ト
教
的
人
物
や
制
度
も
同
じ
で
あ
る
。
富
と
権
力
は
決
し
て
軽
ん
じ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
努
力
の
目
標
に
な
っ
て
い
る
。
終
局
的
目
標
は
超
越
的
な
し
あ

わ
せ
で
は
な
く
、
こ
の
世
的
し
あ
わ
せ
で
あ
る
。
魔
法
が
好
ま
れ
て
い
る
。

援
助
は
神
か
ら
く
る
こ
と
は
稀
で
、
い
つ
も
素
姓
の
知
れ
な
い
力
に
よ
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
口
伝
え
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
会
の
産
物
で
な
い

こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
だ
が
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
的

考
え
、
一
般
的
に
宗
教
的
考
え
に
は
近
い
。
つ
ま
り
、
人
間
は
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
し
、
救
済
を
必
要
と
し
て
い
る
。
仮
象
と
実
像
が
分
離
し
て
い

る
。
あ
る
も
の
が
反
対
側
へ
う
っ
て
か
わ
る
。
最
後
の
も
の
が
最
初
の
も
の

と
な
る
。
身
分
の
低
い
も
の
が
高
め
ら
れ
る
。
わ
が
身
を
犠
牲
に
す
る
用
意

の
あ
る
者
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
勝
利
を
お
さ
め
る
。
苦
し
み
を
わ
が
身

に
負
う
者
は
、
自
分
と
他
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る 

…
…
。
そ
れ
ば
か
り

で
は
な
い
、
抽
象
的
に
様
式
化
す
る
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
、
終
結
部
の
讃
美
の
こ

と
ば
で
、
富
と
王
権
や
、
王
女
と
の
結
婚
を
、
物
質
的
現
実
と
し
て
で
な
く
、

人
生
の
完
成
の
し
る
し
と
し
て
示
し
て
い
る 

―
―　

ま
さ
に
「
真
の
富
」

と
し
て
で
あ
っ
て
、
現
実
の
富
と
し
て
で
は
な
い
。
物
質
的
な
も
の
や
純
粋

に
感
覚
的
欲
求
の
満
足
が
最
高
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
は
、
他
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
と
同
様
、
誤
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
そ
う
し

た
考
え
は
本
質
的
に
人
間
的
な
考
え
で
あ
り
、
人
間
そ
れ
自
体
に
と
っ
て
固

有
な
考
え
な
の
で
あ
る
」（
三
七
二
頁
以
下
）。

残
さ
れ
た
課
題

一　
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話 

│ 

そ
の
形
式
と
本
質 

│
』 

は
、
い
う
ま

で
も
な
く
個
々
の
昔
話
の
分
析
を
前
提
と
し
て
著
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
、そ
の
具
体
的
な
例
を
上
げ
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。例
え
ば
、『
昔

話
の
本
質
と
解
釈
』（
福
音
館
書
店
、
一
九
九
六
年 

│ 

こ
れ
は
、『
昔
話
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の
本
質
』（
一
九
七
四
年
） 

と
『
昔
話
の
解
釈
』（
一
九
八
二
年
） 

を
合
本
に

し
て
改
題
し
た
も
の 

） 

は
、
個
々
の
昔
話
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
ま
ず
、
昔
話

の
本
質
を
論
じ
、
次
に
解
釈
の
例
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
リ
ュ
テ
ィ

の
書
物
に
触
れ
る
ひ
と
は
、
初
め
に
こ
の
書
物
を
読
み
、
次
に
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
昔
話 

│ 
そ
の
形
式
と
本
質 

│
』
を
通
し
て
そ
の
理
論
を
確
認
し
、

さ
ら
に
最
初
の
書
物
に
戻
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
践
と
理
論
の

循
環
を
追
体
験
す
る
な
か
で
、
リ
ュ
テ
ィ
の
見
解
に
対
す
る
理
解
も
よ
り
深

ま
る
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

二　

リ
ュ
テ
ィ
は
、
昔
話
の
形
式
と
本
質
を
論
ず
る
際
に
、
常
に
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
伝
説
」
と
の
対
比
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
話
を
進
め
て
い
る
た
め
、

読
者
の
側
に
も
、
十
分
な
読
書
経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
当
た
り
ま

え
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
現
実
に
は
、
例
え
ば
『
グ
リ
ム
童
話
』
と
『
グ

リ
ム
伝
説
』
を
通
読
し
た
う
え
で
個
別
的
研
究
に
入
る
若
者
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
筆
者
が
日
本
の
若
者
に
求
め
る
の
は
、ま
ず
こ
の
通
読
体
験
で
す
。

こ
れ
は
、
や
が
て
多
様
な
解
釈
理
論
を
理
解
し
評
価
す
る
際
に
、
思
わ
ぬ
力

を
発
揮
す
る
か
ら
で
す
。

三　

昔
話
と
伝
説
の
提
供
す
る
「
人
間
像
の
違
い
」
に
関
す
る
議
論
に
お

い
て
、「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
は
子
ど
も
の
心
を
信
頼
で
み
た
す
が
、
伝
説
は
不
安

が
ら
せ
る
」（『
昔
話　

そ
の
美
学
と
人
間
像
』
三
三
二
頁
） 

こ
と
か
ら
考
え

て
も
、
両
者
は
相
補
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、「
信
頼
」
か
ら
「
不
安
」
へ
と
い
う
順
序
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
「
一
次
元
性
」
の
問
題
、
つ
ま
り
厳
密
な
意
味
で
の
超
越
性
の
不

在
と
い
う
問
題
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
一
体
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
。
リ
ュ
テ
ィ
は
「
一
次
元
性
」
か
ら
出
発
し
、そ
れ
か
ら
「
二
次
元
性
」

を
体
験
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て「
不
安
」

や
「
二
次
元
性
」
が
行
き
過
ぎ
た
と
き
に
は
、
再
び
「
信
頼
」
と
「
一
次
元

性
」
に
帰
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場
合
、
最
初

の
一
次
元
性
の
経
験
と
、
不
安
を
経
験
し
た
後
の
一
次
元
性
の
経
験
は
同
質

な
の
で
し
ょ
う
か
。
両
者
の
関
係
に
関
す
る
リ
ュ
テ
ィ
の
見
解
を
さ
ら
に
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
不
安
」
が
社
会
の
病
理
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
「
基
本
的
信
頼
」
の
回
復
で
す
。
そ
の
期
待
は
、
静
か
に
起
こ
り
つ
つ
あ

る
「
大
人
の
童
話
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
へ
の
強
い
期
待
と
重
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
期
待
に
対
す
る
真
の
答
え
は
、
一
体
、
ど
こ
か
ら

や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

四　
「
一
次
元
性
」
と
「
二
次
元
性
」
の
問
題
は
、
否
応
な
し
に
、
昔
話

や
伝
説
は
宗
教
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
特
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
史
に
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
の
相
剋
と
習
合
と
い
う
歴
史
が
あ
る
た
め
、「
一
次
元
性
」
と
「
二

次
元
性
」
の
も
つ
意
味
と
そ
の
影
響
史
を
さ
ら
に
丁
寧
に
跡
づ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
聖
書
が
重
視
さ
れ
て
い
る
社
会
の
な
か
で
、
昔
話
と
伝
説
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
大
人
の
話
で
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あ
っ
た
も
の
が
子
ど
も
の
話
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
昔
話

は
、次
第
に
治
外
法
権
の
権
利
を
獲
得
し
て
い
っ
た
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

グ
リ
ム
兄
弟
は
、
ド
イ
ツ
語
を
話
す
民
族
の
口
承
伝
承
や
歴
史
資
料
を
収

集
す
る
な
か
で
こ
れ
ら
昔
話
や
伝
説
に
出
会
っ
た
と
き
、
言
語
学
的
興
味
や

文
学
的
興
味
を
越
え
て
、
宗
教
の
問
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
問
う
の
は
、
彼
ら
は
た
し
か
に
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
伝
統
の
な
か
で
育
ち
、
そ
れ
を
大
切
に
守

り
つ
つ
生
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

五　
「
抽
象
的
様
式
」
の
説
明
の
際
に
、「
孤
立
性
」
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら

に
昔
話
の
主
人
公
は
基
本
的
に
「
個
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
聞
き
手
や
読
み
手
が
、
主
人
公
と
自
分
を
同
一
視
し
や

す
く
す
る
た
め
の
戦
略
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
個
」
の

も
つ
意
味
と
、
近
代
人
が
宗
教
改
革
の
経
験
を
通
し
て
知
っ
た｢

個｣

の
意

味
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の

｢

大
人
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン｣

を
考
え
る
際
に
、
十
分
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
す
。

36
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目
次序第

一
章　

組
織
神
学
の
主
題
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理

　

一　

神
学

　

二　

教
義
の
真
理

　

三　

組
織
神
学
と
し
て
の
教
義
学

　

四　

教
義
学
の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
の
発
展
と
問
題

　

五　

組
織
神
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理

第
二
章　

神
思
想
と
そ
の
真
理
に
つ
い
て
の
問
い

　

一　
「
神
」
と
い
う
語

　

二　

自
然
的
神
認
識
と
「
自
然
神
学
」

　

三　

自
然
神
学
の
神
証
明
と
哲
学
的
批
判

　

四　

自
然
神
学
の
神
学
的
批
判

　

五　

神
に
関
す
る
人
間
の
「
自
然
的
」
知

第
三
章　

諸
宗
教
の
経
験
に
お
け
る
神
と
神
々
の
現
実

　

一　

宗
教
の
概
念
と
神
学
に
お
け
る
そ
の
機
能

　
　
（
a
）　

宗
教
と
神
認
識

　
　
（
b
）　

宗
教
の
概
念
、
諸
宗
教
の
多
様
性
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
絶
対
性
」

　

二　

宗
教
の
人
間
学
的
か
つ
神
学
的
本
質

　

三　

宗
教
の
真
理
に
つ
い
て
の
問
い
と
宗
教
史

　

四　

宗
教
的
関
係
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第
四
章　

神
の
啓
示

　

一　

啓
示
概
念
の
神
学
的
機
能

　

二　

聖
書
の
啓
示
表
象
の
多
層
性

　

三　

神
学
史
に
お
け
る
啓
示
概
念
の
機
能

　

四　

歴
史
と
し
て
の
啓
示
と
神
の
言
葉
と
し
て
の
啓
示

第
五
章　

三
一
の
神

　

一　

イ
エ
ス
の
神
と
三
一
論
の
初
め

　

二　

 

教
義
学
の
構
造
に
お
け
る
三
一
論
の
位
置
と
三
一
論
的
諸
言
明
の
基
礎

づ
け
の
問
題

　

三　

神
の
諸
位
格
の
区
別
と
統
一

　
　
（
a
）　

 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
啓
示
の
始
ま
り
と
三
一
論
の

伝
統
的
術
語

　
　
（
b
）　

 

三
一
論
的
諸
関
係
の
具
体
的
形
態
と
し
て
の
、
父
、
子
、
聖
霊
の

相
互
的
自
己
区
別

　
　
（
c
） 

三
つ
の
位
格
、
し
か
し
た
だ
ひ
と
り
の
神

　

四　

神
の
歴
史
と
し
て
の
世
界
と
神
の
本
質
の
統
一
性

第
六
章　

神
の
本
質
の
統
一
性
と
そ
の
諸
々
の
属
性

　

一　

神
の
至
高
性
と
、
神
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
理
性
的
弁
明
の
課
題

　

二　

神
の
本
質
と
現
実
存
在
の
区
別

　

三　

神
の
本
質
と
諸
々
の
属
性
、
行
為
の
概
念
に
よ
る
そ
れ
ら
の
結
合

　

四　

神
の
霊
性
、
神
の
知
、
神
の
意
志

　

五　

神
の
行
為
の
概
念
と
、
神
の
諸
属
性
の
教
理
の
構
造

　

六　

神
の
無
限
性 

│ 

神
の
聖
性
、
永
遠
、
全
能
、
遍
在

　
　
（
a
）　

神
の
無
限
性
と
聖
性

　
　
（
b
）　

神
の
永
遠

　
　
（
c
）　

神
の
遍
在
と
全
能

　

七　

神
の
愛

　
　
（
a
）　

愛
と
三
位
一
体

　
　
（
b
）　

神
の
愛
の
諸
属
性

　
　
（
c
）　

神
の
統
一
性

序

教
義
学
と
い
う
概
念
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
全
体

的
記
述
を
「
組
織
神
学
」
と
い
う
表
題
で
表
す
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ

で
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
表
題
は
文
字
ど
お
り
に
受
け
取
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
教
義
学
の
素
材
は
、
そ
の
す
べ
て
の
部
分
に
お
い

て
キ
リ
ス
ト
教
の
神
思
想
の
展
開
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
第
一
章

は
神
学
概
念
の
論
究
か
ら
始
め
ら
れ
る
。

長
い
間
、
わ
た
し
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
全
体
の
体
系
的
統
一
性
を
い
っ
そ
う
明
確
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
た
め
に
、
歴
史
的
諸
問
題
の
混
乱
を
も
た
ら
す
多
様
性
か
ら
解
き

放
た
れ
、
教
義
学
的
な
諸
々
の
テ
ー
マ
の
実
質
的
諸
関
連
に
完
全
に
集
中
す

べ
き
で
あ
る
、
と
。
不
本
意
な
が
ら
わ
た
し
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
の
形
式
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は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
学
問
的
研
究
に
と
っ
て
、
望
ま
し
く
、
し
か
も

到
達
可
能
な
正
確
さ
、
区
別
、
そ
し
て
客
観
性
に
至
り
え
な
い
こ
と
を
認
め

て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は
た
し
か
に
徹
底
的
に
歴
史
的
な
形
成
物
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
史
的 

（historsich

） 

形
態
に

お
け
る
神
の
歴
史
的 （geschichtlich

） 

啓
示
と
、
彼
に
関
す
る
原
始
キ
リ
ス

ト
教
に
よ
る
宣
教
の
告
知
の
諸
々
の
証
言 

│ 

同
様
に
史
的
解
釈
を
通
し

て
の
み
ま
さ
に
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
諸
々
の
証
言 

│ 

に
依
拠

し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は
、
使
徒
の
時
代
以
来
、
イ
エ
ス
の
人
格

と
歴
史
に
お
け
る
神
の
行
為
の
普
遍
的
射
程
を
言
葉
で
的
確
に
表
現
し
よ
う

と
す
る
諸
々
の
努
力
の
流
れ
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
の
術
語
も
、
こ
の
諸
々
の
努
力
の
歴
史
に
お
け
る
そ
の
場
か
ら
切

り
離
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ま
ず
神
学
の
概
念
そ

れ
自
体
に
、
そ
し
て
そ
の
す
べ
て
の
根
本
概
念
に
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の

概
念
の
各
機
能
が
完
全
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の
概
念
が
導

入
さ
れ
る
歴
史
的
場
が
特
定
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
お
け
る
そ
の
用

法
と
そ
の
特
定
の
価
値
の
変
化
が
、
そ
の
た
め
の
規
準
と
な
る
諸
々
の
根
拠

と
共
に
概
観
さ
れ
る
と
き
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
そ
の
と
き
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
批
判
的
で
鋭
敏
な
意
識
を
も
た
な
い
教
義
学
的
術
語
の
使
用
は
、

依
然
と
し
て
比
較
的
曖
昧
で
あ
り
、
素
朴
で
あ
る
。
そ
の
う
え
そ
れ
は
、
言

葉
の
悪
い
意
味
で
「
ド
グ
マ
的
」
な
ま
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の

教
理
の
伝
統
的
言
語
と
い
つ
も
す
で
に
結
び
つ
い
て
い
る
煩
わ
し
い
諸
問
題

を
考
慮
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
試
み
ら
れ
た
諸
々
の
体

系
的
構
成
は
依
然
と
し
て
恣
意
的
で
あ
り
、
拘
束
力
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
ら
の
構
成
に
お
い
て
部
分
的
に
ど
れ
ほ
ど
正
し
い
鋭
敏
な
感
覚  

│ 

そ
の
真
理
内
容
は
、
他
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
判
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る 

│ 

が
明
ら
か
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
批
判
的
で
な
い
か
ら
で

あ
る
。
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
対
す
る
諸
々
の
異
論
は
し
ば
し
ば

あ
ま
り
に
単
純
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
批
評
家
の
目
に
は
、
そ

の
史
的
人
物
像
の
複
雑
さ
と
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
解
釈
の
可
能
性
が
十
分

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
教
義
学
的
諸
概
念
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
の
中
心
的
な
諸
々
の
テ
ー
マ
の
、そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
同
一
化
、

そ
し
て
そ
の
評
価
の
歴
史
的
場
に
つ
い
て
の
省
察
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
人
格
と
歴
史
の
普
遍
妥
当
性
の
表
現
と
し
て
の
そ
の
有
用
性
と
限
界
を
内

容
的
に
判
断
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教

理
の
研
究
と
記
述
の
際
に
は
、
そ
れ
と
共
に
掲
げ
ら
れ
る
真
理
の
諸
要
求
を

考
慮
し
つ
つ
、
歴
史
的
省
察
と
体
系
的
省
察
が
絶
え
ず
結
合
さ
れ
、
貫
徹
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
者
の
趣
向
な
い
し
そ
の
時
々
の
時
代
の
流
行
に

従
っ
た
自
由
な
体
系
化
以
上
の
も
の
を
提
供
す
る
そ
の
内
容
の
純
粋
に
体
系

的
記
述
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
諸
研
究
の
結
果
の
、
事
後
に
な
さ
れ
た
要

約
と
し
て
の
み
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
た
ま
さ
に
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
の
新
た
な
定
式
化
の
た
め
の
基
礎
づ
け
の
過
程
を
そ
れ
に
特
有
な

主
要
問
題
か
ら
展
開
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
所
見 

（B
em

erkungen

） 

は
あ
ら
か
じ
め
、
以
下
の
章
の
論
証

形
式
の
弁
明
と
し
て
、
ま
た
読
者
の
準
備
の
た
め
に
提
示
さ
れ
る
。
た
と
え

歴
史
的
な
細
部
が
問
題
に
な
る
と
し
て
も
、
論
証
過
程
の
展
開
に
と
っ
て
中

心
的
な
事
態
は
現
行
の
本
文
の
な
か
に
姿
を
現
す
。
し
か
し
他
方
で
、
論
証

過
程
の
概
要
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
注
で
取
り
扱
わ
れ
な
い
場
合

に
は
、
個
々
の
詳
説
な
い
し
解
説
は
、
小
さ
な
文
字
で
表
記
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
歴
史
的
事
態
の
論
究
は
決
し
て
歴
史
的
な
古
い
意
味
を
も
つ
だ
け
で
は

な
い
。
同
時
代
の
文
献
と
の
取
り
組
み
と
同
様
に
そ
の
選
択
は
、
体
系
的
論

証
の
発
展
に
と
っ
て
必
然
的
と
思
わ
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
解

明
に
資
す
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
考
察
さ
れ
る

文
献
の
完
全
性
と
、
さ
ら
に
文
献
に
対
す
る
調
和
の
と
れ
た
見
通
し
は
断
念

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
諸
々
の
歴
史
的
か
つ
内

容
的
説
明
は
体
系
的
論
証
の
展
開
に
も
役
立
つ
。
そ
の
時
々
の
論
証
の
目
標

は
、
各
章
の
終
り
に
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら

そ
れ
ら
の
結
果
は
、
も
し
も
そ
れ
ら
が
そ
の
根
拠
づ
け
と
の
関
連
で
相
対
的

に
評
価
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
命
題
そ
れ
自
体
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
な
ら

ば
、
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。

哲
学
と
神
学
の
関
係
に
関
す
る
一
定
の
理
解
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
こ

の
全
体
的
記
述
を
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
は
、た
し
か
に
間
違
え
よ
う
が
な
い
。

特
に
そ
れ
は
、
同
じ
出
版
社
か
ら
同
時
に
、
形
而
上
学
に
関
す
る
講
義
を
ま

と
め
た
筆
者
の
小
さ
な
書
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
し
か
し
わ
た
し
は
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
記
述
に
は
、
た
と
え
そ

れ
が
わ
た
し
自
身
の
も
の
で
あ
れ
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
哲
学
的
体
系
と
の
関

連
が
み
ら
れ
る
、
と
陰
で
非
難
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
警
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
わ
た
し
の
判
断
で
は
、哲
学
的
神
学
の
課
題
は
、

神
の
歴
史
的
啓
示
か
ら
初
め
て
そ
の
思
想
的
完
結
を
み
い
だ
す
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
注
意
深
い
読
者
は
、
章
ご
と
に
対
象
に
従
っ
て
方
法
論

が
変
わ
っ
て
行
く
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
は
「
神
」
と
い
う
語

の
使
用
に
関
す
る
近
代
の
諸
研
究
の
議
論
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
に
対
し
第
三

章
は
宗
教
概
念
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
第
四
章
は
詳
細
な

聖
書
釈
義
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
は
明
ら
か
に
そ

の
時
々
の
対
象
の
特
異
性
か
ら
生
じ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
形
式

ば
っ
た
方
法
論
的
論
究
を
必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
章
か
ら
章
へ

と
移
行
す
る
際
に
、
特
に
第
一
章
の
終
り
と
、
第
四
章
の
始
め
と
終
り
に
お

い
て
、
読
者
は
繰
り
返
し
記
述
の
進
め
方
に
関
す
る
方
法
論
的
吟
味
に
出
く

わ
す
で
あ
ろ
う
。
方
法
論
的
省
察
は
、
事
柄
そ
れ
自
体
と
そ
の
記
述
の
相
互

関
係
に
基
づ
く
根
拠
づ
け
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
抽
象
的

な
仕
方
で
提
示
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
神
学
の
中
心
内
容
に
関
し
、

ま
た
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
論
に
関
し
、
普
遍
的
一
致
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
は
、
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

神
学
の
学
問
論
に
関
す
る
わ
た
し
の
書
物
に
精
通
し
て
い
る
ひ
と
は
、
こ

こ
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
り
も
い
っ
そ
う
強
力
に
他
の
諸
々
の
宗
教
的
立
場
と
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対
決
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
取
り
扱
う
記
述
を
わ
た
し
か
ら
期
待

す
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
の
点
に
関
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

キ
リ
ス
ト
教
は
原
則
と
し
て
諸
宗
教
と
そ
の
矛
盾
す
る
諸
々
の
真
理
要
求
の

世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
第
四
章
に
お
け
る
啓
示
と
い
う
主

題
の
取
り
扱
い
が
、
宗
教
と
い
う
主
題
の
立
て
方
に
関
す
る
先
行
す
る
詳
論

と
接
続
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
点
で
論
証
の
継
続
性
が
教
義
学
的

想
定
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
続
く
章
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
と
、
聖
書
の
啓
示
の
解
釈
と
し
て
の
そ
の
諸
々
の
真
理

要
求
の
自
己
理
解
の
定
式
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
確

化
は
、
他
の
諸
宗
教
の
諸
々
の
主
張
と
の
あ
ら
ゆ
る
対
比
の
際
に
い
つ
も
す

で
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
で
神
学
の
主
題
が

特
に
必
要
と
す
る
の
は
、
第
四
章
の
終
り
に
論
究
さ
れ
る
方
法
論
的
方
向
転

換
で
あ
る
。
そ
の
際
、
明
確
な
宗
教
的
比
較
は
、
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
よ

り
も
き
っ
と
い
っ
そ
う
強
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
啓
示
の
内
容
の
自
己
解
釈
に

向
か
う
で
あ
ろ
う
。
世
界
の
諸
宗
教
の
競
合
す
る
諸
々
の
理
解
の
間
の
体
系

的
比
較
の
完
遂
は
、
お
そ
ら
く
組
織
神
学
が
将
来
い
っ
そ
う
強
力
に
取
り
組

む
諸
課
題
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
特
に
き
っ
と
第
三

世
界
の
諸
教
会
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
重
要
な
諸
々
の
貢
献
も
期
待
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
こ
こ
で
提
示
さ
れ
る
記
述
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
明
ら
か
に
、
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の

批
判
的
受
容
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
の
み
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者

の
精
神
的
遺
産
に
属
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
日
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の

大
部
分
の
教
会
の
諸
々
の
起
源
は
、
最
終
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教

の
歴
史
の
な
か
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
そ
の
地
理
的
由
来
と

同
様
に
そ
の
教
派
的
由
来
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
な
か
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
ル
タ
ー
派
の
教
派
的
神
学
で
は
な
く
、

（
例
え
ば
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
神
学
と
対
立
す
る
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
学

で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
専
ら
キ
リ
ス
ト
教

の
教
理
と
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
告
白
の
真
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
り
の

主
に
対
す
る
信
仰
に
お
け
る
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
の
統
一
に
貢
献
す
る
で

あ
ろ
う
。

原
稿
を
ま
と
め
る
際
に
た
ゆ
ま
ず
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
秘
書
ガ
ビ
ィ
・

ベ
ル
ガ
ー
女
史
に
、
校
正
の
際
に
集
中
的
に
取
り
組
み
、
索
引
を
作
成
し
て

く
れ
た
助
手
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
・
ア
ク
ス
ト
嬢
と
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ツ

氏
に
、
特
に
引
用
箇
所
の
全
体
を
吟
味
す
る
と
い
う
骨
の
折
れ
る
仕
事
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
マ
ル
ク
ヴ
ァ
ル
ト
・
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
氏
に
、さ
ら
に
フ
リ
ー

デ
リ
ケ
・
ニ
ュ
ッ
セ
ル
嬢
と
オ
ラ
フ
・
ラ
イ
ン
ム
ー
ト
氏
に
、
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
最
後
に
、
種
々
の
面
で
あ
き
ら
め
か
け
な
が
ら
も
準
備
作
業
と
執

筆
を
続
け
る
間
、本
書
が
誕
生
す
る
ま
で
忍
耐
強
く
見
守
っ
て
く
れ
た
妻
に
、

こ
こ
で
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
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一
九
八
八
年
、
二
月
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
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第
一
章　

 
組
織
神
学
の
主
題
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の 

教
理
の
真
理

一　

神
学

「
神
学
」
と
い
う
語
は
多
義
的
で
あ
る
。
今
日
の
言
語
用
法
で
は
、
そ
れ

は
ひ
と
つ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
専
門
分
野
と
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
人
間
の

認
識
の
ひ
と
つ
の
努
力
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
プ
ラ
ト

ン
的
起
源
に
お
い
て
は
、
そ
の
語
は
、
詩
人
が
語
り
と
歌
の
な
か
で
神
性
を

告
げ
る
ロ
ゴ
ス
を
指
し
て
お
り
（Staat 379a 5ff.

）、
例
え
ば
哲
学
者
た
ち

に
よ
る
そ
れ
ら
の
省
察
的
研
究
を
意
味
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
す
で
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
理
論
的
哲
学
の
三
つ
の
分
野
の
な
か
の
ひ
と
つ
を
「
神

学
的
な
も
の
」（M

et 1026a 19, 1064b3

）、
つ
ま
り
後
の
い
わ
ゆ
る
「
形

而
上
学
」
と
呼
ん
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、神
的
な
も
の
を
対
象
と
し
、

こ
の
神
的
な
も
の
は
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
の
、
他
の
す
べ
て
の
も
の

を
包
括
し
基
礎
づ
け
る
原
理
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ス

ト
ア
派
の
哲
学
者
た
ち
は
、
哲
学
者
た
ち
の
、
神
性
の
本
性
に
ふ
さ
わ
し
い

「
神
学
」
を
、
詩
人
た
ち
の
神
話
的
神
学
お
よ
び
国
家
祭
儀
の
政
治
的
神
学

か
ら
区
別
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
神
学
は
も
は
や
哲
学
的
研
究
の
単

な
る
対
象
で
は
な
く
、
哲
学
的
研
究
そ
れ
自
体
で
あ
る
。

哲
学
的
言
語
用
法
に
な
ら
っ
た
、
二
世
紀
に
表
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
言
語

用
法
も
同
じ
く
多
義
的
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
が

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
神
話
学
に
「
不
滅
の
ロ
ゴ
ス
の
神
学
」
を
対
置
し
た

と
き
（Strom

 I. 13, 57 ,6

）、
そ
れ
に
よ
り
、
ロ
ゴ
ス
に
関
す
る
ひ
と
つ
の

教
理
だ
け
で
な
く
、
ロ
ゴ
ス
そ
れ
自
体
で
あ
る
神
の
告
知
の
こ
と
が
考
え
ら

れ
て
い
る
（vgl. 12, 55 ,1

）。
神
学
者
と
は
、
神
的
現
実
の
、
神
に
よ
っ
て

霊
感
を
与
え
ら
れ
た
告
知
者
で
あ
り
、
神
学
は
こ
の
告
知
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
の
考
え
方
は
、
後
の
キ
リ
ス
ト
教
の
言
語
用
法
の
う
ち
に
も
な
お
生
き
続

け
た
。
こ
の
意
味
で
聖
書
の
記
者
は
す
べ
て
「
神
学
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
特
に
旧
約
聖
書
の
預
言
者
た
ち
と
イ
エ
ス
の
神
性
の
「
神
学
者
」
で

あ
る
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
記
者
、
そ
し
て
三
八
〇
年
に
三
一
性
に
関
す
る
演
説
を

行
っ
た
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
の
よ
う
な
教
会
の
教
師
た
ち
、
さ

ら
に
後
に
は
「
新
神
学
者
」
シ
メ
オ
ン
は
、「
神
学
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
た
し
か
に
す
で
に
ク
レ
メ
ン
ス
に
お
い
て
、
神
的
な
も
の
に
関
す
る

哲
学
的
知
（W

issen

）
も
「
神
学
的
」（Strom

 I, 28, 176

）
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
知
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
れ
ば
諸
々
の
神
秘
に
数
え
ら

れ
る
霊
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。こ
こ
で
は
ま
た
神
学
は
単
に
、

あ
る
い
は
ま
ず
第
一
に
人
間
の
活
動
の
産
物
と
し
て
把
握
さ
れ
ず
に
、
神
的

ロ
ゴ
ス
に
特
有
の
、
そ
し
て
こ
の
ロ
ゴ
ス
を
通
し
て
開
示
さ
れ
る
神
に
つ
い
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て
の
報
知
（K

unde

）
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
人
間
に
と
っ
て
そ
れ
は
、

神
御
自
身
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
、
神
の
真
理
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
み

近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
啓
示
的
霊
感
を
通
し
て

起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
次
の
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な

い
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
の
よ
う
に
神
学
が
、
区
別
の
力
を
通
し
て

真
の
知
恵
へ
と
通
じ
、
そ
し
て
「
知
識
」（176

）
で
あ
る
よ
う
な
「
真
の
弁

証
法
」（176f.

）
の
技
術
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
排
除
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
諸
言
明
（A

ussagen

）
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

す
べ
て
の
知
の
起
源
に
関
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
教
理
を
、
弁
証
法
を
通
し
て
の

み
準
備
さ
れ
う
る
照
明
に
基
づ
い
て
熟
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
常
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
神
学
の
学
問
的
性
格
に
関
す
る
最
盛
期
の

ス
コ
ラ
学
の
諸
々
の
議
論
に
お
け
る
神
学
と
啓
示
の
構
成
的
相
関
性
に
つ
い

て
の
意
識
が
、ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
│
プ
ラ
ト
ン
的
諸
見
解
（A

uffassun-

gen

）
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
諸
見
解
の
そ
の
他
の
対
立
点
と
無
関
係
に
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
を
強
く
受
け
た
多
く
の
神
学
者
た
ち
に
お
い
て
も

依
然
と
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
神
学
を
神
の
啓
示
に
基
礎
づ

け
る
こ
と
は
、
後
に
起
こ
っ
た
自
然
神
学
と
啓
示
神
学
の
対
決
か
ら
推
測
さ

れ
る
よ
う
な
、神
学
の
本
質
に
と
っ
て
皮
相
的
な
規
定
で
は
な
い
。し
た
が
っ

て
む
し
ろ
神
御
自
身
を
通
し
て
の
、
つ
ま
り
啓
示
を
通
し
て
の
神
認
識
の
可

能
性
は
、
す
で
に
神
学
概
念
そ
れ
自
体
の
根
本
的
諸
条
件
に
属
し
て
い
る）

1
（

。

さ
も
な
け
れ
ば
、神
認
識
の
可
能
性
は
、諸
々
の
神
思
想（G

ottesgedanken

）

そ
れ
自
体
に
矛
盾
せ
ず
に
、
首
尾
一
貫
し
て
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な

い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り
、
被
造
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
神
認
識
に
到
達
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
信
仰
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
者
の
み
が
神
学
的
認
識
に
参
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
は
、
た
と
え
断
片
的
で
、
し
か
も
歪
曲
さ
れ
た
仕
方

に
お
い
て
で
あ
れ
、
異
邦
人
も
神
的
ロ
ゴ
ス
の
真
の
神
学
に
参
与
し
て
い
る

こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
キ
リ
ス
ト
教
教
会
の
外
部

に
お
い
て
も
内
部
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
自
然
的
神
認
識
の
場
合
に
も
、

神
御
自
身
か
ら
出
発
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
神
の
霊
の
働
き
に
基
づ
か
な
い
神

認
識
と
神
学
と
い
う
も
の
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
は
、
こ
の
事
態
が
神
学
概
念
に
与
え
る
影

響
力
を
自
覚
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
は
、た
と
え
古
ル
タ
ー

派
正
統
主
義
の
教
義
学
に
こ
の
神
学
概
念
を
導
入
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
た
め
の
場
を
見
い
だ
し
、
明
確
化
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
そ
の
際
、
す

で
に
一
五
九
四
年
に
改
革
派
の
神
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
ユ
ー
ニ
ウ
ス
に
よ
っ
て

再
興
さ
れ
て
い
た
中
世
の
ス
コ
ラ
学
の
命
題
を
受
容
し
た
。
そ
れ
は
、
人
間

の
神
学
は
神
的
《
元
型
的
神
学
（theologia archetypa

）》
の
模
造
お
よ
び

再
構
成
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
す
る
命
題
で
あ
る）

2
（

。

　

こ
の
視
点
は
、
神
学
概
念
に
関
す
る
後
期
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
の
詳
論
に
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お
い
て
保
持
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
同
様
に
す
で
に
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
に

よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
た
見
解
と
、
つ
ま
り
神
学
の
対
象
は
永
遠
の
至
福
へ
と

導
か
れ
う
る
人
間
で
あ
る
と
す
る
理
解
と
緊
張
関
係
に
あ
る）

3
（

。「
実
践
的
学

問）
4
（

」
と
し
て
の
神
学
と
い
う
規
定
が
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
自
身
に
お
け
る
よ
り
も

狭
く
捉
え
ら
れ
、
目
標
と
し
て
の
人
間
の
至
福
に
限
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

神
学
概
念
の
な
か
に
人
間
中
心
的
傾
向
が
現
れ
、
そ
の
傾
向
は
、
人
間
の
う

ち
に
賦
与
さ
れ
て
い
る
神
認
識
へ
の
集
中
力
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
る
。
古

ル
タ
ー
派
の
神
学
は
、
永
遠
の
至
福
へ
と
導
か
れ
う
る
人
間
に
集
中
し
な
が

ら
も
、
こ
の
集
中
は
、
神
の
救
済
の
啓
示
に
、
し
た
が
っ
て
神
御
自
身
の
救

済
意
志
に
対
応
し
て
い
る
と
の
正
当
な
意
識
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

前
提
は
、
神
学
概
念
の
規
定
の
際
に
下
位
の
序
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
ず
、
そ

れ
は
、
B
・
ケ
ッ
カ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
実
践
的
学
問
と
し

て
の
神
学
の
「
分
析
的
方
法
」
の
枠
組
み
の
な
か
で
起
こ
っ
た
と
お
り
で
あ

る
。
こ
の
方
法
は
、人
間
の
至
福
を
目
指
す
実
践
を
、そ
の
至
福
の
神
的
起
源
、

至
福
の
目
標
そ
れ
自
体
、
そ
し
て
そ
れ
へ
と
導
く
手
段
と
い
う
視
点
の
も
と

で
記
述
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
諸
テ
ー
マ
を
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
配
分

す
る
。
こ
こ
で
は
も
は
や
神
思
想
な
い
し
神
の
啓
示
で
は
な
く
、
人
間
の
、

至
福
を
目
指
す
実
践
が
神
学
の
統
一
性
を
基
礎
づ
け
る
視
点
と
な
っ
て
い

る
。
た
し
か
に
ケ
ッ
カ
ー
マ
ン
の
場
合
、
分
析
的
方
法
に
従
っ
て
実
践
的
学

問
と
し
て
記
述
さ
れ
た
神
学
は
、
ま
だ
理
論
的
「
神
智
学
」
を
前
提
と
し
て

い
る
。
後
に
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
ル
タ
ー
派
の
教
理
正
統
主
義
の
神
学
者

た
ち
の
場
合
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
神
の
存
在
と
諸
属

性
に
つ
い
て
教
え
る
自
然
神
学
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、「
分
析
的
方
法
」

の
救
済
論
的
に
狭
め
ら
れ
た
仕
方
で
な
さ
れ
る
貫
徹
に
よ
り
、
神
学
が
、
そ

の
中
心
的
対
象
と
し
て
神
認
識
の
代
わ
り
に
人
間
の
救
済
の
回
り
を
人
間
中

心
的
に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
さ
ら
に
神
学
が
神
認
識
の

他
の
形
式
へ
依
存
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る）

5
（

。
こ
こ
で
神
学
は
神
論
と

宇
宙
論
の
「
思
弁
的
」
な
諸
テ
ー
マ
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
が
、犠
牲
も
払
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
至
福
を
目
指
す
よ
う
に
人
間
を
創
造
し
規
定
し

た
神
の
存
在
と
、
そ
こ
へ
と
導
く
救
済
の
啓
示
の
創
造
者
で
あ
る
神
の
存
在

に
つ
い
て
の
、
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
確
信
に
対
す
る
別
種
の
確
認
に
依
存
す

る
と
い
う
犠
牲
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
方
向
へ
の
発
展
は
、

「
実
践
的
学
問
」
と
し
て
の
神
学
と
い
う
理
解
（A

uffassung

）
と
必
然
的
に

結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
も
神
学
的
知
の
実
践
的
性
格
を

ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス 

│ 

彼
は
、
神
は
神
学
の
対
象
で
あ
り
、
す

べ
て
の
人
間
的
（m

enschlich

）
神
学
は
神
御
自
身
に
よ
る
神
の
知
に
基
づ

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
固
執
し
て
い
た 

│ 

と
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る

な
ら
ば
、
神
学
の
実
践
的
性
格
に
つ
い
て
の
命
題
は
、
神
の
知
と
愛
の
統
一

性
を
、
人
間
の
振
る
舞
い
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
知
と
信
仰
が
愛
へ
と
方
向

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
基
礎
づ
け
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
役
立
つ）

6
（

。
愛

へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
実
践
的
な
も
の
と
し
て
の
神
的
知
の
思
想
は
、

神
論
と
神
の
歴
史
的
救
済
行
為
の
関
連
の
解
明
に
も
役
立
つ
と
考
え
る
ひ
と
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も
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス
は
彼
の
思
想

を
こ
の
方
向
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
ま
さ

に
被
造
物
に
よ
る
神
の
知
は
決
し
て
実
践
的
な
も
の
で
は
な
く
、
理
論
的
な

も
の
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る）

7
（

。
そ
の
か
ぎ
り
で
神
学
の
実
践
的
性
格
に
関
す
る
命
題
の
有
効
性

（L
eistung

）
は
、
神
論
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
次
の
よ
う
な
問
い
も
生
じ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
理
論
的
知
と
実
践
的
知

の
、
厳
密
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
区
別
を
神
論
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
特
に

神
御
自
身
に
お
け
る
神
の
永
遠
の
愛
に
と
っ
て
、
正
当
な
こ
と
な
の
か
ど
う

か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
被
造
物
の
存
在
の
有
限
性
と
い
う
諸

条
件
の
も
と
で
の
み
行
わ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
も
提
起
さ
れ

る）
8
（

。
し
か
し
も
し
も
神
御
自
身
に
よ
る
神
の
知
が
実
践
的
知
と
し
て
考
え
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
偉
大
な
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
教
師
の
諸
前
提

の
も
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
記
述
す
る
こ
と

も
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
神
御
自
身
に
よ
る
神
の
知

に
参
与
す
る
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

神
認
識
が
神
の
啓
示
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
神
学
の
概
念
に

と
っ
て
根
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
マ
グ
ヌ
ス

と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
以
来
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
神
が
神
学
の
本
来

の
、
そ
し
て
包
括
的
対
象
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
き
に
、
も
っ
と
も
明
確
に

表
現
さ
れ
、
そ
し
て
も
っ
と
も
納
得
で
き
る
も
の
に
な
る
。
も
し
も
神
学
が

他
の
対
象
を
も
つ
な
ら
ば
、
そ
の
認
識
は
神
の
啓
示
を
通
し
て
の
み
可
能
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
対
象
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
皮
相
的
な
も
の
に

と
ど
ま
る
。
し
か
し
も
し
も
神
御
自
身
が
そ
の
対
象
で
あ
る
な
ら
ば
、神
は
、

神
が
御
自
身
か
ら
そ
の
本
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
に
の
み
認
識
さ
れ
う
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
対
象
の
尊
厳
か
ら
明
白
に
な
っ
て
く
る
。

も
し
も
神
に
関
す
る
諸
言
明
が
ま
っ
た
く
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
内
容
で

あ
る
な
ら
ば
、
中
心
的
事
柄
（Sache

）
に
関
し
て
、
そ
れ
以
上
に
難
し
い

こ
と
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は

人
間
と
創
造
さ
れ
た
世
界
に
つ
い
て
の
言
明
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
教
会
、

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
言
明
も
含
ん
で
い
る
。
古
代
教
会
の
神
学
は
こ

れ
ら
の
テ
ー
マ
を
ま
と
め
て
、「
経
綸
」
つ
ま
り
神
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
救

済
史
に
組
み
込
ん
だ
。
そ
れ
ら
は
た
し
か
に
こ
の
世
に
お
け
る
神
と
神
の
働

き
と
の
関
連
の
う
ち
に
あ
る
が
、
神
御
自
身
に
つ
い
て
の
諸
言
明
と
は
区
別

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
言
明
に
は
、
救
済
の
経
綸
と
区
別
し
て
「
神
学
」
と

い
う
名
称
が
留
保
さ
れ
て
い
た
。
古
代
教
会
の
ギ
リ
シ
ア
教
父
た
ち
は
時
折

す
で
に
こ
の
名
称
を
拡
大
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
全
体
に
当
て
は
め
、
そ

の
試
み
は
た
し
か
に
ラ
テ
ン
の
ス
コ
ラ
学
に
お
い
て
初
め
て
貫
徹
さ
れ
た
。

し
か
も
そ
れ
は
、
十
二
世
紀
の
大
学
の
誕
生
お
よ
び
そ
の
専
門
分
野
と
し
て

の
神
学
と
緊
密
な
関
連
を
も
ち
つ
つ
な
さ
れ
た）

9
（

。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
全

体
が
言
葉
の
よ
り
広
い
意
味
に
お
け
る
神
学
の
対
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
な
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ら
ば
、
相
変
わ
ら
ず
神
を
神
学
の
唯
一
無
二
の
、
そ
し
て
包
括
的
対
象
と
呼

ぶ
こ
と
に
対
し
て
疑
念
が
生
ず
る
に
ち
が
い
な
い
。
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ

グ
ヌ
ス
と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
も
、
被
造
物
の
現
実
と
し
て
神
か
ら
区
別

さ
れ
る
多
く
の
も
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
属
す
る
こ
と
を
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
ト
マ
ス
は
、
神
と
区
別
さ
れ
る
所
与
性
は
、

そ
れ
が
神
と
の
関
連
を
有
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
神
学
に
お
い
て
主

題
に
な
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
ら
の
所
与
性
は
、
神
と
の
こ
の
よ
う
な
関
連

に
お
い
て
（sub ratione D

ei

）
捉
え
る
と
い
う
視
点
の
も
と
で
の
み
、
神

学
の
な
か
で
論
究
さ
れ
る
（S. theol. I, 1a7
）。
こ
の
か
ぎ
り
で
神
は
、
神

学
の
な
か
で
取
り
扱
わ
れ
る
す
べ
て
の
対
象
と
テ
ー
マ
に
統
一
性
を
も
た
ら

す
基
準
点
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
端
的
に
神
学
の
対
象
で
あ
る
。

　

後
に
、
こ
の
見
解
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
の
学
派
に
お
い
て
だ
け
で
な

く
ヘ
ン
ト
の
ヘ
ン
リ
ク
ス
に
お
い
て
も
、
ま
た
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス

以
来
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
た
ち
の
神
学
に
よ
っ
て
も
受
容
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
盛
期
ス
コ
ラ
学
全
体
が
こ
の
一
致
し
た
結
論
に
到
達
し
た
。
事

実
、
神
の
み
が
、
そ
の
な
か
で
神
学
の
他
の
す
べ
て
の
主
題
と
対
象
が
関
連

す
る
、
統
一
性
を
も
た
ら
す
根
拠
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
マ
ス

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
論
証
は
依
然
と
し
て
諸
々
の
困
難
を
負
わ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
神
の
永
遠
の
本
質
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
異
議
に
対
し
、
つ
ま
り
神
学
を
神
に
つ
い
て
の
学
問
と
み
な
す
見
解
に

対
す
る
古
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
者
の
留
保
に
と
っ
て
な
お
決
定
的
役
割
を
果

し
て
い
た
こ
の
異
議
に
対
し
、
す
で
に
ト
マ
ス
自
身
が
本
格
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
彼
の
答
え
は
、
わ
れ
わ
れ
は
た
し
か
に
神
を
そ
の
本
質
に
お
い
て

直
接
知
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
諸
々
の
創
造
の
業
の
起
源
お
よ
び
目
的

と
し
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（S. theol. I, 2a2 vgl. 1a7ad1

）。

ト
マ
ス
は
救
済
史
の
諸
々
の
所
与
性
を
も
数
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

日
わ
れ
わ
れ
は
、
因
果
論
に
基
づ
く
異
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
啓
示
神
学
に

基
づ
く
異
論
に
出
会
う
こ
と
が
多
い
。
後
者
に
よ
る
と
、
神
は
、
そ
の
歴
史

的
啓
示
を
通
し
て
そ
の
捉
え
き
れ
な
い
本
質
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
こ
こ
で
も
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
る
応
答
の
場
合
と
ま
っ
た
く

同
様
に
、そ
れ
を
通
し
て
神
認
識
が
媒
介
さ
れ
る
被
造
物
の
諸
々
の
事
実 ﹇
所

与
性
﹈ 

は
、
神
御
自
身
の
神
性
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問

い
が
生
ず
る
。
そ
の
難
点
は
次
の
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
た
し
か
に
神
と

異
な
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
の
被
造
的
本
性
に
従
っ
て
、
神
に
、
す
な
わ
ち

そ
の
存
在
の
起
源
お
よ
び
目
標
と
し
て
の
創
造
者
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
神
は
被
造
的
諸
事
物
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
も
し
も
神
が
、
被
造
物
な
し
に
も
、
永
遠
か
ら
永
遠
へ
と
存

在
す
る
お
方
で
あ
る
と
し
た
ら
、
被
造
的
諸
事
物
に
つ
い
て
の
知
は
ど
の
よ

う
に
し
て
神
御
自
身
の
認
識
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
た
め

に
は
、
被
造
物
的
諸
事
物
の
存
在
が
神
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
神
の
存
在
も
被
造
物
の
存
在
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
受
肉
の
出
来
事
に

お
い
て
起
こ
っ
て
お
り
、
今
日
の
神
学
の
キ
リ
ス
ト
論
的
集
中
は
、
提
起
さ

れ
た
問
い
に
対
す
る
答
え
を
そ
こ
か
ら
探
し
出
す
よ
う
に
促
す
。
中
世
の
神

学
は
、
そ
も
そ
も
難
点
に
気
づ
く
か
ぎ
り
で
、
よ
り
直
接
的
な
仕
方
で
、
す

な
わ
ち
普
遍
的
神
論
と
い
う
手
段
を
用
い
て
、
そ
の
難
点
に
立
ち
向
か
お
う

と
し
た
。
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス
は
、
神
御
自
身
と
異
な
る
諸
対
象
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
神
に
つ
い
て
の
学
問
と
し
て
の
神
学
と
い
う
概
念
に
属
し

う
る
の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
論
じ
た
。
彼
は
、
わ
れ
わ
れ
の
神
学
が
参

与
す
る
、
神
御
自
身
に
つ
い
て
の
神
の
知
の
彼
の
解
釈
と
い
う
枠
組
み
の
な

か
で
こ
の
問
い
に
つ
い
て
論
じ
た
。
彼
は
、
神
御
自
身
に
つ
い
て
の
神
の
知

の
う
ち
に
、
他
の
す
べ
て
の
事
物
（
そ
の
可
能
性
に
従
っ
て
、
ま
た
神
の
意

志
の
諸
対
象
と
し
て
）
が
共
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
主
張
し
た）

10
（

。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
回
答
は
依
然
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
神
の
知
の
う

ち
に
は
ま
だ
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
被
造
的

諸
事
物
が
、
神
の
神
性
に
属
す
る
も
の
と
し
て
共
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
起
こ
る
と
き
に
初
め
て
、
そ
れ
ら
が
神
に
つ
い
て

の
学
問
と
し
て
の
神
学
に
属
す
る
こ
と
が
、明
ら
か
に
な
り
う
る
。
し
た
が
っ

て
受
肉
を
再
び
取
り
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
。
被
造
物
と
神
と
の
交

わ
り
を
目
指
す
神
の
救
済
の
行
為
と
い
う
視
点
の
下
に
お
い
て
初
め
て
、（
被

造
物
が
神
と
区
別
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
被
造
物
が
神
性
に
属
す
る
こ

と
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
そ
れ
ら
が
神
に
つ
い
て
の
学
問
と
し

て
の
神
学
に
属
し
て
い
る
こ
と
も
主
張
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
神
に

つ
い
て
の
学
問
と
し
て
の
神
学
の
統
一
的
概
念
の
可
能
性
が
明
ら
か
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
神
御
自
身
に
お
け
る
神
の
永
遠
の
三
位
一

体
的
生
と
、
救
済
史
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
経
綸
的
三
一
性
に
お
け
る
神
の

現
臨
と
の
関
係
に
関
す
る
論
究
に
か
か
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
関
連
す
る
諸
々
の
認
識
的
努
力
を
要
約
す
る
名
称

と
し
て
の
神
学
概
念
は
、
多
く
の
層
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
層
は
、

中
世
以
後
の
神
学
の
発
展
の
な
か
で
、
種
々
の
神
学
諸
学
科
の
自
立
に
よ
り

ま
す
ま
す
厚
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
神
に
関
す
る
学
問
と
し
て
の

神
学
と
い
う
見
解
に
と
っ
て
も
、
困
難
が
い
っ
そ
う
増
し
た
。
歴
史
学
的
か

つ
釈
義
的
神
学
の
諸
々
の
テ
ー
マ
領
域
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の

伝
承
と
告
知
を
主
張
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
た
し
か
に
徹
頭
徹
尾
、
神
の

歴
史
的
啓
示
と
の
諸
関
係
の
う
ち
に
あ
る
。し
か
し
神
の
現
実
そ
れ
自
体
が
、

こ
れ
ら
の
諸
学
科
に
お
い
て
明
確
に
主
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
同

じ
よ
う
な
仕
方
で
神
学
的
倫
理
に
も
当
て
は
ま
る 

│ 

特
に
、
そ
れ
が
神

の
戒
め
に
関
す
る
教
理
と
し
て
展
開
さ
れ
な
い
と
き
。
そ
れ
ゆ
え
シ
ュ
ラ
イ

ア
マ
ハ
ー
は
、
多
様
な
諸
学
科
を
も
つ
神
学
の
統
一
性
を
記
述
す
る
た
め
に

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
究
し
、
彼
は
、
そ
の
た
め
に
神
学
の
種
々
の
諸
学

科
が
形
成
さ
れ
、
誰
も
が
そ
の
た
め
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
「
教
会
の
管
理

指
導
」
と
い
う
課
題
の
な
か
に
そ
れ
を
み
い
だ
し
た）

11
（

。
こ
う
し
て
シ
ュ
ラ
イ
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ア
マ
ハ
ー
は
、
特
に
実
践
神
学
も
神
学
諸
学
科
の
範
囲
に
属
す
る
こ
と
を
神

学
概
念
か
ら
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー

の
独
自
な
説
明
に
お
け
る
神
学
研
究
の
実
践
的
目
的
規
定
は
、
す
で
に
神
学

概
念
の
規
定
に
と
っ
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
彼

自
身
に
お
い
て
、
神
学
研
究
お
よ
び
神
学
諸
学
科
の
統
一
性
は
、
他
の
主
題

設
定
の
な
か
に
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
の
統
一
性
の
な
か
に
、
そ
の

よ
り
深
い
基
盤
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
会
の
存
続
と

教
会
の
管
理
指
導
の
活
動
の
た
め
の
専
門
教
育
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
の

神
的
《
真
理
》
に
対
す
る
確
信
よ
っ
て
初
め
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
正
当
化
さ

れ
る）

12
（

。キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
単
な
る
精
神
科
学
的
学
問
で
は
な
い
。し
た
が
っ

て
神
学
は
神
に
つ
い
て
正
し
く
語
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
神
学
は

ど
の
よ
う
な
権
利
を
も
っ
て
そ
れ
を
行
う
の
か
と
い
う
問
い
が
再
び
提
起
さ

れ
る
。

神
学
の
概
念
に
お
い
て
、
神
学
的
発
言
（R

eden

）
の
真
理
は
、
神
御
自

身
を
通
し
て
権
威
づ
け
ら
れ
た
神
に
つ
い
て
の
発
言
と
し
て
い
つ
も
す
で
に

前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
人
間
に
よ
っ
て
、
人
間
の
諸
々
の
必
要
と
関
心

に
基
づ
い
て
、
神
的
現
実
に
関
す
る
人
間
の
諸
々
の
観
念
の
表
現
と
し
て
基

礎
づ
け
ら
れ
た
神
に
つ
い
て
の
発
言
は
、
神
学
で
は
な
く
、
人
間
の
想
像
力

の
産
物
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
神
に
つ
い
て
の
人
間
の
発
言
が
、
そ
れ
が

真
に
「
神
学
的
な
」
発
言
と
し
て
む
し
ろ
神
的
現
実
の
表
現
で
あ
る
う
る
こ

と
に
汲
み
つ
く
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、決
し
て
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。

神
学
的
発
言
の
深
い
両
義
性
の
本
質
は
ま
さ
に
、
も
は
や
真
に
「
神
学
的
」

で
は
な
い
単
な
る
人
間
の
発
言
が
非
常
に
問
題
に
な
り
う
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
す
で
に
プ
ラ
ト
ン
が
諸
々
の
神
学
的
発
言
に
出
会
っ
た
と
き
に

抱
い
た
あ
の
疑
念
が
湧
い
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
二
種
類
の
発
言
が
存
在
す

る
、
つ
ま
り
真
実
の
発
言
と
偽
り
の
発
言
で
あ
る
」（Staat 376e 11

）。
彼

に
と
っ
て
詩
人
た
ち
の
「
神
学
的
」
発
言
は
大
部
分
（377d 4ff.

）
真
実
か

ら
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

現
在
、
大
学
の
学
問
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
諸

学
科
の
な
か
で
、
す
べ
て
の
も
の
が
、
神
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
発
言

の
真
理
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
的
諸
学
科
の
教
え
と

研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
い
は
提
起
さ
れ
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
釈
義

的
諸
学
科
が
歴
史
学
的
・
批
判
的
方
法
と
い
う
手
段
を
用
い
て
研
究
し
て
い

る
か
ぎ
り
で
、
そ
れ
ら
に
も
当
て
は
ま
る
。
近
代
の
初
め
ま
で
、
ま
さ
に
聖

書
の
解
釈 

│ 

そ
れ
が
学
問
的
な
も
の
で
あ
れ
、
教
会
の
業
で
あ
れ  

│ 

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
拘
束
的
内
容
を
神
の
啓
示
と
し
て
確
認

す
る
と
い
う
課
題
を
担
っ
て
い
た
。
教
父
た
ち
の
簡
潔
で
含
蓄
の
あ
る
言
葉

と
そ
の
解
釈
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
聖
書
の
教
え
の
内
容
の
要
約
と
ま
と

め
の
記
述
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
宗
教
改
革
の
神
学
に
当
て

は
ま
る
。
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
は
、
聖
書
解
釈
が
そ
の
確
定
に
権

限
を
も
つ
聖
書
の
教
理
内
容
の
要
約
的
記
述
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
近
代
の
歴
史
学
的
│
批
評
的
聖
書
解
釈
に
と
っ
て
聖
書
の
諸
文
書
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は
、
基
本
的
に
、
あ
る
過
去
の
時
代
の
記
録
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
れ

ら
の
内
容
の
現
在
的
妥
当
性
は
、
原
理
的
に
、
も
は
や
歴
史
学
的
聖
書
解
釈

の
枠
組
み
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
神
に
つ
い
て

の
発
言
の
真
理
を
問
う
問
い
の
重
み
は
、
完
全
に
教
義
学
に
移
行
し
た
。
そ

の
出
発
点
は
、
こ
れ
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
す
で
に
神
学
の
近

代
以
前
の
展
開
の
う
ち
に
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
、
ま
ず
神
学
の

近
代
の
問
題
状
況
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。そ
し
て
こ
の
結
果
を
甘
受
し
、

こ
れ
と
共
に
ふ
り
か
か
る
重
荷
を
自
ら
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
教
義
学
に

と
っ
て
今
日
に
至
る
ま
で
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
教
義
学
は
、
そ
の
特
別
な

課
題
を
果
す
た
め
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
神
学
全
体
の
た
め
に
、
奉
仕
と
し

て
こ
の
重
荷
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
義
学
の
研
究
に
お
い
て
重
要

な
の
は
、
そ
の
他
の
神
学
的
諸
学
科
の
特
有
な
神
学
的
性
格
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
神
学
的
諸
学
科
は
、
そ
れ
ら
が
神
学
の
教
義
学
的
課
題
に
参
与
す
る
ま

さ
に
そ
の
程
度
に
応
じ
て
「
神
学
的
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
教
義
学
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
神
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
発

言
の
真
理
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
教
義
学
は

そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
教
義
学
が
実
際
に
そ
れ

を
行
う
と
し
て
も
、
ど
ん
な
権
限
を
も
っ
て
そ
れ
は
行
わ
れ
、
そ
し
て
そ
れ

は
ど
の
よ
う
し
て
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
究
明
す
る
た
め

に
は
、
教
義
学
の
概
念
と
、
こ
れ
ら
の
諸
学
科
の
歴
史
の
な
か
で
展
開
さ
れ

た
、
教
義
学
と
教
義
の
関
係
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二　

教
義
の
真
理

教
義
学
は
一
般
に
教
義
に
つ
い
て
の
「
学
（W

issenschaft

））
13
（

」
あ
る
い
は

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
つ
い
て
の
「
学
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ど

の
よ
う
な
意
味
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は
諸
々
の
教
義
あ
る
い
は
端
的
に

教
義
と
関
わ
り
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ド
グ
マ
（D

ogm
a

））
14
（

」
は
、
保
証
さ
れ
た
知
と
区
別
さ

れ
る
主
観
的
な
「
見
解
（M

einung

）」
と
同
様
に
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
、

発
言
さ
れ
た
見
解
、
つ
ま
り
「
決
定
（B

eschluß

）」
を
意
味
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
後
者
の
意
味
で
の
そ
の
語
は
新
約
聖
書
に
も
み
ら
れ
る
。
ル
カ
二
・

一
お
よ
び
使
徒
一
七
・
七
で
は
、
そ
れ
は
皇
帝
の
勅
令
に
関
連
し
、
使
徒

一
六
・
四
で
は
、い
わ
ゆ
る
使
徒
会
議
の
諸
決
定
を
指
し
て
い
る
。
ア
ン
テ
ィ

オ
キ
ア
の
イ
グ
ナ
テ
ィ
オ
ス
が
主
と
使
徒
た
ち
の
「
ド
グ
メ
ン
﹇
ド
グ
マ
の

複
数
形
﹈」
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
ド
グ
マ
と
い
う
語
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教

理
の
伝
承
に
転
用
さ
れ
、「
決
定
」
な
い
し
「
拘
束
力
の
あ
る
見
解
」
と
理

解
さ
れ
て
い
る
（M

ag 13, 1

）。
そ
の
さ
い
内
容
的
に
は
、
倫
理
的
な
「
諸

指
示
」
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
教
育
学
校
の
創
立
者
で
あ
る
ア
テ
ー
ナ
ゴ
ラ
ー
ス
の
よ
う
な
非
常
に

「
知
的
な
」弁
証
家
の
場
合
に
も
、同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る（leg. 11, 1

）。

し
か
し
な
が
ら
二
世
紀
の
弁
証
学
以
来
、「
見
解
」
の
意
味
で
の
ド
グ
マ
と

い
う
語
の
理
解
が
前
面
に
現
れ
、
し
か
も
哲
学
者
の
種
々
の
学
派
の
「
ド
グ

メ
ン
」
に
対
応
し
て
、「
学
派
の
見
解
」
と
い
う
特
別
な
意
味
で
用
い
ら
れ
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る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
語
は
ス
ト
ア
以
来
、
哲
学
者
の
諸
学
派
に
特
徴
的

な
教
理
を
表
示
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
例
え
ば
タ
テ
ィ
ア

ノ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
を
唯
一
の
真
の
哲
学
の
学
派
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
教

理
を
ド
グ
メ
ン
と
呼
ん
だ
。
そ
の
さ
い
二
世
紀
に
は
、
イ
エ
ス
の
道
徳
的
戒

め
の
思
想
が
前
面
に
出
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
ま
も
な
く
こ
の

概
念
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
諸
々
の
「
慣
習
・
道
徳
」
と
区
別
し
て
信
仰
の
諸

教
理
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
（
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
い
て
す
で
に
そ
う
で
あ
っ

た
）。ド

グ
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
概
念
が
哲
学
者
た
ち
の
諸
学
派
の
諸
教
理
と
類

比
的
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
他
方
で
、「
人
間
に
起
因
す
る
の
で

は
な
く
、
神
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
教
え
ら
れ
た
も
の
」（A

thenagoras leg. 

11. 1

）
と
し
て
、
互
い
に
抗
争
す
る
哲
学
の
教
師
た
ち
の
多
様
性
と
対
比
さ

れ
た
。
デ
ィ
オ
グ
ネ
ー
ト
ゥ
ス
の
手
紙
は
、
信
仰
は
人
間
の
教
理
と
見
解
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
（5, 3

）
と
語
り
、
そ
こ
に
は
内
容
的
に
同
様
の
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を

《
神
の
教
義
（dogm

ata theou

）》
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
た
（in M

t X
II, 

23

）。こ
の
よ
う
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
要
求
が
定
式
化
さ
れ
、
同

時
に
こ
の
要
求
に
関
す
る
決
定
が
す
で
に
先
取
り
さ
れ
て
い
る
。
も
し
も
キ

リ
ス
ト
者
の
諸
教
義
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
に
お
い

て
問
題
に
な
る
の
は
も
は
や
単
に
人
間
の
学
派
的
諸
見
解
で
は
な
く
、
神
の

啓
示
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
教
義
は
人
間
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
教
会

と
そ
の
要
職
に
あ
る
人
び
と
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
、
告
知
さ
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
そ
れ
ら
は
人
間
の
諸
見
解
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
発
案
と
伝

統
で
あ
る
だ
け
な
く
、
神
の
啓
示
の
表
現
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い

が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
う
る
し
、ま
た
き
っ
と
生
じ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
教
義
の
概
念
と
の
関
連
で
、
よ
り
一
般
的
な
形
で
神
学
概

念
と
結
び
つ
き
、
ま
た
プ
ラ
ト
ン
が
《
神
学
（theologia

）》
に
向
け
た
、

つ
ま
り
詩
人
た
ち
の
神
の
告
知
に
向
け
た
問
い
が
、
反
復
さ
れ
る
。

第
三
者
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
義
は
、
ま
ず
第
一
に
教
会
の
教
理

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
に
と
っ
て
そ
の
諸
教
理
は
、

古
代
の
哲
学
者
た
ち
の
諸
学
派
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
と
っ
て
学
派
の
諸
教
義

が
拘
束
的
で
あ
っ
た
の
と
同
様
の
仕
方
で
、
拘
束
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
察

法
は
キ
リ
ス
ト
者
自
身
に
よ
っ
て
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、そ
の
な
か
に
は
、

自
ら
の
諸
教
理
を
直
ち
に
神
御
自
身
の
真
理
と
同
一
視
し
な
い
知
的
謙
虚
さ

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
イ
サ
リ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
以
来
一
般

化
し
た
、「
教
会
の
」
諸
教
義
に
つ
い
て
語
る
言
語
用
法
（hist. eccl. 5, 23, 

2, vgl. 6, 43, 2

）
は
、
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
教
義
の
神
的
真
理
に
対
す
る
、

オ
リ
ゲ
ネ
ス
と
他
の
初
期
の
教
会
の
著
述
家
た
ち
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
要

求
を
断
念
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
を
、
こ
の
要
求
の
担
い
手
で
あ
る
人
間

つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
に
従
っ
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
真
理
要
求
は
放
棄
さ
れ
ず
、
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
教
会
が
、
担
い
手
と
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し
て
の
み
、
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
要
求
の
保
証
人
で
は
な
い
と
い
う

仕
方
で
登
場
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
保
留
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
起
こ
っ
た
最
初
の
ケ
ー
ス
は
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
で
あ
り
、
彼
は
、
諸
教
義

と
い
う
と
き
、
内
容
的
に
は
公
会
議
の
諸
決
定
の
こ
と
を
、
し
か
し
死
者
の

復
活
に
つ
い
て
の
信
仰
の
教
理
の
よ
う
な
他
の
共
通
の
信
仰
の
諸
教
理
の
こ

と
も
考
え
て
い
る
（hist. eccl. 3, 26, 4

）。
こ
れ
を
越
え
る
重
大
な
一
歩
と

な
っ
た
の
は
、そ
の
真
理
を
前
提
と
す
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
確
定
す
る
、

諸
教
義
の
教
会
法
的
（
か
つ
帝
国
法
的
）
拘
束
的
固
定
化
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
確
定
を
通
じ
て
、
教
会
の
教
導
職
（L

ehram
t

）
に
よ
る
教
理
の
告
知

の
継
受
の
プ
ロ
セ
ス
は
閉
じ
ら
れ
、
沈
黙
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
す
で
に
四
世
紀
に
準
備
さ
れ
、五
四
五
年
に
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。

つ
ま
り
そ
れ
は
、
四
五
一
年
の
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
の
妥
当
性
を
め
ぐ
る
長

い
争
い
の
間
に
定
式
化
さ
れ
た
、
最
初
の
四
つ
の
公
会
議
の
《
教
義
（dog-

m
ata

）》
に
は
聖
書
と
同
じ
権
威
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ

ス
皇
帝
の
宣
言
で
あ
る）

15
（

。
聖
書
と
こ
れ
ら
の
本
文
の
序
列
の
違
い
と
、
五
世

紀
の
公
会
議
と
四
世
紀
の
公
会
議
の
序
列
の
違
い
も
無
視
し
て
い
る
こ
と
は

別
と
し
て
、
最
初
の
四
つ
の
公
会
議
の
正
統
性
に
関
す
る
皇
帝
の
神
学
的
判

断
を
共
有
す
る
者
で
さ
え
、
法
的
な
固
定
化
を
通
し
て
真
理
に
つ
い
て
の
問

い
を
決
定
す
る
試
み
は
過
ち
で
あ
る
、
と
判
断
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
法
的

な
固
定
化
と
国
家
権
力
の
手
段
を
通
し
て
教
会
の
教
理
の
真
理
に
対
す
る
同

意
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
こ
の
試
み
の
た
め
の

基
盤
は
、
も
ち
ろ
ん
す
で
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
啓
示
の

終
末
論
的
真
理
を
、
ひ
と
つ
の
同
じ
く
究
極
的
で
決
定
的
な
定
式
に
表
す
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
仮
定
の
う
ち
に
あ
る
。
教
理
の
教
条
主
義
化
と
法
的
固

定
化
お
よ
び
国
家
に
よ
る
強
制
と
の
結
び
つ
き
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に

お
い
て
、
ま
さ
に
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
、
近
代
に
至
る
ま
で
長

い
あ
い
だ
致
命
的
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
教
義
の
概
念
の
信

用
は
失
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
教
義
と
信
仰
の
強
制
は
同
じ
も
の
で
は
な

い
。
信
仰
の
強
制
は
、
諸
々
の
教
義
の
真
理
を
め
ぐ
る
争
い
に
決
着
を
つ
け

る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
に
す
ぎ
ず
、し
か
も 

│ 

す
で
に
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に 

│ 

退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
目
的
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
手
段
で
あ
る
。

信
仰
の
強
制
は
、
教
義
の
真
理
に
関
す
る
同
意
を
強
要
す
る
こ
と
に
よ
り

こ
の
真
理
そ
れ
自
体
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
意

は
真
理
の
特
徴
と
み
な
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
真
理
の
普
遍
性
は
判
断
形
成
の

一
致
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
信
仰
の
強
制
に
よ
り
、
真
理
の

こ
の
よ
う
な
一
致
が
無
理
や
り
作
り
だ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
強
制
か
ら
も
独
立
し
た
仕
方
で
形
成
さ

れ
る
同
意
だ
け
が
、真
理
の
判
断
基
準
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

レ
ラ
ー
ン
ス
の
ヴ
ィ
ン
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の 

《C
om

m
onitorium

 pro catholi-

cae fidei antiquitate et universitate

》（
四
三
四
年
）
の
有
名
な
定
式
に
お

い
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
、し
た
が
っ
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て
全
教
会
の
教
義
で
あ
る
も
の
を
確
立
す
る
た
め
に
、
ひ
と
は
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
で
も
、
だ
れ
に
よ
っ
て
も
信
ぜ
ら
れ
る
こ
と
（curandum

 est, ut id 

teneam
us quod ubique, quod sem

per, quod ab om
nibus creditum

 est, 

K
ap. 2, 5

）
を
固
く
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
ヴ
ィ
ン
ケ
ン

テ
ィ
ウ
ス
は
す
で
に
、
重
要
な
の
は
事
柄
に
お
け
る
同
一
性
で
あ
っ
て
、
定

式
に
お
け
る
同
一
性
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
心
得
て
い
た
。
定
式
に

は
進
歩
が
あ
り
う
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
こ

と
も
予
見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
新
し
い
定
式
は
信
仰
内
容
の
同
一
性
を
保
っ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
保
っ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
争
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
異
端
者
た
ち
の
多
種
多
様
な
人
間
的
諸
見
解
に
対
し
神
的
教
義
を

確
立
す
る
た
め
の
、
レ
ラ
ー
ン
ス
の
同
意
と
い
う
判
断
基
準
は）

16
（

、
し
た
が
っ

て
簡
単
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
定
式
の
変
更
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
信
仰
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
は
、
再
び
、
そ
れ
を

吟
味
し
て
決
定
す
る
た
め
の
他
の
審
級
が
必
要
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
十
六
世
紀
以
来
、
ロ
ー
マ-

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会 

│ 

そ
の
神
学
は

レ
ラ
ー
ン
ス
の
ヴ
ィ
ン
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
証
人
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し

た 

│ 

が）
17
（

、
同
意
の
判
断
基
準
を
、
司
教
た
ち
と
教
皇
と
い
う
教
理
の
権

威
を
通
し
て
補
足
し
た
と
し
て
も
、
何
ら
驚
く
こ
と
は
な
い
。
司
教
団
あ
る

い
は
教
皇
が
ひ
と
り
で
全
教
会
の
代
表
者
と
し
て
そ
の
機
能
の
な
か
で
語
る

と
き
、
彼
ら
は
彼
ら
の
職
務
の
力
に
よ
る
信
仰
の
同
意
を
表
明
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
司
教
た
ち
と
教
皇
の
指
導
の
権
威
（L

ehrauto-

rität

）
は
、
長
い
間
、
教
会
の
教
導
職
に
よ
る
教
義
の
真
理
の
権
威
的
保
証

と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
て
き
た
。
ま
だ
第
一
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
テ
キ
ス

ト
で
は
、《fidei dogm

ata

》（D
S 3017

）
と
い
う
表
現
は
、
神
に
よ
っ
て

啓
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
る
（D

S 3011
:

《
…tam

quam
 

divinitus revelata credenda proponuntur

》）
教
会
の
、
拘
束
的
な
も
の

と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
教
理
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
東
方
正
教
会
の

神
学
の
場
合
と
異
な
り
、
こ
の
関
連
で
、
教
理
の
公
的
言
明
が
全
信
仰
者
に

よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
次
の
よ
う
な
判
断
基
準
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た 

│ 

つ
ま
り
、
教
会
の
教
導
職
が
定
式
化
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
、
教
理
へ
の
同
意
が
実
際
に
存
在
す
る
こ
と
を
判
断
す

る
基
準
と
し
て
。
し
か
し
幸
運
に
も
、
受
容
の
必
要
性
が
明
確
に
排
除
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た）

18
（

。
な
ぜ
な
ら
、
教
皇
が
全
教
会
の
名
に
お
い
て
そ
の
職

務
に
よ
り
（《ex cathedra

》） 

定
め
る
教
理
に
関
す
る
諸
言
明
は
、
そ
れ
自

ら
、
そ
し
て
教
会
の
同
意
に
基
づ
い
て
初
め
て
で
は
な
く
（《ex sese, non 

autem
 ex consensu E

cclesiae

》）、
有
効
で
あ
り
、
変
更
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
（D

S 3074

）
と
い
う
公
会
議
の
有
名
な
確
定
が
、
お
そ
ら
く
非
常

に
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
諸
言
明
は
、
他
の
決
定
機
関

に
よ
る
い
か
な
る
形
式
的
確
認
も
必
要
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。こ
の
場
合
、

こ
の
よ
う
な
諸
言
明
の
受
容
の
実
際
の
プ
ロ
セ
ス
が
初
め
て
、
教
会
の
生
活

お
よ
び
信
仰
意
識
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
位
置
価
値
﹇
一
定
の
秩
序
や
組
織
内

で
人
・
事
物
な
ど
が
も
っ
て
い
る
意
味
・
価
値
な
ど
﹈
を
決
め
る
で
あ
ろ
う
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と
い
う
事
実
に
対
す
る
眼
差
し
は
、依
然
と
し
て
開
か
れ
た
ま
ま
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
教
会
の
実
際
に
存
在
す
る
同
意
（K

onsensus

）（
そ
れ
が

一
定
の
時
代
に
お
け
る
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
時
代
を
橋
渡
し
す
る

連
続
的
な
も
の
で
あ
れ
）
も
、
信
仰
の
教
理
の
真
理
の
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す

で
に
十
分
な
判
断
基
準
で
は
あ
り
え
な
い
。
教
義
の
真
理
の
同
意
理
論
は
真

理
一
般
の
単
な
る
同
意
理
論
の
諸
々
の
弱
点
を
共
有
し
て
い
る）

19
（

。
同
意
は
、

真
理
の
普
遍
性
の
た
め
の
表
現
お
よ
び
印
で
あ
り
う
る
が
、
あ
る
集
団
、
あ

る
社
会
、
あ
る
文
化
の
構
成
員
の
間
に
お
け
る
単
な
る
協
定
の
表
現
で
も
あ

り
う
る
。
宇
宙
の
中
心
に
あ
る
地
球
の
位
置
は
、
近
代
の
初
め
に
こ
の
観
念

が
単
に
因
習
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
、
神
聖
不
可

侵
な
真
理
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
宗
教
改
革
の
世
紀
と
十
七
世

紀
の
初
期
に
も
、
諸
々
の
教
派
的
な
争
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
の
統
一

は
社
会
の
統
一
に
と
っ
て
絶
対
に
不
可
欠
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
後
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
理
解
は
単
に
因
習
的
確
信
に
す
ぎ
な
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
因
習
的
基
本
的
確
信
は
、

決
し
て
い
つ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
暴
力
的
制
約
の
表
現
と
は
か
ぎ
ら

ず
、
む
し
ろ
人
間
の
怠
惰
と
、
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
基
本
的
確
信
を
問
い
に

付
す
う
え
で
必
要
な
諸
々
の
挑
戦
が
欠
け
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
広

範
囲
に
及
ぶ
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
一
般
的
な
同
意
の
場
合
に
も
、
そ
の
同

意
は
ま
だ
真
理
の
十
分
な
判
断
基
準
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
次
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
あ
る
表
象
形
式
と
確
信
が
あ
ま
り
に
深
く

人
間
本
性
の
う
ち
に
根
差
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
真
理
に
対
応
し
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
克
服
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
種
の
諸
々

の
遺
伝
的
構
造
の
う
ち
に
備
わ
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
克
服
し
が
た
い
、
種
全

体
の
偏
見
と
い
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
偏
見
は
、
あ

ら
ゆ
る
個
々
人
の
同
意
に
よ
っ
て
も
ま
だ
真
理
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
、
諸
々
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
基
本
的
確
信
の
も
っ
と
も

ら
し
さ
は
、
西
欧
の
中
世
に
お
い
て
さ
え
、
非
常
に
高
い
段
階
の
自
明
性
に

は
到
達
し
な
か
っ
た
。
他
の
点
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
世
界
教
会
的
同
意

が
非
常
に
重
要
で
、
追
求
す
る
価
値
が
あ
る
と
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
同
士

の
同
意
が
真
理
の
十
分
な
判
断
基
準
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
少
な

く
な
っ
て
行
く
。

一
致
（K

onsens

）
の
視
点
は
、
教
会
の
教
理
に
関
す
る
宗
教
改
革
の
理

解
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告

白
に
よ
る
と
、福
音
の
教
義
の
一
致
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
執
行
の
一
致（C

A
7 

《consentire de doctrina evangelii et de adm
inisratione sacram

ento-

rum

》）
は
、
教
会
の
統
一
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
の
総
体
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
教
理
の
一
致
は
、
ル
タ
ー
派
の
理
解
に
よ
る
と
共
通
の
信
仰
告
白
に

お
け
る
そ
の
表
現
で
あ
り
、
教
会
の
信
仰
告
白
は
、
教
会
共
同
体
の
基
礎
と

な
る
教
理
の
一
致
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
ル
タ
ー
派
の
信
仰
告
白
の
理
解

に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
改
革
派
の
多
く
の
信
仰
告
白
の
機
能
で
あ
っ
た
よ

う
な
、
地
域
教
会
の
再
編
成
の
基
礎
と
し
て
の
単
な
る
地
域
的
な
一
致
で
は
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な
い
。
ル
タ
ー
派
の
信
仰
告
白
は
、
徹
頭
徹
尾
、
福
音
の
教
理
に
関
す
る
全

教
会
的
一
致
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
管
理
執
行
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

そ
れ
は
聖
書
だ
け
で
な
く
、
古
代
教
会
の
教
理
と
の
一
致
、
特
に
ニ
ケ
ヤ
・

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
信
条
（C

A
1

）
と
の
一
致
を
証
拠
と
し
て
引
き
合

い
に
だ
す
。し
か
し
教
会
の
教
理
の
真
理
の
判
断
基
準
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
一
致
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
福
音
の
教
理
と
の
一
致
で
あ
る
。
教

会
の
教
理
の
一
致
は
、
福
音
の
教
理
の
一
致
《consensus de doctrina 

evangelii

》
と
し
て
初
め
て
重
要
に
な
る
。
福
音
と
聖
書
を
証
拠
と
し
て
引

き
合
い
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、
一
致
の
思
想
が
基
本
的
に
乗
り
越
え
ら
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
新
約
聖
書
の
証
言

と
の
一
致
は
、
た
し
か
に
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
聖
書
の
な
か
で
表
現
さ
れ
て

い
る
原
始
教
会
の
教
理
と
告
知
と
の
一
致
で
も
あ
る
。
聖
書
の
証
言
と
の
一

致
は
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
体
一
致
の
思
想
の
意
味
に
お
い
て
も
、
し
か
も

初
め
か
ら
教
会
の
伝
承
と
の
一
致
の
す
ぐ
れ
た
判
断
基
準
と
し
て
理
解
さ
れ

た
。
こ
の
意
味
で
、
レ
ラ
ー
ン
ス
の
ヴ
ィ
ン
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
一
致
の
概
念

も
、
ま
ず
第
一
に
、
新
約
聖
書
の
な
か
に
そ
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

使
徒
た
ち
の
宣
教
に
お
け
る
教
会
の
教
理
の
伝
統
の
起
源
と
の
一
致
を
重
視

し
た
。
福
音
の
教
理
の
一
致 《consensus de doctrina evangelii

》
と
い
う

ル
タ
ー
派
の
概
念
は
、
こ
の
と
こ
ろ
で
疑
い
も
な
く
他
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
福
音
と
教
会
の
聖
書
の
う
ち
に
提
示
さ
れ
て
い
る

神
の
言
葉
の
規
範
的
機
能
で
あ
る）

20
（

。
聖
書
と
教
会
の
対
立
、
よ
り
正
確
に
言

う
と
、
聖
書
の
な
か
で
証
言
さ
れ
て
い
る
福
音
と
教
会
の
教
理
お
よ
び
信
仰

告
白
と
の
対
立
は
、
宗
教
改
革
の
神
学
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
教
会
の
信
仰
告
白
は
信
仰
の
新
し
い
条
項
を
作
り
だ
さ
ず
、
聖
書
の
な
か

で
証
言
さ
れ
て
い
る
、
福
音
に
対
す
る
信
仰
の
み
を
告
白
す
る
（Luther 

W
A

 30/2, 420

）
21
（

）。

教
会
の
教
理
に
関
す
る
宗
教
改
革
の
見
解
は
、
し
た
が
っ
て
純
粋
な
一
致

理
論
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
福
音
と
教
会
の
対
立

と
い
う
命
題
は
次
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。《
第
一
に
》
福
音
は
新
約

聖
書
の
原
始
教
会
の
証
言
か
ら
区
別
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
証
言
と
し
て
あ
ら

か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
る
。《
第
二
に
》
統
一
的
全
体
と
し
て
の
福
音
は
新

約
聖
書
の
著
者
た
ち
の
種
々
の
神
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
対
立
し
て
お

り
、
そ
れ
自
体
新
約
聖
書
の
諸
文
書
か
ら
認
識
さ
れ
る
。
二
つ
の
前
提
は
互

い
に
緊
密
に
関
連
し
て
お
り
、両
者
と
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
批
判
さ
れ
、

異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
さ
い
今
日
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
特
に「
聖

書
の
神
学
的
統
一
性
」
と
い
う
前
提
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
は
、
宗
教

改
革
が
前
提
と
し
た
よ
う
に
、
無
造
作
に
聖
書
そ
れ
自
体
か
ら
で
て
く
る
も

の
で
は
な
い
。
聖
書
の
統
一
性
は
む
し
ろ
「
最
終
的
に
解
釈
者
の
理
解
と
精

神
の
な
か
で
の
み
実
現
さ
れ
る）

22
（

」。
こ
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う
な
問
い
が
で
て
く
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
と
っ
て
基
準

と
な
る
の
は
個
々
の
神
学
者
の
私
的
判
断
な
の
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
全
体

を
代
表
す
る
教
導
職
と
し
て
の
教
会
な
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
う
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し
て
ま
た
も
や
基
準
と
し
て
の
（
教
会
の
）
一
致
と
い
う
視
点
が
現
れ
て
く

る
。聖

書
の
中
心
的
内
容）

23
（

（Sachgehalt

）
に
関
す
る
聖
書
の
統
一
性
は
解
釈

と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
の
み
探
究
さ
れ
、み
い
だ
さ
れ
る
と
の
こ
の
立
論
は
、

承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。例
え
ば
解
釈
な
し
に
、ま
た
解
釈
学
的
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
そ
れ
と
関
連
す
る
相
対
性
な
し
に
、
聖
書
の
「
中
心
内
容

（Sache

）」に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
な
が
ら
い
か
な
る
解
釈
も
、

解
釈
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
の
中
心
内
容
が
、
あ
ら
か
じ
め
解
釈
者
の
諸
々

の
努
力
に
先
だ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る 

│ 

そ

の
特
徴
は
、
解
釈
そ
れ
自
体
の
経
過
の
な
か
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず 

│ 

と
い
う
解
釈
学
的
普
遍
的
根
本
命
題
が
主
張
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
前
提
が
な
け
れ
ば
、
解
釈
者
が
そ

の
テ
キ
ス
ト
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
制
約
関
係
は
、
も
は
や
詩
人
に
よ

る
構
成
の
自
由
と
区
別
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
の
著
者
に

よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
も
の
と
し
て
言
葉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
中

心
内
容
は
、
解
釈
の
基
準
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
、
よ
り
狭
い
意
味
で
の
釈
義
的
課
題
は
、
つ
ま
り
著
者
の
中
心
的

意
図
の
明
確
化
は
、
今
や
解
釈
者
の
内
容
理
解
と
完
全
に
切
り
離
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
両
者
が
単
純
に
ひ
と
つ
に
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
し

て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
言
明
と
解
釈
者
の
内
容
理
解
の
歴
史
的
相
違
は
、

後
者
が
取
り
除
か
れ
る
と
き
に
の
み
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
。
テ
キ
ス
ト
と
解
釈
者
の
あ
ら
ゆ
る
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
釈
さ
れ

る
べ
き
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
解
釈
者
に
も
認
識
可
能
で
、
彼

の
世
界
理
解
に
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
中
心
内
容
で
あ
る
と
い
う
仮
定

が
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
理
解
も
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、

内
容
の
統
一
性
は  

│ 

解
釈
者
に
と
っ
て
そ
れ
が
も
つ
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い

う
点
か
ら
み
て 

│
、
解
釈
者
の
精
神
に
お
い
て
の
み
実
現
さ
れ
う
る
と

い
う
こ
と
は
正
し
い
。
し
か
し
、次
の
こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
さ
い
個
々
人
の
私
的
判
断
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ

と
も
教
会
共
同
体
を
代
表
す
る
教
導
職
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
中
心
内
容
は
解
釈
者
の
恣
意
に
任
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
む
し
ろ
い
か
な
る
解
釈
も
、
そ
れ
が
私
的
な
も
の
で
あ
れ
公
的
な
も

の
で
あ
れ
、
中
心
内
容
の
真
理
を
基
準
と
し
て
測
ら
れ
る
。
い
か
な
る
解
釈

者
も
中
心
内
容
の
真
理
を
自
ら
決
定
し
た
り
せ
ず
、
そ
の
真
理
は
、
そ
の
解

釈
を
め
ぐ
る
議
論
の
進
展
の
な
か
で
決
定
さ
れ
る
。

し
か
し
中
心
内
容
の
真
理
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
い
か
に
し
て
主
張

さ
れ
る
の
か
。
聖
書
の
中
心
内
容 

、
つ
ま
り
共
通
の
内
容 

│ 

新
約
聖
書

の
種
々
の
文
書
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
間
の
あ
ら
ゆ
る
相
違
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
こ
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
内
容 

―
― 

は
、
差
し
当
た
り
次

の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。
新
約
聖
書
の
著
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

方
で
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
お
け
る
神
の
行
為
を
証
言
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

新
約
聖
書
の
諸
文
書
に
お
い
て
教
会
と
個
々
の
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰
の
対
象
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と
し
て
証
言
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
初
め
か
ら
、
ナ
ザ
レ

の
イ
エ
ス
と
彼
に
お
け
る
神
の
行
為
に
対
す
る
信
仰
を
告
白
し
た
。
そ
れ
は

キ
リ
ス
ト
教
の
諸
々
の
信
仰
告
白
と
教
義
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で

信
仰
告
白
と
教
義
は
、
事
実
、
聖
書
の
中
心
的
内
容
の
要
約
で
あ
る
。
し
か

し
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
聖
書
の
内
容
は
、
こ
の
よ
う
な
い
か

な
る
要
約
に
よ
っ
て
も
す
で
に
汲
み
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ

れ
は
い
か
な
る
要
約
的
言
明
に
よ
っ
て
も
暫
定
的
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。
聖
書
の
解
釈
が
進
展
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
内
容
の
輪
郭
線
は
ま
だ

最
終
的
に
決
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
認
識
は
相
変
わ
ら
ず
進
行
中
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
書
の
内
容
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
独
自
性
の
よ
り
正

確
な
規
定
に
も
、
ま
た
聖
書
に
よ
っ
て
証
言
さ
れ
て
い
る
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス

に
お
け
る
神
の
救
済
の
行
為
の
真
理
に
つ
い
て
の
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
問
い

に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
の
内
容
と
の
関
連
で
、ま
た
そ
の
真
理
と
の
関
連
で
、

教
義
は
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
終
末
論
的
概
念）

24
（

」
で
あ
る
。

歴
史
の
終
り
に
お
け
る
神
の
究
極
的
啓
示
に
よ
っ
て
初
め
て
、
ナ
ザ
レ
の
イ

エ
ス
に
お
け
る
神
の
行
為
の
内
容
と
真
理
に
関
す
る
究
極
的
認
識
が
も
た
ら

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
神
御
自
身
以
外
に
、
歴
史
に
お
け
る
神
の
行
為
に
関
す

る
究
極
的
な
教
え
を
語
る
権
限
を
も
つ
者
は
い
な
い
。
こ
れ
は
、
神
は
歴
史

に
お
け
る
そ
の
行
為
を
通
し
て
御
自
身
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る

と
の
な
お
吟
味
さ
れ
る
べ
き
前
提
の
も
と
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
現
在
の
認

識
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
認
識
は
す
べ
て
、
時
間
と
歴
史
が
前
進
す
る
か
ぎ
り
、
し
た
が
っ
て
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
歴
史
的
行
為
に
つ
い
て
の
聖
書
の
証
言
の
解

釈
も
前
進
す
る
か
ぎ
り
、
暫
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
教
義
の
内
容
と
真
理
を
教
会
の
意
見
の
一
致
に
基
礎
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
聖
書
の
中
心
内
容
の
認
識
に
よ
っ
て
初
め
て
、

そ
れ
に
関
す
る
意
見
の
一
致
が
生
み
だ
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い
認
識
の
共
通
性

は
、
も
ち
ろ
ん
中
心
内
容
の
間
主
観
的
同
一
性
の
確
認
へ
と
通
ず
る
。
し
か

し
意
見
の
一
致
は
繰
り
返
し
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
聖

書
の
解
釈
は
、
そ
の
中
心
内
容
の
独
自
性
と
真
理
を
顧
慮
し
つ
つ
進
展
す
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
教
会
の
信
仰
告
白
の
教
義
学
的
諸
定
式
と
神
学
に

お
け
る
諸
々
の
定
式
化
に
お
け
る
そ
の
内
容
の
諸
々
の
暫
定
的
な
書
き
換
え

は
、
繰
り
返
し
吟
味
さ
れ
る
。
こ
の
吟
味
は
、
教
会
の
信
仰
告
白
と
教
義
に

関
す
る
諸
々
の
主
張）

25
（

が
関
わ
る
中
心
内
容
の
独
自
性
と
真
理
の
規
定
に
及

ぶ
。
こ
の
よ
う
な
吟
味
は
同
時
に
教
義
の
解
釈
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、

聖
書
の
中
心
内
容
を
要
約
し
、
神
の
真
理
と
し
て
言
明
す
る
と
い
う
教
義
の

要
求
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
教
義
の
解
釈
と
吟

味
は
、教
義
学
の
解
釈
で
あ
る
。
教
義
学
は
教
義
の
真
理
を
問
う
、し
た
が
っ

て
、
教
会
の
諸
々
の
教
義
が
神
の
啓
示
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
神
御
自

身
の
教
義
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
問
う
。
ま
た
教
義
学
は
、
教
義
を
解
釈
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
い
を
問
い
続
け
る
。
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三　

組
織
神
学
と
し
て
の
教
義
学

「
教
義
学
」
と
い
う
名
称
の
発
生
に
つ
い
て
熟
考
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

義
学
は
教
会
の
教
理
の
内
容
を
展
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
理
の
真
理
に
つ

い
て
の
問
い
も
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
適
切
に
立
証

さ
れ
る
。
以
下
の
議
論
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
は
起
こ
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

神
学
の
特
定
の
専
門
分
野
の
た
め
に
「
教
義
学
」
と
い
う
名
称
が
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
十
七
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
る）

26
（

。
し
か
し
す
で
に
一
五
五
〇
年
に
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
、
聖
書
の
諸
々
の

証
言
の
教
理
的
内
容
を
、
そ
の
歴
史
的
素
材
と
区
別
し
て
ド
グ
マ
テ
ィ
シ
ュ

（dogm
atisch

）と
呼
ん
だ（C

R
14, 147f.

）。
一
六
一
〇
年
、ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
ー

ア
ハ
ル
ト
は
、
彼
に
な
ら
っ
て
《L

oci theologici
》（I, n. 52

）
の
第
一
版

に
お
い
て
聖
書
の
内
容
を
《dogm

atica

》
と
《historica
》
に
分
け
て
論
じ

た
。
一
六
三
五
年
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、《theologia dogm

at-

ica

》
と
い
う
名
称
を
歴
史
神
学
に
対
抗
す
る
概
念
と
し
て
用
い
、
そ
し
て

す
で
に
そ
の
一
年
前
に
、
ゲ
オ
ル
ク
・
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
こ
れ
を
倫
理
学

と
区
別
し
て
い
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
十
七
世
紀
の
半
ば
以
来
、《theologia 

dogm
atica

》
と
い
う
表
題
を
も
つ
書
物
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
教
理
的
内

容
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
こ

の
た
め
に
《doctrina

》
と
い
う
概
念
を
用
い
て
き
た
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ

ナ
ス
は
こ
の
名
称
を
好
ん
だ
が
、
よ
り
厳
密
に
《sacra doctrina

》
と
呼
ん

だ
。
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
、《doctrina evangelii

》
と
い
う
神
学
概
念
よ
り
も

こ
の
名
称
を
好
ん
だ
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
も
、
す
で
に
こ
の
名
称
を
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
の
要
約
的
記
述
の
表
題
と
し
て
用
い
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的

思
惟
に
お
け
る
そ
の
起
源
は
新
約
聖
書
に
遡
る
。《didaskalia

》
は
特
に
牧

会
書
簡
に
お
い
て
使
徒
に
よ
る
教
え
の
総
括
概
念
と
し
て
出
て
く
る
（
テ
ト

ス
一
・
九
、二
・
一
。
I
テ
モ
テ
一
・
一
〇
、
II
テ
モ
テ
四
・
三
を
参
照
）。
そ
の

他
の
と
こ
ろ
で
は
、《didache

》
と
い
う
表
現
が
支
配
的
で
あ
る
（
例
え
ば
、

ヨ
ハ
ネ
七
・
一
六
。
こ
こ
で
は
イ
エ
ス
の「
教
え
」を
指
す
）。
特
に《didache

》

の
場
合
、
教
え
る
こ
と
の
主
体
的
遂
行
は
教
え
の
内
容
と
分
離
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
（
マ
ル
コ
一
・
二
七
、
マ
タ
イ
七
・
二
八
以
下
を
参
照
）、
教
え
の

内
容
が
徹
底
的
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
ロ
ー
マ
六
・
一
七
。
つ
ま
り

原
像
的
内
容
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト 

│ 

使
徒
的
伝
承
の
型）

27
（

）。
神
に
よ
っ
て
全

権
を
与
え
ら
れ
た
教
え
と
し
て
の
教
理
と
い
う
理
解
は
、
神
学
と
い
う
概
念

の
本
来
の
意
味
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
に
近
い
。
こ
の
神
学
と
い
う

概
念
が
教
理
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
教
理
の
内
容
を
明
確

に
し
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
、
神
つ
い
て
論
ず
る
教
理
の
内
容
つ
ま
り
特
定

の
「
部
分
」
を
説
明
す
る
（A

thenagoras leg. 10, 4f.

）。
こ
れ
に
対
し
教

義
学
の
概
念
は
最
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
全
体
と
関
係
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
ド
グ
マ
と
し
て
の
教
理
は
教
義
学
の
努
力
の
《
対
象
》
と
な
る
。
す

な
わ
ち
、
教
理
の
主
観
的
か
つ
客
観
的
契
機
は
、
教
義
、
教
理
の
告
知
、
そ

し
て
教
義
学
と
い
う
区
別
の
な
か
に
別
々
に
現
れ
る
。そ
の
さ
い
教
義
学
は
、
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そ
れ
が
大
学
の
神
学
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
（
教
理
の
内
容
と
し
て
の
）

教
義
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
学
問
的
専
門
分
野
と
し
て
、
つ
ま
り
《theologia 

dogm
atica

》
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
教
会
の
教
理
の
告

知
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
教
義
学
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
ま
ず
第
一
に
、

聖
書
あ
る
い
は
信
仰
箇
条
（《articuli fidei

》）
の
教
理
の
内
容
を
要
約
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
理
路
整
然
と
し
た
も
の
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
を
課
題
と
し

て
い
る）

28
（

。
し
か
も
こ
の
こ
と
は
「
積
極
的
」
再
現
の
意
味
に
お
い
て
も
、
ま

た
「
学
識
的
」
論
証
の
意
味
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る）

29
（

。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
要
約
し
、
そ
れ
を
理
路
整
然
と
記
述
す
る
と
い
う

課
題
の
た
め
に
、
十
八
世
紀
の
初
頭
以
来
、「
組
織
神
学
」
と
い
う
概
念
が

市
民
権
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
七
二
七
年
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
・

ブ
ッ
デ
ウ
ス
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
神
学
の
記
述
は
、
二
つ
の

要
求
を
満
た
す
な
ら
ば
、「
組
織
的
」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
。

つ
ま
り
ひ
と
つ
は
、（
a
）
そ
の
素
材
を
包
括
的
に
取
扱
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
ブ
ッ
デ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
救
い
に
必
要
な
す
べ
て
の
こ
と
を
顧
慮
す

る
こ
と
を
意
味
し
た
。

し
か
し
も
う
ひ
と
つ
は
、（
b
）
個
々
の
内
容
を
も
説
明
し
、
証
明
し
、

確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
（《explicet,probet,atque confirm

e

）
30
（t

》）。

そ
の
さ
い
特
に
体
系
的
（system

atisch

）
記
述
そ
れ
自
体
の
形
式
を
通

し
て
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
的
教
理
の
諸
言
明
の
間
の
、
し
か
し
ま
た
そ
れ

ら
の
言
明
と
、
そ
の
他
の
「
真
理
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
す
べ
て
の
間

の
関
連
を
指
摘
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
論
証
」
と
「
確
認
」
が
行
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
内
容
の
体
系
的
記
述
は
、
そ
れ
自
体
す

で
に
そ
の
真
理
要
求
と
の
関
連
の
な
か
に
あ
る
。
そ
れ
は
記
述
さ
れ
た
も
の

の
真
理
を
吟
味
す
る
。
そ
し
て
も
し
も
仮
に
真
理
が
た
だ
ひ
と
つ
し
か
あ
り

え
な
い
と
す
れ
ば
、
真
理
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
す
べ
て
の
も
の
に
矛
盾
が
な

い
こ
と
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
一
致
し
う
る
こ
と
が
、
真
理
を
求
め
る
す
べ

て
の
要
求
に
含
ま
れ
る
基
本
的
含
意
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
信
仰
箇
条
の

体
系
的
記
述
の
際
に
直
接
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
真
理
と
、
そ
の
真
理
の

確
認
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
体
系
的
な
記
述
形
式
に
初
め
て
さ
ら
に
つ
け
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
内
容
の
真
理
に
つ
い
て
の
問
い
は
、

体
系
的
な
記
述
形
式
そ
れ
自
体
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
組
織
神
学
が
キ
リ
ス

ト
教
の
使
信
の
告
知
に
仕
え
る
そ
の
業
も
、
こ
れ
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
こ
の
告
知
は
、
組
織
神
学
が
そ
の
内
容
を
真
理
と
し
て
提
示
す
る
と
い

う
具
合
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
告
知
の
際
の
、
キ
リ
ス

ト
教
の
教
理
の
真
理
に
対
す
る
関
係
は
、
組
織
神
学
の
場
合
の
関
係
と
は
異

な
る
。
そ
の
告
知
は
、
個
々
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
内
容
を
真
理
と
し
て

主
張
し
つ
つ
、
そ
の
教
理
相
互
の
関
連
と
、
真
実
な
す
べ
て
の
も
の
と
の
関

連
を
暗
に
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
関
連
は
、
組
織
神
学
に
お
け
る

教
理
の
内
容
の
研
究
と
記
述
の
対
象
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
意
味
に
お
け
る
組
織
神
学
は
、
こ
の
名
称
が
現
れ
て
よ
う

や
く
誕
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
内
容
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
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系
的
記
述
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
二
世
紀
の
グ
ノ
ー

シ
ス
の
体
系
化
の
努
力
の
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
キ
リ
ス
ト
の
教
弁

証
家
た
ち
と
、
リ
ヨ
ン
の
エ
イ
レ
ー
ナ
イ
オ
ス
の
よ
う
な
反
グ
ノ
ー
シ
ス
の

立
場
を
と
っ
た
教
父
た
ち
の
諸
文
書
は
、
初
期
の
体
系
化
を
暗
示
し
て
い
る

が
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
、
そ
の
起
源
に
関
す
る
著
書
（『
諸
原
理
に
つ
い
て
』）

の
な
か
で
、
神
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
、
形
式
に
従
っ
た
体
系
的

記
述
を
提
示
し
た
。
そ
の
後
、
中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
コ
ラ
学
に
お
い
て

こ
の
体
系
的
記
述
形
式
は
、
神
学
の
学
問
性
に
関
す
る
諸
々
の
議
論
の
本
来

的
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
も
そ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
独
立
し

た
全
体
的
記
述
で
あ
る
ス
ン
マ
の
な
か
に
そ
の
最
も
適
切
な
形
態
を
み
い
だ

し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
命
題
論
集
の
註
解
の
論
証
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理

の
諸
言
明
相
互
の
調
和
の
可
能
性
、
ま
た
理
性
的
認
識
の
諸
原
理
と
の
調
和

の
可
能
性
を
証
明
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
神
学
の
学
問
性
の
基
礎
づ
け  

│ 

十
三
世
紀
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
問
概
念
が
基
礎
と
さ
れ
た）

31
（

  

│ 

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
論
究
以
前
に
、
こ
の
主
題
に
お
い
て
問

題
と
な
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
統
一
性
と
、
同
時
に
理

性
的
知
の
諸
原
理
と
の
そ
の
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
設
定
は
、

教
父
た
ち
の
外
見
上
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
諸
言
明
を
弁
証
的
に
調
停
し

よ
う
と
し
た
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
の
挑
戦
つ
ま
り
彼
の
有
名
な
『
然
り
と
否

（《Sic et N
on

》）』
以
来
、
ま
た
方
法
論
の
面
で
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
に
従
っ

た
ペ
ト
ゥ
ル
ス
・
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
の
『
神
学
命
題
集
』
以
来
、
行
わ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
知
的
「
専
門
分
野
」
は
、

学
問
性
に
対
す
る
神
学
の
要
求
と
い
う
形
で
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
要
求
の
完
遂
の
種
々
の
形
式
は 

│ 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

学
問
概
念
に
依
拠
し
て
い
る
が
ゆ
え
に 

│ 

時
代
に
制
約
さ
れ
、
今
や
時

代
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
統
一
性
と
、
理

性
の
諸
原
理
と
の
そ
の
一
致
に
対
す
る
基
本
的
関
心
は
、
永
続
的
妥
当
性
を

保
持
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
神
学
に
お
け
る
理
性
の
使
用
に
関
す
る
ス
コ
ラ
的

神
学
の
詳
論
は）

32
（

、
そ
の
学
問
性
の
よ
り
専
門
的
な
問
い
に
と
っ
て
特
別
な
意

義
を
も
っ
て
い
る
。
中
世
の
ス
コ
ラ
学
は
、
そ
し
て
後
の
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
神
学
も
、
神
学
に
お
け
る
諸
々
の
理
性
原
理
の
妥
当
性
を
あ
る
程
度
制
限

す
る
傾
向
を
も
ち
、
後
者
は
理
性
の
規
範
的
使
用
で
は
な
く
、
道
具
的
使
用

を
支
持
し
た）

33
（

。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
ま
た
も
や
理
性
と
理
性
的
認
識
の
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
的
理
解
と
い
う
特
徴
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
厳

密
な
理
性
的
認
識
の
本
質
が
普
遍
的
諸
原
理
に
基
づ
く
演
繹
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
諸
言
明
は
、
そ
の
歴
史
的
起
源
の
ゆ
え
に
こ
の

よ
う
な
仕
方
で
は
導
き
だ
さ
れ
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（vgl. T

hom
as 

von A
quin S. theol. I, 32, 1 ad 2

）。
神
学
に
お
け
る
自
然
的
人
間
の
理
性

の
誤
っ
た
優
位
性
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
多
く
の
批
判
的
判
断
の
根
底
に
も
、

理
性
と
理
性
認
識
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
理
解
に
対
す
る
反
対
が
あ
る
。
他

方
ル
タ
ー
も
、
信
仰
に
よ
る
理
性
の
革
新
を
教
え
た
だ
け
で
な
く
、
神
学
の
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た
め
の
理
性
の
必
然
性
も
強
調
し
た）

34
（

。
特
に
彼
は
、
い
く
つ
か
の
先
鋭
的
定

式
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
真
理
の
統
一
性
と
論
理
的
首
尾
一
貫
性

の
妥
当
性
に
固
執
し
た 

│ 

そ
の
適
用
の
際
に
、
誤
っ
た
結
論
と
誤
っ
た

判
断
を
回
避
す
る
た
め
に
、
神
学
の
主
題
の
立
て
方
の
特
異
性
に
注
意
が
払

わ
れ
る
と
し
て
も）

35
（

。
ル
タ
ー
と
古
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
に
お
い
て
、
実
際
の

理
性
の
使
用
は
罪
人
あ
る
い
は
信
仰
者
と
し
て
の
人
間
の
そ
の
つ
ど
の
全
体

的
方
向
性
に
具
体
的
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
が
、
中
世
神
学
に
お
け
る
よ
り

も
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
た
。
神
学
に
お
け
る
理
性
の
機
能
に
関
す
る
適
切
な

判
断
は
、
理
性
と
そ
の
概
念
の
種
々
の
具
体
的
規
定
を
度
外
視
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
神
学
に
お
い
て
も
、
同
一
性
と
矛
盾
の
諸
原
理
が
承
認

さ
れ
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
論
証
も
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
理
は
、

特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
統
一
性
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
努
力
の

際
に
、
い
つ
も
す
で
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
神
学
的
研
究
の
学
問
性
は
そ

の
首
尾
一
貫
し
た
適
用
に
依
拠
し
て
い
る 

│ 

た
と
え
そ
の
際
、
そ
の
具

体
的
形
態
が
、
あ
る
理
性
的
演
繹
の
形
式
と
い
う
よ
り
も
諸
々
の
慣
習
的
論

証
の
形
式
で
あ
る
と
し
て
も）

36
（

。
つ
ま
り
こ
の
論
証
形
式
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
的
な
学
問
概
念
よ
り
も
、
所
与
の
諸
現
象
の
記
述
の
た
め
に
諸
々
の
仮
説

と
理
論
モ
デ
ル
を
用
い
て
説
明
す
る
学
問
的
論
証
と
い
う
今
日
の
理
解
に
近

い
。
し
た
が
っ
て
こ
う
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意
味
に

お
け
る
諸
々
の
学
問
的
論
証
を
信
仰
論
に
適
用
す
る
こ
と
に
対
し
神
学
が
示

す
保
留
の
態
度
は
、
学
問
的
論
証
に
関
す
る
近
代
に
お
い
て
普
遍
的
に
承
認

さ
れ
て
い
る
見
解
を
い
く
つ
か
の
点
で
先
取
り
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
コ
ラ
学
以
来
、
教
義
学
、
あ
る
い
は
当

時
は
ま
だ
端
的
に
《theologia

》
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
の
た
め
に
要
求
さ

れ
た
特
別
な
学
問
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
研
究
と
記
述
に
密

接
に
関
連
し
て
い
た
。
同
時
に
、
記
述
さ
れ
た
内
容
の
真
理
を
問
う
問
い
と

の
関
連
が
示
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
を
越
え
て
、
体
系
的
研
究
と
記
述

の
な
か
に
、
真
理
に
関
す
る
ま
っ
た
く
一
定
の
理
解
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
真
実
な
も
の
の
一
致
と
し
て
の
、
つ
ま
り
《
首
尾
一

貫
性
と
し
て
の
真
理
》
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
相
互
の
関
係
に
関

す
る
、
し
か
し
ま
た
そ
の
他
の
知
に
対
す
る
そ
の
関
係
に
関
す
る
、
キ
リ
ス

ト
教
の
教
理
の
首
尾
一
貫
性
の
研
究
と
記
述
を
通
し
て
、
組
織
神
学
は
キ
リ

ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
を
確
認
す
る）

37
（

。

そ
の
さ
い
組
織
神
学
は
、
神
の
啓
示
の
権
威
を
通
し
て
で
あ
れ
、
教
義
の

内
容
に
関
す
る
教
会
の
意
見
の
一
致
を
通
し
て
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
体
系
的

な
確
認
の
前
に
、
そ
こ
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
が
あ
ら
か
じ

め
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て
い
る
諸
見
解
と
緊
張
関
係
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
伝
統
的
教
義
学
は
通
例
こ
の
よ
う
な
諸
見
解
を
自
ら
共
有
し
、
そ
し
て

弁
護
し
て
き
た
。
こ
う
し
て
教
義
学
そ
れ
自
体
の
な
か
に
、
あ
の
既
述
の
緊

張
関
係
が
現
れ
る
。
古
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
に
と
っ
て
、
信
仰
箇
条
が
聖
書

に
由
来
す
る
こ
と
は
、
そ
の
真
理
の
そ
れ
自
体
で
十
分
な
根
拠
と
な
っ
て
い

る
。
理
性
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
こ
の
前
提
と
さ
れ
た
真
理
の
説
明
と
記
述
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と
い
う
課
題
だ
け
で
あ
る）

38
（

。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
真
理
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
教
理
の
体
系
的
関
連
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
出

現
す
る
内
的
首
尾
一
貫
性
は
、
教
理
そ
れ
自
体
に
と
っ
て
皮
相
的
な
も
の
で

は
あ
り
え
な
い
。
た
し
か
に
そ
れ
は
、
体
系
的
記
述
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

首
尾
一
貫
性
が
指
摘
さ
れ
る
以
前
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
体
系

的
記
述
に
基
づ
い
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
い
て
も
信
仰
箇
条
の
真
理
は
、
神
学
的
記
述

の
結
果
で
は
な
く
前
提
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
信
仰
箇
条
は
、
啓
示
を

通
し
て
神
学
の
諸
原
理
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
（S. theol. I, 1 a 2

）。
そ

れ
ゆ
え
神
学
的
論
証
は
、
啓
示
の
諸
真
理
に
基
づ
く
諸
結
論
と
い
う
形
式
で

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
後
の
教
義
学
の
記
述
に
お
い
て
、
実
際

に
こ
の
よ
う
な
や
り
方
が
追
求
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
い
て
こ
の
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
神
学
大
全
の
論
証
過
程
は
、
被
造
世
界
と
人
間

の
第
一
原
因
で
あ
る
神
の
思
想
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
諸
言
明
の

体
系
的
再
構
成
と
し
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る）

39
（

。
し
た
が
っ
て
ト
マ
ス
は
、
神

学
概
念
に
関
す
る
彼
の
諸
言
明
に
基
づ
い
て
推
測
さ
れ
る
よ
り
も
、
カ
ン
タ

ベ
リ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
神
学
的
方
法
論
、
つ
ま
り
信
仰
の
真
理
の
理
性
的

再
構
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
近
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
神
学
大
全
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
記
述
が
、
記
述
そ
れ
自
体
の
過
程
に
左
右
さ

れ
ず
に
す
で
に
確
定
し
て
い
る
前
提
と
し
て
、
そ
の
真
理
を
受
容
す
る
こ
と

と
緊
張
関
係
に
あ
る
と
い
う
啓
発
的
な
一
例
で
あ
る
。

事
実
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
再
構
成
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
た
と
え
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
理
論
的
「
検
証
」
に
そ
の
感
情

的
か
つ
実
践
的
実
証
が
つ
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の

真
理
の
証
明
と
実
証
で
あ
る）

40
（

。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的（「
思
弁
的
」）

再
構
成
は
、
さ
ら
に
吟
味
さ
れ
る
べ
き
諸
々
の
理
由
の
ゆ
え
に
、
そ
の
真
理

の
問
い
に
つ
い
て
最
終
的
な
決
定
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
教

理
の
真
理
が
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
確
か
な
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
再

構
成
は
こ
の
問
い
に
何
の
貢
献
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む

し
ろ
実
際
に
神
学
的
省
察
と
再
構
成
の
過
程
に
お
い
て
、
伝
承
の
真
理
内
容

は
そ
れ
自
体
危
機
に
曝
さ
れ
る
。
神
学
的
確
認
の
こ
の
側
面
は
、
十
八
世
紀

以
来
、
近
代
の
神
学
の
特
徴
と
な
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
伝
統
的
教
理
に
対

し
て
明
ら
か
に
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
た
と
こ
ろ
で
、特
に
際
立
っ
て
い
る
。

伝
統
的
な
教
理
の
積
極
的
な
再
構
成
で
さ
え
、
い
つ
も
す
で
に
批
判
的
契
機

を
含
ん
で
い
る
。教
理
史
と
神
学
史
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
お
り
、

キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
の
あ
ら
ゆ
る
発
展
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
原
始
キ
リ

ス
ト
教
に
お
い
て
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
、
神
学
的
確
認
は
、
伝
承
の
内
容

を
単
純
に
手
つ
か
ず
の
ま
ま
に
せ
ず
、
た
と
え
神
学
者
た
ち
が
端
的
に
伝
承

と
同
じ
こ
と
を
語
ろ
う
と
し
た
と
き
で
さ
え
、
そ
れ
を
変
更
し
て
き
た
。
ま

さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
古
い
真
理
を
教
え
る
新
し
い
方
法
（
マ
ル
テ
ィ
ー
ン
・

ケ
ー
ラ
ー
）
は
、
内
容
的
に
実
際
に
、
伝
統
の
諸
定
式
と
「
同
じ
こ
と
」
を
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語
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
た
。

伝
承
さ
れ
た
真
理
の
確
認
に
関
す
る
二
つ
の
見
解
、
つ
ま
り
《
一
方
で
》、

す
で
に
前
提
と
さ
れ
た
真
理
の
単
な
る
習
得
と
解
明
と
い
う
見
解
と
、《
他

方
で
》、
伝
承
の
真
理
要
求
に
関
す
る
決
断
と
い
う
見
解
は
、
二
者
択
一
と

み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
事
実
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
伝
承
の
習

得
の
際
に
互
い
に
決
し
て
分
離
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
二
つ
の
相
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
伝
承
さ
れ
た
教
理
の
す
で
に
前
提
と
さ
れ
た
真
理
の
主
観
的
確
認

は
、
自
ら
の
認
識
が
こ
の
真
理
に
到
達
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
こ
の

真
理
を
真
理
《
と
し
て
》
把
握
し
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
に
、

伝
承
と
の
自
覚
的
で
批
判
的
な
関
わ
り
も
、
そ
の
真
の
意
味
と
内
容
を
恣
意

的
な
構
成
の
産
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
批
判
を
通
し
て
発
見
さ
れ
う

る
真
の
事
態
を
そ
の
再
構
成
に
《
あ
ら
か
じ
め
差
し
だ
さ
れ
た
》
も
の
と
し

て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
理
は
、
そ
の
本
質
に
従
っ
て
主
観
的
洞

察
に
前
も
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
認
識
し
よ
う
と
す
る
努
力
は

真
の
事
態
に
出
会
う
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
逸
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
伝
承
の
諸
々
の
真
理
要
求
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み

な
ら
ず
、自
然
秩
序
の
認
識
に
も
当
て
は
ま
る
。も
し
も
そ
の
事
態
が
前
も
っ

て
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、そ
れ
は
逸
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
、
真
理
概
念
の
認
識
論
的
観
点
に
と
っ
て
基
本
と
な
る
、
対
象
な
い

し
事
態
と
の
「
一
致
」
の
契
機
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
誰
か
が
「
真
理
を

語
っ
て
い
る
」
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
り
、
同
様

の
こ
と
は
、
諸
々
の
判
断
な
い
し
主
張
の
真
理
に
つ
い
て
の
問
い
に
も
当
て

は
ま
る
。
し
か
し
他
方
で
、真
理
認
識
そ
れ
自
体
の
遂
行
の
な
か
で
初
め
て
、

何
が
認
識
の
遂
行
に
対
し
あ
ら
か
じ
め
真
理
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か

が
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
こ
ろ
で
、
議
論
の
余
地
の
あ
る
諸
見
解
の

い
ず
れ
が
対
象
な
い
し
事
態
に
対
応
し
、
そ
し
て
い
ず
れ
が
対
応
し
て
い
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
認
識
さ
れ
う
る
真
理
の
判
断
基

準
に
つ
い
て
の
問
い
が
生
じ
て
く
る）

41
（

。
判
断
形
成
に
お
け
る《
意
見
の
一
致
》

と
解
釈
の
《
首
尾
一
貫
性
》
が
こ
の
よ
う
な
判
断
基
準
で
あ
る
、
と
主
張
さ

れ
て
き
た）

42
（

。い
ず
れ
に
せ
よ
判
断
形
成
の
過
程
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、

諸
々
の
真
理
要
求
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
こ
の
過
程
に

お
い
て
、
事
柄
の
真
理
は
危
機
に
曝
さ
れ
る
。
判
断
形
成
の
諸
々
の
結
果
は

原
理
的
に
は
た
し
か
に
修
正
可
能
な
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
未
来
の
よ
り

良
い
洞
察
に
対
し
、
事
実
、
開
か
れ
た
状
態
に
保
た
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に

よ
っ
て
も
、《
前
提
さ
れ
た
》
真
理
は
、
そ
の
認
識
を
媒
介
と
し
て
の
み
真

理
《
と
し
て
》
把
握
さ
れ
う
る
と
い
う
事
実
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。

神
学
の
歴
史
に
お
い
て
こ
の
事
態
に
関
す
る
意
識
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
く
、
今
日
に
お
い
て
も
こ
れ
に
つ
い
て
の
明
白
な
意
識
は
み
ら

れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
真
理
の
主
観
的
な
確
認
に
お
い
て
問
題
に
な
る
真

理
の
先
行
性
が
、
神
学
の
場
合
、
そ
し
て
そ
の
自
己
理
解
に
お
い
て
、
特
別

な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ

こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
考
え
と
判
断
に
対
す
る
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神
と
そ
の
啓
示
の
先
行
性
で
あ
る
。
神
学
は
権
威
に
拘
束
さ
れ
た
専
門
分
野

で
あ
る
と
い
う
中
世
と
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
諸
見
解
の
真
の
核
心
は
こ
こ

に
あ
る
。
し
か
し
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
考
え
と
判
断
に
対
す
る
神
の
真
理
の
先

行
性
は
、そ
の
な
か
に
神
学
が
、キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
、神
の
真
理
に
よ
っ

て
権
威
づ
け
ら
れ
た
源
泉
を
み
い
だ
し
た
人
間
の
諸
々
の
決
定
機
関
と
、
つ

ま
り
聖
書
お
よ
び
教
会
の
教
理
と
、
単
純
に
完
全
に
同
一
で
は
な
い
。

す
で
に
中
世
の
ス
コ
ラ
神
学
は
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
問
題
性
に
気
づ
い
て

い
た
。
ひ
と
は
、
聖
書
の
諸
文
書
に
捧
げ
ら
れ
た
権
威
信
仰
を
、
本
来
、
神

御
自
身
に
向
け
ら
れ
た
信
仰
の
行
為
へ
の
単
な
る
導
き
（《dispositio

》）
と

み
な
す
か
、
あ
る
い
は
反
対
に
、
創
造
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
神
つ

ま
り
彼
ら
の
最
高
善
と
人
間
の
関
係
を
、
聖
書
の
権
威
に
対
す
る
同
意
の
動

機
と
み
な
し
た）

43
（

。
し
か
し
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス
は
後
者
を
、
つ
ま
り

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
解
決
を
す
で
に
拒
否
し
て
い

た
。
な
ぜ
な
ら
同
意
は
知
性
の
問
題
で
あ
り
、
知
性
は
そ
れ
ゆ
え
そ
の
特
殊

な
対
象
に
よ
っ
て
同
意
へ
と
動
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る）

44
（

。

し
た
が
っ
て
聖
書
の
諸
文
書
の
権
威
の
た
め
の
、
信
ず
る
に
値
す
る
諸
々
の

判
断
基
準
が
最
重
要
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ド
ゥ
ン

ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ
ス
に
と
っ
て
、
聖
書
は
神
の
霊
感
に
よ
っ
て
成
っ
た
と
証

言
す
る
教
会
の
権
威
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
に

（P
L

 42, 176

）、
聖
書
の
権
威
の
信
憑
性
の
た
め
の
決
定
的
根
拠
で
あ
っ
た）

45
（

。

し
た
が
っ
て
彼
は
、
聖
書
の
権
威
と
教
会
の
教
理
的
権
威
の
関
係
の
な
か
に

ま
だ
何
の
問
題
も
み
て
い
な
か
っ
た
。教
会
に
は
、聖
書
が
そ
の
霊
感
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
同
じ
聖
霊
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る）

46
（

。
問
わ
れ
た
の
は
、
教
会

の
教
理
が
実
際
に
こ
の
聖
霊
の
働
き
の
い
っ
そ
う
正
確
な
表
現
と
な
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
や
が
て
ま
も
な
く
、
オ
ッ
カ
ム

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
パ
ー
ド
ヴ
ァ
の
マ
ル
シ
ー
リ
ウ
ス
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

調
和
と
い
う
仮
定
は
疑
問
視
さ
れ）

47
（

、
教
会
の
教
理
と
聖
書
の
権
威
の
間
の
、

最
初
の
諸
々
の
衝
突
が
生
じ
た
。
宗
教
改
革
の
な
か
で
こ
の
衝
突
は
全
面
的

な
も
の
と
な
り
、
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
と
こ
ろ
が
衝
突
し
た
当
事
者
の
双

方
が
、
そ
の
神
学
的
教
理
の
起
源
を
ひ
と
つ
の
権
威
あ
る
決
定
機
関
に
求
め

続
け
た
。
つ
ま
り
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
で
は
、
そ
れ
は
、
そ
れ
自
体
で

神
の
啓
示
の
証
拠
文
書
と
し
て
ま
っ
た
く
自
明
な
聖
書
で
あ
り
、
反
対
に

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
側
で
は
、
教
会
に
よ
る
解
釈
を
必
要
と
し
、
そ
し
て

教
会
の
教
理
を
通
し
て
解
釈
さ
れ
る
聖
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、双
方
と
も
、

対
立
す
る
相
手
の
立
場
の
不
当
性
を
説
明
し
よ
う
と
努
力
を
重
ね
た
。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
神
学
は
、
聖
書
か
ら
、
教
会
の
教
理
を
批
判
す
る
必
要
性
が
あ

る
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
教
理
が
聖
書
の
証
言
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
は
、
教
理
に
ふ
さ
わ
し
く
、
無
造

作
に
統
一
化
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
聖
書
の
諸
言
明
の
多
様
性
と
、
そ
れ
と

共
に
与
え
ら
れ
る
、権
威
的
決
定
機
関
と
解
釈
機
関
の
必
然
性
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
啓
蒙
主
義
に
よ
る
伝
統
批
判
は
、
二
つ
の
教
派
的
立
場
の
諸
々
の

批
判
的
要
素
を
結
び
合
わ
せ
た
。
そ
れ
は
、
教
会
の
教
理
に
対
す
る
プ
ロ
テ
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ス
タ
ン
ト
の
批
判
を
押
し
進
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教

会
の
、
彼
ら
の
目
か
ら
み
る
と
相
変
わ
ら
ず
あ
ま
り
に
伝
統
に
規
定
さ
れ
た

教
理
に
拡
大
し
た
。
そ
れ
は
、
同
時
に
聖
書
の
教
理
の
統
一
性
に
関
す
る
古

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
命
題
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
批
判
を
先
鋭
化
し
、
聖

書
の
諸
文
書
の
諸
言
明
に
お
け
る
多
様
な
矛
盾
と
対
立
を
証
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
著
者
に
関
す
る
諸
々
の
伝
統
的
報
告
を
批
判
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
し
て
最
後
に
、
聖
書
の
多
く
の
見
解
の
時
代
的
制
約
を
証
明

す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
書
原
理
を
破
壊
し
た
。
聖
書

と
教
会
の
教
理
に
対
す
る
啓
蒙
主
義
の
こ
の
批
判
は
、
そ
の
後
、
今
日
に
至

る
ま
で
次
の
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。
つ
ま
り
、
中
世
の
神
学
や
古
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
神
学
が
行
っ
た
よ
う
に
、
そ
し
て
彼
ら
の
歴
史
的
状
況
に
お
い

て
は
ま
だ
行
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
記
述
の
際

に
、
聖
書
や
教
会
の
教
理
を
、
神
の
啓
示
を
立
証
す
る
決
定
機
関
と
し
て
遠

慮
せ
ず
に
設
定
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
反
近
代
主
義

の
時
代
の
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
も
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
も
、
大
部
分
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
理
に
関
す
る
真
理
問
題
は
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る

立
場
に
固
執
し
た
。
こ
の
時
期
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
で
は
、
そ
の
決
定
は
完
全

に
教
会
の
教
導
職
に
集
中
し
て
お
り
、
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
で
は
、
そ

れ
は
信
仰
そ
れ
自
体
の
行
為
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
こ
の
変
化
の
過
程
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
で
は
、
教
義
学
の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
の
発

展
の
な
か
に
現
れ
た
。

四　

教
義
学
の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
の
発
展
と
問
題

直
ち
に
テ
ー
マ
の
展
開
か
ら
始
め
る
代
わ
り
に
、
テ
ー
マ
そ
れ
自
体
と
、

そ
の
記
述
の
際
に
遵
守
さ
れ
る
べ
き
方
法
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
若
干
の

所
見
を
述
べ
る
こ
と
は
決
し
て
異
例
な
こ
と
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教

理
の
記
述
も
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
導
入
的
考
察
か
ら
始
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
例
と
し
て
、
ペ
ト
ル
ス
・
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
の
神
学
命
題
集
の
プ
ロ
ロ
ー

グ
、ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
神
学
大
全
の
第
一
問
、メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の《L

oci 

com
m

unes  1521

》
の
序
と
、
彼
の
《L

oci praecipui theologici 1559

》

の
序
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
十
六
世
紀
の
終
り
以
来
、
古
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
神
学
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
本
来
的
記
述
へ
の
導
入
、

つ
ま
り
《P

raecognita

》
あ
る
い
は
《P

rolegom
ena

》
は
ま
す
ま
す
包
括

的
に
な
り
、
主
題
も
ま
す
ま
す
細
分
化
し
て
行
っ
た
。
一
五
二
一
年
、
メ
ラ

ン
ヒ
ト
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
の
認
識
と
彼
の
諸
々
の
恩
恵
が
依
拠
す
る
《topoi

（loci

）》
に
集
中
し
た
（《e quibus loci solis C

hristi cognitio pendet

》: 

C
R

 21, 85

）。
し
か
し
一
五
三
五
年
以
来
、
そ
れ
ま
で
後
段
で
論
じ
ら
れ
て

い
た
神
論
が
、
再
び
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
記
述
の
最
初
の
部
分
に
置
か
れ

た
。
一
五
七
三
年
、
ヤ
ー
コ
プ
・
へ
ー
ア
ブ
ラ
ン
ト
は
彼
の
神
学
概
説
を

《principium
 theologiae

》 

と
し
て
の
聖
書
に
関
す
る
章
で
始
め
た
。
も
ち

ろ
ん
へ
ー
ア
ブ
ラ
ン
ト
の
場
合
、
そ
し
て
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
の
場

合
（
一
六
一
〇
）
も
、
聖
書
の
教
理
に
関
す
る
最
初
の
章
は
ま
だ
導
入
部
の

性
格
を
も
た
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
全
体
的
記
述
の
出
発
点
と
し
て
理
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解
さ
れ
て
い
る）

48
（

 

│ 

こ
の
記
述
は
、
全
体
と
し
て
ま
さ
に
聖
書
に
お
け
る

神
の
啓
示
の
要
約
的
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
六
二
五
年
に

L
oci

に
付
さ
れ
た
序
文）

49
（

の
な
か
で
、
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
は
聖
書
論
の
前
に
神

学
概
念
に
関
す
る
緒
言
を
置
き
、
後
に
な
る
と
、
聖
書
論
が
、
神
学
概
念
に

対
し
て
も
つ
そ
の
構
成
的
重
要
性
の
ゆ
え
に
こ
の
序
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
そ
れ
自
体
の
記
述
は
、
今
や
再
び 

│ 

古
い

伝
統
に
従
っ
て 
│ 
神
論
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト

ン
のL

oci

の
後
の
版
に
お
い
て
も
す
で
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ル
タ
ー
派

の
傾
向
に
逆
ら
っ
て
、
つ
ま
り
神
学
概
念
を
、
神
の
本
質
に
つ
い
て
の
諸
々

の
い
わ
ゆ
る
思
弁
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
解
き
放
ち
、
救
わ
れ
る
べ

き
罪
人
と
し
て
の
人
間
に
集
中
す
る
ル
タ
ー
派
の
傾
向
に
逆
ら
っ
て
、
明
ら

か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
そ
れ
自
体
の
中
心
内
容
（Sache

）
の
う
ち
に
基

礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
神
論
の
優
位
性
が
貫
徹
さ
れ
た）

50
（

。
こ
の
傾
向
と
関
連
し

て
い
る
の
は
、
一
六
五
五
年
の
ア
ー
ブ
ラ
ハ
ム
・
カ
ロ
ー
ヴ
ィ
ウ
ス
の
著
作

以
来
、
真
の
宗
教
の
源
泉
と
し
て
の
聖
書
が
論
究
さ
れ
る
前
に
、
宗
教
の
概

念
が
神
学
の
普
遍
的
対
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る）
51
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
古
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
の
主
題

目
録
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
際
、
聖
書
の
教
え
の
内
容
の
要
約
で
あ
る
諸
々
の

信
仰
箇
条
に
つ
い
て
の
教
理
と
、
神
学
に
お
け
る
理
性
の
使
用
に
関
す
る
詳

論
が
、
聖
書
論
の
後
に
続
い
た
。
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
の
プ
ロ
レ

ゴ
メ
ナ
は
、
そ
の
十
分
に
発
展
し
た
形
態
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
々

の
主
題
を
包
括
し
て
い
る
。
1 

神
学
概
念
、
2 

神
学
の
普
遍
的
対
象
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
、
3 

神
学
の
原
理
と
し
て
の
聖
書
、
4 

信
仰
箇

条
、
5 

理
性
の
使
用
。

神
学
の
原
理
と
し
て
の
聖
書
論
は
、
こ
の
区
切
ら
れ
た
枠
組
み
の
な
か
で

最
大
の
空
間
を
占
め
た
。
そ
れ
は
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
の
プ
ロ

レ
ゴ
メ
ナ
の
本
来
的
中
核
部
分
を
形
成
し
て
い
る
。
神
学
的
課
題
の
そ
の
特

別
な
理
解
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
は
、
特

に
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
と
対
決
し
て
、
権
威
に
つ
い
て
の
そ
の
理
解

と
、
神
学
に
と
っ
て
聖
書
が
も
つ
決
定
的
意
味
を
詳
細
に
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た）

52
（

。

古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
書
論
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
中
世
に
お

け
る
聖
書
の
権
威
と
教
会
の
教
理
の
分
離
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
発
点
は
、
聖

書
の
逐
語
的-

歴
史
学
的
解
釈
の
優
位
性
の
貫
徹
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
教

会
の
教
導
職
に
よ
る
聖
書
の
頻
繁
な
利
用
に
逆
ら
っ
て
、
学
校
で
行
わ
れ
る

聖
書
解
釈
が
独
立
し
た
決
定
機
関
の
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
が
、
神
学
の
最
高
で
、
他
の
も
の
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
唯
一
の
規
範
的
認
識
原
理
と
し
て
の
聖
書
と
い
う
宗
教
改
革
の
見

解
の
発
端
と
な
っ
た
（vgl.Luther W

A
 18, 653ff.

）。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

命
題
に
対
す
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
批
判 

│ 

特
にR

obert 

B
ellarm

in

に
よ
る
批
判 

│ 

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
、
聖
書
に
関

す
る
そ
の
見
解
を
、
聖
書
を
神
の
言
葉
と
し
て
際
立
た
せ
る
諸
々
の
特
徴
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（《affectiones

》）
の
教
理
の
部
分
に
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
の
う
ち
、
そ
の
神
の
霊
感
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
聖
書
の
権
威

だ
け
が
、
古
代
教
会
の
教
理
の
形
成
に
遡
る
に
す
ぎ
な
い
。
聖
書
の
十
分
性

な
い
し
完
全
性
、
明
晰
性
な
い
し
明
確
性
、
救
い
の
た
め
の
そ
の
有
効
性
と

い
う
そ
の
他
の
諸
々
の
特
徴
は
、
全
体
と
し
て
、
宗
教
改
革
の
聖
書
原
理
に

対
す
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
聖
書
論
が
新
た
に
作
り
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
救
い
の
た
め
に

人
間
が
知
る
必
要
の
あ
る
す
べ
て
の
も
の
と
の
関
連
に
お
け
る
聖
書
の
十
分

性
と
完
全
性
と
い
う
教
理
は
、
一
五
四
六
年
の
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
第
四

会
期
で
定
式
化
さ
れ
た
ロ
ー
マ
の
伝
統
の
原
理
に
対
向
し
て
い
る
（D

S 

1501

）。
公
会
議
の
判
断
に
よ
る
と
、《salutaris veritas
》
は
聖
書
の
諸
文

書
と
記
述
さ
れ
て
い
な
い
諸
伝
承
に
も
含
ま
れ
て
い
る
（《in libris scriptis 

et sine scripto traditionibus

》）。
そ
の
定
式
は
、
そ
の
後
、
双
方
の
側
に

お
い
て
聖
書
の
諸
言
明
の
内
容
的
補
足
の
意
味
で
理
解
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

後
、
聖
書
の
証
言
を
越
え
て
行
く
教
会
の
諸
教
義
の
決
定
の
妥
当
性
と
し
て

理
解
さ
れ
た
。

公
会
議
の
こ
の
定
式
の
解
釈
は
、
一
九
五
七
年
に
な
っ
て
初
め
てH

ubert 

Jedin

と
特
にJosef R

upert G
eiselm

ann

に
よ
っ
て
疑
問
視
さ
れ
た）

53
（

。
二

人
と
も
、
公
会
議
の
記
録
か
ら
次
の
よ
う
に
論
ず
る
た
め
の
重
要
な
諸
々
の

根
拠
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
定
式

は
、聖
書
の
証
言
の
形
態
に
お
い
て
も
、教
会
の
口
頭
伝
承
に
お
い
て
も
《
同

じ
内
容
》
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
少
な
く
と
も
排
除
せ
ず
、そ
の
結
果
、他
の
、

公
会
議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
が
退
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
定
式
（partim

 

… 

partim

）
と
異
な
り
、
公
会
議
に
よ
っ
て
最
終
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
テ
キ

ス
ト
に
お
い
て
は
、
聖
書
が
救
済
の
真
理
の
た
め
の
十
分
な
内
容
を
有
す
る

こ
と
に
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
第
二
バ
チ

カ
ン
公
会
議
は
聖
書
と
伝
統
の
統
一
性
を
強
調
し
（D

ei  Verbum
 9

）、
し

か
も
聖
書
を
、
教
会
の
教
理
の
宣
告
と
キ
リ
ス
ト
教
的
敬
虔
の
源
泉
お
よ
び

規
範
と
し
て
特
徴
づ
け
た
。
つ
ま
り
、《O

m
nis ergo praedicatio ecclesi-

astica sicut ipsa religio christiana Sacra Scriptura nutriatur et regatur 

oportet

》（21

）
54
（

）。
こ
の
こ
と
に
関
し
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
存
在
し

た
対
立
は
、
そ
れ
ゆ
え
今
日
、
そ
の
厳
し
さ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
、

聖
書
解
釈
に
関
す
る
解
釈
学
的
諸
問
題
に
お
け
る
教
派
的
相
違
は
、
ま
だ
完

全
に
は
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。

聖
書
解
釈
の
問
題
に
お
け
る
教
派
的
対
立
の
本
質
は
次
の
点
に
あ
る
。
つ

ま
り
宗
教
改
革
の
教
理
に
よ
る
と
、
聖
書
の
本
質
的
内
容
は
聖
書
か
ら
明
白

に
認
識
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
聖
書
は
自
ら
そ
の
解
釈
の
基
準
を
形
成
す
る
。

と
こ
ろ
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
見
解
に
よ
る
と
、
聖
書
は
、
そ
の
諸
言

明
の
多
様
性
と
部
分
的
な
不
明
瞭
さ
の
ゆ
え
に
、
多
様
な
声
の
混
じ
っ
た
聖

書
の
諸
々
の
証
言
か
ら
拘
束
的
な
啓
示
の
真
理
を
際
立
た
せ
る
、
解
釈
の
、
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権
威
あ
る
決
定
機
関
を
必
要
と
す
る
。
す
で
に
一
五
二
五
年
、
ル
タ
ー
は
自

ら
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
エ
ラ
ス
ム
ス
に
対
し
、
聖
書
の
本
質
的
内
容
に
関
す
る

そ
の
明
晰
性
の
命
題
を
提
示
し
て
い
た
（W

A
18, 606f

）
55
（f.

）。
古
ル
タ
ー
派
の

教
義
学
は
、
こ
の
命
題
を
、
ベ
ル
ラ
ル
ミ
ー
ノ
と
そ
の
他
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の

論
争
神
学
者
の
攻
撃
に
対
抗
し
て
、聖
書
の
明
晰
性
の
教
義
へ
と
拡
大
し
た
。

こ
の
教
理
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
聖
書
の
明
晰
性
は
も
ち
ろ
ん
た
だ
そ
の
本

質
的
内
容
と
、
つ
ま
り
三
一
論
、
受
肉
論
、
キ
リ
ス
ト
の
救
済
の
業
と
い
う

キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
義
な
い
し
諸
信
仰
箇
条
（Luther W

A
18, 606, 

26
-28

）
と
関
連
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

古
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
者
が
つ
け
加
え
た
よ
う
に
，《evidentia reum

》
で

は
な
く
《claritas verboru

）
56
（m

》
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
聖
書
の

内
容
は
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
理
に
よ
る
と
、
論
理
的
か
つ
修
辞
的
諸

規
則
と
古
い
諸
言
語
の
十
分
な
認
識
に
よ
っ
て
、
聖
書
の
諸
言
明
そ
れ
自
体

か
ら
取
り
だ
さ
れ
る
。
つ
ま
り
個
々
の
言
明
の
作
用
域
、
文
脈
、
そ
し
て
状

況
に
着
目
し
た
注
意
深
い
読
み
方
と
本
文
の
比
較
を
通
し
て
取
り
だ
さ
れ

る）
57
（

。
各
聖
句
に
と
っ
て
ひ
と
つ
し
か
な
い
字
義
的
な
意
味
は
、
種
々
の
伝
統

の
な
か
の
あ
る
も
の
か
ら
で
は
な
く
、
聖
書
そ
れ
自
体
か
ら
で
て
く
る
、
と

人
び
と
は
考
え
た
。
そ
れ
は
、《exactissim

a verborum
 et sensuum

 

cohaerentia

》
か
ら
取
り
だ
さ
れ
る）

58
（

。
聖
書
の
解
釈
に
お
け
る
そ
の
明
晰
性

の
命
題
と
字
義
通
り
の
意
味
の
優
先
性
の
結
合
は
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
も

た
ら
し
た
。
つ
ま
り
、
聖
書
の
諸
言
明
の
意
味
を
確
定
す
る
た
め
の
決
定
的

な
機
能
は
学
派
の
聖
書
解
釈
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
教
派

的
対
立
の
根
本
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ま
さ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
側
で
は
、
聖

書
解
釈
の
た
め
の
こ
の
決
定
的
な
機
能
は
教
会
の
教
導
職
に
帰
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
は
、
教
会
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
意
味
に
反
対
し
、
聖

書
を
自
分
の
興
味
に
従
っ
て
歪
曲
す
る
人
び
と
（《sacram

 Scripturam
 ad 

suos sensus contorquens

》）
を
破
門
を
も
っ
て
威
嚇
し
た
（D

S1507

）。

し
か
し
な
が
ら
教
会
の
教
導
職
の
聖
書
解
釈
と
の
関
連
で
、
方
法
論
的
に
基

礎
づ
け
ら
れ
た
学
問
的
聖
書
解
釈
の
意
味
を
問
う
本
来
の
争
点
は
、
こ
の
定

式
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。M

artin C
hem

nitz

は
す
で
に
こ

の
こ
と
に
気
づ
き
、
公
会
議
の
諸
言
明
の
う
ち
に
こ
れ
と
対
応
す
る
表
現
が

な
い
こ
と
を
指
摘
し
た）

59
（

。
こ
の
欠
落
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
通
し
て
埋

め
ら
れ
た
。
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
と
比
較
す
る
と
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

は
、《D

ei Verbum

》
と
い
う
啓
示
を
取
り
扱
う
箇
所
で
聖
書
解
釈
の
解
釈

学
的
規
則
と
、
聖
書
解
釈
に
対
す
る
神
学
的
学
問
の
貢
献
に
大
い
に
注
目
し

た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
解
釈
は
、
聖
書
の
記
者
た
ち
に
よ
っ

て
意
図
さ
れ
た
意
味
に
固
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（D

V
12

）。
そ
の
際
、

文
学
的
な
ジ
ャ
ン
ル
と
、
作
成
時
の
歴
史
的
状
況
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
聖
書
解
釈
に
属
す
る
も
の
は
す
べ
て
最
終
的
に
教
会
の
決
定
に
従
属

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
、
こ
の
決
定
は
学
問
的
釈
義
に
よ
っ
て
準
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備
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
あ
ら
か
じ
め
言
及
さ
れ
て
い
る
。D

V
12

の
こ
の

言
明
を
、
も
し
も
他
の
二
つ
の
主
張
、
つ
ま
り
教
会
の
教
導
職
は
、
神
の
言

葉
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
神
に
仕
え
て
い
る
（D

V
10

）
と
の
確

認
と
、
教
会
は
、
そ
の
信
仰
の
最
高
の
規
範
を
聖
書
の
う
ち
に
も
っ
て
い
る

（《suprem
am

 fidei suae regulam

》:
D

V
21

）
と
の
説
明
に
よ
っ
て
ま
と
め

る
な
ら
ば
、
公
会
議
の
諸
言
明
に
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
教
導
職
の
聖
書
解

釈
が
、
聖
書
に
固
有
の
、
解
釈
の
い
か
な
る
決
定
機
関
に
よ
っ
て
も
ま
ず
最

初
に
調
停
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
意
味
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
語
ら

れ
て
い
る 

│ 

そ
の
意
味
は
学
派
に
よ
る
釈
義
の
対
象
と
な
る
。
こ
う
し

て
疑
い
も
な
く
聖
書
の
明
晰
性
と
い
う
宗
教
改
革
の
教
理
へ
と
近
づ
い
て
い

る
。
し
か
し
相
変
わ
ら
ず
欠
け
て
い
る
の
は
、
聖
書
と
そ
の
解
釈
の
、
伝
統

に
対
し
て
批
判
的
な
機
能
に
関
す
る
諸
言
明
で
あ
る）

60
（

。

聖
書
の
十
分
性
と
明
晰
性
に
関
す
る
、
論
争
の
的
と
な
っ
た
宗
教
改
革
の

二
つ
の
教
理
は
、
神
の
霊
感
に
基
づ
く
聖
書
の
《
権
威
》
の
教
理
を
前
提
と

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
こ
と
は
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
お

け
る
聖
書
の
十
分
性
と
明
晰
性
の
教
理
の
特
殊
な
形
態
に
も
当
て
は
ま
る   

│ 

こ
れ
は
、
新
約
聖
書
の
諸
文
書
に
お
い
て
イ
エ
ス
の
告
知
と
キ
リ
ス

ト
教
の
発
端
の
最
も
古
い
諸
文
書
に
の
み
目
を
向
け
る
観
察
方
法
と
異
な
っ

て
い
る
。
も
し
も
聖
書
の
諸
文
書
が
神
御
自
身
に
よ
っ
て
、
人
間
の
救
い
を

目
指
す
神
の
啓
示
の
諸
文
書
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が

こ
の
目
的
に
と
っ
て
も
十
分
で
あ
る
と
の
仮
定
は
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
前
提
か
ら
、
聖
書
の
内

容
が 

│ 

神
が
著
者
で
あ
る
と
い
う
統
一
性
と
、
神
が
御
自
身
と
し
っ
か

り
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て 

│ 

統
一
的
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
と

一
致
し
つ
つ
、
統
一
的
で
矛
盾
の
な
い
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。聖
書
の
内
容
の
統
一
性
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、

そ
の
言
葉
の
明
晰
性
は
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

宗
教
改
革
の
神
学
に
と
っ
て
聖
書
の
権
威
は
、
そ
れ
が
人
間
の
言
葉
で
は

な
く
神
御
自
身
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
さ
い

初
期
の
ル
タ
ー
派
神
学
は
、
そ
の
口
頭
の
形
態
と
文
書
の
形
態
に
お
け
る
福

音
の
神
の
言
葉
の
同
一
性
を
強
調
し
た）

61
（

。
他
方
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
神
の
教
理

（《coelestis doctrina

》）
と
、
人
間
の
記
憶
に
留
め
る
た
め
の
そ
の
文
書
的

記
載
を
い
っ
そ
う
厳
密
に
区
別
し
た
（Inst I, 6, 3

）。
し
か
し
な
が
ら
十
六

世
紀
の
終
り
以
来
、
神
の
言
葉
の
表
象
の
重
心
は
ま
す
ま
す
文
書
的
記
載
の

行
為
そ
れ
自
体
の
霊
感
へ
と
移
行
し
た
。
十
七
世
紀
の
初
期
に
お
い
て
も
な

お
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
は
、
神
は
、
預
言
者
た
ち
と
使
徒
た
ち
に
神

か
ら
受
け
取
っ
た
言
葉
を
書
き
と
め
よ
と
の
命
令
を
与
え
た
と
い
う
意
味

で
、
聖
書
の
霊
感
の
、
ま
っ
た
く
普
遍
的
に
保
持
さ
れ
て
い
た
見
解
を
擁
護

し
た）

62
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
は
す
で
に
、一
方
に
お
い
て
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
的
教
理
に
対
抗
し
、
他
方
に
お
い
て
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
主

義
者
た
ち
に
対
抗
し
つ
つ
、
す
で
に
神
の
言
葉
と
聖
書
本
文
を
同
一
視
し
て
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い
た）

63
（

。改
革
派
の
側
で
は
、す
で
に
ア
マ
ン
ド
ゥ
ス
・
ポ
ラ
ー
ヌ
ス（
一
五
六
一

-

一
六
一
〇
）
が
神
を
、
聖
書
の
不
謬
性
を
保
証
す
る
そ
の
本
来
の
《
著
者
》

と
呼
ん
で
い
た）

64
（

。
し
か
し
な
が
ら
ル
タ
ー
派
の
側
で
は
、
十
七
世
紀
の
中
頃

に
初
め
て
厳
密
な
聖
書
霊
感
説
が
、
ア
ー
ブ
ラ
ハ
ム
・
カ
ロ
ー
ヴ
ィ
ウ
ス
に

よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
彼
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
「
混
淆
主

義
的
」
見
解
に
反
対
し
た
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
霊
感
の
思
想
を
聖
書
の
本

文
に
ま
で
拡
大
適
用
せ
ず
、
そ
の
内
容
に
限
定
し
よ
う
と
し
た）

65
（

。
聖
書
が
、

全
体
と
し
て
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
聖
句
に
お
い
て
、
神
の
権
威
と
し
て

い
ず
れ
の
人
間
の
判
断
に
対
し
て
も
神
聖
不
可
侵
な
仕
方
で
対
抗
す
る
と
い

う
こ
と
が
な
く
な
る
や
い
な
や
、
宗
教
改
革
の
聖
書
原
理
は
ま
っ
た
く
分
解

し
て
し
ま
う
と
の
不
安
の
な
か
に
、
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
者
の
多
く
が
逐
語

霊
感
説
と
い
う
極
端
な
観
念
へ
と
移
行
し
て
行
っ
た
よ
り
深
い
理
由
が
み
い

だ
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
ク
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
は

こ
の
不
安
を
は
っ
き
り
と
言
葉
で
表
現
し
た
。
つ
ま
り
も
し
も
、
聖
書
の
な

か
の
何
か
あ
る
も
の
が
人
間
的
な
仕
方
で
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
を
一
度
容

認
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
神
的
権
威
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
。
聖
霊
の
直
接

的
な
影
響
な
し
に
、
ひ
と
つ
の
節
が
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
や
い

な
や
、
サ
タ
ン
は
、
直
ち
に
全
章
に
つ
い
て
、
そ
の
文
書
全
体
に
つ
い
て
、

そ
し
て
最
終
的
に
は
聖
書
全
体
に
つ
い
て
同
じ
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
に
よ

り
聖
書
の
全
て
の
権
威
を
無
効
に
し
て
し
ま
う）

66
（

。
逐
語
霊
感
説
と
い
う
極
端

な
理
解
に
至
る
ま
で
貫
徹
さ
れ
た
聖
書
霊
感
説
は
、
も
し
も
、
聖
書
は
、
神

学
の
あ
ら
ゆ
る
言
明
が
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
べ
き
神
学
の
原
理
で
あ
る

と
の
ル
タ
ー
の
見
解
と
本
当
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
実
、
避
け
ら
れ
な
い
主
張
で
あ
っ
た
。
も
し
も
聖
書
は
、
そ
の
内
容
と
そ

の
神
的
真
理
に
従
っ
て
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
判
断
形
成
に
前
も
っ
て
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば 

│ 

聖
書
の
拘
束
的
内
容
の
定
式
化
を
、
霊
に

よ
っ
て
導
か
れ
る
教
会
の
教
導
職
の
課
題
と
し
て
説
明
す
る
見
解
に
反
対
し

て 

│
、
聖
書
霊
感
説
の
客
観
主
義
と
い
う
最
終
帰
結
は
避
け
ら
れ
ず
、

ル
タ
ー
派
の
神
学
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
敵
対
者
を
介
し
て
、
ま
た
自
ら
の
陣

営
に
お
け
る
伝
統
原
理
と
の
妥
協
に
向
か
う
傾
向
を
通
じ
て
、
こ
の
極
端
な

結
論
を
信
じ
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
た
。
た
し
か
に
宗
教
改
革
の
聖
書
原
理
か

ら
、
ま
っ
た
く
異
な
る
見
解
へ
と
通
じ
る
別
の
方
向
に
向
か
う
諸
々
の
結
論

も
引
き
出
さ
れ
た
。
聖
書
の
字
義
的
か
つ
歴
史
学
的
解
釈
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
か
ら
出
発
し
、
聖
書
の
内
容
と
そ
の
真
理
に
関
す
る
諸
々
の
結
果
を
先
取

り
せ
ず
に
、神
学
を
こ
の
よ
う
な
解
釈
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
主
義
者
た
ち
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
者
た
ち
、
そ
し
て
後
に

は
啓
蒙
主
義
の
神
学
者
た
ち
は
こ
の
道
を
歩
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
聖

書
は
も
は
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
内
容
と
そ
の
真
理
が
そ
の
言
葉
に
お

い
て
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
解
釈
に
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
前
も
っ
て

保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
、
神
学
の
原
理
で
は
な
か
っ
た
。

古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
書
霊
感
説
の
客
観
主
義
に
対
応
し
て
い
た
の

は
、
聖
霊
の
証
言
に
よ
る
聖
書
の
神
的
権
威
の
主
観
的
確
認
と
い
う
見
解
の
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根
源
的
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
聖
書
に
つ
け
加

わ
り
、
解
釈
者
の
主
観
性
の
な
か
で
働
き
、
そ
し
て
聖
書
を
認
証
す
る
決
定

機
関
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
し
か
に
聖
霊
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
聖
書
の

内
容
の
自
己
明
証
性
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
人
間
の
心
に

お
け
る
聖
書
そ
れ
自
体
の
「
効
力
」
で
あ
る）

67
（

。
こ
の
教
理
の
創
始
者
で
あ
る

カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
言
葉
と
霊
の
共
属
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に

同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
と
、
使
徒
は
彼
の
告
知

を
霊
に
仕
え
る
務
め
（
II
コ
リ
三
・
八
）
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
、
言
葉

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
真
理
の
霊
が
次
の
よ
う
な
仕
方
で
内
在
す
る
こ
と
を

語
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
聖
霊
の
栄
誉
と
尊
厳
が
言
葉
を
通
し
て
承
認

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
聖
霊
が
そ
の
力
を
輝
か
せ
る
と
い
う
具
合
に）

68
（

。
す
べ

て
の
人
間
的
判
断
に
対
し
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
偉
大
な
も
の
と
し
て

の
、聖
書
の
神
的
権
威
に
つ
い
て
の
教
理
が
色
あ
せ
て
初
め
て
、聖
霊
の
《
内

的
証
明
（《testim

onium
 internum

》）》
の
教
理
は
、
聖
書
の
真
理
要
求
と

真
理
内
容
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
外
的
な
言
葉
に
補
足
的

な
仕
方
で
近
づ
き
う
る
主
観
的
経
験
の
原
理
と
確
信
の
原
理
と
い
う
意
味
を

獲
得
し
た
。
こ
う
し
て
霊
の
内
的
証
言
の
教
理
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
判
断

に
対
す
る
神
の
真
理
の
所
与
性
と
い
う
宗
教
改
革
の
命
題
か
ら
、
信
仰
と
キ

リ
ス
ト
教
の
教
理
の
根
拠
と
し
て
の
主
観
的
経
験
に
つ
い
て
の
新
プ
ラ
ト
ン

主
義
的
確
信
へ
と
移
行
し
た
方
向
転
換
の
中
心
点
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の

発
展
へ
の
衝
撃
は
聖
書
解
釈
と
聖
書
の
本
文
批
評
の
諸
問
題
か
ら
出
発
し

た
。聖

書
の
様
々
な
著
者
た
ち
の
言
語
と
様
式
に
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

す
で
に
正
統
主
義
の
教
義
学
者
た
ち
も
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
こ
の
よ
う
な
個
々
の
特
徴
を
、
聖
霊
が
そ
の
つ
ど
著
者
の
言
語
と
表
現

法
に
合
わ
せ
た
結
果
で
あ
る
と
説
明
し
た）

69
（

。し
か
し
な
が
ら
適
応
の
思
想
は
、

は
る
か
に
広
範
に
理
解
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
、
聖
書
の
著
者
た
ち
の
、
時

代
に
制
約
さ
れ
た
表
象
様
式
に
対
す
る
適
応
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
す
で
に
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ケ
プ
ラ
ー
と
ガ
リ
レ
ー
オ
・
ガ
リ
レ
ー
イ
は
、

ヨ
シ
ュ
ア
一
〇
・
一
二
以
下
の
「
日
よ
、
と
ど
ま
れ
」「
月
よ
、
と
ど
ま
れ
」

と
い
う
聖
書
の
言
葉
を
説
明
す
る
た
め
に
こ
の
意
味
を
用
い
て
い
た）

70
（

。
改
革

派
の
神
学
で
は
、
一
六
五
四
年
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ヒ
が
、
聖
書

霊
感
説
の
教
理
を
諸
々
の
新
し
い
自
然
科
学
的
認
識
と
調
和
さ
せ
る
た
め

に
、
こ
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
た
適
応
思
想
を
包
括
的
に
主
張
し
た）

71
（

。
ヴ
ィ
ッ

テ
ィ
ヒ
に
よ
る
と
聖
書
の
「
ス
コ
ー
プ
ス 

﹇
テ
キ
ス
ト
の
も
つ
本
来
的
意

図
﹈」
は
、
自
然
科
学
的
な
い
し
歴
史
学
的
諸
伝
達
で
は
な
く
人
間
の
救
済

に
向
か
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
聖
書
の
権
威
の
現
在
的
妥
当
性
は
特
殊
な

神
学
的
領
域
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
聖
書

の
言
明
は
す
べ
て
、
付
随
的
諸
問
題
に
お
い
て
も
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
の

排
除
と
い
う
点
で
も
誤
り
の
な
い
真
理
で
あ
る
と
い
う
正
統
派
の
確
信
と
一

致
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
神
学
者
メ
ル
キ
オ
ー
ル
・
ラ
イ

デ
ッ
カ
ー
は
、
一
六
七
七
年
、
適
応
の
思
想
の
こ
の
拡
大
に
反
駁
し
た
。
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ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ヒ
と
他
の
者
た
ち
の
諸
命
題
は）

72
（

、
神
が
誤
っ
た
こ
と
を
教
え
、

誤
っ
た
こ
と
を
信
ず
る
よ
う
に
要
求
し
、
そ
し
て
聖
書
の
証
言
そ
れ
自
体
が

誤
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る）

73
（

。
聖
書
の
信
頼
性
は
こ
の
よ
う

な
諸
仮
定
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
ラ
イ
デ
ッ
カ
ー
が
は
っ
き
り
と
予
見
し
た

と
お
り
、
特
に
同
じ
根
拠
に
基
づ
い
て
、
信
仰
箇
条
は
、
そ
れ
自
体
、
時
代

に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
具
合
に
説
明
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し

な
が
ら
適
応
理
論
の
勝
利
の
行
進
は
阻
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
聖
書

の
神
的
真
理
を
神
学
の
目
標
と
す
る
代
わ
り
に
、
前
提
と
し
て
扱
う
正
統
派

の
弱
点
を
露
わ
に
し
た
。
つ
ま
り
霊
感
説
の
意
味
で
の
前
提
と
し
て
の
聖
書

の
神
的
真
理
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
要
求
へ
と
統
合
さ
れ
る
代
わ

り
に
、
あ
ら
ゆ
る
新
た
な
真
理
認
識
と
矛
盾
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

適
応
の
思
想
は
、
歴
史
的
制
約
の
洞
察
と
、
聖
書
の
著
者
の
諸
見
解
に
お

け
る
相
対
性
の
洞
察
に
、
し
た
が
っ
て
最
終
的
に
そ
れ
ら
の
言
明
に
お
け
る

諸
々
の
対
立
と
矛
盾
の
出
現
に
も
余
地
を
生
み
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
霊
感
論

に
直
接
反
駁
せ
ず
に
、
そ
の
力
を
殺
ご
う
と
し
た
。
リ
シ
ャ
ー
ル
・
シ
モ
ン

の
旧
約
聖
書
の
歴
史
学
的
批
評
（
一
六
七
九）

74
（

）
以
来
、
本
文
批
評
と
資
料
批

判
の
展
開
は
同
じ
方
向
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
適
応
の
思
想
は
、
聖

書
の
権
威
に
関
す
る
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
理
の
解
体
に
か
な
り
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
新
し
い
物
理
学
的
、
地
理
学
的
、
歴
史
学
的

知
識
（
特
に
新
し
い
歴
史
学
的
年
代
決
定
）
が
浸
透
す
る
な
か
で
、
聖
書
の

諸
々
の
情
報
は
、
こ
の
適
応
の
思
想
を
通
し
て
時
代
の
新
た
な
世
界
像
の
な

か
に
組
み
込
ま
れ
て
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
後
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ザ
ー
ロ

モ･

ゼ
ム
ラ
ー
の
言
葉
に
よ
る
と
、
聖
書
の
二
重
の
正
典
は
、
拘
束
力
を
も

つ
神
の
教
理
の
全
体
で
は
な
く
、つ
ま
り
《totum

 hom
ogenum

》
で
な
く
、

《totum
 historicu

）
75
（m

》
を
形
成
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
正
典
史
に
関
す
る
ゼ

ム
ラ
ー
の
諸
々
の
研
究
（
一
七
七
一-

一
七
七
五
）
は
、
す
で
に
ス
ピ
ノ
ザ

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
た
要
求
、
つ
ま
り
聖
書
の
解
釈
の
基
礎
と
し
て
の

《
聖
書
の
歴
史
》
に
対
す
る
要
求
に
答
え
て
い
た）

76
（

。
こ
う
し
て
聖
書
の
諸
文

書
は
全
体
と
し
て
、
現
在
に
対
し
歴
史
的
に
距
離
の
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ

た
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
そ
も
そ
も
今
な
お
拘
束
性
と
真

理
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
い
が
生
じ
て
き

た）
77
（

。真
理
問
題
は
今
や
解
釈
学
の
課
題
と
結
び
つ
い
た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
の
研
究
と
記
述
に
お
い
て
も
、
神
の
啓
示
と
し
て
の
そ
の
真
理
に

つ
い
て
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
も
は
や
前
提
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
の

よ
う
な
研
究
と
記
述
の
目
標
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
聖
書
の
権
威
の
客
観
的
拘
束
性
の
解
体
に

直
面
し
て
も
、
福
音
主
義
の
神
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
神
学
的
研
究
と
記
述
に
対

す
る
啓
示
の
真
理
の
所
与
性
に
固
執
し
た
。
啓
示
の
真
理
の
所
与
性
は
、
今

や
た
し
か
に
、
も
は
や
全
体
と
し
て
の
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
そ
の
個
々
の
総
体

と
し
て
の
聖
書
の
神
的
権
威
に
基
礎
づ
け
ら
れ
ず
、す
で
に
中
世
の
神
学
が
、

そ
し
て
後
に
特
に
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
主
義
者
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
者
が
そ
の
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信
頼
性
の
根
拠
と
し
て
も
ち
だ
し
た
諸
々
の
客
観
的
判
断
基
準
に
も
基
礎
づ

け
ら
れ
な
か
っ
た）

78
（

。
J
・
S
・
ゼ
ム
ラ
ー
が
、
彼
の
諸
々
の
歴
史
的
洞
察
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
聖
書
の
内
容
つ
ま
り
神
の
言
葉
に
関
す
る
聖
書
の
神
的
権

威
に
固
執
し
た
と
き
、
た
と
え
そ
の
人
間
的
形
式
の
細
目
に
関
し
て
で
は
な

い
と
し
て
も
、
彼
は
、
こ
の
内
容
の
区
別
と
確
認
の
た
め
に
、
霊
の
証
言
に

関
す
る
古
い
教
理
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た）

79
（

。

今
や
こ
こ
に
、
そ
れ
に
よ
り
主
体
的
経
験
が
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
の
確
実
性

の
独
立
し
た
基
盤
と
な
る
こ
の
教
理
の
、
す
で
に
言
及
さ
れ
た
機
能
の
変
化

が
起
こ
っ
た
。
今
や
聖
書
の
神
的
権
威
は
、
聖
書
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
者
の

個
人
的
信
仰
経
験
の
事
柄
と
な
っ
た
。

こ
の
経
過
は
、教
義
学
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
の
展
開
の
う
ち
に
も
み
ら
れ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
、十
七
世
紀
末
以
来
現
れ
た
《
二
つ
の
》
影
響
力
の
あ
る
《
変

革
》
を
通
し
て
起
こ
っ
た
。
両
者
と
も
、
特
に
ド
イ
ツ
の
ル
タ
ー
派
神
学
に

お
い
て
十
分
に
追
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
タ
ー
派
神
学
は
、
十
七
世
紀
末

以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
カ
ル
ト
主
義
と
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
理
神

論
論
争
を
通
し
て
生
じ
た
急
激
な
発
展
に
後
れ
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
は
、
い
っ
そ
う
長
い
間
、
正
統
主
義
の
教
義
学
の
概
要
に
執
着
し
、
そ
し

て
そ
れ
ゆ
え
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
よ
り
も
い
っ
そ
う
ゆ
っ
く
り
と
、

そ
し
て
よ
り
継
続
的
に
諸
々
の
新
た
な
問
題
設
定
へ
と
移
行
し
て
行
っ
た
。

こ
の
変
化
の
《
第
一
》
の
本
質
は
、
神
学
概
念
に
神
学
の
主
体
と
し
て
の

神
学
者
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。す
で
に
ア
ー
ブ
ラ
ハ
ム
・
カ
ロ
ー
ヴ
ィ

ウ
ス
は
、
一
六
五
二
年
、
そ
の
著
《Isagoges ad SST

heologiam
 libri 

duo

》
の
第
二
巻
に
お
い
て
神
学
者
た
ち
に
要
求
さ
れ
る
諸
々
の
適
性
に
つ

い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
た）

80
（

。
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
ク
ヴ
ェ
ン
シ
ュ

テ
ッ
ト
は
、
そ
の
著
《T

heologia didactico polem
ica sive System

a 

theologicum

》
の
第
一
章
の
命
題
三
七
に
お
い
て
神
学
の
主
体
と
し
て
の

神
学
者
の
取
り
扱
い
を
神
学
概
念
と
結
び
つ
け
た
。
こ
の
章
の
さ
ら
に
後
の

部
分
で
は
、
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
個
人
的
に
は
、
敬
虔
的
で
あ
る

と
は
言
え
ず
、
再
生
を
経
験
し
て
い
な
い
人
間
も
、
神
学
的
認
識
の
、
神
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
。
た
と

え
こ
の
言
葉
の
完
全
な
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
も
神
学

者
た
ち
な
の
で
あ
る）

81
（

。
ク
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
は
こ
う
述
べ
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
そ
れ
は
、
彼
が
な
お
神
学
を
完
全
に
そ
の
対
象
か
ら
理
解
し
て
い
た

か
ら
で
あ
り
、
ダ
ー
フ
ィ
ト
・
ホ
ラ
ー
ツ
（
一
七
〇
七
）
に
至
る
ま
で
そ
の

後
の
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
者
は
ク
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
理
解
に
従
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ホ
ラ
ー
ツ
は
、
神
学
者
の
信
仰
は
神
学
的
認
識
と
教
理
の
条
件
で

あ
る
と
主
張
す
る
敬
虔
主
義
的
主
観
主
義
に
対
し
、
こ
の
見
解
を
弁
護
す
る

必
要
性
を
す
で
に
認
め
て
い
た
。
そ
し
て
十
年
後　
（
一
七
一
八
）、
ヨ
ー
ハ

ン
・
ゲ
オ
ル
ク
・
ノ
イ
マ
ン
を
通
し
て
、
再
生
を
経
験
し
て
い
な
い
神
学
者

は
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
り
、
論
争
は
激

化
し
た）

82
（

。
同
時
に
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
E
・
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
敬
虔
主
義
に
反

対
し
た
。
つ
ま
り
彼
も
、
神
学
概
念
に
主
体
を
導
入
す
る
こ
と
は
啓
示
の
真
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理
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
主
に
こ
の
導
入
に
反
対
し
た）

83
（

。
し
か

し
な
が
ら
、
一
七
二
四
年
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
ッ
デ
ウ
ス
は
、
敬
虔
主

義
の
見
解
を
正
統
主
義
の
教
義
学
と
結
び
つ
け
、
神
学
者
の
個
人
的
信
仰
を

神
学
概
念
の
規
範
的
条
件
と
し
て
説
明
し
た）

84
（

。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
ブ
ッ
デ
ウ

ス
は
、
神
学
に
、
聖
書
の
教
理
を
要
約
的
に
再
現
す
る
と
い
う
課
題
を
指
示

す
る
代
わ
り
に
、
神
学
を
神
学
者
の
敬
虔
の
表
現
お
よ
び
記
述
と
し
て
理
解

す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
だ
し
な
か
っ
た
。
神
学
の
課
題
に
関
す
る
徹
底
的
に

新
し
い
見
解
が
現
れ
る
以
前
に
、
ま
ず
、
神
学
の
理
解
に
お
け
る
古
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
な
か
で
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
第
二
の
変
化
が
決
定

的
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は
教
義
学
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
に
も

及
ん
で
い
る
。

こ
の
《
第
二
の
》
変
化
の
本
質
は
次
の
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
「
神
学
」
の

理
解
に
と
っ
て
、
聖
書
と
並
ん
で
宗
教
の
概
念
が
ま
す
ま
す
基
本
的
な
意
味

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
し
か
も
聖
書
と
神
の
言
葉
の
古
い
方
程
式

が
解
体
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
す
で
に
カ
ロ
ー
ヴ
ィ
ウ
ス
と
ク
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
が
宗
教
の
概
念

を
神
学
の
対
象
の
普
遍
的
記
述
と
し
て
導
入
し
た
後
で
、ヨ
ー
ハ
ン
・
ム
ゼ
ー

ウ
ス
（
一
六
七
九
）
以
来
、
そ
れ
は
《religio naturalis

》
と
《religio 

reverlata

》
と
い
う
亜
種
を
も
つ
上
位
概
念
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
自
然
的

神
認
識
と
啓
示
的
神
認
識
の
関
係
は
宗
教
概
念
に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
、
さ

ら
に
マ
シ
ュ
ー
・
テ
ィ
ン
ダ
ル
（
一
七
三
〇
）
の
見
解
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

彼
に
よ
る
と
、
福
音
の
（
適
応
思
想
の
助
け
を
借
り
て
そ
の
超
自
然
的
内
容

か
ら
広
範
に
解
放
さ
れ
た
）
啓
示
は
、
自
然
宗
教
の
純
化
さ
れ
た
更
新
で
あ

る
。
十
八
世
紀
の
ル
タ
ー
派
神
学
は
そ
れ
ほ
ど
極
端
な
立
場
を
と
ら
な
か
っ

た
が
、
大
多
数
の
者
は
啓
示
に
よ
る
自
然
宗
教
の
必
然
的
補
足
の
思
想
に
固

執
し
た
。
ブ
ッ
デ
ウ
ス
は
自
然
宗
教
の
限
界
を
次
の
点
に
み
た
。
自
然
宗
教

は
た
し
か
に
神
の
存
在
と
そ
の
戒
め
を
知
り
、
人
間
が
そ
の
諸
々
の
罪
を
通

し
て
陥
る
神
と
の
対
決
を
も
知
っ
て
い
る
が
、
神
と
の
和
解
の
手
段
を
知
ら

な
い）

85
（

。
半
世
紀
後
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ザ
ー
ロ
モ
・
ゼ
ム
ラ
ー
は
テ
ィ
ン
ダ
ル
を

思
い
起
こ
し
つ
つ
、
こ
う
書
い
た
。
テ
ィ
ン
ダ
ル
が
「
初
め
か
ら
直
ち
に
、

こ
の
よ
う
に
《
完
全
な
自
然
宗
教
》
を
想
定
し
た
と
き
、《
啓
示
》
に
内
容

を
与
え
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
人
間
の
幸
せ
が
す
で
に
そ
れ
を
必
要
と
し
て

い
た
が
ゆ
え
に
、
重
要
な
《
付
加
》
を
提
供
で
き
る
も
の
は
、
何
も
残
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
う
し
て
多
く
の
こ
と
が
、
証
明
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
前

提
さ
れ
て
い
る
」。
す
な
わ
ち
ど
こ
に
お
い
て
も
、「
初
め
は
完
全
性
か
ら
区

別
さ
れ
て
い
る）

86
（

」。

し
か
し
す
で
に
ブ
ッ
デ
ウ
ス
の
場
合
、
宗
教
概
念
は
神
学
概
念
と
結
び
あ

わ
さ
れ
、
教
義
学
の
ま
っ
た
く
最
初
の
部
分
に
置
か
れ
、
し
か
も
神
学
概
念

の
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る）

87
（

。
こ
う
し
て
こ
こ
で
は
す
で
に
、
神
学
者

は
単
純
に
神
認
識
の
主
体
と
し
て
で
は
な
く
、
宗
教
の
教
師
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
る
（§48

）。
な
ぜ
な
ら
神
学
者
た
ち
と
そ
の
他
の
信
仰
者
た
ち
と
の

区
別
の
本
質
は
こ
の
機
能
に
だ
け
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗
教
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と
神
学
に
関
す
る
ゼ
ム
ラ
ー
の
思
想
の
そ
の
後
の
展
開
の
方
向
性
が
決
定
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
ゼ
ム
ラ
ー
の
場
合
、神
学 

│ 

公
的
制
度
的
形
態
を
と
っ

た
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
」
神
学 

│ 

は
、
教
会
の
「
正
式
の
教
師
に
な
る

た
め
の
準
備
」
で
あ
り）

88
（

、
し
か
も
一
定
の
教
派
教
会
に
奉
仕
す
る
た
め
の
準

備
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
公
的
神
学
の
課
題
は
単
純
に
神
認
識
で
は
な

く）
89
（

、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
学
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
会
の
信

仰
箇
条
な
い
し
基
本
箇
条
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
諸
々
の
基
本
箇
条
と
同

一
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
一
定
の
教
派
教
会
の
た
め
の
特

殊
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る）

90
（

。
神
学
の
教
派
的
相
違
の
た
め
に
ゼ
ム

ラ
ー
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
テ
ー
ウ
ス
・
プ
フ
ァ
フ
（
一
七
一
九
）
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
た
思
想
、つ
ま
り
ひ
と
つ
の
、そ
し
て
同
じ
宗
教
に
基
づ
く
「
教

授
法
の
」
多
様
性
の
思
想
を
適
用
し
た）

91
（

。
教
会
の
諸
々
の
基
本
箇
条
と
「
教

理
概
念
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
共
通
の
諸
々
の
基
本
箇
条
、
こ
の
信
仰

そ
れ
自
体
、そ
し
て
聖
書
の
諸
教
理
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
、ゼ
ム
ラ
ー

に
よ
る
と
、「
神
学
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
普
遍
性
と
対
照
的
に
、「
教

師
と
学
者
に
の
み
属
す
る
」
と
し
て
も
驚
く
に
当
た
ら
な
い）

92
（

。
し
か
し
な
が

ら
、
異
な
る
教
会
の
諸
々
の
教
理
概
念
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
が
、
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
そ
れ
自
体
の
内
容
を
定
式
化
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
こ
と
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
教
授
法
」
の
多
様
性
に
対
す
る

単
な
る
省
察
だ
け
で
は
、そ
れ
ら
の
間
に
あ
る
争
い
は
ま
だ
解
決
さ
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
対
立
す
る
諸
々
の
教
授
法
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
そ
れ
自
体
の
内
容
と
そ
の
真
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、

神
学
と
宗
教
の
関
係
に
関
す
る
ゼ
ム
ラ
ー
の
規
定
は
、
次
の
よ
う
な
修
正
を

伴
っ
て
の
み
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
神
学
は
、
た
し
か

に
一
定
の
教
会
の
教
理
概
念
を
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
要
求
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
そ
れ
自
体
の
内
容
を
記
述
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
ブ
レ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

は
、
そ
の
著
『
教
義
学
の
手
引
き
』（
一
八
一
四
） 

│ 

こ
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ

ナ
も
宗
教
概
念
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
関
連
で
神
学
概
念
に
言
及
し
て
い

る 

│ 

の
な
か
で
、
教
派
的
教
会
の
公
的
「
宗
教
論
」
を
記
述
す
る
と
い

う
課
題
を
教
義
学
に
割
り
当
て
た
。
す
な
わ
ち
教
義
学
の
源
泉
は
し
た
が
っ

て
聖
書
の
諸
文
書
で
は
な
く
、
当
該
教
会
の
諸
々
の
信
仰
告
白
文
書
で
あ

る）
93
（

。
ブ
レ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
聖
書
は

「
教
会
の
教
義
学
の
源
泉
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
批
判
の
原
理
で
あ
る）

94
（

」。

す
な
わ
ち
教
会
の
教
理
の
記
述
に
は
、
批
判
的
部
分
が
続
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
教
会
の
教
理
を
聖
書
に
対
す
る
諸
々
の
信
仰
告
白
文
書
そ

れ
自
体
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
吟
味
し
、
し
か
し
ま
た
さ
ら
に
そ
の
内
的
首

尾
一
貫
性
と
、
理
性
の
諸
々
の
真
理
と
の
そ
の
関
係
を
調
べ
る
。
そ
れ
ゆ
え

ブ
レ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
教
義
学
的
、
歴
史
学
的
、
そ
し
て
哲
学
的
批
判

を
通
し
て
教
会
の
教
理
体
系
を
三
重
の
視
点
か
ら
吟
味
す
る
こ
と
を
要
求
す

る）
95
（

。
し
た
が
っ
て
ゼ
ム
ラ
ー
と
異
な
り
、
ブ
レ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
る
と

教
義
学
は
、「
教
会
の
教
義
学
的
体
系
が
根
拠
と
真
理
を
有
す
る）

96
（

」
の
か
ど
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う
か
を
徹
底
的
に
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
教
会
の
教
理
の

特
殊
性
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
普
遍
性
の
間
の
ゼ
ム
ラ
ー
の
峻
別
が
再
び
持

ち
だ
さ
れ
る
が
、
教
会
の
教
理
の
真
理
性
に
関
す
る
判
断
の
た
め
の
基
準
は

一
義
的
に
は
決
定
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
理
性
に
よ
る
聖
書
そ
れ
自
体
の
権

威
の
吟
味
は
た
し
か
に
容
認
さ
れ
て
い
る
が
、
原
則
と
し
て
聖
書
の
信
憑
性

と
そ
の
著
者
た
ち
に
つ
い
て
の
普
遍
的
問
い
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
は
、

す
で
に
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
主
義
者
た
ち
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
者
た
ち
に
よ
っ

て
論
じ
ら
れ
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
に
よ
っ
て
、
聖
書
の
神
的
権

威
の
確
信
の
た
め
で
は
な
く
《
人
間
の
信
仰
（fides hum

ana

）》
の
た
め
に

の
み
十
分
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た）

97
（

。

シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
、
宗
教
概
念
に
基
づ
く
方
向
づ
け
を
主
観
的
経
験

の
判
断
基
準
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
点
で
画
期
的
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
彼
の
信
仰
論
は
教
義
学
の
方
法
論
的
基
盤
を
宗
教
の
概
念
あ
る
い

は
（
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
表
現
に
よ
る
と
）
敬
虔
に
置
い
た
。
そ
の
際
キ

リ
ス
ト
教
は
、
普
遍
的
宗
教
問
題
の
特
別
な
表
出
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
さ

ら
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
「
あ
る
特
定
の
時
代
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会

社
会
に
お
い
て
通
用
し
た
教
理）

98
（

」の
な
か
に
教
義
学
の
対
象
を
認
め
て
お
り
、

こ
の
点
で
彼
は
、
ゼ
ム
ラ
ー
に
遡
る
観
察
方
法
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
彼
は
ゼ
ム
ラ
ー
の
よ
う
に
公
的
神
学
と
私
的
神
学
を
区
別

せ
ず
、
ま
た
も
ち
ろ
ん
、
ブ
レ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
な
ど
の
よ
う
に
、
教
会
の

教
理
概
念
の
記
述
の
後
に
、
批
判
的
省
察
、
つ
ま
り
聖
書
と
、
理
性
の
諸
々

の
尺
度
に
基
づ
く
吟
味
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
も

し
な
か
っ
た）

99
（

。
む
し
ろ
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
命
題
そ
れ
自
体
を
語
り

（R
ede

）
の
形
式
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
教
の
敬
虔
な
心
情
状
態
」
の
表
現

と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り）

100
（

、
公
的
神
学
と
私
的
神
学
を
結
合
し
た
。
そ
の

結
果
、
教
義
学
も
神
学
者
の
宗
教
的
主
観
性
の
表
現
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。

な
ぜ
な
ら
教
義
学
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
命
題
の
根
源

に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
敬
虔
な
心
情
状
態
」
の
表
現
と
し
て
の

信
仰
命
題
お
よ
び
教
義
学
と
い
う
解
釈
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
信
仰
的
態
度
と
神
学
的
認
識

を
区
別
す
る
正
統
主
義
の
立
場
を
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
《
非
再
生
者
の
神

学
（theologia irregenitorum

）》
の
可
能
性 

│ 

こ
れ
は
、
た
し
か
に
不

信
仰
者
に
対
す
る
偏
愛
で
は
な
く
、
敬
虔
な
主
体
性
に
対
す
る
教
義
学
の
対

象
の
優
位
性
を
表
し
て
い
る 

│ 

と
共
に
、
断
固
と
し
て
拒
否
し
た
が
、

し
か
し
他
方
で
教
義
学
の
記
述
か
ら
正
統
主
義
と
異
端
の
結
合
を
要
求
し

た）
101
（

。
こ
の
結
合
は
教
会
の
信
仰
的
意
識
の
個
々
の
変
化
に
活
動
の
余
地
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
教
会
の
教
理
概
念
が
ま
だ
完
結
せ
ず
、
生
き

生
き
と
し
た
発
展
の
経
過
の
う
ち
に
あ
る
と
い
う
視
点
も
考
慮
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
公
的
神
学
と
私
的
神
学
と
い
う
ゼ
ム
ラ
ー
の
二
元
論
は
今

や
現
実
に
破
棄
さ
れ
た
。
他
方
で
、
ブ
レ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
場
合
に
、
そ

の
論
理
的
、
聖
書
的
、
そ
し
て
哲
学
的
吟
味
に
対
す
る
要
求
の
な
か
で
言
及

さ
れ
て
い
る
教
会
の
教
理
の
真
理
性
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
信
仰
の
意
識
に
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お
け
る
教
義
学
的
記
述
と
い
う
前
提
へ
と
再
び
押
し
戻
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

実
際
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
、
教
会
の
教
理
の
極
め
て
徹
底
し
た
変
更
を

提
案
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
方
法
的
基
盤
を
そ
の
真
理
要
求

の
吟
味
の
う
ち
に
求
め
ず
、
た
だ
信
仰
内
容
の
逸
脱
し
う
る
「
固
有
な
」
定

式
化
の
権
利
を
引
き
合
い
に
出
し
た  

│ 

こ
の
定
式
化
が
、「
諸
々
の
信

仰
告
白
文
書
の
文
字
よ
り
も
よ
り
い
っ
そ
う
よ
く
福
音
主
義
教
会
の
精
神

に
」
一
致
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
そ
の
定

式
化
も
、
や
が
て
「
時
代
遅
れ
な
も
の
」
と
み
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い

て）
102
（

。
そ
の
た
め
の
判
断
基
準
は
、
例
え
ば
や
は
り
聖
書
の
文
字
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
聖
書
に
適
応
し
た
教
義
学
の
場
合
で
さ
え
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー

に
よ
る
と
、「
た
と
え
ば
共
通
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
も
の
と
み
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
聖
書
の
な
か
で
局
部
的
で
一
時
的
に
す
ぎ
な
い
も
の
、
あ
る

い
は
逸
脱
し
た
解
釈
の
た
め
に
ま
っ
た
く
犠
牲
に
」
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る）

103
（

。
し
た
が
っ
て
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
と
っ
て
教
義
学
的
記
述

の
判
断
基
準
は
信
仰
意
識
だ
け
で
あ
り
、
教
会
の
教
理
は
そ
の
表
現
と
し
て

解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
前
提
の
も
と
で
は
、
真
理
問
題
は
い
つ
も

す
で
に
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
教
義
学
の
霊
感
論
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
と
類
似
し
た
仕
方

で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
場
合
、
聖
書
原
理
の

代
わ
り
に
、
そ
れ
自
体
ひ
と
つ
の
信
仰
共
同
体
の
信
仰
意
識
と
結
び
つ
け
ら

れ
た
主
観
的
な
信
仰
意
識
が
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
信
仰
共
同
体
の

信
仰
意
識
を
個
々
に
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

教
義
学
の
基
盤
と
し
て
の
主
観
的
信
仰
と
い
う
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
新

し
い
規
定
は
、
敬
虔
主
義
の
信
仰
主
観
主
義
、
教
会
共
同
体
お
よ
び
そ
の
教

理
的
伝
統
と
の
関
係
、
そ
し
て
伝
統
の
批
判
的
習
得
の
原
理
と
し
て
の
個
性

と
い
う
視
点
を
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
同
時
に
彼
は
、

神
学
に
、
聖
書
の
証
言
の
真
理
性
お
よ
び
教
会
の
伝
統
的
教
理
に
つ
い
て
の

批
判
的
問
い
か
ら
独
立
し
た
ひ
と
つ
の
確
実
性
の
基
盤
を
開
示
し
た
よ
う
に

み
え
た
。
こ
こ
か
ら
、
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
に
、
信
仰
意
識
の
表
現
お
よ

び
記
述
と
し
て
の
教
義
学
と
い
う
彼
の
理
解 

│ 

そ
れ
は
、
古
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
、
聖
書
原
理
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
神
学
理
解
と
た
し
か
に

決
別
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 

│ 

が
広
く
影
響
を
与
え
た
事
実
が
よ
く
説

明
さ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
仲
介
し
よ
う
と
す
る
試
み
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
覚
醒
神

学
と
、
後
に
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
と
ハ
レ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
マ
ル

テ
ィ
ー
ン
・
ケ
ー
ラ
ー
の
聖
書
神
学
は
、
信
仰
の
原
理
と
聖
書
の
権
威
を
再

び
相
互
に
緊
密
に
関
連
づ
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
で
は
依
然

と
し
て
主
観
的
信
仰
経
験
が
基
盤
と
な
っ
て
い
た）

104
（

。
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
学
派
の

ル
タ
ー
派
の
神
学
も
、
信
仰
経
験
、
教
会
の
教
理
、
そ
し
て
聖
書
と
救
済
史

に
基
づ
く
そ
の
根
拠
を
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
よ
り
も
い
っ
そ
う
緊
密
に
相
互

に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
そ
の
基
盤
と
し
て
信
仰
経
験
を
前
提

と
し
て
い
た）

105
（

。
し
か
も
イ
ー
ザ
ー
ク
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ド
ル
ナ
ー
に
よ
る
と
、
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「
キ
リ
ス
ト
教
の
《
経
験
》
な
い
し
キ
リ
ス
ト
教
の
《
信
仰
》」
は
倫
理
学
と

教
義
学
の
「
認
識
源
泉
」
で
さ
え
あ
り）

106
（

、
彼
は
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
教
義

学
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
を
信
仰
の
教
理
（P

isteologie

）
に
作
り
変
え
た
。
そ

の
際
ド
ル
ナ
ー
は
、
信
仰
へ
と
通
じ
る
歴
史
的
媒
介
を
信
仰
の
概
念
そ
れ
自

体
の
な
か
で
有
効
に
活
か
そ
う
と
試
み
、
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
回

心
の
経
験
の
な
か
に
本
来
の
宗
教
的
確
実
性
の
基
盤
を
み
い
だ
し
た
。
そ
の

場
合
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
の
学
問
的
確
実
性
」
は
ま
た
も
や
こ
の
基
盤

と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

107
（

。

神
学
を
、
そ
し
て
特
に
教
義
学
を
、
あ
ら
か
じ
め
有
す
る
信
仰
の
確
実
性

あ
る
い
は
信
仰
の
経
験
に
基
礎
づ
け
る
作
業
は
、
覚
醒
の
敬
虔
の
影
響
を
受

け
な
か
っ
た
十
九
世
紀
の
神
学
者
た
ち
、
特
に
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
リ
ッ
チ
ュ

ル
に
も
み
ら
れ
る
。
リ
ッ
チ
ュ
ル
は
そ
の
著
『
義
認
と
和
解
』
の
第
三
版
の

序
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
命
題
を
展
開
し
た
。
つ
ま
り
ひ
と
は
、「
イ
エ

ス
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
団
の
信
仰
に
基
づ
い
て
の
み
」
彼
の
歴
史
的
活
動

の
「
完
全
な
範
囲
」
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
キ
リ

ス
ト
教
の
教
理
の
各
構
成
要
素
は
「
キ
リ
ス
ト
の
救
済
さ
れ
た
教
団
の
視
点

か
ら
」
捉
え
ら
れ
、
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
リ
ッ
チ
ュ
ル

は
、《
再
生
者
の
神
学
（thologia regenitorum

）》
を
求
め
る
ス
ペ
ン
サ
ー

の
関
心
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
た）

108
（

。
こ
の
線
に
沿
っ
て
、

一
八
九
二
年
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヘ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
い
、

つ
ま
り
信
仰
の
《
根
拠
》
と
し
て
の
歴
史
的
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
問
い
を

徹
底
的
に
貫
徹
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
で
は
い
つ

も
す
で
に
、
信
仰
が
論
証
の
前
提
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る）
109
（

。
こ
の
状
況
は
、
ヘ
ル
マ
ン
の
学
生
で
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
ル
ド

ル
フ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
弁
証
法
神
学
に
至
る
変
革

の
後
も
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
、
ブ
ル
ト
マ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教

の
教
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
《
わ
た
し
の
隠
れ
た
現
存
在
理
解
を
明
ら
か
に

す
る
》
と
述
べ
た
。
そ
し
て
こ
れ
と
ま
っ
た
く
対
応
す
る
仕
方
で
彼
は
、

一
九
五
三
年
に
そ
の
著
『
新
約
聖
書
神
学
』
の
な
か
で
、
神
学
は
「
信
仰
の

う
ち
に
含
ま
れ
る
認
識
の
展
開
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た）

110
（

。

一
九
二
七
年
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
は
、
神
学
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
自
明
で

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
は
、
教
義
学
を
信
仰
に
基
礎
づ
け
る
と
い

う
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
以
来
の
慣
行
に
、
教
義
学
を
神
の
言
葉
の
自
己
明
証

性
に
基
礎
づ
け
る
と
い
う
要
求
を
対
置
し
た）

111
（

。
し
た
が
っ
て
彼
は
、「
人
間

の
自
己
確
信
を
神
の
確
実
性
か
ら
理
解
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ

て
、《
そ
の
反
対
で
は
な
い
》」。
彼
は
た
し
か
に
他
方
で
、「
神
の
言
葉
の
現

実
を
考
慮
に
入
れ
る
と
い
う
冒
険
」
に
つ
い
て
語
り
、
こ
の
よ
う
な
冒
険
で

は
、
論
理
的
に
、「
規
則
的
な
《
敢
行
の
行
為
・
問
い
の
請
願
（petitio 

principii

）》
と
い
う
形
式
」
が
問
題
に
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
た）

112
（

。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
人
間
の
敢
行
が
、「
神
の
言
葉
の
現
実

を
考
慮
す
る
た
め
の
」
ま
さ
に
出
発
点
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ゆ
え
バ
ル
ト
自
身
も
再
び
教
義
学
を
、
た
と
え
「
経
験
」
と
し
て
の
信
仰
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で
は
な
い
と
し
て
も
、《
事
実
》
信
仰
に
、
し
た
が
っ
て
「
敢
行
」
と
し
て

の
信
仰
に
基
礎
づ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
三
二
年
、
教
会
教
義

学
の
な
か
で
、
教
義
学
は
「
キ
リ
ス
ト
教
《
信
仰
》」
を
前
提
と
し
て
お
り
、

そ
れ
自
体
が
「
信
仰
の
行
為
」
で
あ
る
と
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る）

113
（

。
こ

う
し
て
バ
ル
ト
は
こ
の
問
い
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
か
ら
始
ま
っ

た
方
法
、
つ
ま
り
神
学
を
信
仰
に
基
礎
づ
け
る
や
り
方 

│ 

一
九
二
七
年
、

バ
ル
ト
は
こ
れ
を
批
判
し
た 
│ 
へ
と
再
び
方
向
転
換
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

教
義
学
を
「
信
仰
の
行
為
」
と
し
て
捉
え
る
見
解
は
、
一
九
三
二
年
、
教
義

学
を
遂
行
す
る
の
は
（
分
離
さ
れ
た
個
人
で
は
な
く
）
教
会
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
教
義
学
が
敢
行
の
行
為

つ
ま
り
問
い
の
請
願
《petitio principii

》 

か
ら
始
ま
る
と
い
う
、
一
九
二
七

年
の
定
式
の
う
ち
に
あ
っ
た
問
題
は
、
明
ら
か
に
回
避
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
問
題
は
、
バ
ル
ト
に
よ
る
と
や
は
り
教
義
学
の
初
め
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
、
信
仰
の
行
為
の
基
礎
づ
け
と
信
仰
の
前
提
に
関
す
る
不
可
避

的
問
い
の
な
か
に
相
変
わ
ら
ず
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
バ
ル
ト
は
、
神
と
神
の
言
葉
の
現
実
は
一
方
で
信
仰
に
先
行
し
、
他
方

で
教
義
学
に
と
っ
て
最
初
か
ら
確
実
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
仮
定
に
固
執
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
後
者
は
信
仰
の
行
為
の
概
念
を
通
し
て
の
み

導
入
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
不
可
避
的
に
次
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た
。
つ

ま
り
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
、
信
仰
の
行
為
に
対
す
る
神
と
神
の
言

葉
の
優
位
性
は
、
今
や
明
ら
か
に
主
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
。
も
し
も
バ
ル
ト
と
共
に
、
信
仰
の
行
為
と
信
仰
経
験
に
対
す
る
神

の
優
位
性
に
固
執
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
教
義
学
に
お
い
て
は
、
神
の
現

実
は
初
め
か
ら
前
提
と
し
て
確
実
で
あ
る
と
い
う
仮
定
は
不
必
要
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
。

一
九
二
七
年
、
バ
ル
ト
は
、
教
義
学
を
神
の
言
葉
の
代
わ
り
に
信
仰
に
基

礎
づ
け
る
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
方
法
に
お
け
る
神
学
的
問
題
を
的
確
に
捉

え
、
鋭
く
こ
う
特
徴
づ
け
た
。「
教
義
学
の
意
味
と
可
能
性
、
そ
し
て
そ
の

対
象
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
で
は
な
く
神
の
言
葉
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
神
の
言

葉
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
包
含
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
、
神
の
言
葉
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
包

含
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
の
こ
と
は
別
の
事
柄
で
あ
る 

│ 

た
と
え

ど
れ
ほ
ど
強
く
、
絶
え
ず
信
仰
の
い
わ
ゆ
る
客
観
的
内
容
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
と
し
て
も
。
こ
の
関
係
を
反
対
に
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
歪
曲
に

歪
曲
を
重
ね
る
結
果
と
な
り
、
し
か
も
そ
れ
は
必
然
的
な
も
の
と
な
る）

114
（

」。

バ
ル
ト
の
言
葉
は
、
神
学
の
可
能
性
を
信
仰
的
主
体
と
結
び
つ
け
た
敬
虔
主

義
に
対
す
る
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
・
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
批
判
を
反
映
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
歴
史
は
全
体
と
し
て
こ
の
批

判
を
確
認
し
て
い
る 

│ 

バ
ル
ト
は
（
彼
以
前
に
は
、
す
で
に
エ
ー
リ
ヒ
・

シ
ェ
ダ
ー
は
）、
誤
っ
た
、
つ
ま
り
神
に
つ
い
て
の
真
剣
な
語
り
（R

eden

）

の
諸
々
の
含
意
と
矛
盾
す
る
が
ゆ
え
に
誤
っ
た
人
間
中
心
主
義
の
概
念
に
対

し
、
こ
の
批
判
を
向
け
て
い
る
。
こ
の
診
断
の
正
し
さ
の
ゆ
え
に
、
も
ち
ろ
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ん
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
聖
書
の
霊
感
に
関
す
る
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
見
解
が
再
び

回
復
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ル
ト
も
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
彼

は
、神
の
言
葉
の
優
位
性
に
関
す
る
見
解
の
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
形
式
を
、

宣
教
、
聖
書
、
そ
し
て
啓
示
に
お
け
る
言
葉
の
三
つ
の
形
態
に
関
す
る
彼
の

教
説
に
置
き
換
え
た
。
し
か
し
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
の
出
発
点
は
、
敢
行
、
勇
気
、
そ
し
て
《
敢
行
の
行
為
・
問
い
の
請

願
（petitio principii

）》
に
つ
い
て
の
諸
々
の
省
察
を
含
み
、
バ
ル
ト
が
逃

れ
よ
う
と
し
て
い
た
信
仰
の
主
観
主
義
と
な
お
深
く
結
び
つ
い
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。教
義
学
の
主
体
と
し
て
の
教
会
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、

一
九
三
二
年
、
こ
の
問
題
は
ま
さ
に
解
明
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
隠

蔽
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
教
会
の
概
念
は
そ
れ
自
体
、
そ
こ
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
他
人
同
士
の
な
か
に
あ
る
ひ
と
つ
宗
教
共
同
体
の
そ

れ
自
体
拘
束
力
の
な
い
現
象
で
な
い
か
ぎ
り
、
ま
ず
教
義
学
の
過
程
に
お
い

て
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
教
義
学
の
新
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
主
義
的
基
礎
づ
け
、
つ
ま
り
信
仰
の
主
観
主
義
か
ら
逃
れ
、
神
学
の
た

め
に
神
の
言
葉
の
優
位
性
を
新
た
な
形
で
更
新
し
よ
う
と
す
る
者
は
、ま
ず
、

十
八
世
紀
の
方
向
転
換
以
来
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
と
共
に
入
っ
て
き
た
教

義
学
の
基
礎
づ
け
に
お
け
る
あ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
へ
と
至
る
諸
々
の

理
由
に
つ
い
て
釈
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ル
ト
は
彼
の
や
り
方
で
こ

れ
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
バ
ル
ト
は
、
彼
の
神
学
史
の
な
か
で
近
代
神
学
の
人

間
中
心
的
方
向
転
換
を
、
十
八
世
紀
の
文
化
史
お
よ
び
社
会
史
に
お
い
て

ま
っ
た
く
普
遍
的
に
認
識
さ
れ
う
る
人
間
中
心
主
義
と
の
関
連
で
捉
え
た
。

バ
ル
ト
に
よ
っ
て
こ
の
経
過
に
与
え
ら
れ
た
価
値
評
価
と
、
そ
こ
に
は
神
に

対
す
る
人
間
の
反
抗
と
い
う
動
機
が
み
ら
れ
る
と
す
る
記
述
に
は
、
議
論
の

余
地
が
あ
る
。
こ
の
事
態
そ
れ
自
体
に
は
議
論
の
余
地
が
な
い 

│ 

た
と

え
そ
れ
が
、
宗
教
改
革
以
後
の
時
代
に
お
け
る
諸
々
の
教
派
的
対
立
の
絶
望

的
状
況
と
、
特
に
十
七
世
紀
の
宗
教
戦
争
の
終
り
に
み
ら
れ
た
教
派
的
行
き

詰
ま
り
か
ら
生
じ
た
諸
々
の
強
制
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
も
。
し
か
し
な
が
ら
神
学
お
よ
び
教
義
学
の
基
礎
づ
け
に
お
け
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
は
、
一
般
的
文
化
的
諸
変
化
の
機
能
と
し
て
だ
け
、
そ

し
て
ま
ず
そ
の
よ
う
も
の
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
宗
教
を
ひ
と
つ
の
随
伴
現
象
お
よ
び
他
の
プ
ロ
セ
ス

の
ひ
と
つ
の
単
な
る
反
響
と
み
な
す
宗
教
批
判
的
な
見
解
を
前
提
と
し
て
い

る
。
神
学
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
の
根
拠
は
、
神
学
的
議
論
そ
れ
自
体
の

展
開
の
う
ち
に
、
よ
り
正
確
に
は
、
霊
感
説
の
な
か
で
定
式
化
さ
れ
た
古
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
書
原
理
の
信
憑
性
の
解
体
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
の
際
よ

く
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
そ
の
内
容
の
規
範
と
し
て
の
聖
書
に
基
礎

づ
け
る
こ
と
が
、
支
持
さ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
逐
語
霊
感
説
の

観
念
に
よ
っ
て
、
聖
書
全
体
の
神
的
真
理
を
《
前
提
》
と
し
て
措
定
す
る
試

み
が
不
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
こ
の
観
念
に
つ
い
て

神
学
的
（
お
よ
び
教
義
学
的
）　

議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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こ
の
前
提
は
、
新
し
い
自
然
科
学
的
・
歴
史
学
的
・
地
理
学
的
な
諸
々
の
認

識
に
直
面
し
て
、
結
局
、
保
持
で
き
な
く
な
り
、
聖
書
の
個
々
の
言
葉
は
い

ず
れ
も
神
に
由
来
す
る
と
い
う
仮
定
を
弁
護
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
適
応

の
思
想
は
、
そ
の
い
っ
そ
う
の
空
洞
化
へ
と
行
き
着
い
た
。

今
や
原
理
的
に
は
、聖
書
を
起
源
的
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
文
書
と
し
て
、

ま
た
聖
書
を 

│ 
そ
の
内
容
の
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
相
対
性
に
も
か
か
わ
ら

ず 

│ 

こ
の
意
味
で
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
同
一
性
の
永
続
的
尺
度
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
ゼ
ム
ラ
ー
以
来
ま
す
ま
す
貫
徹
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
聖
書
と
神
の
言
葉
の
区
別
は
、
事
実
、
こ
の
方
向
に
向
か
っ

て
進
ん
だ
。
問
題
は
、
神
の
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
し
て
歴
史
学
的
に
理
解
さ

れ
う
る
聖
書
か
ら
引
き
だ
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
判
断
基
準
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
す
で

に
ゼ
ム
ラ
ー
に
お
い
て
、
ま
た
特
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
お
い
て
、
聖
霊

の
《
内
的
証
明
（testim

onium
 internum

）》
と
い
う
主
観
主
義
的
見
解
お

び
信
仰
経
験
の
引
証
が
そ
の
答
え
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
思
想
の
新
た
な
布

置
か
ら
生
ず
る
魅
力
は
、
こ
の
思
想
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
の
あ
ら
ゆ
る
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
再
び
保
証
し
、
約
束
し
て
く
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
そ
の
保
証
は
正

統
主
義
の
霊
感
説
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
が
、
今
や
そ
れ
は
経
験
と
い
う
主
体

性
に
係
留
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
古
い
霊
感
説
の
客
観
主
義
と
権
威
主
義
に
対
し
経
験
を
主
張
す

る
立
場
は
、
そ
れ
自
体
誤
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
事
実
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ

れ
わ
れ
の
経
験
に
実
証
さ
れ
る
も
の
だ
け
を
真
実
と
み
な
し
、
自
ら
の
も
の

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
す
で
に
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
敬
虔
主
義

と
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
リ
ズ
ム
の
影
響
で
経
験
の
原
理
を
ひ
と
つ
の
特
定
の
経

験
、
つ
ま
り
回
心
の
経
験
に
限
定
す
る
傾
向
で
あ
っ
た
。
し
か
し
特
に
、
重

大
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

教
理
の
諸
々
の
テ
ー
マ
を
個
々
に
論
ず
る
以
前
に
、
あ
る
先
行
す
る
保
証
機

関
を
通
し
て
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と

し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
霊
感
説
の
助
け
を
借
り
て
行
わ
れ
た

よ
う
に
、
再
び
こ
の
経
験
を
引
き
合
い
に
出
す
と
い
う
仕
方
で
行
わ
れ
た
。

古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
書
論
は
す
で
に
こ
の
試
み
に
失
敗
し
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
を
、
信
仰
者
の
た
め
に
そ
の
真
理
を
あ
ら
か
じ
め
保
証
す
る
信
仰

の
行
為
と
い
う
主
体
性
に
基
礎
づ
け
る
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
試
み
も
、
こ

こ
で
挫
折
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
や
り
方
は
神
の
真
理
の
主
権
と
一
致
し
え
な
い
と
い
う
神
学
的
プ
ロ
テ

ス
ト
に
躓
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
例
は
、
こ
の
点
に
お

け
る
神
学
の
悲
劇
的
な
混
乱
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

の
真
理
を
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
以
前
に
あ
ら
か
じ
め
何
と
し
て
も
保
証

し
て
お
こ
う
と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
教
会
の
教
理
に
関
す
る
職
務
の
担

い
手
の
誤
る
こ
と
な
き
権
威
に
背
を
向
け
た
後
で
、
そ
し
て
古
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
霊
感
説
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
後
で
、
残
さ
れ
た
道
は
、
そ
れ
が
経
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験
で
あ
れ
、「
敢
行
」
で
あ
れ
、
信
仰
の
行
為
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
だ

け
で
あ
っ
た
。
福
音
主
義
神
学
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
意
識
を
自
己

保
証
し
よ
う
と
す
る
こ
の
試
み
は
支
持
で
き
な
い
と
の
洞
察
が
、
か
つ
て
の

霊
感
説
の
場
合
と
同
様
に
、
今
日
も
外
側
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
、
つ

ま
り
こ
の
よ
う
な
論
証
は
経
験
の
判
断
基
準
そ
れ
自
体
と
一
致
し
な
い
と
い

う
事
実
を
通
し
て
、
強
制
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
経
験
は
決
し
て
絶
対
的
、

無
制
約
的
確
実
性
を
媒
介
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い
、
経
験
の
継
続
す
る
プ
ロ
セ
ス

の
な
か
で
説
明
と
確
認
を
必
要
と
す
る
確
実
性
を
媒
介
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

た
し
か
に
こ
の
よ
う
な
主
観
的
確
実
性
に
お
い
て
す
で
に
真
理
と
そ
の
無
制

約
性
の
臨
在
が
経
験
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
経
験
の
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
そ
の
確
認
と
証
明
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
。

あ
ら
ゆ
る
主
観
的
確
実
性
の
こ
の
よ
う
な
制
約
は
、
人
間
の
経
験
の
有
限
性

に
属
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
よ
り
広
範
な
吟
味
と
証
明
か
ら
独
立
し
た
無
制

約
的
確
実
性
の
主
張
は
、
そ
の
な
か
で
信
ず
る
わ
た
し
が
自
分
自
身
を
絶
対

的
真
理
の
場
と
し
て
措
定
す
る
主
体
的
参
与
の
暴
力
的
行
為
と
し
て
の
み
可

能
に
な
る
。
こ
の
現
象
が
、
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
間
に
の
み
現
れ
る
わ
け
で

は
な
い
非
合
理
的
な
熱
狂
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
同
一
視
さ
れ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
は
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
種
の
諸
現
象
は
も
は
や
合
理
的

な
も
の
で
は
あ
り
え
な
く
、単
に
心
理
学
的
な
も
の
と
し
て
解
明
さ
れ
う
る
。

そ
れ
ゆ
え
信
仰
の
主
観
主
義
つ
ま
り
「
参
与
へ
の
逃
亡）

115
（

」
は
、
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
を
、
そ
の
非
合
理
性
に
直
面
し
て
信
仰
の
欲
求
の
起
源
を
こ
の
世
的
な

諸
々
の
根
底
に
還
元
す
る
無
神
論
的
宗
教
心
理
学
に
事
実
上
引
き
渡
し
て
し

ま
う
。
バ
ル
ト
も
こ
の
関
連
を
鋭
く
、
し
か
も
適
切
に
認
識
し
て
い
た
が
、

彼
の
洞
察
の
命
中
度
は
、
な
お
彼
自
身
が
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
意
識
を
信
仰

の
主
観
主
義
と
い
う
袋
小
路
と
、
無
神
論
的
宗
教
批
判
に
対
す
る
そ
の
脆
弱

性
と
い
う
袋
小
路
か
ら
連
れ
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に

よ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
意
識
と
教
義
学
に
と
っ
て
、
そ
の
真
理
意
識
の
先
行

す
る
保
証
を
断
念
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
要
求
そ
れ
自
体
が

断
念
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
大
切
な
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
要
求
を

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

五　

 

組
織
神
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理

キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
学
は
、
ま
さ
に
そ
の
ご
く
最
近
の
歴
史
に
お
い
て
さ

え
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
性
を
そ
の
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
解
明
す

る
よ
り
も
、
形
式
的
に
前
提
と
し
て
措
定
し
て
き
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

教
義
学
の
場
合
、
こ
の
事
態
は
、
十
六
世
紀
以
来
の
教
義
学
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ

ナ
の
発
展
の
な
か
で
表
現
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の

真
理
性
に
つ
い
て
の
問
い
も
、
教
義
学
の
個
々
の
テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
る
前

に
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
仕
方
で
、
そ
の
教
理
の
源
泉
な
い
し
原
理
に
関
す
る

決
定
に
よ
り
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
に
問
わ
れ
た

132



四
六

̶ ̶

の
は
、
そ
れ
ら
が
か
の
源
泉
か
ら
取
り
だ
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ

れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
為
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。「
キ

リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
の
真
理
」
に
つ
い
て
の
問
い
を
主
題
と
し
て
投
げ
か

け
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
弁
証
学
に
委
ね
ら
れ
た
。
諸
々
の
例
外
を
度
外

視
す
る
と
、
教
義
学
は
そ
の
内
容
に
の
み
取
り
組
ん
だ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

に
お
い
て
も
同
様
に
基
礎
神
学
と
教
義
学
の
区
別
が
推
奨
さ
れ
た
。
前
者
が

キ
リ
ス
ト
教
の
啓
示
の
信
憑
性
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

後
者
は
そ
の
内
容
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
課

題
の
こ
の
よ
う
な
分
離
は
、
事
柄
か
ら
み
て
正
当
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
も
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
が
、
歴
史
学
的
貴
重
品
展
示
室
の
財
産
目
録
と

し
て
だ
け
で
な
く
神
の
啓
示
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
真

理
と
そ
の
真
の
意
味
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
内
容
の

記
述
と
必
然
的
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
実
、
教
義
学
的
記
述
と
真
理
に
つ
い
て
の
問
い
の
完
全
な
分
離
は
ど
こ
に

も
存
在
し
な
か
っ
た
。
通
例
、
教
義
学
か
ら
期
待
さ
れ
た
の
は
、
教
義
学
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
教
理
の
内
容
を
論
証
的
に
弁
証
し
、
そ
し
て
真

理
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
義
学
は
、
事
実
、
す
で
に
記
述
の

体
系
的
形
式
を
通
し
て
い
つ
も
す
で
に
こ
の
課
題
を
知
覚
し
て
い
た
（
三
項

を
参
照
）。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
創
造
か
ら
終
末
論
的
完
成
に
至
る
世
界
の
現

実
を
包
括
す
る
そ
の
内
容
の
、
神
思
想
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
普
遍
性

と
の
結
び
つ
き
の
な
か
で
、
こ
の
課
題
を
知
覚
し
て
い
た
。
こ
の
世
に
お
け

る
罪
と
悪
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
創
造
と
救
済
史
の
統
一
性
が
記
述
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
、
世
界
の
創
造
者
、
和
解
者
、
そ
し
て
救
済
者
と
し

て
の
神
の
統
一
性
と
、
そ
れ
と
共
に
神
の
真
理
性
つ
ま
り
神
の
神
性
が
実
際

に
確
認
さ
れ
る
。

反
対
に
、
教
義
学
に
お
け
る
個
々
の
議
論
は
す
べ
て
、
そ
れ
が
神
の
行
為

に
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
全
体
と
し
て
の
世
界
に
も
関
係

づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
キ
リ
ス
ト
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る）

116
（

。

し
か
し
そ
れ
は
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
な
テ
ー
マ
と
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
お
よ
び
彼
の
う
ち
に
現
れ
た
神
的
ロ
ゴ
ス
と
の
関
係
に
も
同
じ
よ
う

に
当
て
は
ま
る
。
神
思
想
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
教
義
学
的
記
述
の
包

括
的
思
想
的
体
系
の
な
か
に
表
現
さ
れ
る
教
義
学
的
テ
ー
マ
の
普
遍
性
は
、

し
た
が
っ
て
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
要
求
と
、
教
義
学
に
よ

る
そ
の
知
覚
と
関
連
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
属
し
て
い
る
の
は
、人
間
、

世
界
、
そ
し
て
歴
史
に
つ
い
て
の
神
学
以
外
の
知
識
と
、
特
に
、
こ
れ
ら
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
哲
学
の
、
全
体
と
し
て
の
現
実
に
つ
い
て
の
問
い
と
た
し

か
に
関
連
し
て
い
る
諸
言
明
を
、
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
の
光
に
照
ら
し
て
捉
え

ら
れ
た
、
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
に
関
す
る
教
義
学
の
記
述
に
取
り
入

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
普
遍
的

首
尾
一
貫
性
、
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
性
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
教
義
学
が
た
い
て
い
形
式
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理

性
を
テ
ー
マ
と
せ
ず
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
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の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
要
求
が
、
明
ら
か
に
、

そ
し
て
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
問
題
の
な
か
で
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
お
お
む
ね
肯
定
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
や
り

方
に
は
、
教
義
学
の
神
中
心
的
方
向
づ
け
と
関
連
す
る
、
し
た
が
っ
て
こ
こ

で
の
記
述
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
モ
チ
ー
フ
が
入
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
は
、
神
に
よ
る
そ
の
肯
定
的

規
定
の
光
に
照
ら
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
神
思
想
そ
れ
自
体
の
独
自

性
を
通
し
て
あ
ら
か
じ
め
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
教
義
学
の

な
か
で
「
こ
の
世
」
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
啓
示
と
神
御
自
身
の
現
実
で

さ
え
問
い
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。
神
の
現
実
と
、
こ
の
世
に
お

け
る
そ
の
啓
示
の
現
実
が
議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
教
義

学
の
な
か
で
神
の
世
界
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
世
界
の
現
実
に
属
し
て
い

る
。
も
し
も
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
諸
々
の
主
張
が
、
こ
の
世
に
よ
る
神
の

現
実
の
疑
問
視
、
そ
の
異
論
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
の
離
反
を
、
自
ら
の
キ
リ

ス
ト
教
的
真
理
意
識
の
疑
問
視
と
し
て
自
ら
の
う
ち
に
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
、
そ
れ
ら
は
世
界
の
現
実
に
到
達
せ
ず
、
そ
の
上
を
漂
う
だ
け
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
真
実
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
世
に
お
け
る
神
の

現
実
に
関
す
る
異
論
は
、
神
が
こ
の
世
の
創
造
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
の

う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
リ
ス
ト
教
の

教
理
の
記
述
は
そ
の
真
理
性
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
す
べ
き
で
は
な
く
、

│ 

そ
の
自
己
理
解
に
お
い
て
も
（
な
ぜ
な
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
れ
は

実
際
に
行
わ
れ
る
の
で
） 

│ 

神
の
現
実
と
こ
の
世
に
お
け
る
神
の
啓
示
の

現
実
が
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
に
身
を
さ
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
無
前
提
で
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に

正
し
い
。
し
た
が
っ
て
教
義
学
も
種
々
の
前
提
を
も
っ
て
研
究
す
る
。
す
な

わ
ち
ま
ず
第
一
に
教
義
学
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
事
実
を
前
提
と
す
る
、

ま
た
同
時
に
、
そ
の
歴
史
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
多
岐
に
わ
た
る
現
実
、

そ
こ
か
ら
出
て
き
た
諸
々
の
文
化
的
影
響
、
特
に
教
会
の
宣
教
と
礼
拝
生
活

を
前
提
と
す
る
。
教
会
と
神
学
の
教
理
の
キ
リ
ス
ト
教
的
同
一
性
の
基
準
点

お
よ
び
判
断
基
準
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
お
い
て
す
で
に
早
い
時

期
に
聖
書
に
課
せ
ら
れ
た
機
能
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は

神
学
的
省
察
に
先
行
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
諸
々
の
真
理
要
求

を
含
め
て
、
歴
史
的
現
実
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
的
伝
統
が
要
求
す
る
神
的
真
理
も
す
で
に
前

提
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
要
求
は
神
学
の
な
か
で

記
述
さ
れ
、
吟
味
さ
れ
、
可
能
で
あ
れ
ば
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
か

し
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
未
決
で
、
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
し
て
、
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
求
の
権
利
が
そ

の
思
考
と
論
証
の
過
程
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
さ
に
神

学
へ
の
関
心
を
構
成
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
諸
問
題
に
対
す
る
個
々
人
の
主
観
的
関
心
は
、
大

抵
す
で
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
そ
れ
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
使
信
と
キ
リ
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ス
ト
教
の
教
理
の
伝
統
の
真
理
性
に
対
す
る
放
棄
し
え
な
い
関
心
を
有
す
る

こ
と
に
根
ざ
し
て
い
る
。
神
学
に
関
わ
る
キ
リ
ス
ト
者
は
、
神
学
的
研
究
に

向
か
う
前
に
、
信
仰
を
通
し
て
す
で
に
そ
の
使
信
の
真
理
性
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
る
。
た
し
か
に
キ
リ
ス
ト
者
に
な
る
た
め
の
神
学
の
機
能
と
い
う
も
の

も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
考
慮
に
入
れ
な
い
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
通
例
、

信
仰
は
す
で
に
神
学
的
省
察
に
先
行
す
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の

真
理
性
の
神
学
的
確
認
は
、
信
仰
の
確
信
を
通
じ
て
単
純
に
余
分
な
も
の
と

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
な
か
で
こ
の
信
仰
そ

れ
自
体
に
と
っ
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
も
っ
と
正
確
に
論
じ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
信
仰
の
真
理
の
個
人
的
確
信
は
、
相
変
わ
ら
ず
経
験
と
省
察
に

よ
る
継
続
的
証
明
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
際
そ
れ
は
、
そ
の
本
性
に

従
っ
て
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
真
理
の
普
遍
的
拘
束
性
が
そ
こ
で
問
題
と
な
る

論
証
の
場
に
お
け
る
実
証
に
対
し
て
も
開
か
れ
て
い
る
。
い
か
な
る
真
理
も

単
に
主
観
的
で
は
あ
り
え
な
い）

117
（

。
真
理
の
主
観
的
確
信
は
、
こ
こ
に
存
在
し

う
る
諸
々
の
緊
張
が
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
て
も
、
原
則
と
し
て
真
理
の

普
遍
性
と
普
遍
妥
当
性
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
わ
た
し

の
真
理
は
わ
た
し
だ
け
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
し
も
そ
れ
が
少
な
く
と

も
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
の
真
理
と
し
て
主
張
さ
れ
え
な
い
と

す
れ
ば 

│ 

他
の
ひ
と
が
も
し
か
す
る
と
そ
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
り
え

な
い
と
し
て
も 

│
、
そ
れ
は
わ
た
し
に
と
っ
て
も
必
然
的
に
真
理
で
あ

る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
う
。

神
学
に
お
い
て
問
題
な
の
は
啓
示
の
真
理
の
普
遍
性
で
あ
り
、
啓
示
と
神

御
自
身
の
真
理
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
上
述
の
意
味
で
い
つ
も
す
で
に
起
こ
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た 

│ 

た
と
え
神
学
が
権
威
の
学
問
と
し
て
理
解
さ

れ
た
り
、
主
観
的
な
い
し
共
同
体
的
信
仰
の
視
点
か
ら
み
た
自
己
記
述
と
し

て
理
解
さ
れ
た
り
し
た
と
し
て
も
、
し
た
が
っ
て
、
あ
た
か
も
真
理
の
問
い

が
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
ふ
る
ま
っ
た
と
し
て

も
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
意
識
に
対
す
る
神
学
の
貢
献
は
、
そ
の
課

題
を
規
定
す
る
際
の
こ
の
よ
う
な
諸
制
約
に
よ
っ
て
著
し
く
傷
つ
け
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
神
学
的
論
証
の
合
理
的
形
式
は
、
事
柄
の
中
核
つ
ま
り
信

仰
に
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
何
か
外
的
な
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
に
ち
が
い
な

い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
論
証
は
ふ
ま
じ
め
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
な

ぜ
な
ら
結
果
の
開
放
性
と
、
真
理
に
の
み
責
任
を
負
う
熟
慮
の
リ
ス
ク
が
欠

け
て
い
る
よ
う
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
そ
れ
に

対
す
る
諸
々
の
結
果
が
す
で
に
あ
ら
か
じ
め
確
定
さ
れ
て
い
る
「
弁
護
的
思

惟
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
た）

118
（

 

│ 

そ
れ
は
諸
々
の
論
拠
の
重
要
性
か
ら

独
立
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
納
得
さ
せ
る
と
い
う
修
辞
学
的
機
能
、
つ
ま

り
合
理
的
仮
象
を
生
み
だ
す
こ
と
に
よ
り
説
得
す
る
と
い
う
修
辞
学
的
機
能

し
か
も
っ
て
い
な
い
。
神
学
的
論
証
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
一

般
の
意
識
に
お
け
る
神
学
の
信
用
失
墜
に
非
常
に
貢
献
し
た
こ
と
、
そ
し
て

さ
ら
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
特
別
な
立
証
を
必
要
と
し
な
い
。
こ

129



四
九

パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
『
組
織
神
学
』（
I
│
1
）

̶ ̶

れ
に
続
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
神
の
死
の
神
学
」
の
極
端
な
形
式
に
お
い
て
起

こ
っ
た
よ
う
に
、対
象
そ
れ
自
体
の
省
察
が
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
た「
神

学
」
と
い
う
大
仕
掛
け
な
見
せ
物
が
現
れ
、
勝
ち
誇
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

カ
ン
タ
ベ
リ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
神
学
的
論
証
の
分
野
に
お
い
て
主
観

的
信
仰
は
《
理
性
に
よ
っ
て
の
み
（sola ratione

）》
探
究
さ
れ
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
主
観
的
信
仰
と
い
う
前
提
が
論
証
の
出
発
点
と
し
て
主
張
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
た
。
す
な
わ
ち
諸
々
の
論
拠
の
重
み
そ
れ
自

体
が
重
要
な
の
で
あ
る）

119
（

。
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
論
証
の
可
能
な
、
そ
し
て
適

切
な
形
式
と
、
特
に
、
論
理
的
必
然
性
と
い
う
強
制
力
が
そ
れ
ら
に
帰
さ
れ

う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
諸
々
の
見
解
は
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス

の
時
代
以
来
変
化
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
た
め
に
信
仰
が
す
で
に

前
提
と
し
て
主
張
さ
れ
る
な
ら
ば
、
端
的
に
、
納
得
で
き
る
合
理
的
理
由
を

目
指
す
論
証
も
不
可
能
に
な
る
。
そ
れ
が
、
自
ら
の
内
容
の
普
遍
妥
当
的
真

理
に
関
す
る
信
仰
の
合
理
的
確
信
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
に
関

す
る
論
究
が
完
全
に
開
か
れ
た
仕
方
で
導
か
れ
る
と
き
だ
け
で
あ
り
、
し
か

も
例
え
ば
、
諸
々
の
論
拠
が
出
て
く
る
際
に
、
私
的
な
関
与
が
保
証
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
場
合
だ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
者
は
そ
の

信
仰
の
内
容
を
大
い
に
信
頼
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の
神
的
真
理

は
こ
の
内
容
そ
れ
自
体
か
ら
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
先
行
す
る
保
証
を
必

要
と
し
な
い
、
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
も
し
も
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
理
路
整
然
と
し
た
記
述
と
し
て
の

教
義
学
に
お
い
て
、
そ
の
真
理
が
す
で
に
前
提
と
さ
れ
ず
に
、
論
争
の
余
地

の
あ
る
論
究
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
合
理
的
論
証
そ
れ
自
体
が
信
仰

の
真
理
に
対
す
る
賛
否
を
決
め
る
場
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
真
理

は
合
理
的
判
断
形
成
の
諸
規
準
に
、
そ
し
て
結
局
、
そ
の
思
惟
の
主
体
と
し

て
の
人
間
自
身
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

す
べ
て
の
判
断
と
同
様
に
、
真
偽
の
判
断
は
、
た
し
か
に
主
観
に
制
約
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
は
そ
の
諸
々
の
判
断
に
お
い
て
真
理
を
自

由
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
に
対

応
し
よ
う
と
す
る
。
真
理
は
、
す
べ
て
の
も
の
に
と
っ
て
拘
束
力
の
あ
る
普

遍
性
に
お
い
て
、
人
間
の
諸
々
の
主
観
的
判
断
に
先
だ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
洞
察
は
、
真
理
の
神
性
に
関
す
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
議
論
に

お
い
て
決
定
的
な
一
歩
と
な
っ
た
（D

e lib. arb. II ,10
;

vgl. 12

）。
こ
こ

は
ま
だ
、
神
の
存
在
を
証
明
す
る
そ
の
力
に
関
し
て
、
論
拠
を
展
開
す
べ
き

場
で
は
な
い
。
こ
こ
で
ま
ず
興
味
深
い
の
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
、
次

の
よ
う
な
理
由
で
真
理
の
観
念
と
神
概
念
を
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
主
観
的
判
断
が
真
理
を
自
由
に
支
配
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
同
時
に
、
こ
の
事

態
の
特
に
神
学
的
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
御

自
身
を
自
由
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
《
神

の
ド
グ
マ
》
と
し
て
の
教
義
の
真
理
を
自
由
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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真
理
の
観
念
と
神
概
念
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
結
合
に
反
対
し
、

繰
り
返
し
、
判
断
の
真
理
と
い
う
真
理
理
解
、
つ
ま
り
判
断
の
行
為
に
お
け

る
真
偽
の
区
別
の
場
と
し
て
の
真
理
と
い
う
見
解
が
主
張
さ
れ
た
。
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
、
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
と
異
な
る
何
も
の
か
で
あ
る

偽
り
と
区
別
し
て
、
真
理
を
《
あ
る
こ
と
（id quod est

）》（Solil II, 5

）

と
し
て
定
義
す
る
と
き
、真
理
の
概
念
に
お
い
て
判
断
の
関
係
が
、し
た
が
っ

て
《
知
性
（intellectus

）》
と
《
こ
と
・
も
の
（res

）》
の
対
応
が
度
外
視

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ー
ス
の
存
在
論
的
真
理
概
念
に
お
い

て
す
で
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
真
理
の
統
一
性
に
お

け
る
す
べ
て
真
実
な
も
の
の
一
致
の
自
己
同
一
性
の
み
が
そ
の
概
念
を
構
成

し
て
い
る
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
理
概
念
に

関
し
、そ
の
さ
い
本
来
の
《ratio veri

》
が
、す
な
わ
ち
《correspondentia

》

あ
る
い
は《adaequatio rei et  intellectus

》（D
e ver. I, 1 resp. und ad 1

）》

が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
真
理
概
念
を
判
断
の
行
為
か
ら

規
定
す
る
者
は
、
事
実
、
こ
の
よ
う
に
判
断
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
で
十
分
な
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
真
理
概
念
と
真

理
論
に
関
す
る
今
日
の
議
論
に
お
い
て
も
論
争
が
続
い
て
い
る）

120
（

。
た
し
か
に

一
致
の
思
想
の
こ
の
議
論
に
お
い
て
も
判
断
の
真
理
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
種
々
の
真
理
理
論
は
、
明
確
性
を
通
し
て
一
致
の
思
想
の
不
確
定
性

を
取
り
除
こ
う
と
試
み
、
ど
の
よ
う
な
諸
条
件
が
あ
る
と
き
に
、
そ
し
て
ど

の
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
で
こ
の
よ
う
な
一
致
が
与
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、

あ
る
言
明
が
真
実
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
を
挙
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。N

icholas R
escher

（1973

）
の
真
理
の
首
尾
一
貫
性
の

理
論
の
元
来
の
本
文
は
、（
一
致
の
意
味
で
の
）真
理《
概
念
》と
真
理
の《
諸
々

の
判
断
基
準
》
の
区
別
を
目
指
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
他
の
、
真
理

と
主
張
さ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
と
の
一
致
は
、
そ
の
対
象
と
の
一
致
の
意
味

に
お
け
る
諸
々
の
主
張
の
真
理
の
判
断
基
準
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
判
断
基
準
と
真
理
概
念
と
の
区
別
に
は
、
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
真
理
の
判
断
基
準
は
、
そ
の
概
念
に
も
属
し
て
い
な
い
も
の
で
あ

り
う
る
の
か）

121
（

。R
escher

は
こ
の
異
論
を
受
け
入
れ
た）

122
（

。
し
か
し
も
し
も
真

実
な
も
の
す
べ
て
の
首
尾
一
貫
性
な
い
し
矛
盾
の
な
い
統
一
性
が
、
真
理
そ

れ
自
体
の
概
念
に
属
す
る
と
す
れ
ば
、
判
断
と
事
態
の
「
一
致
」
は
、
こ
の

こ
と
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
と
い
う
問
い
が
生
じ
て
く
る
。
少
な
く

と
も
ま
ず
心
に
浮
か
ぶ
の
は
、（
と
に
か
く
、
競
合
す
る
判
断
者
の
「
合
意
」

の
場
合
と
同
様
に
）
こ
の
「
一
致
」
の
な
か
に
首
尾
一
貫
性
の
特
別
な
形
式

を
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
首
尾
一
貫
性
の
思
想
は
、
真
理

概
念
に
お
け
る
本
来
的
基
礎
な
い
し
基
盤
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
判
断
と
事

態
の
一
致
と
い
う
判
断
の
観
点
は
、
判
断
す
る
者
た
ち
の
間
の
合
意
と
同
様

に
、
真
理
概
念
の
演
繹
さ
れ
た
契
機
と
な
る
。
も
し
も
真
理
が
首
尾
一
貫
性

か
ら
理
解
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
真
理
概
念
そ
れ
自
体
が
不
可
避
的
に

存
在
論
的
な
も
の
へ
と
振
り
向
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
諸
々
の
事
物
そ
れ
自

体
に
お
け
る
首
尾
一
貫
性
は
、
ま
ず
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
諸
々
の
判
断
に
お
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い
て
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
判
断
の
真
理
に
と
っ
て
構
成
的
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
は
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ー
ス
的
、
そ
し
て
ま
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的

真
理
観
念
の
重
要
性
が
、
つ
ま
り
、
真
理
観
念
と
存
在
概
念
と
の
共
属
性
、

ま
た
真
理
観
念
と
、
絶
対
者
で
、
す
べ
て
を
包
括
す
る
者
と
し
て
の
神
の
思

想
と
の
共
属
性
が
、
再
び
新
た
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ

ち
、
神
の
み
が
、
真
実
な
も
の
す
べ
て
の
統
一
性
と
し
て
の
首
尾
一
貫
性
の

意
味
に
お
け
る
真
理
の
統
一
性
の
存
在
論
的
場
で
あ
り
う
る
。

神
は
真
理
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
（D

e lib.

arb. II, 15

）
は
、
真
実
な
も
の
す
べ
て
の
首
尾
一
貫
性
お
よ
び
統
一
性
の
視

点
に
依
拠
し
て
い
る
。
神
は
こ
の
統
一
の
場
で
あ
る
。
神
は
、
真
実
な
も
の

す
べ
て
を
包
括
し
、そ
し
て
そ
れ
を
自
ら
の
う
ち
に
含
む
真
理
、つ
ま
り（「
不

変
的
」
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
）
自
ら
と
同
一
的
真
理
で
あ
る
（ebd. II, 

12

）。
首
尾
一
貫
性
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
は
、
常

に
不
完
全
で
完
結
す
る
こ
と
の
な
い
後
か
ら
の
遂
行
で
あ
り
、
真
実
な
も
の

す
べ
て
の
、
神
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
統
一
性
の
後
か
ら
の
思
考
で
あ

り
う
る
に
す
ぎ
な
い 

│ 

あ
る
い
は
、
真
実
な
も
の
す
べ
て
の
、
神
の
う

ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
統
一
性
そ
れ
自
体
が
、
歴
史
の
形
式
を
も
つ
場
合
に

は
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
そ
れ
が
時
間
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
初
め
て
そ
の

完
成
に
至
る
場
合
に
は
、そ
の
先
取
り
し
た
構
想
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

教
義
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
記
述
に
も
、
次
の
こ
と
が

当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
神
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
世
界
と

歴
史
の
統
一
性
と
の
関
連
に
お
け
る
、
端
的
に
神
の
啓
示
の
後
か
ら
の
遂
行

と
、
先
取
り
の
構
想
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
教
義
学
は
神
の
真
理
そ
れ

自
体
を
が
っ
ち
り
と
捉
え
て
、
い
わ
ば
諸
々
の
定
式
で
そ
れ
を
包
装
し
て
紹

介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

│ 

そ
の
努
力
が
ど
れ
ほ
ど
真
剣
に
、
真
理
を

把
握
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
記
述
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
ま

た
神
の
真
理
に
対
す
る
そ
の
可
能
な
対
応
が
、
わ
れ
わ
れ
の
神
学
は
人
間
の

認
識
の
努
力
に
拘
束
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
自
体
、
有
限
性
の
諸
制
約
に
捉
わ

れ
て
い
る
と
い
う
意
識
に
ど
れ
ほ
ど
結
び
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
し
て

も
。神

学
的
知
の
有
限
性
は
、
伝
承
全
体
が
保
証
す
る
無
限
な
「
対
象
」
に
関

す
る
情
報
の
制
約
と
、
そ
の
消
化
吸
収
の
制
約
だ
け
で
な
く
、
特
に
こ
れ
ら

の
知
の
時
代
的
制
約
に
も
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
聖
書
の
証
言

に
よ
る
と
、
神
の
神
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
間
と
歴
史
の
終
り
に
お
い
て
初
め

て
最
終
的
か
つ
明
白
に
啓
示
さ
れ
る
。
時
間
の
な
か
に
あ
る
い
ず
れ
の
位
置

に
と
っ
て
も
、
真
に
持
続
的
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
頼
り
に
な
り
、
こ
の
意
味
で

「
真
実
な
」
も
の
は
、
将
来
に
お
い
て
初
め
て
判
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
当

て
は
ま
る
。
聖
書
の
真
理
理
解
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
と
ま
っ
た
く
同
じ
く

真
理
（das W

ahre

）
を
、
自
己
自
身
と
の
同
一
性
の
ゆ
え
に
恒
常
性
お
よ

び
信
頼
性
と
し
て
考
え
た
。
し
か
し
そ
れ
は
真
理
の
自
己
同
一
性
を
、
時
間

の
流
れ
の
背
後
に
あ
る
永
遠
の
現
在
と
し
て
で
は
な
く
、
時
間
そ
れ
自
体
の
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経
過
の
な
か
で
持
続
的
に
実
証
さ
れ
、
証
明
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う

と
し
た）

123
（

。
時
間
は
、
存
在
す
る
者
の
経
験
と
そ
の
真
理
か
ら
切
り
離
さ
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
観
察
方
法
は
、観
念
論
以
後
の
近
代
の
思
惟
に
み
ら
れ
る
、

経
験
を
重
視
す
る
方
向
性
に
も
対
応
し
て
お
り
、
特
に
歴
史
性
の
意
識
と
結

び
つ
い
た
相
対
性
、
つ
ま
り
そ
こ
に
お
い
て
経
験
が
得
ら
れ
る
歴
史
的
場
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
経
験
の
相
対
性
に
も
対
応
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
相
対
性
は
、
絶
対
的
な
も
の
が
存
在
し
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
に
、
そ
れ
自
体
常
に
絶
対
的
で
あ
る
真
理
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
相
対
性
そ
れ
自
体
は
絶
対
の
思
想
に
対
し
て
相
対
的
な

の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
思
想
と
共
に
そ
の
相
対
性
も
消
滅
す
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
少
な
く
と
も
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
真
理
の
絶
対
性
は
、
わ

れ
わ
れ
の
経
験
と
省
察
の
相
対
性
に
お
い
て
の
み
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
述
べ
た
よ
う
に
、
経
験
の
歴
史
性
を

考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
歴
史
の
進
行
が
続
く
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ

わ
れ
の
世
界
の
諸
々
の
事
物
と
出
来
事
の
真
の
意
味
を
最
終
的
に
規
定
で
き

な
い
こ
と
を
意
味
す
る）

124
（

。
し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
諸
々
の
事
物
や
出

来
事
の
意
味
に
関
す
る
諸
々
の
主
張
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の

意
味
を
事
実
上
規
定
す
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
味
の
諸
々
の
指
定
と
主

張
は
先
取
り
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
繰
り

返
さ
れ
る
自
然
の
諸
事
象
の
領
域
に
も
当
て
は
ま
る
。
も
し
も
天
体
の
諸
々

の
運
動
の
こ
の
単
調
な
繰
り
返
し
を
先
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

日
と
年
を
数
え
る
こ
と
に
は
何
の
意
味
も
な
く
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
言
葉
そ

れ
自
体
が
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の

生
涯
の
諸
々
の
事
件
と
社
会
史
の
諸
々
の
出
来
事
に
認
め
る
意
味
は
、
歴
史

の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
こ
の
形
成
物
全
体
の
先
取
り
に
、
し
た
が
っ
て
そ
の

将
来
の
先
取
り
に
い
よ
い
よ
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

先
取
り
は
、
経
験
の
地
平
が
先
へ
と
広
が
っ
て
行
く
が
ゆ
え
に
、
経
験
の
進

行
と
共
に
絶
え
ず
修
正
さ
れ
て
行
く
。
そ
の
さ
い
時
間
の
進
行
の
な
か
で
、

わ
れ
わ
れ
の
初
め
の
世
界
に
お
い
て
恒
常
的
で
「
真
実
な
」
も
の
と
し
て
証

明
さ
れ
る
も
の
と
、
ま
た
こ
れ
と
反
対
に
、
た
と
え
堅
固
で
持
続
的
に
み
え

る
と
し
て
も
、
信
頼
で
き
な
い
も
の
と
し
て
証
明
さ
れ
る
も
の
が
、
明
ら
か

に
な
る
。
人
間
の
経
験
の
歴
史
性
と
共
に
与
え
ら
れ
る
諸
制
約
は
、
特
別
な

仕
方
で
神
経
験
に
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
神
は
、
人
間
が
共
に
住
む
世
界

の
な
か
で
い
か
な
る
と
き
に
も
同
一
化
し
え
な
い
対
象
で
あ
り
、
そ
の
現
実

は
、
世
界
と
歴
史
に
対
す
る
、
し
か
も
そ
の
歴
史
に
お
け
る
世
界
の
全
体
に

対
す
る
、
神
に
帰
さ
れ
る
力
の
経
験
と
極
め
て
緊
密
に
結
合
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
世
界
と
そ
の
歴
史
の
最
後
の
将
来
が
初
め
て
神
の
現

実
を
、
最
終
的
に
、
そ
し
て
異
論
の
な
い
仕
方
で
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
神
の
現
実
の
暫
定
的
経
験
と
、
歴
史
の
進
行
に
お
け
る
そ
の

恒
常
性
の
暫
定
的
経
験
の
可
能
性
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
そ
れ
に
関
す
る
諸
言
明
は
す
べ
て
、
神
に
関
す
る
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
語

り
に
特
有
な
仕
方
で
、
世
界
全
体
の
先
取
り
に
、
し
た
が
っ
て
ま
だ
完
結
し
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て
い
な
い
歴
史
の
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
将
来
の
先
取
り
に
基
づ
い
て
い
る
。

人
間
の
経
験
と
省
察
の
歴
史
性
は
ま
さ
に
ま
た
わ
れ
わ
れ
人
間
の
神
認
識
の

最
も
重
要
な
限
界
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
た
し
か
に
そ
の
歴
史

性
の
ゆ
え
に
、
神
に
つ
い
て
の
人
間
の
語
り
は
す
べ
て
不
可
避
的
に
神
の
真

理
の
完
全
で
究
極
的
な
認
識
に
は
到
達
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

後
段
で
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
の
歴
史
的
啓
示
に
基
づ
く

神
認
識
に
も
当
て
は
ま
る
。
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
知
も
、
神
の
国
の

将
来
に
お
け
る
神
の
究
極
的
啓
示
と
比
べ
る
と
、
依
然
と
し
て
「
一
部
」

（
I
コ
リ
一
三
・
一
二
）
に
す
ぎ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
者
は
、
神
学
的
知
の
有
限

性
を
心
に
留
め
る
た
め
に
、
経
験
の
歴
史
性
と
共
に
与
え
ら
れ
る
わ
れ
わ
れ

の
知
の
有
限
性
に
対
す
る
近
代
の
諸
々
の
省
察
に
よ
っ
て
啓
蒙
さ
れ
る
必
要

は
ま
っ
た
く
な
い
。
キ
リ
ス
ト
者
は
こ
の
よ
う
な
教
え
を
た
し
か
に
、
神
の

前
に
あ
る
人
間
の
状
況
に
関
す
る
、
ま
た
ま
さ
に
信
仰
者
の
状
況
に
関
す
る

聖
書
の
記
述
か
ら
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
に
関
す
る
人
間
の
あ
ら
ゆ

る
語
り
の
有
限
性
と
不
適
切
性
に
つ
い
て
の
知
は
、
神
学
の
冷
静
さ
に
属
す

る
。
こ
う
し
て
神
に
関
す
る
諸
言
明
の
内
容
が
無
意
味
化
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
諸
言
明
の
真
理
条
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
知
に
お
い
て
神
に
つ
い
て
の
語
り
は
頌
栄
と
な
り
、
そ
こ
に
お
い
て
、
語

る
者
は
自
ら
の
有
限
性
と
い
う
限
界
を
越
え
て
無
限
な
る
神
の
思
想
へ
と
高

め
ら
れ
る）
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。
そ
の
さ
い
思
想
的
輪
郭
線
も
不
明
瞭
な
も
の
へ
と
溶
け
て
し
ま

う
必
要
は
な
い
。
頌
栄
も
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
体
系
的
省
察
の
形
式
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
記
述
に
お
い
て
そ
の
真
理
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
、
教
義
学
者
自
身
が
こ
の
真
理
を
決
定

す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
首
尾

一
貫
性
と
、
こ
の
世
、
そ
の
歴
史
、
そ
し
て
そ
の
将
来
の
完
成
の
統
一
性
を

神
の
統
一
性
の
表
現
と
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
彼
の
試
み
は
、
神
的
真
理
そ

れ
自
体
の
首
尾
一
貫
性
の
後
か
ら
の
再
構
成
と
前
も
っ
て
の
事
前
構
想
に
す

ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
に
お
け
る
終
末
の
先
取

り
を
再
構
成
し
て
お
り
、
ま
た
神
と
の
関
連
で
は
頌
栄
の
機
能
を
も
つ
諸
々

の
先
取
り
の
企
て
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
真
理
に
関
す
る
決
定
は
神
御
自

身
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
究
極
的
に
、
神
の
創
造
に
お
け
る
神
の
国

の
完
成
と
共
に
下
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
有
罪
を
立
証
す
る
神
の
霊
の

働
き
を
通
し
て
、
人
間
の
心
の
な
か
で
暫
定
的
に
下
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
教
義
学
の
諸
言
明
も
、
そ
れ
を
通
し
て
記
述
さ
れ
る
キ

リ
ス
ト
教
の
諸
々
の
教
理
も
、
学
問
論
的
に
は
仮
説
の
状
態
に
あ
る
と
み
な

さ
れ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

い）
126
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。
二
つ
の
ケ
ー
ス
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
明
で
は
な
く
、

ま
た
自
明
な
諸
命
題
か
ら
論
理
的
に
必
然
的
に
演
繹
さ
れ
る
諸
々
の
結
論
を

記
述
す
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
な
諸
命
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
形
式
的
に

は
誤
り
な
い
し
真
実
と
み
な
さ
れ
う
る
主
張
で
あ
り
、そ
れ
ゆ
え
そ
こ
で
は
、

そ
れ
ら
は
適
切
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
真
実
で
あ
る
の
か
ど
う
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か
と
問
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
意
味
の
あ
る
問
い
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
の
主
張
の
真
理
は
、
主
張
そ
れ
自
体
と
共
に
す
で
に
与
え
ら
れ
て
は
い

な
い
諸
条
件
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
エ
ス
は
ポ
ン
テ
オ
・
ピ

ラ
ト
の
下
で
十
字
架
に
架
け
ら
れ
た
と
い
う
命
題
は
ひ
と
つ
の
歴
史
的
主
張

で
あ
り
、
そ
の
真
理
要
求
は
通
常
の
諸
々
の
歴
史
的
判
断
基
準
に
従
っ
て
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
エ
ス
が
死
者
た
ち
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
と
い
う

主
張
は
、
そ
れ
が
一
種
の
死
者
の
甦
り
の
出
来
事
の
可
能
性
を
前
提
と
し
て

い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、い
っ
そ
う
複
雑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
前
提
は
、

死
者
た
ち
が
復
活
す
る
こ
と
が
普
遍
的
経
験
と
な
る
と
き
に
初
め
て
、
も
は

や
異
論
の
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
神
の
子
と
呼
ば

れ
る
こ
と
は
、
死
者
た
ち
か
ら
の
彼
の
甦
り
と
、
彼
の
地
上
へ
の
出
現
を
そ

れ
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う

な
主
張
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
の
は
、
そ
の
真
理
が
、
多
様
な
意
見
の
対

象
と
な
り
う
る
、
そ
し
て
事
実
そ
う
で
あ
る
諸
条
件
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
は
、
イ
エ
ス
の
神
の
子
性
に
関
わ
る
す
べ
て
の

こ
と
に
お
い
て
、
現
実
一
般
の
理
解
全
体
に
触
れ
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

諸
条
件
が
当
て
は
ま
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
主
張
は
真
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
疑
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
の
真
理
妥
当
性
は
、

こ
の
語
の
よ
り
広
い
意
味
に
お
い
て
「
仮
説
的
」
で
あ
る）
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。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
に
よ
り
決
し
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
主
張
を
す
る
者
は
そ
の
真
理
を

決
定
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い）
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事
実
、
そ
れ
は
信
仰
的
諸
言
明
の
性
格
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
た
し

か
に
主
張
一
般
の
論
理
的
構
造
と
も
一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
あ
る

主
張
が
提
示
さ
れ
る
と
共
に
、
語
ら
れ
た
こ
と
は
真
理
で
あ
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
。
し
か
し
ま
さ
に
こ
の
ゆ
え
に
、
聞
き
手
や
読
者
が
、
そ
の
主
張
が

実
際
に
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
真
理
へ
の
そ
の
要
求
は
正
し
い

の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
諸
々
の

主
張
の
論
理
的
構
造
に
属
し
て
い
る
。
主
張
は
ま
さ
に
真
理
へ
の
要
求
と
結

び
つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
単
な
る
心
情
の
表
出
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
が

適
切
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
う
る
。
聞
き
手
な
い
し
読
者
の

主
張
の
「
命
題
」
が
（
省
察
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
）
ま
ず
な
お
吟
味
さ
れ
、

そ
し
て
必
要
と
あ
れ
ば
差
し
当
た
り
本
当
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
う
る
も
の
と

し
て
、
ま
さ
に
「
仮
定
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
う
る
可
能
性
は
、
ま
さ
に
あ

る
言
説
（Ӓ

ußerung

）
が
、
そ
の
言
説
お
よ
び
そ
れ
を
語
る
主
体
と
区
別

さ
れ
る
事
態
に
つ
い
て
の
主
張
と
し
て
真
剣
に
受
け
と
め
ら
れ
う
る
た
め
の

条
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
信
仰
の
諸
言
明
（A

ussagen

）
が
省

察
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
仮
定
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ

の
断
言
的
性
格
と
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
。
反
対
に
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ

の
断
言
的
性
格
は
真
剣
に
受
け
と
め
ら
れ
る
。
信
仰
の
言
明
の
主
張
が
本
当

に
正
し
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
も
は
や
意
味
深
く
問
わ
れ
な
く
な

る
な
ら
ば
、
そ
の
性
格
は
無
視
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
そ
の
場
合
に
は
、
信
仰
の
諸
言
明
は
「
認
識
論
的
」
真
理
を
も
な
い
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諸
々
の
主
観
的
状
態
の
言
説
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

諸
々
の
主
張
の
真
理
要
求
の
仮
説
的
様
相
は
、
ま
ず
（
聞
き
手
あ
る
い
は

読
者
の
）
省
察
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
意
識
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
張
し
て
い
る

ひ
と
そ
れ
自
身
の
問
題
で
は
な
い 

│ 

彼
が
、
そ
の
諸
々
の
主
張
の
、
他

者
に
よ
る
、
も
し
か
す
る
と
懐
疑
的
な
受
容
を
す
で
に
共
に
省
察
し
て
い
な

い
と
し
て
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
自
身
の
問
題
で
は
な
い
。
主
張
の
行
為
に

お
い
て
は
、
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
真
理
が
、
た
い
て
い
ま
っ
た
く
省
察

さ
れ
な
い
ま
ま
に
要
求
さ
れ
る
。
ま
ず
聞
き
手
な
い
し
読
者
は
、
主
張
と
、

そ
れ
が
は
た
し
て
真
実
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
を
区
別
す
る
。
彼
に

と
っ
て
、
も
し
も
そ
の
真
理
が
単
純
に
「
本
当
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
て
」
い

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
お
吟
味
さ
れ
る
べ
き
「
単
な
る
主
張
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り
そ
の
主
張
が
反
駁
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
な
く
、
そ
の
真
理
の
意
図
は
真
剣
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
信
仰
の
諸
々
の
主
張
と
そ
れ
ら
と
の
神
学
的
関
わ
り
に
も
当
て
は

ま
る
。
そ
れ
ら
が
主
張
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら

の
言
い
分
が
無
分
別
に
正
し
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

ま
さ
に
吟
味
す
る
と
い
う
そ
の
真
理
要
求
が
価
値
の
あ
る
こ
と
と
し
て
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
信
仰
の
諸
言
明
と
神
御
自
身
の
真
理
と
の

区
別
に
も
対
応
す
る
。
こ
の
神
御
自
身
の
真
理
は
、
そ
れ
ら
が
言
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
真
の
信
仰
者
が
自
ら
の
言
葉
と
理
解
を
無
限
に

凌
駕
す
る
も
の
と
し
て
い
つ
も
目
の
前
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

神
の
真
理
は
主
張
と
そ
の
受
容
の
間
に
立
ち
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
受
容

の
最
終
的
尺
度
と
な
る
。
つ
ま
り
神
の
真
理
は
、
神
は
誰
に
と
っ
て
も
自
由

に
処
理
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
お
方
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ

を
用
い
て
人
間
を
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
尺
度
と
な
る
。

神
学
的
省
察
の
レ
ベ
ル
は
、
次
の
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
告
白
の
諸
言
明
の

レ
ベ
ル
と
区
別
さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
信
仰
的
諸
言
明
、
神

学
的
諸
命
題
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
主
張
さ
れ
て
い
る
現
実
、
特
に
そ
の
な
か

で
最
も
重
要
な
神
の
現
実
に
は
、
論
争
の
余
地
の
あ
る
こ
と
が
、
共
に
考
慮

さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
事
実
、
共
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

そ
れ
﹇
論
争
の
余
地
の
あ
る
こ
と
﹈
は
、
教
義
学
の
な
か
で
神
の
世
界
と
し

て 

│ 

神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
、
和
解
さ
れ
、
そ
し
て
救
済
さ
れ
た
世
界

と
し
て 

│ 

記
述
さ
れ
る
べ
き
世
界
と
歴
史
の
現
実
に
属
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
同
時
に
神
の
神
性
が
記
述
さ
れ
、
そ
れ
は
、
創
造
さ

れ
た
世
界
と
そ
の
歴
史
を
通
し
て
賛
美
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
世
に
お
け

る
神
の
存
在
と
本
質
に
関
し
論
争
の
余
地
の
あ
る
こ
と
も
、
神
御
自
身
の
う

ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
こ
と
を
意
味
す
る  

│ 

も
し
も
そ
れ
が
、
神
の
無
力
の
表
現
と
し
て
、
し
か
も
最
終
的
に
神

の
存
在
に
反
対
す
る
異
論
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
れ
ば
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
体
系
的
記
述
に
お
い
て
、
世
界
、
人
間
、
そ
し
て

歴
史
は
、
神
の
神
性
の
表
現
お
よ
び
証
言
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い

人
間
と
世
界
の
歴
史
は
、
神
と
対
立
し
、
し
か
も
神
の
神
性
を
証
言
す
る
も
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の
へ
と
変
革
さ
れ
て
行
く
過
程
に
あ
る
。
こ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に

お
け
る
救
済
史
と
し
て
の
歴
史
の
意
味
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
素

材
は
、
創
造
、
罪
、
和
解
、
そ
し
て
完
成
の
順
に
、
い
つ
も
す
で
に
、
人
間

の
救
済
と
被
造
世
界
の
更
新
を
目
指
す
歴
史
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
な
か

で
捉
え
ら
れ
、
構
成
さ
れ
る
。
し
か
し
今
や
、
こ
の
神
の
救
い
の
経
綸
の
諸

テ
ー
マ
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
神
と
並
ぶ
何
か
付
加
的
な
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
歴
史
と
そ
の
神
学
的
記
述
の
な
か
で
中
心
と
な
っ
て
い

る
問
題
は
、
神
の
神
性
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
の
記
述
が
神
学
的
で
あ
る
か
ぎ

り
に
お
い
て
の
み
、
そ
れ
は
、
神
の
神
性
に
つ
い
て
の
証
言
で
あ
る
こ
と
に

お
い
て
そ
の
統
一
性
を
み
い
だ
す
。
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
に
つ
い
て

の
論
究
の
際
に
も
、教
義
学
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
は
神
の
現
実
で
あ
る
。

ま
さ
に
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
し
て
た
だ
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
際
に
問
題
に
な
る

の
は
人
間
と
世
界
で
も
あ
る
。
神
は
、
信
仰
と
同
様
に
神
学
の
包
括
的
で
、

し
か
も
唯
一
無
二
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
両
者
は
そ
れ
以
外
の
テ
ー
マ
を
も
た

な
い
。
し
か
し
神
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
世
界
と
人
間
に
つ
い
て
、
そ
の

和
解
と
救
済
に
つ
い
て
語
る
こ
と
も
要
求
す
る
。
神
を
神
学
の
唯
一
無
二
の

テ
ー
マ
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
、
被
造
物
お
よ
び
人
間
と
、
神
と
並
ぶ
そ

の
存
在
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
争
う
こ
と
で
は
な
く
、
神
が
授
け
る
存
在
の
権

利
を
彼
ら
に
容
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
と
人
間
の
存
在
の
な
か
に
、
そ

し
て
そ
れ
ら
の
完
成
の
な
か
に
、
神
の
神
性
が
顕
示
さ
れ
る
。
し
か
し
反
対

に
、
世
界
と
人
間
は
、
彼
ら
の
創
造
者
を
賛
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、

彼
ら
自
身
の
存
在
を
も
ち
、
そ
し
て
そ
の
完
成
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
記
述
と
し
て
の
教
義
学
は
し
た
が
っ
て
体
系
的
神

学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
神
に
つ
い
て
の
組
織
的
教
理
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
の
何
も
の
で
も
な
い）

129
（

。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
が
、
す

べ
て
の
個
々
の
テ
ー
マ
を
神
の
現
実
に
関
係
づ
け
る
こ
と
を
通
し
て
体
系
的

に
、
し
た
が
っ
て
組
織
神
学
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
の
教
理
の
真
理
性
も
テ
ー
マ
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の

あ
ら
ゆ
る
言
明
は
、
そ
の
真
理
性
を
た
だ
神
の
う
ち
に
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

神
の
現
実
は
、
何
と
い
っ
て
も
世
界
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
世
界
の

創
造
者
、
保
持
者
、
和
解
者
、
そ
し
て
完
成
者
と
し
て
の
神
の
栄
誉
に
依
拠

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
和
解
さ
れ
、
完
成
さ

れ
る
も
の
と
し
て
の
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
に
つ
い
て
の
体
系
的
記
述

の
際
に
問
題
に
な
る
の
は
、
神
御
自
身
の
現
実
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
お
い

て
、
神
の
存
在
と
、
そ
れ
と
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
性
は
危
険

に
瀕
す
る 

﹇
立
ち
も
倒
れ
も
す
る
﹈。
し
か
も
そ
れ
は
、
神
の
存
在
、
本
質
、

属
性
に
つ
い
て
の
特
殊
な
教
理
に
お
い
て
生
ず
る
だ
け
で
な
く
、
終
末
論
に

い
た
る
ま
で
の
教
義
学
の
テ
ー
マ
の
一
つ
一
つ
に
お
い
て
起
こ
る
こ
と
で
あ

る
。組

織
神
学
と
し
て
の
教
義
学
は
、
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
に
つ
い
て

の
モ
デ
ル 

│ 
そ
れ
は
、
筋
の
通
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
の
現
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実
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
性
を
「
証
明
す
る
」、
す
な
わ
ち
記
述
の

形
式
を
通
し
て
首
尾
一
貫
し
て
考
え
う
る
も
の
と
し
て
立
証
し
、
確
認
す
る  

│ 
を
神
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
に
よ
り
、
断

言
的
で
あ
る
と
共
に
仮
説
的
な
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
教
義
学
は
キ
リ

ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
要
求
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
教
義
学
は
、
こ
の

教
理
が
真
実
な
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
こ
の
関
連
で

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
を
神
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
と

し
て
解
釈
す
る
教
義
学
の
解
釈
の
確
実
性
と
い
う
条
件
は
、
た
し
か
に
、
教

義
学
的
構
想
の
証
明
力
と
真
理
に
関
す
る
決
定
が
、
そ
の
構
想
そ
れ
自
体
と

共
に
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
世

界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
が 

│ 

わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
る
よ

う
に
、
そ
し
て
わ
れ
が
そ
れ
ら
を
知
る
か
ぎ
り
で 
│ 
こ
の
モ
デ
ル
の
な

か
で
再
び
認
識
さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
本
当
に
、
こ

の
モ
デ
ル
の
な
か
で
神
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
、

世
界
、
人
間
、
そ
し
て
そ
の
歴
史
の
現
実
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

に
依
拠
し
て
い
る
。
他
方
で
そ
れ
は
、
教
義
学
が
記
述
し
て
い
る
と
主
張
す

る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
引
証
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
依
拠

し
て
い
る
。
二
つ
の
問
い
は
と
も
に
批
判
的
論
究
の
対
象
で
あ
る
。
双
方
と

も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
か
つ
て
の
諸
々
の
記
述
に
対
す
る
批
判
、
キ
リ

ス
ト
教
の
教
理
の
諸
々
の
意
図
に
忠
実
で
、
世
界
、
人
間
、
そ
し
て
歴
史
の

現
実
に
適
し
た
よ
り
よ
い
モ
デ
ル
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
新
た
な

試
み
に
対
す
る
批
判
を
引
き
起
こ
す
。
か
つ
て
の
、
ま
た
よ
り
新
し
い
教
義

学
的
モ
デ
ル
の
確
実
性
に
関
す
る
進
行
中
の
論
争
の
な
か
で
、
創
造
を
通
し

て
、
ま
た
歴
史
の
進
行
の
な
か
で
、
実
際
に
立
証
さ
れ
る
神
の
現
実
と
、
モ

デ
ル
と
の
相
違
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
神
学
者
に
と
っ
て
慰
め
と
な

る
の
は
、
た
し
か
に
次
の
こ
と
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
彼
自
身
の
洞
察
が
制
約
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
彼
の
批
評
家
た
ち
の

洞
察
も
制
約
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
種
々
の
モ

デ
ル
は
、
そ
の
諸
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
仰
が
こ
の
世
に
お
い
て
そ
の

究
極
的
啓
示
を
待
ち
望
む
神
の
現
実
を
先
取
り
し
て
記
述
す
る
と
い
う
機
能

を
保
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
教
義
学
的
記
述
は
、
常
に
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
、

そ
の
真
理
志
向
の
何
ら
か
の
点
で
不
適
切
な
諸
々
の
表
現
様
式
に
対
す
る
批

判
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
教
義
学
的
記
述
の
形
式
を
と
ら
な
い
キ
リ
ス
ト
教
の

教
理
の
批
判
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
形

式
を
修
正
の
必
要
な
も
の
と
み
な
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
真
理
要
求
そ
れ
自

体
を
無
効
と
み
な
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
批
判
も
、そ
れ
が
全
体
（das 

G
anze

）
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
記
述
の
形
式
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
再
構
成 

│ 

こ
の
教
理
を
、
純
粋
に
人
間
学
的
で

世
界
内
的
な
諸
々
の
モ
チ
ー
フ
と
要
因
の
表
現
と
し
て
十
分
に
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
要
求
を
提
示
す
る
再
構
成 

│ 

を
試
み
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。も
し
も
こ
の
よ
う
な
批
判
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
対
象
は
、
将
来
、
も
は
や
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
極
端

な
ケ
ー
ス
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
神
の
現
実
一
般
と
関
係
が
切
れ

て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
の
諸
々
の
論
拠
は
、
教
義
学
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
明
白
に
、
あ
る
い
は
暗
示
的
に
自
ら

の
立
場
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
義
学
に
対
し
、
神
の
現
実
と
キ
リ
ス

ト
教
の
教
理
の
真
理
性
に
つ
い
て
明
確
に
証
明
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
て
い

る
。教

義
学
は
、
そ
れ
が
《
神
理
﹇
神
の
立
脚
点
﹈
の
下
で
（sub ratione 

D
ei

）》
他
の
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
を
神
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

し
た
が
っ
て
神
思
想
の
展
開
の
特
質
の
な
か
で
論
ず
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

直
接
に
神
の
現
実
か
ら
始
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。さ
ら
に
正
確
に
言
う
と
、

神
の
現
実
は
ま
ず
第
一
に
人
間
の
表
象
、
人
間
の
言
葉
、
そ
し
て
人
間
の
観

念
と
し
て
の
み
与
え
ら
れ
て
い
る
。
神
は
、
表
象
と
観
念
の
な
か
で
意
図
さ

れ
た
、
し
か
し
そ
れ
ら
と
は
や
は
り
区
別
さ
れ
る
現
実
と
し
て
考
慮
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
論
争
の
対
象
と
な
る
。
も
し
も
こ
れ
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
高
い
代
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
す
な
わ
ち

そ
の
場
合
、
皮
肉
に
も
、
神
は
人
間
的
表
象
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
残

り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
超
え
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
争
い
に
巻
き

込
ま
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
た
し
か
に
、
ひ
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
し

て
神
を
現
実
と
し
て
考
慮
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
問
い
は
、
慎
重
な

明
確
化
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
さ
い
問
題
に
な
る
の
は
、
聖
書
の
諸
文
書
の

な
か
で
証
言
さ
れ
て
い
る
、
現
実
一
般
と
し
て
の
神
の
現
実
が
公
の
議
論
と

な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
本
来
の
意
味
で
教
義
学
的
な
記
述
の
出
発

点
が
獲
得
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

以
前
は
、
論
究
の
た
め
の
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
準
備
作
業
は
《
信
仰
の
序

（praeam
bula fidei

）》
と
呼
ば
れ
た
。
今
日
そ
れ
は
、
教
義
学
の
た
め
の
基

礎
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
基
礎
神
学
」
に
割
り
当
て
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
論
究
は
せ
い
ぜ

い
方
法
論
的
な
意
味
で
「
基
礎
的
」
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
捉
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
学
で
は
、
出
来
事
の
核
心
（Sache

）

か
ら
み
て
、
基
礎
的
な
の
は
神
御
自
身
あ
る
い
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お

け
る
神
の
自
己
啓
示
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う

既
に
据
え
ら
れ
て
い
る
土
台
を
無
視
し
て
、
だ
れ
も
ほ
か
の
土
台
を
据
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」（
I
コ
リ
三
・
一
一
）。
し
た
が
っ
て
神
思
想
、
神
の

証
明
、
そ
し
て
宗
教
に
関
す
る
諸
々
の
導
入
的
論
究
は
、
教
義
学
の
展
開
の

な
か
で
神
論
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
以
上
の
詳
論
は
す
べ
て
神
の
啓
示
に

お
け
る
神
の
現
実
の
発
展
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
基
礎
づ
け
の
関

連
は
逆
転
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
神
論
に
続
く
も
の
は
す
べ
て
、
依
然
と

し
て
、
神
思
想
と
宗
教
に
関
す
る
諸
々
の
詳
論
に
よ
っ
て
表
現
し
直
さ
れ
る

対
決
の
領
域
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
神
の
現
実
に
つ
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I
│
1
）

̶ ̶

い
て
論
争
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
教
義
学
だ
け
で
な
く
キ
リ
ス
ト

者
の
存
在
と
教
会
も
そ
れ
ら
の
場
を
占
め
て
い
る
。

注
（
I
│
1
） 

（
1
） 

U
. K

öpf

は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
正
し
い
。U

. K
öpf:

D
ie 

A
nfänge der theologischen W

issenschaftstheorie im
 13.　

Jahrhundert, 

1974, 247ff. bes. 252f.　

特
に
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
場
合
、
神
学
的
認
識

の
源
泉
と
し
て
の
神
的
霊
感
の
視
点
が
「
神
学
的
学
問
論
全
体
を
貫
徹
し
て
い

る
」（111.vgl. 147, 252f.

）。

（
2
） 

R
.D

. P
reus （T

he T
heology of Post

-R
eform

ation Lutheranism
.　

A
 Study 

of T
heological P

rolegom
ena, St. L

ouis/L
ondon 1970, 114

） 

は
、J. G

er-

hard

がJunius （D
e T

heologiae Verae O
rtu, N

atura, Form
is, Partibus et 

M
odo Illius, L

eyden 1594

） 

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

こ
の
主
題
に
関
す
るD

annhauer （1649
） 
と Scherzer （1679

） 

の
間
の
論
争

に
つ
い
て
は
、C

.H
. R

atschow
:

Lutherische D
ogm

atik zw
ischen O

rtho-

doxie und A
ufklärung I, 1964, 49.

を
参
照
。

（
3
） 

J. W
allm

ann （D
er T

heologiebegriff bei Johann G
erhard und G

eorg C
alixt, 

1961, 53f.

） 

は
、
次
の
よ
う
なK

. B
arth

の
所
見
に
反
対
し
て
こ
の
よ
う
な

G
erhard

の
見
解 

（im
 P

rooem
ium

 von 1625 zum
 ersten B

and seiner 

L
oci

） 

を
弁
護
し
た
。K

. B
arth

に
よ
る
と
、M

. C
hem

nitz
に
よ
っ
て
な
お

主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
対
象
は
神
と
諸
々
の

神
的
な
事
柄
で
あ
る
と
の
見
解
と
比
べ
る
と
、G

erhard

に
お
い
て
は
、
神
学

の
理
解
に
お
け
る
人
間
中
心
的
な
方
向
転
換
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

しW
allm

ann

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
神
学
の
主
体
と
し
て
の
人
間
に

つ
い
て
の
発
言
」
は
、G

erhard

の
場
合
、「
ま
だ
自
然
神
学
の
基
盤
か
ら
展

開
さ
れ
て
い
な
い
」（
53
）。
し
か
しB

arth

の
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
点
に

あ
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
後
に
な
っ
て
初
め
て
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、G

er-

hard

以
後
の
時
代
の
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
の
い
わ
ゆ
る
分
析
的
方
法
論
の
枠
組

み
に
お
け
る
自
然
神
学
の
人
間
中
心
的
機
能
は
、
神
学
の
対
象
の
規
定
に
お
け

る
あ
の
方
向
転
換
の
結
果
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

G
erhard

は
神
学
の
目
標
を
人
間
の
至
福
の
外
に
、
さ
ら
に
神
の
栄
光
の
う
ち

に
も
み
て
い
た （
拙
著:

W
issenschaftstheorie und T

heologie, 1973, 236f.

を
参
照
）。
し
か
し
彼
は
、D

uns Scotus

と
共
に
神
御
自
身
を
神
学
の
形
式
的

対
象
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
4
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

W
issenschaftstheorie und T

heologie, 1973, 

230
-240.

を
参
照
。

（
5
） 

G
. Sauter （T

R
E

9, 1982, 45 （D
ogm

atik I

）） 

の
判
断
も
参
照
。
し
か
もSau-

ter

は
、
分
析
的
方
法
の
導
入
に
よ
り
「
教
義
学
者
は
教
義
学
の
内
的
中
心
に
」

な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

（
6
） 

D
uns Scotus O

rd. P
rol. p. 5 q1

-5, E
d. Vat. I, 1950, 207ff. （n. 314ff.

）, bes. 
211f. （n. 324

）.

（
7
） 

E
bd. 217f.

（n. 332
-333

）.

（
8
） 

D
uns Scotus （ebd. 215ff. （n. 330

-331

））
自
身
の
塾
考
を
参
照
。

（
9
） 

特
にB

. G
eyer

:
Facultas theologica.　

E
ine bedeutungsgeschichtliche 

U
nter suchung, in

:
ZK

G
75, 1964, 133

-145.

は
、
こ
の
こ
と
を
印
象
的
な

仕
方
で
指
摘
し
た
。G. E

beling

に
よ
る
、資
料
の
充
実
し
た
項
目:

T
heologie 

I B
egriffsgeschichtlich, in R

G
G

6, 1962, 757f.

も
参
照
。
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
神
学
の
な
か
で
、
特
に
神
学
概
念
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
はG

. C
alixt

で
あ
る
。
彼
は
、
大
学
に
お
け
る
神
学
の
具
体
的
な
制
度
化
と
の
関
連
で
こ
れ

に
言
及
し
て
い
る
。

（
10
） 

D
uns Scotus O

rd. P
rol. p. 3 q1

-3, E
d. Vat. I, 135f. （n. 200f.

）.

（
11
） 

拙
著
：W

issenschaftstheorie und T
heologie 249

-255.

を
参
照
。

（
12
） 

E
bd. 255

-266.

の
詳
論
を
参
照
。

（
13
） 

G
. Sauter

:
D

ogm
atik I, in

:
T

R
E

 9, 1982, 41
-77, 42f.

（
14
） 

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
は
、M

. E
lze

:
D

er B
egriff des D

ogm
as in der 

A
lten K

irche, ZT
hK

 61, 1964, 421
-438, sow

ie T
R

E
9, 1982, 26

-34 

（D
ogm

a I, U
. W

ickert

） 

を
参
照
。

（
15
） 

N
ovella 131 de ecclesiasticis titulis

:

《 quattuor synodorum
 dogm

ata 

sicut sanctas scripturas accipim
us

》 （C
.E

. Zachariae a L
ingenthal:

Im
p.

Justiniani P
P. A

. N
ovellae quae vocantur sive C

onstitutiones quae extra 
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六
〇

̶ ̶

codicem
 supersunt ordine chronologico digestae II, L

eipzig 1881, 267, 

N
r. 151

）.
（
16
） 

M
. E

lze a.a.O
. 435f.

（
17
） 

E
bd. 438.

（
18
） 

「
教
会
の
聖
な
る
職
務
」
に
関
す
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
の
共
同
宣
言
の
解
説 （„D

as geistliche A
m

t in der K
irche “, 1981, 

40
） 

に
み
ら
れ
る
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
位
置
に
関
す
る
記
述
を
参
照
。

（
19
） 

そ
の
模
範
的
な
例
と
し
て
、J. H

aberm
as

に
対
す
るA

. B
eckerm

ann
:

D
ie 

realistischen Voraussetzungen der K
onsenstheorie von J. H

aberm
as, 

in
:

Zeitschrift f. A
llgem

. W
issenschaftsththeorie 3, 1972, 63

-80.

の
批

判
を
参
照
。B

eckerm
ann

は
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
判
断
者
の
意

見
の
一
致
の
な
か
に
、
諸
々
の
事
態
と
の
、
諸
々
の
主
張
に
お
い
て
要
求
さ
れ

て
い
る
一
致
の
た
め
の
判
断
基
準
を
み
い
だ
そ
う
と
す
るH

aberm
as

の
試
み

は
、
循
環
的
論
証
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
らH

aberm
as

は
、

内
容
的
な
意
見
の
一
致
を
単
な
る
慣
習
的
な
意
見
の
一
致
か
ら
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、「
権
限
の
あ
る
」
判
断
と
い
う
概
念
を
引
き

合
い
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
20
） 

E
. Schlink

:
T

heologie der lutherischen B
ekenntnisschriften, 3. A

ufl. 

1948, 43
-47, sow

ie 280f.

を
参
照
。

（
21
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、 E

. Schlink a.a.O
. 23

-35.

の
詳
論
を
参
照
。
ま
た
拙
著
： 

W
as ist eine dogm

atische A
ussage?, in

:
G

rundfragen system
atischer 

T
heologie I, 1967, 159

-180, bes. 159ff.

も
参
照
。

（
22
） 

K
. R

ahner und K
. L

ehm
ann in

:
M

ysterium
 Salutis I, 1965, 668ff. D

as 

letzte Zitat 672.　

こ
の
批
判
は
、
福
音
主
義
の
釈
義
の
諸
々
の
判
断
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
、
特
にE

. K
äsem

ann

に
よ
っ
て
際

立
つ
仕
方
で
定
式
化
さ
れ
て
い
る 

（B
egründet der neutestam

entliche 

K
anon die E

inheit der K
irche? in

:
E

vangelische T
hologie 11, 1951/52, 

13
-21

）。

（
23
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

W
as ist eine dogm

atische A
ussage?, in

: 

G
rundfragen system

atischer T
hologie I, 1967, 159

-180, bes. 164f., 

sow
ie 166ff.

を
参
照
。
聖
書
の
統
一
性
に
つ
い
て
は
、
歴
史
│
批
評
的
研
究
の

諸
々
の
成
果
の
光
に
照
ら
し
て
、
せ
い
ぜ
い
こ
の
よ
う
な
中
心
的
内
容
に
関
し

て
語
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
言
明
の
矛
盾
の
な
い

一
致
の
意
味
に
お
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
24
） 

K
. B

arth
:

K
irchliche D

ogm
atik I/1, 1932, 284.　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙

著:
G

rundfragen system
atischer T

heologie I, 1967, 180.

を
参
照
。

（
25
） 

こ
こ
で
は
、
次
の
こ
と
が
暫
定
的
に
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
教
義
学
的
本

文
の
な
か
に
包
含
さ
れ
て
い
る
諸
々
の
断
言
文
は
、（
信
仰
告
白
と
い
う
） 

参

与
の
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
諸
々
の
遂
行
的
発
言
は
別
と
し
て
、断
言
文
と
し
て
、

し
た
が
っ
て
そ
の
認
識
論
的
要
求
に
応
じ
て
真
剣
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

（
26
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

W
issenschaftstheorie und T

heologie, 1973, 

407f.

を
参
照
。

（
27
） 

こ
の
箇
所
の
釈
義
に
つ
い
て
は
、U

. W
ilckens

:
D

er B
rief an die R

öm
er II, 

1980, 35
-37.

を
参
照
。

（
28
） 

教
父
の
神
学
命
題
論
集
と
《
神
学
》
の
対
象
と
し
て
の
聖
書
の
関
係
に
関
す
る

十
三
世
紀
の
神
学
の
熟
考
に
つ
い
て
は
、U

. K
öpf a.a.O

. 113ff.

を
参
照
。
例

え
ば
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス 

（S. thol. I, 1a 8 ad 2

） 

の
場
合
、
聖
書
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
理
の
本
来
的
権
威
の
基
盤
と
し
て
、
教
父
た
ち
の
権
威
と
明
確

に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
聖
書
に
基
づ
い
て
提
示
さ
れ
る
べ
き
信
仰
箇
条
の
概
念

に
つ
い
て
は
、S. theol. II/2, 1a 7 und ebd. a 9 ad 1.

を
参
照
。
そ
の
か
ぎ
り

で
、
例
え
ば
、J.A

. Q
uenstedt:

T
heologia didactico

-polem
ica sive sys-

tem
a theologicum

 pars I, c. 5 

（L
eipzig 1715, 348ff.

） 

に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
諸
々
の
信
仰
箇
条
に
関
す
る
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
理
は
こ
れ
と
一
致

す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
聖
書
そ
れ
自
体
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
信
仰
箇
条
の
公

布
を
主
張
し
、
古
代
教
会
の
諸
信
条
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
要
約
の
完
全
性
を
否

定
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
特
に
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス 

（S. theol. II/2, 
1a10

） 

の
よ
う
な
ス
コ
ラ
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
《Sum

m
us Pon-

tifex

》、
つ
ま
り
教
皇
が
信
仰
告
白
の
新
し
い
本
文
を
確
定
す
る
（《nova edi-

tio sym
boli

》）
権
限
に
異
論
を
唱
え
た 

（Q
uenstedt 1. c. 356f.

）。N
ic. 

H
unnius 

（E
pitom

e C
redendorum

 

（1625

） 1702

以
後
の
、
諸
々
の
信
仰
箇

条
の
基
礎
的
な
も
の
と
基
礎
的
で
な
い
も
の
を
区
別
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

R
.D

. P
reus a.a.O

.

（o. A
nm

. 2

） 143
-154

を
参
照
。
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（
29
） 

「positiver

」
神
学
と
「gelehrter

」
神
学
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
拙
著: 

W
issenschaftstheorie und T

heologie, 1973, 241ff.

を

参

照
。J.A

. 

Q
uenstedt:

T
heologia didactico

-polem
ica, L

eipzig 1715, 13, T
hese 21

に
お
い
て
は
、
反
対
にpositive T

heologie

とgelehrte 

（„didaktische “

） 
T

heologie

は
同
一
視
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は„katechetischen “ T

heolo-

gie 

（12 T
hese17

） 

と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
聖
書
の
内
容
の
要
約
的
論

究
と
記
述
と
し
て
の
教
義
学
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

W
issenschaftstheorie 

und T
heologie 407f. 

を
参
照
。

（
30
） 

J.F. B
uddeus

:
Isagoge historico

-theologica ad theologiam
 universam

 

singulasque eius partes,L
eipzig 1727, 303.　

組
織
神
学
の
概
念
は
す
で
に

比
較
的
早
い
時
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。例
え
ばJ.A

. 

Q
uenstedt

は
、《theologia didactica

》
と
い
う
彼
の
愛
す
る
表
題
の
代
わ
り

に
こ
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。

（
31
） 

こ
れ
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意
味
に
お
け
る
演

繹
的
原
理
の
学
と
し
て
の
神
学
の
記
述
に
当
て
は
ま
る 

│ 

も
ち
ろ
ん
そ
こ

で
は
、
信
仰
箇
条
が
明
白
な
理
性
の
諸
原
理
の
位
置
を
占
め
て
い
る （S. theol. 

I, 1 a 2

） 

。
こ
れ
は
ま
た
、
諸
々
の
目
的
概
念
に
基
づ
く
実
践
的
学
問
と
し
て

の
そ
の
記
述
に
も
当
て
は
ま
る （
拙
著:

W
issenschaftstheorie und T

heolo-

gie 226
-240.

を
参
照
）。

（
32
） 

十
三
世
紀
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
討
論
に
つ
い
て
は
、U

. K
öpf a.a.O

, 174ff., 

178ff.

を
参
照
。

（
33
） 

例
え
ば
、J. G

erhard
:

L
oci theologici, 476 

（hg. F. Frank, L
eipzig 1885, 

212

）.

を
参
照
。J.A

. Q
uenstedt

の
詳
述
に
つ
い
て
は
、J. B

auer
:

D
ie Ver-

nunft zw
ischen O

ntologie und E
vangelium

.　

E
ine U

ntersuchung zur 

T
heologie  Johann A

ndreas Q
uenstedts, G

ütersloh 1962, 111
-119.

を
参

照
。

（
34
） 

B
. L

ohse
:

R
atio und Fides

:
E

ine U
ntersuchung über die ratio in der 

T
heologie Luthers, 1958, 104ff.　

B
. H

ägglund
:

T
heologie und P

hiloso-

phie bei Luther und in der occam
istischen Tradition.　

Luthers Stellung 

zur T
heorie von der doppelten W

ahrheit, Lund 1955, 90ff. 94ff.

（
35
） 

B
. L

ohse a.a.O
. 116.

は
、
ル
タ
ー
に
お
け
る
真
理
の
統
一
性
に
言
及
し
、
こ

れ
に
つ
い
て
はW

A
 26, 286, 32f. （„W

as nicht w
idder schrifft und glauben 

ist, das ist auch w
idder keine folge “

） 

を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

一
五
一
七
年
のD

isputatio contra scholasticam
 theologiam

 

（W
A

1, 226, 

21ff.

） 

に
お
け
る
三
段
論
法
に
よ
る
演
繹
法
に
反
対
す
る
諸
々
の
厳
格
な
定
式

化
は
、
た
し
か
に
「
特
定
の
ケ
ー
ス
で
は
」（117

） 

つ
ま
り
信
仰
箇
条
の
場
合

に
は
、
論
理
の
法
則
の
止
揚
に
つ
い
て
語
る
き
っ
か
け
をL

ohse

に
与
え
て
い

る 

│ 

彼
は
、
ル
タ
ー
が
他
の
諸
関
連
で
自
ら
三
段
論
法
を
用
い
て
論
証
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
し
た
が
っ
て
も
ち
ろ
ん
ル

タ
ー
の
神
学
的
論
証
の
う
ち
に
は
、
二
重
真
理
の
仮
定
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
理
性
の
使
用
の
歴
史
的
特
色
に

よ
り
い
っ
そ
う
注
目
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
印
象
は
消
え
て
行

く
で
あ
ろ
う
。

（
36
） 

T
hom

as von A
quin S. theol. I, 32, 1 ad 2

:

《ratio 

… quae radici iam
 posi-

tae ostendat congruere consequentes effectus.

》
ト
マ
ス
は
そ
の
例
と
し

て
興
味
深
い
仕
方
で
、「
現
象
を
救
う
た
め
の
」
軌
道
を
外
れ
た
運
行
形
式
と

軌
道
と
い
う
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
文
学
的
仮
定
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
近

代
の
仮
定
概
念
の
前
史
に
属
す
る
記
述
形
式
を
上
げ
て
い
る
。

（
37
） 

真
理
の
首
尾
一
貫
性
の
理
論
と
、
真
理
の
概
念
と
真
理
の
批
判
と
し
て
の
首
尾

一
貫
性
の
関
係
、
さ
ら
に
真
理
概
念
に
お
け
る
一
致
お
よ
び
合
意
の
諸
々
の
契

機
と
首
尾
一
貫
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
、s.62f.

とs.34f.

を
参
照
。

（
38
） 

J. B
auer a.a.O

. 113 zu J.A
. Q

uenstedt.

（
39
） 

た
し
か
に
ト
マ
ス
は
後
に
、
他
の
す
べ
て
の
信
仰
箇
条
は
神
の
存
在
の
な
か
に

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
具
合
に
、
信
仰
箇
条
は （
理
性
の
諸
原
理
と
類
比
的
に
） 

互
い
に
ひ
と
つ
の
体
系
的
秩
序
の
な
か
に
あ
る
と
述
べ
て 

（S. theol. II/2, 1 a 
7

）、
こ
の
や
り
方
を
正
当
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
神
学
概
念
に
よ
る
と
、

神
学
の
学
問
性
は
啓
示
さ
れ
た
諸
原
理
に
基
づ
く
の
に
対
し
、
彼
に
よ
る
こ
の

関
連
の
再
構
成
が
、
理
性
の
神
証
明
の
結
果
と
し
て
の
神
の
存
在
か
ら
出
発
し

て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
緊
張
関
係
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
解
消
さ
れ
な
い
。

Sum
m

a contra G
entiles, I, 9 

の
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
方
法
論
的
詳
説
も
参
照
。
こ

こ
で
は
、
目
的
措
定
が
明
ら
か
に
弁
証
論
的
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
他
の

事
態
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ト
コ
ー
ト
ゥ
ス
は
、
こ
こ
で
ト
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六
二

̶ ̶

マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
神
学
概
念
の
な
か
に
あ
る
緊
張
に
気
づ
き
、
鋭
く
指
摘

し
て
い
る
。
彼
は
、
神
の
存
在
の
う
ち
に
あ
ら
ゆ
る
神
学
的
真
理
が
包
含
さ
れ

て
い
る
と
い
う
見
解
に
、
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
信
仰
の
あ
ら
ゆ
る
言
明
を

自
然
的
理
性
を
通
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
解 

│ 《et ita 
totam

 theologiam
 naturaliter acquirere

》 （O
rd. prol. p. 3 q. 1

-3, E
d. Vat. 

I, 1950, 107, n. 159

） 

│ 

に
異
論
を
唱
え
て
い
る
。ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ー
ト
ゥ

ス
自
身
は
、
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
支
持
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

堕
罪
の
状
態
に
あ
る
人
間
の
神
学
的
認
識
は
神
を
そ
れ
自
体
に
お
い
て
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
普
遍
的
存
在
概
念
が
、
有
限
な
存
在
と
無
限
な
存
在

の
根
本
的
差
異
を
乗
り
越
え
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
の
普
遍
的
存
在
概
念
に

基
づ
い
て
の
み
神
を
対
象
と
す
る
、
と
の
見
解
で
あ
る
（ebd. N

r. 168 p. 

110f.

）。

（
40
） 

U
. K

öpf a.a.O
. 194

-198
:

D
as Verifikationsproblem

, vgl. auch 207f., 209.　

上
記
注 （
30
）
に
引
用
さ
れ
て
い
るJ.F. B

uddeus

の
言
明
も
参
照
。
そ
れ
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
真
理
の
理
論
的
証
明 
（《probare

》） 

と
論
証
的
確
認 

（《confirm
are

》）
と
い
う
課
題
を
組
織
神
学
に
負
わ
せ
て
い
る
。

（
41
） 

こ
の
か
ぎ
り
で
、
神
学
の
学
問
性
の
特
徴
と
し
て
、
神
学
の
「
中
心
内
容
に
即

し
て
い
る
こ
と
」（K

. B
arth, K

irchliche D
ogm

atik I/1, 1932, 7

） 

を
求
め
る

こ
と
は
た
し
か
に
正
し
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
満
た
さ
れ
う
る
た
め
の
判
断
基

準
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
42
） 

L
.B

. P
untel:

W
ahrheitstheorien in der neueren P

hilosophie, D
arm

stadt 

1978.

は
、
種
々
の
真
理
論
の
概
観
を
提
供
し
て
い
る
。
今
日
、
特
にJ. 

H
aberm

as

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
真
理
の
同
意
理
論
に
つ
い
て
は
、s. 

142
-164.

を
、
首
尾
一
貫
性
の
理
論
に
つ
い
て
は
、ebd. 172

-204, 211ff.

を

参
照
。
そ
の
他
の
諸
々
の
真
理
論
の
基
点
と
し
て
の
一
致
の
理
論
に
関
し
て
は 

（
も
し
く
は
真
理
概
念
の
意
味
論
的
解
釈
に
関
し
て
は
）、ebd. 9.

を
参
照
。
以

下 （S. 58ff., bes. 62f.

） 

の
詳
述
も
参
照
。 

（
43
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、K

. H
eim

:
D

as G
ew

ißheitsproblem
 in der system

ati-

schen T
heologie bis zu Schleierm

acher, L
eipzig 1911, 19ff. und 24ff.

に

よ
る
、
依
然
と
し
て
読
む
価
値
の
あ
る
詳
論
を
参
照
。
彼
は
、
初
期
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
派
と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
問
題
の
異
な
る
解
決
法
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
んH

eim

は
、
最
高
善
と
し
て
の
神
と
の
関
係
を
通
し

て
信
仰
に
関
す
る
意
見
の
一
致
に
至
る
と
い
う
動
機
を
考
慮
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
にM

. Seckler
:

Instinkt und G
laubens-

w
ille nach T

hom
as von A

quin, M
ainz 1961, 98ff.

を
参
照
。108ff. und schon 

93ff.

も
参
照
。

（
44
） 

そ
の
典
拠
と
し
て
、 J. Finkenzeller

:
O

ffenbarung und T
heologie nach der 

L
ehre des Johannes D

uns Skotus, M
ünster 1961, 94ff., bes. 99f.

を
参
照
。

（
45
） 

E
bd. 51f.

（
46
） 

E
bd. 53.

（
47
） 

E
bd. 54ff.

詳
細
に
つ
い
て
は
、 H

. Schüssler
:

D
er P

rim
at der H

eiligen 

Schrift als theologisches und kanonistisches P
roblem

 im
 Spätm

ittelal-

ter, W
iesbaden 1977, 61

-158. bes. 109ff.

を
参
照
。

（
48
） 

B
. H

ägglund
:

D
ie H

eilige Schrift und ihre D
eutung in der T

heologie 

Johann G
erhards. E

ine U
ntersuchung über das altlutherische Schrift-

verständnis, Lund 1951, 64ff.

（
49
） 

J. W
allm

ann
:

D
er T

heologiebegriff bei Johann G
erhard und G

eorg 

C
alixt, 1961, 5A

nm
. 2.

（
50
） 

G
erhard

に
お
け
る
こ
の
傾
向
と
神
学
概
念
の
諸
々
の
含
意
と
の
格
闘
に
つ
い

て
は
、W

allm
ann a.a.O

. 47ff.

を
参
照
。

（
51
） 

こ
の
記
述
形
式
の
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、J.K

r. K
önig

:
T

heologia posi-

tiva acroam
atica 

（1664

）, D
e T

heologiae P
raecognitis §52, §57ff.

を
参

照
。

（
52
） 

R
.D

. P
reus

:
T

he T
heology of Post

-R
eform

ation L
utheranism

.　

A
 

Study of T
heological P

rolegom
ena, 1970, 255ff.　

注 （
47
） 

に
お
い
て
挙

げ
ら
れ
た H

. Schüssler

の
著
作
、
特
に
中
世
に
お
け
る
聖
書
の
充
足
性
の
観

念
の
前
史
に
言
及
し
て
い
る
箇
所 （73ff.

）
を
参
照
。

（
53
） 

H
. Jedin, G

eschichte des K
onzils von Trient II, 1957, 42

-82
;

J.R
. 

G
eiselm

ann
:

D
as K

onzil von Trient über das Verhältnis der H
eiligen 

Schrift und der nichtgeschriebenen Tradition, in
:

M
. Schm

aus （H
g.

）: 
D

ie m
ündliche Ü

berlieferng, 1957, 123
-206.　

G
eiselm

ann

の
見
解
の
包

括
的
か
つ
結
論
的
記
述
は
、
彼
の
書
物 （D

ie H
eilige Schrift und die Tradi-
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六
三

パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
『
組
織
神
学
』（
I
│
1
）

̶ ̶

tion, 1962, bes. 91ff., 158ff.

） 

に
み
ら
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
お
け
る
こ

の
問
い
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、P. L

engsfeld
:

Tradition und H
eilige 

Schrift 

― ihr Verhältnis, in
:

M
ysterium

 Salutis （hg. J. Feiner/M
. L

öh-

rer

） I, 1965, 463
-496, bes. 468ff.

も
参
照
。

（
54
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、J. R

azinger,in
:

D
as Zw

eite Vatikanische K
onzil II

（LT
hK

, E
rgänzungsband

） Freiburg 1967, 573a.

の
注
も
参
照
。

（
55
） 

F. B
eisser

:
C

laritas scripturae bei M
arin Luther, 1966, bes. 75

-130.

は
、

ル
タ
ー
の
見
解
の
包
括
的
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
に
反
対
す
る

ル
タ
ー
に
お
い
て
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
各
人
の
う
ち
に
確
立
さ
れ

て
い
る
人
格
的
な
信
仰
の
確
か
さ
と
い
う
「
内
的
明
晰
性
」
で
は
な
く
、
教
会

の
宣
教
職
が
そ
れ
へ
と
招
か
れ
て
い
る
聖
書
解
釈
に
お
け
る
聖
書
の
い
わ
ゆ
る

「
外
的
明
晰
性
」
で
あ
る
（88ff. 92

）。
外
的
明
晰
性
に
属
す
る
の
は
、
普
遍
妥

当
的
説
得
力
を
も
っ
て 
（《com

m
unis 

…
… sensus iudicio

》:
W

A
18, 656, 

39f.

） 

聖
書
の
内
容
を
貫
徹
す
る
「
外
的
決
定
」（W

A
18, 652f.

） 

で
あ
る
。
拙

著:
G

rundfragen system
atischer T

heologie I, 1967, 64f. und 163f.

に
お

け
る
詳
論
も
参
照
。

（
56
） 

J.A
. Q

uenstedt a.a.O
. 169.

（
57
） 

E
bd. 200f. Q

uenstdt

は
、
そ
の
な
か
で
一
六
〇
九
年
の
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
の

R
akow

er K
atechism

us 

の
解
釈
原
則
に
お
お
む
ね
同
意
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、 K

. Schoder
:

U
rsprünge und P

roblem
e der B

ibelkritik im
 

17. Jahrhundert, 1966, 47f.

を
参
照
。
た
だ
し
、
理
性
と
の
一
致 

（《sana 
ratio

》） 

に
対
す
る
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
の
要
求
と
、
聖
書
の
諸
言
明
に
基
づ
く

諸
々
の
結
論
が
、
啓
示
さ
れ
た
教
理
に
共
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る

ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
の
拒
絶
だ
け
は
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
の

教
義
批
判
と
っ
て
矛
盾
の
原
理
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、ebd. 50.

を
参
照
。

（
58
） 

Q
uenstedt. a.a.O

. 210, vgl. 186ff.

（
59
） 

M
. C

hem
nitz

:
E

xam
en C

oncilii Tridentini 

（1578

） hg. E
. P

reuss 1861, 

67 n. 6.

（
60
） 

J. R
atzinger a.a.O

. （A
nm

. 54

） 520.

も
こ
う
述
べ
て
い
る
。

（
61
） 

H
. E

ngelland
:

M
elanchthon, G

laube und H
andeln 1931, 179

-188.

（
62
） 

B
. H

ägglund a.a.O
. 

（oben A
nm

. 48

） 118ff., bes. zu G
erhards L

oci II, 

217ff.

（
63
） 

E
bd. 71ff. und bes. 77, vgl. 86.

（
64
） 

A
. Polanus

:
Syntagm

a theologiae C
hristianae 1624 I, 16  

（zit. bei H
. 

H
eppe u.E

. B
izer

:
D

ie D
ogm

atik der evangelisch
-reform

ierten K
irche, 

1958, 11

）.

（
65
） 

H
. C

rem
er R

E
 IX

, 3. A
ufl. 1901, 191 （A

rt. Inspiration

）. R
.D

. P
reus a.a.O

. 

273
-295.

も
参
照
。

（
66
） 

J.A
. Q

uenstedt:
T

heologia didactico 

― polem
ica sive system

a theolo-

gicum
, L

eipzig 1715, 102
;

《Si enim
 unicus Scripturae versiculus, ces-

sante im
m

ediato Spiritus S.influxu,conscriptus est, prom
ptum

 erit 

Satana idem
 de toto capite, de integro libro, de universo denique codice 

B
iblico excipere, et per consequens, om

nem
 Scripturae auctoriatem

 

elevare.

》E
bd. 100f.

も
参
照
。

（
67
） 

B
. H

ägglund

は
、J. G

erhard

に
お
け
る
聖
霊
の
《
内
的
証
明
》
に
関
す
る
彼

の
諸
詳
論
の
な
か
で
、
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
る 

（op. cit.

（o. A
nm

. 48

） 
90ff., 94ff.

）。R
.D

. P
reus a.a.O

. 302f.

も
同
様
で
あ
る
。

（
68
） 

C
alvin Inst. rel. chr., I9, 3 :

《

…ita suae quam
 in scripturis expressit 

veritati inhaerere spiritum
 sanctum

,ut vim
 tum

 dem
um

 suam
 proferat 

atque exserat ubi sua constat verbo reverentia ac dignitas.

》C
alvin

は
、

言
葉
と
霊
の
関
係
が
相
互
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。《M

utuo enim
 

quodam
 nexu D

om
inus verbi spiritusque sui certitudinem

 inter se 

copulavit;
ut solida verbi religio anim

is nostris insidat,ubi affulget spiri-

tus qui nos illic （!

） D
ei faciem

  contem
plari faciat.

》

（
69
） 

Q
uenstedt a.a.O

. 110 （Ic. 4p. 2q. 4

） 

は
、M

. F
lacius 

を
証
人
と
し
て
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
こ
う
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、R

.D
. P

reus a.a.O
. 

288ff.

を
、
ま
た
適
応
理
論
の
い
っ
そ
う
の
展
開
に
つ
い
て
は
、G

. 

H
ornig

:
D

ie A
nfänge der historisch

-kritischen T
heologie.　

Johann 

Salom
o Sem

lers Schriftverständnis und seine Stellung zu Luther, 1961, 

211ff.

を
参
照
。

（
70
） 

K
. Scholder

:
U

rsprünge und P
roblem

e der B
ibelkritik im

 17.　

Jahr-

hundert. E
in B

eitrag zur E
ntstehung der historisch

-kritischen T
heolo-
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̶ ̶

gie, 1966, 68f.

（zu K
epler

） und 73 （zu G
alilei

）.
（
71
） 

Scholder a.a.O
. 149ff.

（
72
） 

Spinoza

も
彼
の
『
神
学
的
│
政
治
的
論
文
』 （1670

） 

の
第
二
章
で
、
神
の
啓

示
の
受
領
者
の
理
解
能
力
に
対
す
る
そ
の
啓
示
の
適
応
を
、
彼
の
聖
書
解
釈
の

基
本
原
則
と
し
た 

（
第
七
章
も
参
照
）。
彼
は
こ
の
視
点
を
す
で
に
奇
跡
信
仰

の
批
判
に
も
適
用
し
て
い
た （
第
六
章
）。

（
73
） 

E
. B

izer
:

D
ie reform

ierte O
rthodoxie und der C

artesianism
us, 

ZT
hK

55, 1958, 306
-372, bes. 367f.

（
74
） 

Sim
on

に
つ
い
て
は
、P. H

azard
:

D
ie K

rise des europäischen G
eistes （frz. 

1935

） dt. 1939, 215
-234. 

を
参
照
。

（
75
） 

G
. H

oring
:

D
ie A

nfänge der historisch
-kritischen T

heologie. Johann 

Salom
o Sem

lers Schriftverständnis und seine Stellung zu Luther, 1961, 

70.

に
お
け
る
引
用
文
。

（
76
） 

B
. de Spinoza

:
T

heologisch
-politischer Traktat （1670

）, deutsch von C
. 

G
ebhard 5. A

ufl. 1955 

（P
hilos. B

ibl. 93
）, 135, 14f., vgl. 140, 15ff., 150, 

2ff.

（K
ap. 7

）.

（
77
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

D
ie K

rise des Schriftprinzips, in
:

G
rundfragen 

system
atischer T

heologie I, 1967, 11
-21.

を
参
照
。

（
78
） 

D
uns Scotus

に
お
け
る
判
断
基
準
の
教
理
の
解
体
に
つ
い
て
は
、J. Finken-

zeller 

（oben A
nm

.44

） 38ff.

を
、
聖
書
の
霊
感
に
対
す
る
信
仰
の
条
件
と
し

て
の
聖
書
の
諸
言
明
の
不
謬
性
に
つ
い
て
は
、42f.

を
参
照
。
古
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
教
義
学
に
お
い
て
、
判
断
基
準
の
教
理
は
従
属
的
役
割
を
演
じ
て
い
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
信
憑
性
の
諸
々
の
判
断
基
準
は
、
聖
霊
の
証
言

と
異
な
っ
て
《fides hum

ana

》
に
す
ぎ
ず
、
完
全
な
確
実
性
を
根
拠
づ
け
る

こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る 

（R
.D

. P
reus a.a.O

. 300f., vgl. J.A
. 

Q
uenstedt a.a.. 140ff.

）。
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
主
義
の
見
解
に
つ
い
て
は
、Schol-

der 45ff.

を
参
照
。

（
79
） 

G
. H

ornig a.a.O
. 76. Sem

ler

に
お
け
る
神
の
言
葉
と
聖
書
の
区
別
に
つ
い
て

は
、ebd, 84

-115

を
、
ま
た
神
の
言
葉
の
宣
教
は
も
と
も
口
頭
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
立
場
に
つ
い
て
は
、ebd. 64f.

を
参
照
。

（
80
） 

R
.D

. P
reus a.a.O

. 216
-226.

（
81
） 

In der zw
eiten, polem

ischen A
bteilung des K

apitels heißt in q. 3ekth. 5
: 

《E
st enim

 haec inform
atio divina,qua fiunt T

heologi,operatio gratiae

》 
Spiritus S. 《non praecise

》 inhabitantis,

《sed potius

》 assistentis,

《quam
 

gratiam
 assistentem

 certo m
odo etiam

 habent irregeniti et im
pii.　

In 

illis vero,qui re et nom
ine T

heologi  sunt, i.e. qui non tatum
 habitu 

T
heologico, ut sic, instructi, sed sim

ul renati sunt, sive fideles et pii, in 

illis T
heologia non tantum

 a Spiritu S. sed etiam
 cum

 Spiritu S. est, et 

cum
 gratiosa ejus inhabitatione conjuncta

》 （a.a.O
. 23

）.

（
82
） 

R
.D

. P
reus a.a.O

. 228
-232.　

も
ち
ろ
んP

reus 

は
、N

eum
ann

を
よ
り
古

い
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
の
反
対
者
に
含
め
た
点
で
誤
っ
て
い
る
。C

.H
. R

at-

schow
 （Lutherische D

ogm
atik zw

ischen R
eform

ation und A
ufklärung I, 

1964

） 

は
、Q

uenstedt 

と H
ollaz

の
う
ち
に
す
で
に
神
学
と
個
人
的
信
仰
の

区
別
が
み
ら
れ
、B

uddeus 

に
よ
っ
て
初
め
て
敬
虔
主
義
的
な
意
味
で
そ
れ
が

修
正
さ
れ
た
こ
と
を
、
典
拠
を
挙
げ
て
証
明
し
た 

（37, B
elege 56f.

）。
信
仰

と
神
学
の
関
係
に
関
す
るP

h. J. Spener

の
詳
論
に
つ
い
て
は
、E

. 

H
irsch

:
G

eschichte der neuern evangelischen T
heologie II, 1951, 

107f., 111ff.

を
参
照
。Spener

の
場
合
、
神
学
的
認
識
に
と
っ
て
信
仰
が
必

然
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
ま
だ
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
「
信
仰
そ
れ
自
体
の
、
観
念
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
た
精
神
的

内
容
の
発
生
に
お
い
て
、
宗
教
的
経
験
が
本
質
的
契
機
と
な
る
」（115

） 

こ
と

を
意
味
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
でSpener

は
ま
だ
聖
書
神
学
者
で
あ
っ

た
。

（
83
） 

E
. H

irsch a.a.O
. 200ff., bes. 202f.

（
84
） 

J.Fr. B
uddei C

om
pendium

 Institutionum
 theologiae dogm

aticae, L
eibzig 

1724, I, 1 §48
-56 

（p 42ff.

）.　

た
し
か
にB

uddeus

は
、《doctrina

》
と
し

て
の
概
念
の
客
観
的
な
意
味
で
の
神
学
は
、《irregenitis

》
に
も
近
づ
き
う
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
（I, 1 §50

）。
し
か
し§48

の
註
の
な
か
で
こ
う
述
べ
て

い
る
。《
…
… habitus ille docendi, et alios in rebus divinis erudiendi, 

absque fide 

…
… non nisi im

proprie theologia vocatur.

》Q
uenstedt

の
対

応
す
る
諸
々
の
定
式
化
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
変
化
は
わ
ず
か
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
強
調
点
は
明
ら
か
に
移
行
し
て
い
た
。
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六
五

パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
『
組
織
神
学
』（
I
│
1
）

̶ ̶

（
85
） 

E
bd. I, 1 §17, vgl. §21 A

nm
.

（
86
） 

J.S. Sem
ler

:
Versuch einer freiern theologischen L

ehrart, H
alle 1777, 

97.

（
87
） 

B
uddeus

の
教
義
学
の
第
一
章
の
表
題
は
《D

e religione et theologia

》
で

あ
る
。
彼
は
、
自
然
宗
教
と
、
旧
約
聖
書
の
族
長
以
来
の
神
の
諸
啓
示
の
歴
史

に
関
す
る
詳
細
な
記
述
の
後
で
初
め
て
、
特
に
キ
リ
ス
ト
の
啓
示 （§27ff.

）
と

信
仰
箇
条 

（§33ff.

） 

に
関
す
る
詳
細
な
記
述
の
後
で
初
め
て
、
神
学
の
概
念 

（§37ff.
） 
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
88
） 

Sem
ler a.a.O

. 188 

（§59

）.

「
学
問
的
」
神
学
と
い
う
彼
の
概
念
の
た
め
に

Sem
ler

はG
eorg C

alixt 

（188

） 

を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、J. W

allm
ann

:
D

er T
heologieberiff  bei Johann G

erhard und 

G
eorg C

alxt, 1961, 95ff., 107ff. und bes. 113ff.

を
参
照
。

（
89
） 

こ
の
神
認
識
に
い
っ
そ
う
近
い
の
は
、
宗
教
に
つ
い
て
「
小
理
屈
を
こ
ね
る
」

私
的
神
学
で
あ
る
。「
考
え
る
人
間
で
あ
れ
ば
誰
で
も
そ
れ
に
対
す
る
実
際
的

な
権
利
を
も
ち
」、
し
か
も
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
一
つ
の
視
点
に
基
づ
い
て
い

る
。つ
ま
り
そ
れ
は
、「
考
え
る
す
べ
て
の
人
間
に
よ
っ
て
異
な
り
、各
自
に
と
っ

て
独
自
な
視
点
」（a.a.O

. 181

） 

で
あ
る
。T. R

endtorff:
K

irche und 

T
heologie.　

D
ie system

atische Funktion des K
irchenbegriffs in der 

neueren T
heologie, 1966, 36ff.

の
詳
論
を
参
照
。

（
90
） 

Sem
ler a.a.O

. 196ff., bes. 200f., auch 204.　

C
hr. M

att. P
faff, Institutio-

nes theologiae dogm
aticae et m

oralis, T
übingen 1719, 32 

（P
rol. art. 2 

§7, 1

）　

に
お
い
て
す
で
行
わ
れ
て
い
る
《artculi fundam

entales

》
の
概
念

の
相
対
化
を
参
照
。
そ
こ
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る:

《A
rticuli fundam

en-

tales non sunt iidem
 om

nibus sed pro varia revelationis m
ensura oeco-

nom
iarum

que divinarum
 ratione,pro varia et hom

inum
 capacitate 

anim
ique dispositione varia varri singulis sunt

》.

（
91
） 

E
bd. 184, 204 u, ö. 179, 202 

の
「
諸
々
の
表
象
様
式 （Vorstellungsarten

）」

と
い
う
表
現
も
参
照
。P

faff

に
関
し
て
は
、  E

. H
irsch

:
G

eschichte der 

neuern evangelischen T
heologie II, 1951, 336ff., bes. 350.

を
参
照
。

（
92
） 

Sem
ler a.a.O

. 192.

（
93
） 

K
.G

. B
retschneider

:
H

andbuch der D
ogm

atik der evangelisch
-

lutherischen K
icrhe I, 3. A

ufl. 1828, 16 

（§5aE
nde

） und 24f.

（§7

）.
B

retschneider

は
、
明
ら
か
に Sem

ler

を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
後
者

と
共
に
「
わ
れ
わ
れ
の
教
会
の
教
義
学
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
新
た
な
章
が
」 

（§12S. 70

） 

が
始
ま
っ
た
。

（
94
） 
E

bd. 26.

（
95
） 

E
bd. 61ff.

（§11

）.

聖
書
に
基
づ
く
吟
味
に
つ
い
て
は 62f.

を
参
照
。

（
96
） 

A
. a.O

. 61,

（
97
） 

E
bd. 146

-253.　

興
味
深
い
の
は
、205f.

の
聖
霊
の
《testim

onium
 inter-

num

》 

に
対
す
るB

retschneider

の
懐
疑
的
な
詳
論
で
あ
る
。

（
98
） 

F. Schleierm
acher

:
D

er christliche G
laube 

（1821

） 2. A
usg. 1830, 19. 

K
urze D

arstellung des theologischen Studium
s 1811, 56 § 3 （=

Schleier-

m
achers kurze D

arstellung des theologischen Studium
s, K

rit. A
usg. von 

H
. Scholz, L

eibzig 1935, 74

）.

を
参
照
。

（
99
） 

教
義
学
に
お
け
る
「
聖
書
の
た
だ
…
…
批
判
的
な
使
用
」
に
反
対
す
る Schlei-

erm
acher

の
論
評:

D
er christliche G

laube, 2. A
usg. 1830, §131, 2.

を
参

照
。

（
100
） 

E
bd. §15.

（
101
） 

E
bd. §19, 1 und §25 Zusatz 

（sow
ie schon §19, 3

）.　

K
urze D

arstellung 

（1811

） 58f., §10
-16 （H

. Scholz 78f.

） 

も
参
照
。

（
102
） 

D
er christliche G

laube, 1830, §25 Zusatz.

（
103
） 

E
bd. §27, 4.　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、§128, 3.

も
参
照
。
こ
こ
で Schleierm

-

acher

は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、「
信
仰
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
全
体
を
念
頭

に
置
き
、
こ
の
信
仰
そ
れ
自
体
を
、
救
済
を
必
要
と
す
る
心
情
の
な
か
で
、
た

だ
何
ら
か
の
報
知
や
学
問
を
手
段
と
し
て
生
ず
る
も
の
と
し
て
前
提
と
し
て
き

た
。
し
か
し
聖
書
は
、
同
じ
信
仰
を
個
人
に
言
明
す
る
も
の
と
し
て
の
み
挙
げ

て
き
た
」。「
教
理
は
、
そ
れ
が
聖
書
に
含
ま
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
キ
リ
ス
ト

教
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
な

ぜ
な
ら
む
し
ろ
教
理
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
の
み
、
聖
書
に
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。

（
104
） 

J. M
üller

に
よ
る
と
信
仰
は
、「
宗
教
の
対
象
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
知
が
そ
こ

か
ら
流
れ
出
る《
源
泉
》」（D

ogm
atische A

bhandlungen, 1870, 34

） 

で
あ
る
。
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主
体
的
な
信
仰
の
行
為
を
ま
ず
基
礎
づ
け
る
知
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
こ
れ
に

よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
て
し
ま
う
。M

üller

に
よ
る
と
、
聖
書
の
権
威
も
そ
の
よ

う
に
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
「
単
な
る
法
的
権
威
」（ebd. 44

） 

に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
同

様
に
、M

. K
ähler

は
後
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。「《
神
学
的
前
提
》
は
信
仰
で

あ
り
」、
し
か
も
そ
れ
は
「
自
己
観
察
に
よ
っ
て
歴
史
を
越
え
た
も
の
へ
と
方

向
づ
け
ら
れ
て
い
る
」（D

ie W
issenschaft der christlichen  L

ehre, 1883, 2, 

A
ufl. 1893, 15f.

） 
認
識
の
前
提
と
確
証
と
し
て
機
能
す
る
信
仰
で
あ
る
。

K
ähler

の
見
解
に
つ
い
て
は
、J. W

irsching
:

G
ott in der G

eschichte.　

Studien zur theologiegeschichtlichen Stellung und system
atischen 

G
rundlegung der T

heologie M
artin K

ählers, 1963, 57ff., 67ff.

の
詳
論
を

参
照
。

（
105
） 

そ
の
範
例
的
で
、
し
か
も
理
論
的
に
高
水
準
な
著
作
は
、 F.H

.R
.v. Frank

: 

System
 der christlichen G

ew
ißheit I, E

rlangen 1870, 277f.

（§31

）, 283ff.

（§32

）, 114ff. 

（§17

）.

で
あ
る
。 Frank

の
論
証
の
諸
基
盤
に
つ
い
て
は
、 

H
.E

delm
ann

:
Subjektivität und E

rfahrung. D
er A

nsatz der theolo-

gischen System
bildung von F

ranz H
erm

ann R
einhold v. F

rank im
 

Zusam
m

enhang des „E
rlanger K

reises “, D
iss, M

ünchen 1980.

の
詳
細

な
分
析
を
参
照
。

（
106
） 

I.A
. D

orner
:

System
 der C

hristlichen G
laubenslehre I 

（1879
） 2. A

ufl. 

1886, §1.　

D
orner 

は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
経
験
は
す
べ
て
の
教
義
学
的
言
明

の
前
提
と
み
な
さ
れ
る
」（ebd. 4

） 

と
い
う
見
解
をSchleierm

acher

の
永
続

的
功
績
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
107
） 

E
bd. §12, 146ff. vgl. §11, 4f., 139ff.

（
108
） 

A
. R

itschl:
D

ie christliche L
ehre von der R

echtfertigung und Versöh-

nung III （1874

）, 3. A
ufl. 1888, 3 und 5 sow

ie 7f.

（
109
） 

W
. G

reive
:

D
er G

rund des G
laubens. D

ie C
hristologie W

ilhelm
 H

er-

rm
nanns, 1976.

を
参
照
。

（
110
） 

R
. B

ultm
ann

:
K

irche und L
ehre im

 N
euen Testam

ent, in G
lauben und 

Verstehen I, 1933, 157
;

T
heologie des N

euen Testam
ents, 1953, 475, 

vgl. 578f.

（
111
） 

K
. B

arth
:

D
ie christliche D

ogm
atik im

 E
ntw

urf, 1927, §7, 83ff.　

こ
の

対
置
に
お
い
て
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
教
義
学
の
《
対
象
》
で
あ
り
、
し
か

し
同
時
に
そ
の
基
礎
づ
け
、
つ
ま
り
神
の
言
葉
が
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
現
実

で
あ
る
」
そ
の
「
仕
方
」、「
あ
る
い
は
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
認
識
さ
れ

る
現
実
と
し
て
与
え
ら
れ
る
」
そ
の
「
方
法
」
で
あ
る
（
83
）。

（
112
） 

E
bd. 108, sow

ie 105 und 106.

（
113
） 

K
irchliche D

ogm
atik I/1, 1932, 16.　

今
や
こ
の
言
明
は
、
そ
れ
は
切
り
離

さ
れ
た
個
人
で
は
な
く
、
教
義
学
を
遂
行
す
る
教
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、一
九
二
七
年
の
定
式
の
う
ち
に
あ
っ

た
問
題
は
明
ら
か
に
回
避
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
定
式
に
よ
れ
ば
、「
敢
行
」
つ

ま
り
神
の
言
葉
の
現
実
を
考
慮
す
る
《petitio principii

》
が
教
義
学
の
始
め

に
く
る
の
で
あ
る （
前
注
を
参
照
）。

（
114
） 

D
ie chrisliche D

ogm
atik im

 E
ntw

urf, 1927, 87.

（
115
） 

こ
れ
は
、 W.W

. B
artley

:
T

he R
etreat to C

om
m

itm
ent, 1962.

の
ド
イ
ツ
語

訳
（1962

） 

の
表
題
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
視
点
か
ら
、

二
十
世
紀
半
ば
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
状
況
を
明
快
に
分
析
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

W
issenchaftstheorie und T

heologie, 1973, 

45ff.

を
参
照
。

（
116
） 

拙
著:

W
as ist eine dogm

atische A
ussage?, G

rundfragen system
atischer 

T
heologie I, 1967, 159

-180, bes. 172f.

に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
教
義

学
的
言
明
の
普
遍
性
に
関
す
る
詳
論
を
参
照
。

（
117
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、W

. K
am

lah
:

W
issenshaft, W

ahrheit, E
xistenz, 1960, 

56ff., bes. 65 und 66f., sow
ie 69ff.

の
啓
発
的
な
詳
論
と
比
較
せ
よ
。

（
118
） 

K
arl Jaspers

に
よ
る
定
式
化
。

（
119
） 

カ
ン
タ
ベ
リ
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
神
学
的
方
法
論
に
関
す
る
こ
こ
で
示
唆
さ
れ

て
い
る
見
解
は
、
彼
の
著
作
の
多
く
の
解
釈
者
と
共
に
、K

. B
arth

:
Fides 

quaerens intellectum
.A

nselm
s B

ew
eis der E

xistenz G
ottes im

 Zusam
-

m
enhang seines theologischen P

rogram
m

s, 1931.

に
反
対
し
て
、例
え
ば
、

F.S. Schm
itt

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る 

（LT
hK

2. A
ufl. 1, 1957, 592

-

594

）。
彼
は
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
全
集 

（
原
典
批
判
を
行
っ
た
校
訂
版
） 

の
編
集

者
で
あ
る
。P.M

azzarella
:

Il pensiero speculativo di S. A
nselm

o d ’A
osta, 
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Padua 1962, 103
-169

も
参
照
。

（
120
） 

こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
特
に
、L

.B
. P

untel

版
を
参
照
。
以
下
の
二
つ
の
注

に
お
け
る
引
用
も
参
照
。

（
121
） 

N
. R

escher

の
真
理
の
首
尾
一
貫
性
の
理
論
に
つ
い
て
は
、L

.B
. P

untel: 

W
ahrheitstheorien in der neueren P

hilosophie, 1978, 182
-204

を
参
照
。

ま
た
、
真
理
概
念
と
真
理
の
判
断
基
準
の
分
離
に
対
す
る
疑
念
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る203f.

も
参
照 （174ff.

のB
. B

lanshard

に
関
す
る
項
も
参
照
。
彼
は
、

す
で
に
一
九
三
九
年
に
、
次
の
命
題
を
提
示
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
首
尾
一
貫

性
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に
そ
の
真
理
概
念
に
属
す
る
と
き
に
の
み
、
真
理
の
判
断

基
準
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
）。

（
122
） 

N
. R

esher
:

Truth as Ideal C
oherence 

（1985

）, deutsch in
:

D
er W

ah-

rheitsbegriff, hrsg. von L
.B

. P
untel, D

arm
stadt 1987, 284

-297.

（
123
） 

拙
著:

W
as ist W

ahrheit?, in
:

G
rundfragen system

atischer T
heologie I, 

1967, 202
-222, bes205ff.

を
参
照
。

（
124
） 

拙
著:

Ü
ber historische und theologische H

erm
eneutik, a.a.O

. 123
-125, 

bes. 143f.

を
参
照
。

（
125
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著:

W
as ist eine dogm

atische A
ussage?, G

rund-

fragen system
atischer T

heologie I, 1967, 159
-180, 174ff. 

に
お
け
る
、
教

義
学
的
諸
言
明
の
先
取
り
的
か
つ
頌
栄
的
性
格
に
関
す
る
筆
者
の
詳
論
を
参

照
。

（
126
） 

拙
著:

W
issenschaftstheorie und T

heologie, 1973, 334
-346.

を
参
照
。

こ
の
テ
ー
マ
はG

. Sauter

と
の
対
話
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
役
割
を
演
じ
て
い

た
。
彼
は
、
仮
説
の
概
念
を
、
主
要
な
信
仰
的
諸
言
明
と
区
別
し
て
、
神
学
的

諸
言
明
に
限
定
し
よ
う
と
し
た （W

. Pannenberg/G
. Sauter/S.M

. D
aecke/H

.N
. 

Janow
ski:

G
rundlagen der T

heologie 

― ein D
iskurs （U

rban
-B

ücher T
 

603

） Stuttgart 1974, 70ff.

）。G
. Sauter

:
Ü

berlegungen zu einem
 w

eit-

eren G
esprächsgang über „T

heologie und W
issenschaftstheorie “, in

: 

E
vangelische T

heologie 40, 1980, 161
-168, bes. 162f. sow

ie m
eine„ 

A
ntw

ort “ ebd. 168ff., bes. 170
-173.

も
参
照
。

（
127
） 

通
例
、
狭
義
の
意
味
に
お
け
る
仮
説
概
念
は
、
た
し
か
に
そ
の
真
理
性
が
根
本

的
に
論
じ
ら
れ
る
が
、他
の
事
態
を
記
述
し
た
り
説
明
し
た
り
す
る
た
め
に「
想

定
さ
れ
る
」
仮
定
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
古
代
の
言
語
用
法 

（
こ
れ
に
つ
い

て
は
、A

. Szabó in H
ist. W

B
P

hilos. 3, 1974, 1260f.

を
参
照
） 

が
そ
う
で
あ

り
、N
. R

escher ebd. 1266

の
短
い
詳
論
も
同
意
見
で
あ
る
。
仮
説
の
概
念

は
い
わ
ゆ
る
論
理
実
証
主
義
の
言
語
分
析
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
。R

. C
arnap 

1928 

は
次
の
よ
う
な
諸
言
明
を
す
べ
て
仮
説
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
、
そ
の
真

実
な
い
し
虚
偽
を
決
定
す
る
「
諸
々
の
体
験
」
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が

ゆ
え
に
た
し
か
に
「
客
観
的
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
基
礎

づ
け
な
い
し
再
吟
味
が
こ
れ
ま
で
起
こ
っ
て
い
な
い
諸
言
明
で
あ
る 

（Schein-
problem

e in der P
hilosophie, N

eudruck hg. von G
. Patzig, 1966, 52, vgl. 

50

）。「
基
礎
づ
け
ら
れ
た
」
諸
命
題
が
依
拠
し
、
そ
し
て
さ
ら
に
他
の
も
の
が

そ
れ
に
基
づ
い
て
吟
味
さ
れ
る
「
諸
々
の
体
験
」
は
、
観
察
の
諸
命
題
に
お
い

て
固
執
さ
れ
る
諸
々
の
感
覚
的
知
覚
で
あ
る
。M

. Schlick （Ü
ber das Funda-

m
ent der E

rkenntnis, in
:

E
rkenntnis 4, 1934, 79

-99

） 

に
よ
る
と
、
こ
の

よ
う
な
「
諸
確
認
」
は
、《
決
し
て
仮
説
で
は
な
い
》（ebd. 98

） 「
唯
一
の
統

合
的
諸
命
題
」で
あ
る
。
し
た
が
っ
てSchlick

に
よ
る
と
、Carnap

と
異
な
り
、

こ
の
基
盤
に
《
還
元
さ
れ
る
》
諸
命
題
も
、「
諸
確
認
」
に
依
拠
す
る
が
ゆ
え

に
仮
説
的
な
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
もSchlick

は
そ
の
諸
確
認
そ
れ
自
体
を
、

そ
の
定
式
化
の
時
点
に
お
い
て
の
み
仮
説
か
ら
区
別
さ
れ
う
る
と
み
な
し
た
。

つ
ま
り
そ
れ
ら
は
、
そ
の
時
点
の
後
で
、
強
制
的
な
確
実
性
を
も
た
な
い
単
な

る
仮
説
と
な
る
。
こ
う
し
てSchlick

は
、
経
験
的
確
実
性
を
次
の
よ
う
な
諸

命
題
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
後
に
、
特
に
こ
の

よ
う
な
基
本
的
諸
命
題
に
お
け
る
一
般
的
術
語
の
不
可
欠
性
へ
と
向
か
う
諸
命

題
で
あ
る （W

. Stegm
üller

:
M

etaphysik, Skepsis, W
issenschaft, 2. A

ufl. 

1969, 279
-307

を
参
照
） 

。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、A

.J. A
yer

の
著

書
（L

anguage, Truth and L
ogic, 1945, 2d. ed. 93f.:

„E
m

pirical proposi-

tions are one and all hypotheses “

） 

に
お
い
て
す
で
に
起
こ
っ
て
い
る
よ
う

に
、
仮
説
の
概
念
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
の
諸
命
題
一
般
へ
と
拡
大
さ
れ
う
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。L

. W
ittgenstein

:
Tractatus logico

-philosophicus, 

1921.

は
、
内
容
か
ら
み
る
と
、
す
で
に
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
た
。
し
か

も
そ
の
記
述
は
主
張
命
題
の
断
言
的
機
能
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
「
命
題
は
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
《
と
き
》、
そ
の
状
態
を
《
示
す
》。
そ
し
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て
そ
の
命
題
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
《
こ
と
を
》《
語
る
》」（4. 022

）。

経
験
的
な
諸
々
の
主
張
命
題
に
お
け
る
仮
説
的
要
因
と
断
言
的
要
因
の
結
合

は
、C

.J. L
ew

is

に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 

（A
n A

nalysis of 

K
now

ledge and Valuation, 1946, 22f.

）。

（
128
）　

W
. Joest 

は
、
ひ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
た
だ
「
無
制
約
的
に
、
あ
る
い
は

い
か
な
る
場
合
に
も
決
し
て
仮
説
的
な
制
約
を
設
け
ず
に
関
わ
る
」
こ
と
が
で

き
る
（Fundam

entaltheologie. T
heologische G

rundlagen
- und M

ethod-

enproblem
e, 1974, 253

） 

と
書
い
た
が
、
そ
れ
は
《
信
仰
的
行
為
》
の
記
述

と
し
て
は
た
し
か
に
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
仰
が
そ
れ
ら
と
結
ば

れ
て
い
る
諸
々
の
命
題
と
主
張
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
話
は
ち
が
っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
も
た
し
か
に
断
言
的
意
味
を
も
つ
が
、
同
時
に
そ
の
う
ち
に
仮
説

的
構
造
を
も
っ
て
い
る 

（
受
容
者
た
ち
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
省
察
の
観
点
に

お
い
て
）。
こ
の
点
に
関
しJoest
の
諸
々
の
定
式
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
一
方
で
、
神
学
は
《
信
仰
と
い
う
前
提
か
ら
》
出
発
す
る
と
述
べ
て

い
る （ebd. 240

）。
し
か
し
他
方
で
、神
学
は
こ
の「
信
仰
と
い
う
前
提
」を「
公

開
討
論
会
」に
お
い
て
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、と
さ
れ
て
い
る（252

）。

こ
の
基
本
的
前
提
に
お
い
て
、
一
定
の
諸
命
題
と
そ
の
真
理
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
、そ
れ
は
依
然
と
し
て
不
明
瞭
で
あ
る
。な
ぜ
な
らJoest

は
、

神
学
者
は
「
そ
れ
ら
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
啓
示
を
解
釈
し
つ
つ

展
開
す
る
彼
の
す
べ
て
の
命
題
を
、
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
将
来
実
証

さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
定
式
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い

る
」（253

）、
と
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
当
に
彼
の
す
べ
て
の
命
題

を
?　

教
会
の
教
理
と
聖
書
の
す
べ
て
の
命
題
も
?　

も
し
も
そ
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
命
題
が
な
け
れ
ば
、

「
キ
リ
ス
ト
御
自
身
に
お
け
る
神
の
証
言
の
真
理
」 （ebd.

） 

を
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
困
難
が
生
じ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
信
仰
の
う
ち
に
あ
る
「
基

本
的
前
提
」
と
、
こ
れ
ら
の
諸
命
題
の
「
い
ず
れ
も
」、
暫
定
的
で
、
修
正
さ

れ
う
る
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
係

す
る
の
だ
ろ
う
か
。Joest

は
、
こ
の
よ
う
な
問
い
を
自
ら
に
提
起
し
た
と
き
、

そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
ま
っ
た
く
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

後
段
で
、
信
仰
の
確
実
性
に
関
す
る
問
い
と
の
関
連
で
さ
ら
に
詳
細
に
論
究
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
も
し
もJoest

の
詳
論
が
、
あ
の
暫
定
性

は
神
学
者
自
身
の
諸
命
題
に
の
み
妥
当
し
、
聖
書
と
教
会
の
信
仰
の
認
識
の
諸

命
題
に
は
妥
当
し
な
い
と
い
う
具
合
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

確
実
性
の
問
題
に
ま
つ
わ
る
伝
統
的
な
諸
々
の
ア
ポ
リ
ア
が
生
じ
て
く
る
。
そ

し
てJoest

が
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
場
合
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る

神
の
啓
示
の
う
ち
に
、
そ
の
信
仰
を
要
求
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
担
う
根
拠
が
与

え
ら
れ
て
い
る
と
の
確
信
は
、
そ
れ
自
体
こ
の
信
仰
の
行
為
で
あ
る
」（ebd. 

253

） 

と
書
い
た
と
き
、
彼
は
そ
れ
ら
の
ア
ポ
リ
ア
を
主
観
主
義
的
な
意
味
に

解
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

こ
で
は
、
信
仰
の
自
己
基
礎
づ
け
の
論
証
は
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
て
い
な
い
。

（
129
） 

そ
れ
ゆ
え
教
義
学
と
倫
理
学
の
区
別
は
、
新
た
にK

. B
arth 

（K
D

 I/2, 1938, 

875
-890

） 

と
の
関
連
で
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
よ
う
に 

（W
. Joest: 

D
ogm

atik 1, D
ie W

irklichkeit G
ottes, 1984, 20.

の
場
合
も
同
様
で
あ
る
） 

「
労
働
節
約
的
」
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
中
心
と
な
る
事
柄
に
も

根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
倫
理
学
は
、
行
為
の
主
体
と
し
て
の
人
間
に
語

り
か
け
る
の
に
対
し
、教
義
学
は
、た
と
え
創
造
あ
る
い
は
教
会
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
と
し
て
も
、
神
と
そ
の
行
為
に
目
を
向
け
て
い
る
。
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　書評 : Fritz Schmidt-Clausing, Zwingli, 1965. ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　ツヴィングリ研究読書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 2 号

　ルターにおける救済史 （Geschichte des Heils Gottes） 観の構造 ‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　自然科学と自然の神学　─一つの対話の試み─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Christianity in Crisis　─American Style─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 3 号

　神学における “Pro me”の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　マルクスにおける宗教の問題（その 1）　─予備的・資料的考察─ ‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　Around the Forbidden Country ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

　書評 : Eric W. Gritsch, Reformer without a Church, 1967 他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 4 号

　ヨハネ福音書における「人の子」（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　教義学形成に対してもつ信仰告白及び聖書学の意義と限界 （I） ‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　キリスト教に挑戦する第三世界
　　─植民地主義とキリスト教の宣教，その価値尺度の問題をめぐって‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 5 号（キリスト教学科創立 10周年記念）

　神の人　─エリシャ伝承群と社会層・予備的考察─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　ヨハネ福音書九章の構成‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　ルターにおける communicatio idiomatum（属性の共有）について ‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　カール・バルトの『ロマ書』における神の神性‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　今日の修道を考える　─テゼー共同体の試みを通して─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 6 号

　カール・バルトの『ロマ書』における宗教の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　W. Pannenbergにおけるキリスト教倫理の構造
　　─「法の神学」との関連で─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　アムブロシウスの De officiis ministrorumの思想とその位置
　　─virtusの概念を中心として─（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男
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第 7 号

　ヨハネ福音書の研究方法と翻訳の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　ツヴィングリとカルヴァン
　　─「シュライトハイム信仰告白」批判を手がかりとして─ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　アムブロシウスの De officiis ministrorumの思想とその位置
　　─virtusの概念を中心として─（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 8 号

　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　W. Herrmannにおけるキリスト教倫理の構造 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　アウグスティヌスにおける virtusの概念の形成と『神の国』の成立 （I） ‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 9 号

　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （III） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　近代神学における「宗教と人間性」の問題
　　─W. Herrmannと P. Natorpの場合─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　礼拝における奏楽の位置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　アウグスティヌスにおける virtusの概念の形成と『神の国』の成立 （II） ‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 10 号

　キリスト教倫理学における「主体性と客観性」の相剋
　　─W. Herrmannと E. Troeltsch─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　礼拝診断　─10の指標─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Sexuality, Christianity and the Churches ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

　アウグスティヌスの『神の国』の多様性と統一性‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 11 号

　聖礼典　─宣教論からの一考察─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　ツヴィングリとフープマイアー
　　─洗礼のヨハネの救済史的意味をめぐって─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　東北伝道の歴史的反省のため‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小笠原　政　敏
　エリヤの後継者エリシャ　─列王紀下第二章への 10の覚え書き─ ‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　ミュンツァーとルター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

第 12 号

　宗教史の神学　─W・パネンベルクにおける神学概念─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　研究ノート : カール・バルトにおけるツヴィングリ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　Research Note : The New Testament Substructure of Christian Worship ‥‥‥ Richard B. Norton

　The Responsibility of the Church for Education : Theological Deliberation ‥‥‥‥‥Lee J. Gable

第 13 号

　牧会者の現実と課題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　「非神話化」の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
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　トマス・アクィナスの教育論　─二つの De Magistroを中心として─ ‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 14 号

　復活の神学　─W・パネンベルクのキリスト論─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　出事来としての理解をめざして
　　─H.-G. ガダマーにいたる解釈学的思惟─　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿
　アウグスティヌスにおける人間論的概念　─心身論を中心として─‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 15 号（キリスト教学科創立 20周年記念）

　バルトとボンヘッファー（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　象徴の神学（I）　──W. パネンベルクの教会論── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　聖霊と教会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　ドイツ大学における神学と哲学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿
　『セラピオンへの手紙』におけるアタナシウスの聖霊論 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 関　川　泰　寛
　Education and Religion from the Standpoint of Christian Schools in Japan ‥‥ William Mensendiek

　Predigt über Galaterbrief 5, 13-15 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　研究ノート : ヤン・ラスキと「ロンドン教会規定」（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　アウグスティヌスにおける imago Deiの概念（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 16 号

　現代の教会と神学に対するバルメン宣言の意義
　　─バルメン宣言 50周年に寄せて─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　信従の神学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　万人祭司と教職制　─牧師は，今日何をなすべきか─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　研究ノート : ヤン・ラスキと「ロンドン教会規定」（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 17 号（東北学院創立 100周年記念）

　「私のあとから来るかた」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西間木　一　衛
　ヨハネ福音書 12 : 12-19における文書史料と構成 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　アタナシウスの Contra Gentesと De Incarnationeにおけるキリスト論の特色
　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 関　川　泰　寛
　ルターの問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　S. カステリオと J. ブレンツ　──宗教寛容論の射程をめぐって──
 　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　ハイデルベルク教理問答と教義学方法論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　神学における実践の問題　──Helmut Gollwitzerの神学概念── ‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　ブルトマンにおける「諸宗教」の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　E. フックスにおける言語の出来事とイエス ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿
　説教診断　──説教評価の基準あれこれ──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Protestant Missionary Perceptions of Meiji Japan ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 18 号

　アウグスティヌスにおける imago Deiの概念（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男
　象徴の神学（II）　──W. パネンベルクの教会論── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
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第 19 号

　ローマ人への手紙 8章 18節─27節の釈義的問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西間木　一　衛
　仙台神学校の起源‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　教義学の方法‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　キリスト教大学における「キリスト教的なるもの」の検討‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿

第 20 号

　エイレナイオスのユーカリスト論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 住　谷　　　眞
　アタナシウスにおけるキリストの人間的魂（その 1） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 関　川　泰　寛
　東北学院神学部と東北伝道諸問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　カール・バルトにおける予定論の刷新（I）
　　──福音の総和としての神の恩寵の選び──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　Buddhist-Christian Encounter : Reflections on the 3RD World Conference of 

Buddism and Christianity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 21 号

　カール・バルトにおける予定論の刷新（II）
　　──神の業の初めとしての神の恩寵の選び──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　交わり診断 : ボンヘッファー『共に生きる生活』を手引きとして ‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　The 1948 J3 Experience in Retrospect : A Case Study in Foreign Mission 

Encounter ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 22 号

　アリウス主義の思想的系譜（その 1） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 関　川　泰　寛
　行動の学としての実践神学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Partnership in Mission : A Japan Case-Study ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 23 号

　COME HOLY SPIRIT, RENEW YOUR WHOLE CREATION

　　Reflections on the Seventh Assembly of the World Council of Churches Can-

berra, Australia─ February 7～20, 1991 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

　栗林輝夫著『荊冠の神学』を読む（新教出版社，1991年） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　アウグスティヌス『告白録』の深層　──挫折と再生の底──‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 24 号

　ミッション・スクール成立の教育史的前提‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 雨　貝　行　麿
　PRAYER─ FORUM FOR DIVINE-HUMAN ENCOUNTER

　　A Study in Jonathan Edwards ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

第 25 号

　ユダの裏切りの予告伝承の諸問題 :

　　──ヨハネ福音書 13章 21～30節における伝承と編集── ‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　CRIRISTIAN MISSION IN THE 21ST CENTURY IN ASIA ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Akira Demura
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　Changing Perceptions of Homosexuality in Christianity and the Churches ‥‥ William Mensendiek

　教会の告白と倫理　──教団生活綱領の再検討を通して──‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 26 号

　新しい言葉 :  ──D・ボンヘッファーの見た説教の幻── ‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　CREATIVITY AND SPONTANEITY IN CHRISTIAN MUSIC

　　A Study in Nineteenth-Century American Revivalism ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

第 27 号（キリスト教学科創立 30周年記念）

　神学と教育‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　J. モルトマンにおける聖霊論の構造（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　一世紀のユダヤ教とキリスト教
　　──ヨハネ福音書におけるアンティ・セミティズムの問題‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　二つのロマ書注解　──カルヴァンとエコランパーディウス──‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　CHRISTIANS AS MINORITY-JAPAN : A CASE STUDY ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ W. Mensendiek

　HUMAN VIOLENCE　──A Theological Perspective── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ D.N. Murchie

　研究ノート : 日本語としての新共同訳聖書　──旧約の場合── ‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　講演 : もはや戦いのことを学ばない　──戦後の初心に帰って ‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 28 号

　J. モルトマンにおける聖霊論の構造（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　“CALVIN VERSUS CASTELLIO ON THE PROBLEM OF RELIGIOUS TOL-

ERATION” ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
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　レトリックとしての歴史 : 修辞学批評の視点から見た使徒言行録 ‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
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　　──ジョン・ノックス「イザヤ書説教」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
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　「宗教改革期の説教シリーズ」（4）　─ツヴィングリ説教選‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 44 号

　初期キリスト教世界における説教者と聴衆‥‥‥‥‥‥ポーリーン・アレン （訳 : 出村みや子）
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　　──初期イスラームとの類比的方法の試み──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　スイス改革派教会の制度的展開（3）
　　──教会論をめぐるバルトとの対立──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　二十年代から三十年代にかけてのバルトの教会理解
　　──弁証法的教会理解からキリスト論的・聖霊論的教会理解へ──‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Reflections on H. Richard Niebuhr’s Theoretical Model concerning the Rela-

tionship between Christianity and Culture : its Applicability to the Japanese 

Context ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Takaaki Haraguchi

　Religion’s Dark Side　─A Book Review Essay （Part 3） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　2006年度教員業績
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（6の 2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 2章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
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第 45 号

　不正な富（ルカによる福音書 16章 9節）についてのアウグスティヌスの説教
　　──初期キリスト教の説教における富者と貧者の構造──
　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ジェフリー・ダン （訳 : 出村みや子）
　アレクサンドリアのフィロンの幸福理解‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革期における二元論の展開（1）　──トーマス・ミュンツァー──‥‥ 村　上　み　か
　Religion’s Dark Side　─ A Book Review Essay（Part 4） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（7の 1）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 3, 4章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 46 号

　ルカ文書におけるマカリズム　幸いの宣言と物語的文脈‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　神学者としてのヘルダー
　　──特にそのキリスト論を中心に，ルターおよびシュライエルマッハー
との関連にふれて──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

　The Ethical Dilemma of Religion-based Violence　─A Book Review Essay ‥‥ David N. Murchie

　教職研修セミナー報告
　　R・ボーレン以後の説教学の動向　──聞き手の問題を中心として ‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　　現代の教会における説教の課題　──牧師の視点から──‥‥‥‥‥‥‥‥ 高　橋　和　人
　　宗教改革期における説教　──ルターの理解を中心に──‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（7の 2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 5, 6章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 47 号

　メンセンディーク教授を偲んで‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　神の民　──旧約聖書伝承の現代化の試み──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革期における二元論の展開（2）　──再洗礼派──‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　戦争と平和　──カール・バルトの神学的・政治的軌跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Charles Hodge （1797-1878）, Scottish Common Sense Philosophy, and the 

Human Capacity for Moral Activity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　基督教教育同盟会編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』（1949-50

年） の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　ヘルダーのルター受容
　　──特に『ルター小教理問答使徒信条』解説を中心にして‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

第 48 号

　共に歩む神　──フィリピン闘争神学への旧約聖書学からの応答──‥‥‥‥ 北　　　　　博
　エピファニオスのオリゲネス批判
　　──『パナリオン』64の伝記的記述の検討を中心に── ‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　みや子
　Current Thinking on the Nature of God and Christianity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie
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　基督教教育同盟会編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』（1951年）
と基督教学校教育同盟編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』
（1956-58年）の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦

　教職研修セミナー報告
　　　新約聖書中の説教 : ケリュグマとディダケー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　　　なぜバルトは説教黙想を書かなかったのか　──説教黙想の課題‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　　　説教について思うこと‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 保　科　　　隆

第 49 号

　牧師カルヴァンの一ヶ月‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ エルシー・A・マッキー （出村　　彰 訳）
　神の支配と預言者‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　知って行う者たちの幸い : ヨハネ 13 : 1-20の釈義的研究 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革研究における歴史的視点の導入　──ベルント・メラー──‥‥‥‥ 村　上　み　か
　Report on the Annual Meeting of the American Historical Association （January 

2-5, 2009） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　基督教学校教育同盟編『キリスト教主義中学校及び高等学校聖書教科書』
（1959年） の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦

第 50 号

　帝国支配と黙示　──初期ユダヤ教における黙示的諸表象の形成──‥‥‥‥ 北　　　　　博
　「幸いである，見ないで信じる者たちは」: ヨハネによる福音書 20 : 24-29

の釈義的研究‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　The Philosophical Pursuit of Violence : A Book Review Essay ‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　教職研修セミナー報告
　　　若者の現実，教会の宣教‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 高　田　恵　嗣
　　　内なる命と人間の連帯‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ジェフリー・メンセンディーク
　　　今日の霊性　──伝道を考えるための神学的考察‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　翻訳 :『組織神学を学ぶ人びとのために──組織神学の主要著作』（I）
　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥レベッカ・A・クライン，クリスティアン・ポルケ，

マルティン・ヴェンテ（佐々木勝彦 訳）

第 51号

　新約聖書におけるマカリズム（幸いの宣言） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰 

　自由主義神学におけるルター研究
　　── 歴史的考察の始まりとその限界 ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　教会論に立つ伝道論　── とくにバルト『教会教義学』の線から ‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Report on the 124th Annual Meeting of the American Historical Association 

（AHA） （January 7-10, 2010） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　翻訳 :『組織神学を学ぶ人びとのために──組織神学の主要著作』（II）
　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ マティアス・ノイゲバウアー，

マティアス・D・ヴュトリヒ（佐々木勝彦 訳）
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第 52号

　神認識と倫理　── ロマ 1 : 18-32の釈義的考察 ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　弁証法神学におけるルター研究
　　── 弁証的研究の再開と歴史的視点の後退 ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　The Social Implications of Moral Law : Charles Hodge’s Perspective on the 

Nature of Justice ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　二十年代から三十年代にかけてのバルトの教会理解（下）
　　── 弁証法的教会理解からキリスト論的・聖霊論的教会理解へ ── ‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　教職研修セミナー報告
　　　東アジアの平和と日本のキリスト教
　　　　── フィリピンとの関係の視点から ── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　　　Power, Justice, and Love : Three Catalysts for Peace ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

　　　教会と戦争～仙台東三番丁教会の場合～‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　翻訳 :『組織神学を学ぶ人びとのために ── 組織神学の主要著作』（III）
　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ペトゥル・ガルス，レベッカ・A・クライン

（佐々木勝彦訳）
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人 文 学 と 神 学　（既刊 創刊号～第 8号）

（2011年創刊）

創刊号

創刊の辞  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰

［ 論 文 ］

神学者バルトから見たニーチェ
　　── 理性と信仰のかかわりをめぐって ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
Church-State Relations in Nineteenth Century America : A Study- in the Polit-

ical Thought of Charles Hodge  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David Murchie

教科教育研究 （宗教） おける「人物史」の展開の可能性 （I）
　　「ガンディーの思想の背後にあるもの」（I）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦
トーマス・F・トーランスにおける説教  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　田　浩　司
東日本大震災と社会意識の変容 : 人間学的考察  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
存在の深みへ ─ テキストと原テキスト
　　── 対象の深奥に迫る取り組み ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  野　村　　　信

［ 翻 訳 ］

『組織神学を学ぶ人びとのために ── 組織神学の主要著作』（IV）
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  クリスティアン・ポルケ，マルテ・D・クリューガー

（佐々木勝彦訳）

第 2号

［ 論 文 ］

テラフィムの実相  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　哲　夫
異教世界の中での共同体形成 : 初期キリスト教のディアスポラ状況
　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
マルティン・ブーバーの聖書解釈方法
　　── その所謂＜傾向史的＞分析の意味をめぐって ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥  北　　　　　博
カルヴァンにおける信仰と理性
　　── 神学構造に関する一考察 ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  村　上　み　か
カール・バルトのエキュメニカルな神学への道（1）
　　── エキュメニカル運動との関わりの中で ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
教科教育研究 （宗教） おける「人物史」の展開の可能性 （I）
　　「ガンディーの思想の背後にあるもの」 （II）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦

［ 大会報告 ］

Report on the 125th Annual Meeting of the American Historical Association 

（January 6-9, 2011）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  David Murchie
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［ 教職研修セミナー報告 ］

キリスト教学 Iおよび IIのカリキュラムのねらいと実践  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  出　村　みや子
キリスト教教育と人物史  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦
聖書は，おもしろい
　　── 聖書のおもしろさを伝える努力 ･工夫 ･仕掛け ──  ‥‥‥‥‥‥‥  酒　井　　　薫

第 3号

［ 論 文 ］

　カール・バルトのエキュメニカルな神学への道（2）

　　　── 世界教会運動との関わりの中で ──   佐　藤　司　郎

　ロバート・ブルースにおける聖餐（1）

　　　── 『主の晩餐の秘義』をめぐって : 総論 ──   原　田　浩　司

　3・11後の世界に生きる : 被災地にあるキリスト教大学の課題   原　口　尚　彰

［ 大会報告 ］
　Report on the 126th Annual Meeting of the American Historical Associa-

tion （AHA） （Chicago, Illinois, January 5-8, 2012）  David Murchie

［ 翻 訳 ］
　『組織神学を学ぶ人びとのために ── 組織神学の主要著作』（V）

   レベッカ・A・クライン，クリスティアン・ポルケ，マルティン・ヴェンテ編

（佐々木勝彦訳）

第 4号

［ 論 文 ］

　「真のキリスト者となる」道を求めて

　　　── 小川圭治の神学的足跡を辿る ──    佐　藤　司　郎

　主体性と言語

　　　──失われし≪情況≫を求めて ──    北　　　　　博

　生命倫理の視点から見た臓器移植法改正問題   原　口　尚　彰

［ 書 評 ］
　The Moral and Pragmatic Bankruptcy of Torture : A Review Essay on 

The Ethics of Torture, by J. Jeremy Wisnewski and R. D. Emerick   David Murchie

［教職研修セミナー報告 ］
　豊かなメッセージ―カルヴァンの旧約聖書説教   野　村　　　信

　旧約聖書からの説教 : 実践的課題   佐々木　哲　夫

　旧約での説教の可能性   飯　田　敏　勝
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第 5号

［ 論 文 ］

　 ディアスポラ書簡としてのローマ書   原　口　尚　彰

［ 大会報告 ］

　 Report on the 127th Annual Meeting of the American Historical Associa-

tion （AHA） （New Orleans, Louisiana, January 3-6, 2013）  David Murchie

［ 書 評 ］

　 宣教の神学としてのバルト神学 : The Witness of God, The Trinity, 

Missio Dei, Karl Barth, and the Nature of Christian Community, by John 

G. Flett, 2010   佐　藤　司　郎

［ 翻 訳 ］

　 エーバハルト・ユンゲル「神の人間性について」（1）  （佐々木勝彦訳）

第 6号

［ 報 告 ］

第 7回教職研修セミナー

　新約聖書の死生観   原　口　尚　彰

　キリスト教学校における生徒たちへの「デス・エデュケーション」の 

可能性   原　田　浩　司

　死と葬儀をめぐる牧会   保　科　　　隆

［ 書 評 ］

　世のための教会論の現代的意味を問う : Annelore Siller, Kirche für die 

Welt, Karl Barths Lehre vom prophetischen Amt Jesu Christi, TVZ,  

2009   佐　藤　司　郎

［ 翻 訳 ］

　エーバハルト・ユンゲル「神の人間性について」（2）   （佐々木勝彦訳）

第 7号

［ 論 文 ］

　旅する神の民   佐　藤　司　郎

　ローマ書の統一性についての文献学的考察   原　口　尚　彰

　核兵器─偽りの希望と真実の黙示録 :『核の異端に直面─変革の要求』

（C. チャップマン）に関する神学的・倫理的考察   マーチー・デイビッド



［ 研究ノート ］

　「教科教育」研究ノート

ゆるしとは何か   佐々木　勝　彦

［ 翻 訳 ］

　アガペーとは何か（4）─（7）   （佐々木勝彦訳）

第 8号

［ 論 文 ］

メノ・シモンズにおける「国家と教会」─宗教改革期における
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